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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「えーと。毎度馬鹿馬鹿しいお話を申し上げます。

　とある県立高校の美術部に、白しら塚つか真しん一いちという男がおりました。いや、今もいるんですが。これがどんな奴やつかと言うと、美しいものや格かつ好こういいものを見ると、絵に描かきたくてたまらなくなるという性せい癖へきの──性癖ってのは違ちがいますね、性せい格かくの持ち主でした。無む駄だなく絞しぼり込こまれた肉体の躍やく動どうする様にとりわけ弱く、モデルになってくださいと口く説どいた運動部員は数十名。

　あと、人間だけでなく動物も描きます。野生動物って何やっても絵になりますからねー──と、彼は語っていたそうです。もっとも、こっちは人と違って簡かん単たんに実物は見られないので、仕方なく本やテレビに頼たよっているわけですが。

　そりゃ生で見られるもんなら見たいですよ。肌はだに伝わる迫はく力りよくが違うし、そもそも写真や映えい像ぞうってすでに誰だれかの視し点てんで切り取られた作品でしょ？　そうじゃなくて、あるがままの姿すがたを五感で感じて、どのアングルからどう描くか悩なやむのが絵の面おも白しろいところで──え？

　脱だつ線せんしすぎ？　そんな御ご託たくはいいから先を進めろ？　はいはい、すみません。

　さて、あれは去年の六月のこと。この白塚真一、忘わすれ物ものを取りに夜の美術室に忍しのび込こみました。うん、そうそう。美術準じゆん備び室しつの窓まどの鍵かぎが壊こわれてて、簡単に出入りできるんですよ。

　それはそれとして、美術室に潜もぐり込こんだぼ──じゃなかった、彼は、そこで一人の少女に出会ったわけです。銀色に輝かがやく瞳ひとみの、化けイタチの女の子に。つまり、ほんものの妖よう怪かいに。

　──あの時の光景を、僕は一生忘わすれませんね。ええそれはもう絶ぜつ対たいに。

　窓から差し込む月明かりに照らされた栗くり色いろの髪かみ。吸すい込こまれそうに大きな瞳は銀に輝き、形良くつんと尖とがった鼻と、小さな口から覗のぞく八や重え歯ばを浮うかび上あがらせていました。見み慣なれた制服に包まれた体たい軀くはスレンダーに引ひき締しまりつつも柔やわらかみを感じさせ、短めのスカートから伸のびる足はすらりと細く、夏服の袖そでから覗く二にの腕うではきめ細かな陶とう磁じのようで、そのバランスのとれた美しさは、これほど魅み力りよく的てきな人がこの世にいていいのかと思わせるのに十分でしたが、考えてみりゃ『この世』の『人』じゃないんだからこれはこれでありなのかなーと。

　で、僕が『モデルになってください』ってお願いしたら、イタチさんは意外にあっさりオーケーしてくれて、翌よく日じつから美術部に入ってくれたんですよねー。伊達だてクズリって名前の同級生として。もうめちゃくちゃ嬉うれしかったですよ。これでクラスも同じなら天国だったんですけどね。……ええ、そうですよ。今年も別のクラスですよ。くそう！

　まあ、イタチさんは滝たき沢ざわさんも美み生うさんも同じクラスだって喜んでたから、それはそれでいいことだとは思うんですが──はい？　あの三人娘、身長と髪の長さと気の弱さと胸むね回まわりが比例しているように思うんだけどそこんとこどうなのか？　知りませんよ。じゃあ、あの三人の中で誰が一番──？　そりゃもちろんイタチさんです。

　滝沢さんはいつでも頼たよれるし、美生さんは優やさしくて可愛かわいいし、二人とも好きですよ。ですけどね、イタチさんは別格なんです。最初は綺き麗れいだなあ絵になるなあと思ってただけでしたが、その内面を知るにつれ、どんどんどんどん好きになっていって──はい？　また話が脱線している？　そう言われても困こまりますよ、大事なところなんだから。

　というわけでこのまま続けます。いいですか、いいですね」

「よかないわよ」

　ぱこーん、と小こ気き味みいい音を立て、唐とう突とつに僕の後頭部がはたかれた。

　いて、と思わず声が漏もれる。いきなり何をするんだか。椅い子すに座すわったまま振ふり向むけば、ジャージを羽は織おった眼鏡の少女が、丸めたノートを手にして立っていた。その後ろには、大おお判ばんの画集を手にしたセミロングの少女が一人、赤い顔で縮ちぢこまっている。

「こっ……こんにちは、真しん一いち」

「ああ。誰だれかと思ったら、経ふみ島しま先輩とイタチさんか。こんちは」

「こんちはじゃないわい。部活の時間に何を熱く語ってんだか、あんたは。ねえ？」

「う、うん……」

　消え入りそうな声とともに、イタチさんは恥はずかしげに視し線せんを下に向けてしまう。同時に、我が美術部唯ゆい一いつの三年生である経島先輩は、大きな溜ため息いきを落とした。と、その呆あきれた声を受け、僕の正面で机に腰こし掛かけていた長身長ちよう髪はつの女子生徒が親しげに手を振った。

「よっほー。御み崎さき、よくぞ元もと旦だん那なを止めてくれた。やー、助かったわ」

「助かったって何ですか。美術室に顔出したのに話し相手がいなくてヒマだ、ちょうどいいから去年の出来事を説明しろって言い出したの、鱗りんさんでしょうが。しかも『普ふ通つうに話してもつまんないから落語風に』とか無茶言うし」

　わざとらしく肩かたをすくめる鱗さんを、僕はじろっと睨にらんでやった。

　ちなみにこの人も、イタチさんと同じく妖よう怪かい──正せい確かくには、蛇へびの妖怪「蛇へび女によう房ぼう」──である。最初は僕の家に押おしかけてきたのだけど、色々あって、今は「生徒会長の江え戸ど橋ばしさんの妻つま（自じ称しよう）で、化ばけ猫ねこの血を引く名家の多た々た羅ら木ぎ家けの居い候そうろう」という、ややこしい形に落ち着いている。僕より背せは高いけど、これでも一いち応おう新一年生。明らかに二回り以上小さいサイズのセーラー服からは、長い足や細い腰こしが大だい胆たんに覗のぞいている。動きやすそうだけど、もうちょっと露ろ出しゆつを抑おさえてもいいんじゃなかろうか？　口に出さずにそんなことを思っていると、鱗さんは長い腕うでを組み、「確たしかに説明しろって言ったのはアタシだけどさ」と肩を落とした。

「リクエストしたのはさ、去年起こった妖怪騒そう動どうの話だっての。なのに、何が悲しくて、元旦那のクズリへの愛を延えん々えん聞かされにゃならんのかと」

「そういう事じ情じようか。ま、白しろの字じにイタチちゃんの話を振ったら脱線するのは当然だけど」

　同どう情じようするように鱗さんへと笑いかけた経島先輩は、「まだあんたに任まかせるのは早いわね」と僕の背せ中なかを叩たたき、窓まど際ぎわのいつもの席へ向かった。そう言われても何のことやら。軽く首を捻ひねった後、机の上に置きっぱなしになっていた鉛筆を手に取って顔を上げれば、斜ななめ向かいの席で画集を広げるイタチさんと目が合った。

　その手元のページいっぱいに掲けい載さいされているのは、写実的なタッチで描かかれた、地を蹴けって舞まい上あがる大きな鳥の姿すがた。写真みたいにリアルで、なおかつ躍やく動どう感かんに溢あふれかえったそのタッチに見入りつつ、僕はイタチさんへと話しかけた。

「それって、やっぱりあの人の絵？　メリュなんとかって画家の」

「メリュジーヌのこと？　そうだよ」

　くすっと微笑ほほえみながら、イタチさんはお気に入りの画家の名前を口にした。この人、春休みに美術館に行ってから（そこで何があったかはめんどくさいので省しよう略りやくするけど）あらためて絵に興きよう味みが出てきたとかで、最近は図書館や図書室で画集や美術雑誌を借りてきては楽しそうに眺ながめているのだ。

「やっぱプロの絵は違ちがうなあ……。にしてもイタチさん、その人の絵、ほんとに好きだね」

「うん。──この人、たまに来日するらしいんだよね。会ってみたいなあ」

　僕の問いかけに即そく答とうしたイタチさんは、再ふたたび画集に視し線せんを落とし、しみじみとした声でつぶやいた。なるほど、これを描かく人がリアルに実じつ在ざいするんだよなあ。僕の絵なんかまだまだよな、と恐おそれ入いっていると、イタチさんはふと顔を上げ、嬉うれしそうに言い足した。

「あたし、真しん一いちの絵も好きだよ」

「ほんとに？　僕はイタチさんが好きだよ」

　ありがとう、と口にしたつもりが、全然別の言葉が出てしまった。それを聞いたとたん、イタチさんの頰ほおがかっと赤くなった。

「きゅっ、急にそんなこと言われても……！」

「そんなこと──？　あ」

　慌あわてて口を押おさえてみたものの、もはや後の祭り。優やさしくこちらを見つめてくれていた双そう眸ぼうが、すーっと下を向いていく。またやっちゃったか。二年になったんだからちょっとは成長しろよと自分に言い聞かせつつ、僕は気まずげに鉛筆の尻しりで頭を搔かいた。

「ごめん、今のは口が勝手に動いたんだ」

「そ……そうなの？」

「うんうん。あ！　でも好きだってのはほんとだよ」

「……ああ、もうっ！」

　慌てて一言付け足せば、イタチさんは再び絶ぜつ句くしてしまった。ピンク色に戻もどりつつあった顔がまたも朱しゆ色いろに染そまり、大きな瞳ひとみは僕からすーっと逃にげていく。あれ、フォローしたつもりが怒おこらせちゃったか？　新学期初日に密ひそかに立てた今年の目もく標ひようは「せめてイタチさんに怒られない人になる」だったんだけど、なんだかいきなり幸さい先さきが悪いぞ。

　と、不安になった僕は、向かいの席の少女の顔を覗のぞき込こもうとしたのだが。

「ごめんイタチさ──わっ！」

　──どん。

　大きく跳はねる鯨くじらの絵が、僕の視し界かいを遮さえぎった。つまり、イタチさんが目の前に画集を突つっ立たてたのだ。その音を聞きつけ、経ふみ島しま先輩のノートパソコンを覗のぞき込こんでいた鱗りんさんが「またやってんのか」と笑った。ああそうですよ、またですよ。

　イタチさんは画集の陰かげからチラチラこちらを見ているが、その顔には未だに赤みが差したままだ。今話しかけてもまた逃にげられちゃうんだろうな。そう反省していると、ふいに細い腕うでが僕の首を摑つかんで抱だき寄よせた。

「ねーねー、元もと旦だん那な」

「その呼よび方かたやめてくださいってば、鱗さん。知らない人が聞いたら誤ご解かいしますから」

　首に絡からみついた腕をやんわりほどきながら、じろりと長身の蛇へび女によう房ぼうを睨にらんでみる。もっとも、そんな注意を聞くような人じゃないことは僕もよーく知っている。案あんの定じよう、鱗さんは「だって事実じゃん」と笑って僕の視し線せんを受け流すと、手の平をかざして美術室を見み渡わたした。

「あのさ。美術部のメンツってこれで全部だっけ？　あ、もちろんアタシは除のぞいてだけど」

「他にもいますよ。バイトばっかりやってる幽ゆう霊れい部員の穂ほ村むらってのがいますし、あとは──鱗さんも知ってますよね、天てん狗ぐの奈な良ら山やま。あいつは絵を描かきに行ってます」

「そう言えばあの天狗くんも美術部だっけか」

「ええ。奈良山には美術室にいてほしかったんですけど……。あいつ、『空が綺き麗れいだから』とかそんな理由であっさりキャンバス抱かかえて出て行っちゃうんですよね」

　実に相変わらずな友人達の顔を思い出しつつ、僕は肩かたをすくめて首を振った。

　この部へ屋やに漂ただようノリがいつも通りすぎて忘わすれがちだけど、仮かりにも今は新学年の新学期が始まったところ。ということは、もしかしたら入部希望の新入生が来るかもしれないわけで。

「新入生が来た時、油絵のことなんか聞かれたら、水すい彩さい画が専門の僕じゃ何にも答えられませんからね。それにあいつ、僕より落ち着いてるから人当たりもいいですし」

「さすが大物妖よう怪かい、変へん態たいってことしか取とり柄えのない元旦那とは、そりゃ格かくも器うつわも大おお違ちがいだ。化ばけ狸だぬきの正体に最初から気付いてたって話を聞いた時は、びっくりしたもん」

　しみじみと深くうなずく自じ称しよう新一年生。まあ、僕だって、奈良山から「美術部顧こ問もんの寺てら林ばやし先生、狸たぬきなんだよ。俺に正体暴あばかれた後、稲いな葉ば先生にこっぴどくやられてたから、もう余よ計けいなことはできないだろうけど」と聞かされた時には、それはもう驚おどろいた。改めてあの昼ひる行あん灯どんな男を見直したのも事実です。しかしですね。

「本人を前にはっきり言わなくてもいいじゃないですか。だいたい僕は変態じゃないし」

「まあまあ拗すねるな拗ねるな！　個性がないよりいいじゃないのさ！」

　ぶすっとふてくされた僕の肩を、鱗さんの細くて小さな手がばんばん叩たたく。いや、それ何のフォローにもなってないですから。僕はそうつぶやいたのだが、非ひ情じような蛇女房はそれをきっぱり無む視しすると、ふと怪け訝げんそうに眉まゆをひそめて尋たずねた。

「つーか、さ。そもそも新入部員って来るの？」

「え。それはその──ええと……」

　思わず口ごもってしまう僕。来ますよ、ときっぱり言い切れないまま、もごもごと言葉を濁にごしていると、経ふみ島しま先輩の呆あきれた声が飛んできた。

「まともに勧かん誘ゆうもしてないのに来るかっての。部の数が少なかった去年ならともかく、今年はよくわかんないサークルがわんさか増ふえてるわけでしょ？　せっかく立ち上げたサークルを部員不足で潰つぶされてたまるかって、どこもかしこも新人確かく保ほに必死になってるってのに」

　と、経島先輩はそこでいったん言葉を区切り、机から飛とび降おりてこちらに歩み寄ってきた。わざとらしく振ふられる首の動きに合わせ、二つに結ゆわえた長い髪かみがやるせなく揺ゆれる。

「なのにうちの部長と来たら！　てめえんとこの勧誘はろくすっぽやんないくせに、よその部の新しん勧かんポスターばっかり熱心に描かくたあ──ほんと、一体どういう了りよう見けんだ、ああん？」

「へ？　いや、だってほら、頼たのんでくれたのを断ことわるのもですね……」

「そうだよ御み崎さき。真しん一いちは悪くないよ」

　眼鏡越しの双そう眸ぼうに気け圧おされる僕を庇かばうように、凜りんとした声が割り込んだ。手にしていた画集を机の上にばたんと倒たおして立ち上がると、イタチさんは経島先輩をまっすぐ見つめた。

「赫あか音ねのにゅー吹奏楽部も、ハルカの入った水泳部も、それに他の部の人たちも……みんな、真一の絵を見て、それで描いてほしいって言ってくれたんだよ？　だから真一は」

「ん？　……いやいや、そこらへんの事じ情じようは私も知ってんだけど」

　イタチさんの意外に真しん剣けんな言葉に面食らったのか、経島先輩はきょとんと目を丸くした。そして、先輩同様に意表を突つかれた僕が黙だまり込こみ、鱗りんさんが楽しそうにニヤつく中、ジャージを羽は織おった最年長者は「これじゃ私が悪者じゃんか」と溜ため息いきを吐つくと、改めて僕を見上げた。

「要するに。待ってるだけじゃ新人なんか来ないわよと言いたいわけだ」

「あ、やっぱそうですか？　でも……なんか誘さそいづらいんですよね、この部」

　今度は僕が溜息を吐く番だった。「真一、前から言ってるもんね」とイタチさんが苦笑する。その隣となりで首を傾かしげた鱗さんに、僕は右手の鉛筆を回しながら力のない笑みを向けた。

「美術部うち、いい加か減げんな部活ですから。名前だけはまともですけど、ろくな設せつ備びも予算もなけりゃ、ちゃんとした指し導どう者しやもいませんし」

「顧こ問もんは掛かけ持もち御ご免めんの放ほう任にん主義だもんね。しかも化ばけ狸だぬき」

　すかさず経島先輩が相あい槌づちを打つ。別に狸でもいいんですけどね、と僕は先を続けた。

「問題は、寺てら林ばやし先生には美術を教える技術も知ち識しきも気もないってことですよ。しかもこの部、だいたい週の半分は妖よう怪かい対たい処しよに出てますからね。僕はイタチさんが好きですから、一いつ緒しよにいられさえすれば十分ですし、今の状じよう況きように何の文もん句くもないんですけど」

「さすが元もと旦だん那な、相変わらずサラッと告白しやがるなあ。どうよクズリ、嬉うれしい？」

「どっ、どうって言われても……そんな……」

「あれ、どうかしたのイタチさん？　まあ、そういうわけで、真面目まじめに美術やりたい新入生を引き込むのはかわいそうかなーって思うんですよ。絵がやりたい人には絵画同好会があるし、立体なら彫ちよう刻こく研究会に行けばいいんですし」

　あそこだったらちゃんとした専せん任にん顧こ問もんもいますしね。最後にそう言い足して言葉を切れば、三人の女子生徒はぽかんとした顔を見合わせ、ひそひそとささやき始めた。

「すげえ、白しろの字じが正せい論ろんを……。明日は雪か、はたまた地球最後の日か」

「あのね御み崎さき。真しん一いちは、絵のことになると真面目まじめなんだよ？」

「ふむ、なるほど。つまりそれ以外は全面的にちゃらんぽらんってことか」

「え。そういうわけじゃないよ、鱗りん……！　真一だって、その……少しは……ええと」

「ならばアレのいいところを具体的に言ってみ？　ほれほれ、聞こえてないから大だい丈じよう夫ぶ」

「丸聞こえですが！」

　思わず大声が出た。それを聞き、赤い顔のイタチさんの背せ中なかにぺたっと貼はりついていた鱗さんは、「失しつ敬けい」と笑って体を起こす。全く反省してねえなこの蛇へび、と呆あきれた視し線せんを向けていると、ふいに経ふみ島しま先輩がきっぱりとした声を発した。

「よし。そんじゃ新人も来ないと決まったし、今年ものんびりダラダラやりますか」

「ですね──って、いやいやいや！　まだ来ないと決まったわけじゃないですよ！　一いち応おう、新聞部の作ったクラブ紹しよう介かいパンフには載のせてもらったし、もしかしたら今にもそこから」

　と、往おう生じよう際ぎわの悪いセリフを口にしながら、僕が廊ろう下かに面した戸を示した、その時だ。

　それはもう唐とう突とつにガラガラと戸が引き開けられたかと思うと、

「失礼しまあす。美術部は、こちらですかあ？」

　のんびりとした朗ほがらかな一声とともに、見たことのない女の子が現れた。

「わお。ほんとに来た」

　無感動な声で鱗さんがつぶやいた。一方、残る僕らはと言えば、突とつ然ぜん現れた女の子を見つめるのに忙いそがしく、口を開く余よ裕ゆうすらなかった。

　身長は──それに年ねん齢れいも、僕と同じくらいだろうか。清せい楚そにまとめられたレモンイエローの長い髪かみに、深緑のカチューシャがよく映えている。柔やわらかな輪りん郭かくで象かたどられた小さな顔ににこにこと浮うかぶのは、人好きのする上品な笑み。色しき素その薄うすい白い肌はだと、くりっとした水色の瞳ひとみを見るところ、外国人かそれともハーフの人らしい。

　それはともかく、気になるのはその服ふく装そうだ。フリルの目立つ白のブラウスに、やたらリボンやヒラヒラが付いた黒のスカート、そして肘ひじから先をすっぽり覆おおう長なが手て袋ぶくろ。外出中の貴き族ぞくのお嬢様みたいなそのスタイルは、表情同様に柔らかそうな体形と相まってたいへん魅み力りよく的てきであり──ではなく。

　これ、どう見てもうちの制服じゃないよな。誰だれ？　留学生？　いや、それ以前に何の用？

　わからないことだらけだけど、悩なやんでいても仕方ない。イタチさんや先輩と顔を見合わせた後、僕はおずおずと口を開いた。

「あのー、すみませんが、どちら様で」

「シラツカシンイチくんは、こちらにいますかあ？」

　穏おだやかで、それでいて押おしの強い声が、僕の問いかけに割り込んでくる。僕は慌あわてて言葉を飲み込むと、人差し指を頰ほおに当てて首を傾かしげるレモンイエローさんに向き直った。事じ情じようはさっぱりわからないけど、優やさしげな美人に名前を呼よばれて悪い気はしない。これがもし、どこぞの木この葉は天てん狗ぐや化ばけ猫ねこ混まじりの剣けん道どう部ぶ員いんみたいな武ぶ闘とう派はだったら「奴やつは死にました」と言い切ってましたが。そんなことを思いつつ、僕は小さく右手を挙あげた。

「白しら塚つか真しん一いちなら僕ですが……？」

「まあっ！　あなたでしたか！」

　僕が口を開くのと同時に、レモンイエローさんは嬉うれしげに顔をほころばせ、ぱん、と両手を打ち合わせた。はい、とうなずく間もなく、長なが手て袋ぶくろに覆おおわれた指が僕の手を摑つかんで引き寄せた。手袋の材質はシルクだろうか、すごく上品な手て触ざわりだ。

「はい？」

　おろおろする暇ひまもなかった。イタチさんが息を吞のむ声を背せ中なかで聞きながら、僕はレモンイエローさんに頭を抱だきかかえられていた。わけがわからず戸と惑まどう僕の頭を、ほっそりとした腕うでがきゅっと抱かかえ込こみ、意外に硬かたい指が優しく頭とう頂ちよう部ぶを撫なで回まわし始める。右頰にふわりと触ふれる柔やわらかい感かん触しよくはこれはきっと胸むねに違ちがいない──って、いやいやいやちょっと待て！

「あ、あの……もしもし？　これは一体……？」

「会いたかったですー」

　ガチガチに照れながら尋たずねてみたものの、返ってきたのは回答ではなく嬉しげに微笑ほほえむ声だった。それを聞いた瞬しゆん間かん、ようやく脳のうが状じよう況きようを理り解かいしたらしく、顔がますます熱くなる。なんで僕は初対面の美人に頭を抱かれて撫でられてるんだ？　それに「会いたかった」ってどういう意味だ？　どう返事していいものか悩なやんでいると、経ふみ島しま先輩が興きよう味み深ぶかげにぼそりと言った。

「おーい白しろの字じ。あんた、またどっかで動物助けたんじゃなかろうな」

「なぬ。ってことはこの金色、異い類るい女によう房ぼう系けいの妖よう怪かい？　アタシ、登場二週間でキャラ被かぶり？」

「落ち着けお鱗りんさん、あくまで推すい測そくだから。ちなみに正体は何だと思う？　私、兎うさぎに五百円」

「乗った！　ならばアタシは──そうさね、カナリアに三百円。クズリは？」

「え？　えーとね、あたしは意外とタンポポとか……って、そうじゃなくてっ！」

　イタチさんが、強引に僕の体を引ひき戻もどした。うわ、とふらつく僕を受け止めると、イタチさんは訝いぶかるような視し線せんを目の前の闖ちん入にゆう者しやへと向けた。

「……ね、真一に会いたかったってどういう意味？　真一のこと知ってるの？」

「はい。もちろん、知ってますよお。ねー？」

　語尾を伸のばした独どく特とくの口調とともに、レモンイエローさんが柔らかに微笑んだ。その無む邪じや気きな笑顔に、思わず「はーい」とうなずきそうになったが、初対面なのは間ま違ちがいない。薄うす赤あかく染そまった顔のまま、僕はゆっくり声を発した。

「いや、『ねー』って言われても。……どなたです？」

　と、その質問を聞いたレモンイエローさんは、再ふたたびきょとんと可愛かわいく首を傾かしげた。なぜそこで悩なやむのか！　僕らが心の底からそう思ったのと同時に、自じ称しよう僕の知り合いは「ああ」と小さく口を開け、左の手の平を右の拳こぶしでぽんと叩たたいた。

「そう言えば名乗っていませんでしたねえ。ニコ・メリュジーヌ。絵え描かきです」

「ニコさん……？　絵描きってことは、画家の方ですか？　高校生じゃなくて？」

　なるほど、指が硬かたかったのは筆ダコのせいか。いやしかしなんでそんな人がここに？

　首を捻ひねって尋たずねてみれば、自称僕の知り合い改め画家さんは何も言わずに微笑ほほえむと、机の上の僕の鉛筆とスケッチブックをひょいと取った。ぽかんと僕らが見守る中、絵描きさんは慣なれた手つきで鉛筆を滑すべらせ始はじめる。

「学生じゃないですよお。童顔ですけど、これでも二十三なんですから」

「マジで？　全然見えないわね。ちなみにかく言う私はもうすぐ十八なのであった」

「それはそれで信じられない気がしますよ」

　小学校高学年にしか見えない先輩に呆あきれた声を返しながらも、僕は視し線せんをニコと名乗った女の子──ではなく、女性の手元からはずすことができなかった。鼻歌交じりの軽い口調とは裏うら腹はらに、その筆ひつ致ちには呆れるほどに迷まよいがなく、そして力が籠こもっていた。スピーディーに描えがき出だされていくのは、海面に身を乗り出す一頭の鯨くじら。ちょんちょんと鉛筆の先が踊おどり、小さな飛沫しぶきが描き足される度たびに、鯨の大きさがどんどん強調されていく。そのテクニックに、僕は自然と見み惚とれ、そして息を吞のんでいた。

　──なるほど、確たしかにこの人は絵描きだ。

　しかもかなりの実力派の。ついでに言えばかなり僕好みの！

　と、そう実感した僕に向かって、ニコさんは描き上げたばかりの絵を「じゃーん」と示し、自じ慢まんげに微笑んでみせた。

「ちなみに、この絵が一番有名かもですねえ。リアルなのにどこか優やさしくそして楽しげ、新進気き鋭えいの若手画家とは私のことなのです。どうだ参まいったか」

「自分で言うんですか、それ。しかし……これは、ええ、確かに、参りました」

　子供じみた言動に呆れつつも、僕は深く絶ぜつ句くした。と、その反応が嬉うれしかったのか、ニコさんの顔がぱあっと顔をほころんだ。

「えへへ、ありがとうございます。それでですねえ」

「あ……あのっ！　メリュジーヌって、もしかして……？　それに、今の絵……！」

　ニコさんの声を遮さえぎるように、イタチさんが唐とう突とつに口を挟はさんだ。その手に抱かかえられているのは、お気に入りの大おお判ばんの画集だ。跳はねる鯨を伸のびやかに描いた表紙には、作者の名前なのだろう、大きく「Melusine」と記しるされており……ん？

「えーと、『めるしね』？」

「なぜローマ字読みするのか白しろの字じ。フランス語読みじゃメリュジーヌね。つーことは」

「しかも今の絵とおんなじ構こう図ずだしね、ビンゴなんじゃないの？　ねーニコっち」

「あ、はあい。それ、私の代表作ですよお……！　わあ、嬉うれしいですねえ」

　鱗りんさんのフランクな問いかけを（いきなりニコっち呼よばわりかよ）、けろりと認みとめる画家の人。それを聞いたとたん、イタチさんが面おも白しろいようにおろおろとうろたえ始めた。

「うそ、本物……？　どっ、どうしよう真しん一いち、あたし大好きなのに！」

「まあ！　本当ですかあ？」

　瞬しゆん間かん、ニコさんの顔がぱっと華はなやいだ。すっかり挙きよ動どう不ふ審しんになってしまったイタチさんがうなずく間もなく、長なが手て袋ぶくろに包まれた手が目の前の少女へと伸のびる。

「ありがとうございますー！　わあ、こんな可愛かわいいファンがいるなんて、光栄ですねえ。来て良かったですー」

「ひゃ、ひゃわっ……！」
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　のんびりした口調とは裏うら腹はらな強引さで、細い腕うでがイタチさんの頭を引き寄せ、ぎゅうっと強く抱だき締しめる。照れと驚おどろきの入り交じった声を漏もらす妖よう怪かい少女を見ながら、腕を組んだ経ふみ島しま先輩がしみじみつぶやいた。

「でさ。この頭あたま抱だき女おんなさんは、結局のところ何をしに来たわけ？」

「さあ僕に聞かれても」

　しかし、妖よう怪かいみたいな名前で呼よぶのはどうか思いますよ先輩。




　で、十分後。ようやく自じ己こ紹しよう介かいを終えた僕らが、机を囲んで向き合う美術室にて。

「……え。ニコの弟で子しに？　真しん一いちを？」

「はあい」

　ようやくホールドから解かい放ほうされたイタチさんが尋たずねれば、その前の席にちょこんと座すわったニコさんは、事もなげにうなずいた。やたらにこにこしているのは、可愛かわいいファンを思う存ぞん分ぶん撫なで回まわして気が済すんだからだろう……って、そんなことより、今は話に集中だ。

　放心しそうな心をぐっと押おしとどめるため、僕は深く息を吸すった。

「この町には知り合いの男の子がいるので、日本に来た時は立ち寄るようにしてるんですよお。それで、去年にですねえ」

「そこはさっき聞いたわよ。市民ホールの美術展で白しろの字じの描かいた河かつ童ぱとか蟹かにとか犬とかの絵を見て、ズキューンと来ちゃったんでしょ？　で、その作者を捜さがしてこの学校まで来たと」

　のんびりとした口調に、経ふみ島しま先輩のざっくりした声が割り込んだ。プロで年上な相手にも全く態たい度どを変えないあたりはさすが先輩である。だが、話の腰こしを折られたニコさんは、怒おこるでもなく「ミサキの言う通りですねえ」と指で丸を作った。意外と気が合う二人のようだ。

「童顔同士だから波長が合ったりするんだろうか……？」

　思わずつぶやけば、机の端はしでニコさんの画集を眺ながめていた鱗りんさんが「なるほど」と笑った。

「小学生にしか見えない高校生と、高校生にしか見えない成人か。どっちがいい？」

「いや僕はイタチさんがいいです。これが江え戸ど橋ばしさんなら、小学生にしか見えな」

「おい、そこの元もと夫ふ妻さい！　あんたの話してるんだからちゃんと聞きなさい！」

　先輩の声が飛んできた。僕は「すみません」と頭を下げると、鉛筆の尻しりで頭を搔かいた。

「なんか現実感がなさすぎて……。だいたい、僕、プロに誉ほめてもらえるような絵なんて描けないですよ？　自分でもまだまだだなーって思ってるし、色いろ遣づかいなんかひどいもんです」

「確たしかに、色のバランスは『悩なやんでますねえ、がんばれがんばれ』って感じです。だけど仕方ないですよ。完全に我が流りゆうで、ちゃんと指し導どう受けたことないんですからねえ」

　やんわりした口調で、ニコさんはきっぱり言い切った。そうなの、と経島先輩と鱗さんが首を傾かしげる傍かたわらで、僕は思わずぽかんと呆ほうけた。え、なんで知ってるの？

「それは確かに……。中学には美術部なんかなかったし、今も自分で勝手に描いてるだけですから──ですけど、どうしてそんなことまで知ってるんです？」

「絵を見ればわかりますよお。これでもプロなんですからね」

　そう言うと、ニコさんは左手で右の腕うでを叩たたいてみせた。本人は威い厳げんを見せてるつもりなのかもしれないが、童顔の上におっとりした口調なもんだからあんまり迫はく力りよくは出ていない。そんな失礼なことを考えてしまった僕を、暖かみを帯びたブルーの瞳ひとみがまっすぐ見み据すえた。

「技ぎ術じゆつ的てきには八十点です。ですけどねえ……筆ふで遣づかいはすごくいいです。そう、すごくいいです。構こう図ずにも自信が溢あふれてますし、線には全然迷まよいがない。僕はこれが描かきたいんだ文もん句くあるかーって思いが、ごりごり伝わってきて……。私、踊おどっちゃいました」

「あ、ありがとうございま──って。踊ったんですか？　市民ホールで？」

「はい！　この子の絵はすごおく好みだなあ、これは絶ぜつ対たいに伸のびるなあって思ったら、つい楽しくなっちゃって。挙きよ動どう不ふ審しんすぎて危あやうく通つう報ほうされるところでしたねえ」

「でしょうね。さすがアーティスト」

「幸さいわい、一いつ緒しよにいた子が止めてくれたので助かりましたけど。日本って怖こわいですねえ」

　露ろ骨こつに呆あきれる経ふみ島しま先輩に微笑ほほえみ返すと、ニコさんは丸くて小さな肩かたをすくめて苦笑した。

　まあ、市の美術展で踊るのは僕もどうかと思うけど、プロの画家が僕の絵を見てそこまで言ってくれてるんだから、これが嬉うれしくないわけがない。いや、嬉しいを通り越して、もはや自分の感情がわからない。というわけで黙だまりこくっていると、隣となりの席から伸びた温かい手が、僕の手をぎゅっと握にぎった。その温ぬくもりに引かれるように視し線せんを向ければ、満面の笑みを浮うかべたイタチさんの顔がすぐそこにあった。少し涙なみだぐんだその笑顔に、心しん臓ぞうが一ひと際きわ激はげしくドクンと揺ゆれた。わあ可愛かわいいそして美しい。

「すごいね、やったね、良かったね、真しん一いち……！　ほんものの画家が教えてくれるんだよ？　ね、そうなんだよね、ニコ？」

「クズリの言うとおりです。絵は思ったままに描けばいいんだって言う人もいますけど、思ったままに描くためにはやっぱり技術って必要ですからねえ。ちょっとしたテクニックを身につけて、あとは素す敵てきな素そ材ざいをもっと見れば──うん、シンイチの絵はぐうんと化けますよ」

「ほんとに？」

「プロは、可愛いファンには噓うそを言わないものですよ、クズリ。私も、しばらくはこの国に滞たい在ざいしますし、その後も……あ、でも、もしもシンイチが嫌いやだって言うなら、この話は」

「へっ？　いやいやいやいやそんなことないです絶対に！　むしろ！　こちらこそよろしくお願いします、ニコさん──あ、いや、ニコ先生！」

　感動しすぎて呆ほうけていた頭をバシッと切り替え、僕は慌あわてて席を立って頭を下げた。こんな美人の指し導どうが受けられるなんて……ではなく！　あんなに自由で伸びやかな絵を描く人に直ちよく接せつ教わる機会を逃のがすことなんか、絵描きの端はしくれとしてできるはずがない。お願いしますと繰くり返かえす僕を見て、ニコ「先生」は照れ臭そうに微笑んだ。

「はあい、こちらこそ。えへへ、『ニコせんせい』っていい響ひびきですねえ」

　椅い子すに座すわったまま、ふにゃっとした笑みを浮かべる我が師し匠しよう。子供っぽい人だけど、話を聞いた後だと威い厳げんがあるように見えるから不思議なもんだ。そんなことを考えながら、「それじゃさっそく」と机の上のスケッチブックに手を伸ばそうとした時だ。

　廊ろう下かを駆かける賑にぎやかな足音が響いたかと思うと、

「ちょっと待ってよ、姉さん！」

　豪ごう快かいに美術室の戸が引き開けられ、学生服姿すがたの見知らぬ男子生徒が大声とともに現れた。

　短く刈り込んだ髪かみの色は雪原を思わせる鮮あざやかな銀色で、ニコ先生同様に肌はだは白くて瞳ひとみはブルー。思いっきり日本語を話しているが、彼もまたアングロサクソン系の人らしい。背せは高いけど、ほっそりした体たい格かくや繊せん細さいそうな顔はどこか幼おさなげで、青年じゃなくてまだまだ少年だね、といった印いん象しようを与えている。

「また来た！　今度は誰だれよ？　つーか何か、今日は開国記念日か」

　経ふみ島しま先輩がぼそりと言った。そう聞かれても答えられるはずもなく、僕はイタチさんと顔を見合わせると、謎なぞの男子生徒へと目を向けた。姉さんって言ってるし、ニコ先生の弟さんだろうか？　しかし僕がそれを尋たずねる前に、鱗りんさんが「ありゃ」と驚おどろいた。

「見覚えのある色男だと思ったら、うちのクラスのフィルじゃないのさ。どしたの？」

　どうやら鱗さんの知り合いらしい。その問いかけに、フィルと呼よばれた男子生徒は、きょとんとした顔で立ち止まって眉まゆをひそめた。

「え？　えーっと……君は……」

「あ、忘わすれてやがんな。鱗よ鱗、クラスメートの山やま楝蛇かがし鱗。一年Ｂ組で一番背の高い女。入学式初日にあだ名が『鱗りん姉ねえ』になった哀あわれな女」

　椅子の上で長い足を組んだ鱗さんが、ムッとした顔を男子生徒へと向ける。だが銀ぎん髪ぱつの彼はそれに構かまうことなく、座すわったままのニコ先生を見下ろすと、大きな溜ため息いきを吐ついた。

「ほんとに学校に来たんだね。日本の学校には、部外者は入っちゃいけないって言ったろ」

「あらあら、そうでしたっけ？　でもお、平気で入って来られましたよお？」

　悪びれることなく微笑ほほえむニコ先生である。演えん劇げき部ぶあたりと間ま違ちがえられたんだろうね、とイタチさんが苦笑した。だろうな。うちの学校、放課後はみんな好き勝手な格かつ好こうしてるからなあ。しみじみ僕らが納なつ得とくしている間にも姉し弟ていの会話は先へと進む。

「だいたい姉さんは滅め茶ちや苦く茶ちやなんだよ。美術展で見かけて、ちょっと気に入っただけの絵の作者を、いきなり弟で子しにするだなんて！」

「『ちょっと』じゃなくって『すごく』。フィルも誉ほめてたじゃないですかあ」

　ニコ先生が優やさしく首を傾かしげて問いかける。と、フィル君は「それは確たしかに」と黙だまりかけたものの、すぐに「でもあれは！」と声を荒あらげた。描かいた当人を前にして「あれ」呼ばわりですか。まあ、誉めてくれるのは嬉うれしいけどさ。口を挟はさめず内心でつぶやく僕の見つめる先で、二人の問答はまだ続く。

「でも、あれは基き礎そができてない！　姉さんだってそう言ってたじゃないか！」

「その荒あら削けずりなのがいいんですよねえ。……それと、フィル？　人前で『姉さん』は卒業するんじゃなかったんでしたっけ？」

「え──あっ！　だったら、ええと……に、ニコさん？」

「はあい、よくできました。えらいえらい、よしよし」

「撫なでないでよ、もう子供じゃないんだから！　とにかく俺は弟で子しなんて認みとめないからね！」

「うーん、そう言われても困こまるわねえ。シンイチももう了りよう解かいしてくれたんだし」

「そんな──待ってよ！　じゃあ俺はどうなるんだよ！　ずっと前から、姉さんの弟子になるのは俺だって、あれだけ言ってきたのに、ずっと練習してきたのに……！」

　一定のテンションのままのニコ先生と、拳こぶしを握にぎって叫さけぶフィル君。いきなり始まった姉し弟てい（師し弟てい？）劇げき場じようの前に、最初から美術室にいた僕らは完全に蚊帳かやの外である。どうしたもんかと悩なやんでいると、さっきからフィル君をじっと見つめていたイタチさんが僕の肩かたを突つついた。

「ね、真しん一いち。あたしたち、席を外したほうがいいかな……？」

「……あ、うん。そんな感じだよね」

　向こうが部外者なんだけど、この状じよう況きようで出ていけと言えるほど太い肝きもは持ってない。というわけで、うなずき合った僕とイタチさんがそろそろと席を立ったのと同時に、

「よおーし！　事じ情じようはだいたい分かった！」

　それはもう唐とう突とつに、張はりのある声が美術室に轟とどろいた。

　いきなりの大声に驚おどろいたのだろう、フィル君とニコ先生は対話を止とめて声の方向へと振ふり向むいた。そして溜ため息いきを吐ついた僕と、苦笑を浮うかべるイタチさんが視し線せんを向けたその先では、

「今ここにいるのは、弟子になりたい男が二人と、そして一人のお師し匠しよう様。どう計算しても一人が余あまることになる。ああ、なんという悲しい運命さだめ！　だがそれは避さけられない悲劇デユオニシア！」

　春の西日が差し込む窓まどを背はい景けいに、ジャージを羽は織おった経ふみ島しま先輩が無む駄だに大おお仰ぎようなポーズを決めていた。いいぞー、と手を叩たたく鱗りんさんに笑みを返すと、先輩は大きく両手を広げる。

「かくなる上は──戦うがいい、若人よ。ニコっちの弟子になる権けん利りを賭かけて！　己おのれの持つ技ぎ量りようと熱意、その全てを、たった一枚の紙に全ぜん身しん全ぜん霊れいを以もつて焼き付け、師匠の愛を摑つかむのだ！」

「え？　そ、それはつまり……絵で勝負しろってことですか？」

　ノリに付いていけないのだろう、経島先輩に見み据すえられたフィル君が、おそるおそる口を開く。それを見た先輩は「わかってんじゃないの」とうなずき、今度は僕へと向き直った。

「あんたもいいわね白しろの字じ？　いや答は聞いてない！　さて、そうと決まればあとは期き限げん」

「はーい！　あんまり長いとダレるし、三日くらいで良いと思いまーす！」

「そこの蛇へび女によう房ぼういいこと言った！　というわけで雌し雄ゆうを決するのは三日後のこの時間」

「ちょっ、ちょっと待ってください！」

　いくらなんでも勝手に話を進めすぎだ。慌あわてて席を立った僕は経島先輩とフィルの間に割り込むと、落ち着いてくださいと手て振ぶりで訴うつたえた。

「だいたい、肝かん心じんのニコ先生まだ何にも言ってないじゃないですか！　それに、三日で一枚仕上げるなんて無理ですよ！　なあ？　えーと……フィル君だっけ？」

「一のＢ、大おお上がみフィルバート。フィルで結けつ構こうです」

「あ、そう？　だったら──って、フィルバート？」

　なんか変な名前だな。首を捻ひねったその隙すきに、再ふたたび経ふみ島しま先輩が割り込んできた。

「オッケー、セニョール・フィル。あんた、ニコっちの弟で子しになりたいんでしょ？」

「え？　ええ、それは、そうですけど……」

　小さい割に迫はく力りよくのある視し線せんに気け圧おされたのか、おずおずとうなずいてしまうフィルである。不ふ審しんそうなその声を聞くと、先輩は「君ね」とドスの利きいた声を発した。

「まさか勝負ができないとでも？　君の絵に賭かける思いはその程てい度どなの？」

「いや、そんなことは……そんなことはないです！」

　あからさまな挑ちよう発はつに、拳こぶしを握にぎって応おうじる少年。その肩かたを、細い手がそっと叩たたいた。

「知っているかい、フィル？　誰だれだって、人生にはやらなきゃならない時が三度巡めぐって来るって話を。あんたにとって──そう、今日が、いや、今こそが──その一回目なのさ」

　慈じ愛あいに満ちた笑みを浮うかべ、蛇女房がしみじみと語る。絶ぜつ対たい適てき当とうに言ってるんだろうなーと思うんだけど（口調も違ちがうしな！）、言われた当人は意外と真に受けてしまったらしく、決意のみなぎったいい顔で首をはっきり縦たてに振ふったりするから始末が悪い。

「わかった、わかったよ──！　白しら塚つか先輩！　俺も男だ、この勝負、受けて立ちます！」

「はい？　いや……あの、僕が仕し掛かけたわけじゃないし、そもそもニコ先生の意い志しは」

「のんびり話してる時間があるのかなー？　急いで描かかないと間に合わないわよ」

「あっ、それもそうか！　ニコ姉さん、待っててよ！」

　ニコ先生に向かってきっぱり言い切ると、フィルは怒ど濤とうの勢いきおいで美術室を飛び出していってしまった。後に残されたのは、ぽかんと立たち尽つくす僕とイタチさん、相変わらず微笑ほほえんでいるニコ先生。そして「焚たきつけ大成功！」と握あく手しゆを交わす鱗りんさんと経島先輩であった。

「いやー、ああいう純じゆん情じようなタイプは煽あおると面おも白しろいねえ！　さすが御み崎さき！」

「サラッと後あと押おししたお鱗さんもよくやった！　ふっふっふ、お主も悪よのう！」

「そう言うお主も悪よのう！　それでこそアタシの旦だん那なが見込んだ女！」

　固い握手を交わしながら、生徒会長の自じ称しよう妻つまと事実上の恋人がぬっふっふと笑い合っている。仲が良いのは結けつ構こうなんだけど、なんて迷めい惑わくな連中だろうか。重い腰こしを椅い子すに下ろし、どんよりと大きな溜ため息いきを吐ついていると、悪女コンビの小さいほうが僕の背せ中なかをばしんとはたいた。

「おいこら。いつまで暗い顔してんの、白しろの字じ」

「誰のせいで暗い顔してると思います？　なんで僕が勝負なんか」

　思いきり疲つかれた視線を向けてやる。と、経島先輩は──てっきりからかってくるものと思いきや──けろりとした顔で肩をすくめて頭を振った。

「あのね。仮かりにもプロに弟子入りするってんなら、今のレベル見せとくのは基本でしょうが？　それに、二人のポテンシャル見た上でニコっちが白の字選んだなら、あの純情一いち途ずなツンツン頭も後々文もん句くは言えなくなるでしょ？　ずるずる因いん縁ねん引ひっ張ぱるよりは、さくっとケリ付けちゃったほうが楽ってことはあるのよ。負けたなら、それだけの実力だったってことだし」

「え。そりゃそうかもしれませんけど……でも、そう！　ニコ先生の気持ちは」

　意外にしっかりした理り論ろんが、僕を押おし黙だまらせてしまう。違ちがうかな、とニヤつく眼鏡越しの瞳ひとみから逃にげるように、僕は慌あわてて椅い子すで微笑ほほえむプロ画家へと視し線せんを向けた。

「だいたいニコ先生はいいんですか、こんなの」

「私は全然構かまいませんよお？　ミサキの言ってることは間ま違ちがってないですし、私、二人同時に教えられるほど器用な先生じゃないですからねえ、うんうん」

　僕の言葉をざっくり遮さえぎり、にこりとうなずくニコ先生。さっきから騒さわいでいるのに、全然表情が変わっていないのはある意味凄すごい。実はかなりの大人物なのか、それとも単なる能のう天てん気きなのか。そんな失礼なことを思っていると、開け放たれたままの戸を見つめていたイタチさんが、「ね、ニコ？」と振ふり返かえった。

「あのフィルってどんな子なの？　ニコの弟さん……じゃないんだよね、苗みよう字じが違うし」

「はい。いろいろあって、あの子が赤ちゃんだった頃ころからの知り合いなんです」

「なるへそ。だから『姉さん』なんだ。でもさ、姉さんなのになんで敬けい語ご？」

　ふむふむと納なつ得とくしつつも首を傾かしげる経ふみ島しま先輩。ニコ先生は「日本語はこれしか知らないんですよねえ」と苦笑すると、穏おだやかな視線をフィルの去ったドアへと向けた。

「フィルは、昔から絵が好きで、技ぎ術じゆつも持ってるんですけど……。真面目まじめすぎて『ううん、きちっとしすぎて堅かたいなあ』って絵ばっかり描かいちゃう子なんですよねえ。コンクールなんかだと受けはいいんですけど、私はもっとのびのび元気なのが好きなんですよお」

　そう言って小さく肩かたをすくめると、ニコ先生は机の上の画集に目を向けた。なるほど、確たしかにのびのびしている。しかしプロの絵はやっぱ何度見ても違うなあ。正直、いきなり勝負とかめちゃくちゃな話だとは思うけど──でも、これを描いた人に教えてもらえる権けん利りがかかっているのなら、真面目に勝負する価か値ちはある。やってやろうじゃないか。

　と、静かに決意を固める僕を面おも白しろそうに眺ながめつつ、鱗りんさんがイタチさんへ問いかけた。

「クズリ、なんかフィルのこと気にしてるよね。来た時からずっと見てたしさ。好み？」

「え、そうだった……？　そんなつもり、なかったんだけど」

「いや、けっこーまじまじ見てたよ。ねえ御み崎さき」

「うむ。イタチちゃん、ああいう純じゆん情じよう一本道がタイプっぽいから無理ないけど。ほれ」

「ん？　あー、なるほどなるほど！　そっかー、似にてるわー。顔の造りは違うけど」

　ちらちらとこちらを窺うかがいながら、経島先輩と鱗さんがうなずき合い、イタチさんは「そんなことないと思うけど」と小声でつぶやく。何のことやらよくわからんが、今はそれよりも。

「先生。いきさつはともかく、頑がん張ばりますからね、僕」

　きっぱりと断だん言げんする僕を見て、ニコ先生は嬉うれしそうにうなずいた。




　　　　＊＊＊




「──で、ハルを描かくことにしたわけですか」

「そういうこと。入学式前に知り合った時から、いつかお願いしようとは思ってたんだよね。ハルカもあっさり引き受けてくれて良かった良かった」

　勝負開始から二日目、つまり決戦を明日に控ひかえた放課後、室内プールの片かた隅すみにて。

　友人を待つ一年生と言葉を交わしつつ、僕は改造パレットの端はしの水入れで筆をゆすいだ。

「そう言えば粂くめ神がみさん、部活は決めたの？　科学部系って言ってたけど」

「ええ。小さなところですけど、変わった人ばかりで楽しいです」

　無表情のままうなずく眼鏡の一年生、粂神良りよう子こさん。色白ではあるけれど、妖よう怪かい「悪あく魔まヶが風かぜ」に付きまとわれていた時と比べると、ずいぶん血色は良さそうだ。僕らが（主にイタチさんが）頑がん張ばった甲か斐いはあったな。そう満足しつつ、僕は「この学校、変人は多いからね」と相あい槌づちを打ち、パレットの上の黄おう土ど色いろに水を足した。筆の先で色の薄うすさを調整していると、粂神さんは興きよう味み深ぶかげに僕の手元を覗のぞき込こんできた。

「そのパレット、先輩のお手製ですか？」

「うん。見た目は悪いし重いんだけど、持ち歩く道具が少なくて済すむから便利なんだ。うちの部の奈な良ら山やまって奴やつに教えてもらったんだよ」

　そう言って、僕は小こ振ぶりの水入れとパレットを強引に合体させた不ぶ格かつ好こうな代しろ物ものを示すと、イーゼルに据すえ付つけられたスケッチブックの上へ視し線せんを移うつした。いつもは現場で下した描がきだけして、あとは美術室で描いてるんだけど、今回は特別。いきなり筆ふで塗ぬりから入っている。

「なにしろ時間がないから仕方ない……と。まあ、この調子なら間に合うか」

　ノートサイズの画用紙に描かれているのは、スタート台を蹴けって水面へダイブする、髪かみの短い少女の姿すがただ。ぴんと伸のばした腕うでで頭を挟はさみ込こみ、引ひき締しまった足はまっすぐ後方に伸びている。あえてモデルを小さく描いてみたんだけど変じゃないよな？　そう確かく認にんしていると、後ろから覗き込んできた眼鏡の少女が「へえ」と声を漏もらした。

「騒さわがしいだけの人かと思ってましたけど……白しら塚つか先輩、さすが美術部の部長ですね」

「え、そう？　あ、ありがとう、粂神さん」

　この子はあんまり感情を出さないけど、お世せ辞じを言うような人じゃない（たぶん）。僕は緊きん張ちようしながら感かん謝しやを告げ、「と言っても」と肩かたをすくめた。

「僕はモデルをそのまま描いただけなんだから、誉ほめられるのはハルカだけどね」

　水泳のスポーツ推すい薦せんでこの学校に来ただけあって、あの子のフォームは文もん句くなしに美しかった。無む駄だなく締まった体はそれだけでも綺き麗れいなんだけど、そんな体が無駄なく激はげしく躍やく動どうする姿は、自然と溜ため息いきが出るほどだ。第一印いん象しようはノリのいい後輩だったので、水泳部員モードとのギャップはなかなか大きい。微び妙みように失礼なことを考えつつ、黄おう土ど色いろと朱しゆ色いろで肌はだの色を作っていると、大おお勢ぜいが「お疲つかれ様でしたー！」と叫さけぶ声が耳に届とどいた。プールの対岸に目をやれば、水着の一団がわらわらわいわいと解かい散さんしていくところだった。

「お。どうやら今日の水泳部は終わりっぽいな」

「ですね。じゃあ、ハルもそろそろ」

　粂くめ神がみさんとうなずき合う僕。程ほどなくして、ぺたぺた軽やかな足音と元気な声が飛んできた。

「良りよう子こ、お待たせー。白しら塚つかセンパイ、どっスか？　見て良いっスか？」

　活動的なショートの髪かみをタオルでがしがしと拭ぬぐいつつ、競きよう泳えい用よう水着姿すがたのモデルさんが現れる。どうぞと促うながすまでもなく、ハルカはキラキラと目を輝かがやかせながらイーゼルを覗のぞき込こみ──すぐに、不本意そうに首を傾かしげた。

　あれ、お気に召めしませんでした？　思わず、すがるように粂神さんを見つめてしまった僕の耳に、不満げに唸うなるハルカの声が届く。

「……せっかく水着なのに、あんまエロくないっスねえ」

「「はあ？」」

　僕と粂神さんの声が重なった。いったい何を期待してんだ君は。二人揃そろって呆あきれた視し線せんを向けてやれば、ハルカは溜ため息いきを吐ついた。

「水着姿を描かかせろって言われたから、もっとこーグラビアっぽいの期待してたんスよ？　まあ、モデルがそもそも貧ひん相そうだから仕方ないかもとは思うっスけど……」

　自分の体とスケッチブックを見比べながら、鍛きたえた肩かたをげんなり落とす一いち目もくハルカ。僕は粂神さんと顔を見合わせると、筆をスケッチブックから上げた。

「何を凹へこんでるんだかよくわかんないけどさ。大だい丈じよう夫ぶ、ハルカはすごく魅み力りよく的てきだよ」

「へっ？　そ、そっスか？　んなこと言われたの、初めてっスけど……」

　意表を突つかれたのか、きょとんと目を見開く水泳部員。何をそんなにびっくりしてるんだろうと訝いぶかりながら、僕はけろりとうなずいた。

「ほんとほんと。手足は豹ひようみたいにぎゅっと引ひき締しまっててスマートだし、肉付きのバランスも文もん句くなし。特に腰こしから足のラインなんかもう飾かざりたいくらいに最高だ」

「は……はあ。そ、そ、そーゆーもんなんスかね……？」

「それに姿し勢せいもいいからさ、見てるだけで気持ちいいよ。僕は好きだよ。すごく好きだ」

「すっ！　──ちょ、ちょっとストップ白塚センパイ！　オレが悪かったっス！　くはー、これはなんつーか異い常じように照れる！　全然タイプじゃないのに勘かん違ちがいしてしまいそうっスよ！」

「ハル、それは言いすぎ。思っても口に出すのは失礼よ」

　赤い顔でうろたえる友人に、粂神さんがぼそりと突つっ込こんだ。微妙なフォローありがとう。




「……ふひゃー。やっと落ち着いたっス……」

　プールサイドに座すわり込こんだハルカが、胸むねをなで下ろしながら大きく息を吐ついた。まだ顔は少し薄うす赤あかいけど、口調には平静が戻もどっている。「大だい丈じよう夫ぶ？」と気き遣づかう粂くめ神がみさんに力無くうなずき返すと、水着姿すがたのモデルさんは感心したように口を開いた。

「真っ正面からストレート誉ぼめされるってのが、こんなに恥はずいとは知らなかったっスよ……。これにずーっと付き合ってる伊達だてセンパイ超すげえ」

「それは私も思う。同どう情じよう──じゃなくて、尊そん敬けいせざるを得ないわね」

　深く共感し合う二人の一年生女子である。まあ、イタチさんがいい人なのは当然の真理だけど、などと思いながらプールの水面に色を塗ぬっていると、ふいにハルカが顔を上げた。

「今日はその伊達センパイは一いつ緒しよじゃないんスか？」

「ああ。イタチさんなら、経ふみ島しま先輩や滝たき沢ざわさんと一緒に、倉そう庫こ棟とう行ってる」

「倉庫棟……？」

　首を傾かしげる粂神さん。入学したばっかりじゃ、知らないのも無理ないか。体育館の裏うらにそういう古い建物があるんだよ、と説明すれば、ふいにハルカの目が輝かがやいた。

「わざわざそんなとこに出向いたってことは……やっぱアレっスか？　出たんスか！」

「らしいよ」

　わくわくしながら見つめてくるハルカに、肩かたをすくめて返事する。これが何も知らない新入生なら適てき当とうにごまかすところだけど、幸い（と言っていいのかどうか）、この二人は妖よう怪かい絡がらみの事件の経けい験けん者しやなので、今さら隠かくすこともない。ハルカの体に隠れて粂神さんを困こまらせていた悪あく魔まヶが風かぜのことを思い出しながら、僕は「まだ噂うわさだけどね」と付け足した。

「部活オリエンテーションの準じゆん備びに行った人が、大きな影かげを見たとかで。いつもだったらほっとくレベルだけど、倉庫棟って前にも物ぶつ騒そうなのが出た場所だから、一いち応おう確かく認にんに」

「で、学園の平和を守る妖怪バスターズが出動したわけっスか！　燃えるっスね！」

「やめてよ。妖怪なんてそんな非科学的な話」

　嬉うれしげに拳こぶしを握にぎるハルカとは対たい照しよう的てきに、粂神さんは冷めた声でつぶやいた。さすがは経ふみ島しま先輩と張はり合あうほどの合理主義者、そんなものは絶ぜつ対たいに存そん在ざいしないというスタンスは、悪魔ヶ風事件を経験した今でも変わっていないらしい。と、そんな友人に「相変わらず偏へん屈くつっスねえ」と笑いかけると、ハルカは再ふたたび僕を見上げた。

「白しら塚つかセンパイは一緒に行かなかったんスか？」

「いや、行きたかったんだけどね。大事な時なんだから真しん一いちは自分のやるべきことをやりなさい、って言われちゃうとね……。そりゃ一緒に行きたかったさ、行きたかったよ」

　御み崎さきと一緒に赫あか音ねとライカも来てくれるから大丈夫だよ、頑がん張ばってね。そう言い残して倉庫棟へ向かったイタチさんの顔を思い出し、僕は力なく息を吐ついた。

　確たしかに、経島先輩の知ち識しきとイタチさんの妖よう術じゆつ、それに犬いぬ神がみコンビのお清めボイスがあれば、たいていの妖怪には──僕がいなくても──十分対たい応おうできる。「鬼おに」クラスの難なん敵てきが出たら話は別だけど、あんなもんがそうそう湧わくとも思えないので、僕がいたところで役に立たないのも事実。そもそも今は絵を描かくべき時だってことは自分でもよーっくわかってる。だけど。

「──だけど、一いつ緒しよにいたいって気持ちはそういう次元じゃないんだよなあ」

　思わず漏もれる独ひとり言ごと。それを耳にしたハルカと粂くめ神がみさんは、どちらからともなく照てれ臭くさそうな顔を見合わせ、感かん嘆たんするような溜ため息いきを吐ついた。

「なんつーか──よっぽど好きなんスねえ。ここまで行くと逆ぎやくに格かつ好こういいような」

「そうかしら」

　冷たい横目を僕に向け、溜息を吐く粂神さん。クールな子だな、と感心していると、「でも白しら塚つか先輩」と問いかけられた。はいはい何でしょう。

「この学校って、その──そういうの、昔から多いんですか？」

「そういう……？　ああ、妖よう怪かいのことか。どうだろう、入学前のことは知らないけど」

　ぺたぺたちょんちょんと筆の穂ほ先さきを走らせながら、僕はしばし自問した。

　えーと、確たしか、もともと出やすい場所だったのに加えて、イタチさんが出てきた時に彼ひ岸がんへの通路が広がったから、大物が顕けん現げんしやすくなったんだっけ？　イタチさん、最初にそんなこと言ってたような。つまり、この妖怪騒そう動どうが当たり前になったのって去年から……？

　って、待てよ。今まではなんとなくそう思ってたけど、改めて考えてみれば、なんだか筋すじが通っていない気がする。天てん狗ぐの奈な良ら山やまはイタチさんよりも前から（少なくとも僕が入学した時には）いたわけだし、大おお晦日みそかに出た猿さる神がみなんかは、それこそ何十年も前から何度も出てたらしい。と、いうことは、ですよ？

「案外、そこらじゅうの学校で出てるんじゃないかなあ」

「おお！　それは燃える設せつ定ていッスね！」

「そんなはずないでしょう」

　考えた末の結論を口にすれば、ハルカは楽しげに応おうじてくれたが、粂神さんは呆あきれたように大きな溜息を吐いた。相変わらず対たい照しよう的てきな二人である。これで気の合う友人なんだから面おも白しろいな。感心しながら、僕は「実じつ際さいはどうだかわかんないけどね」と苦笑した。

「まあ、なんか怪あやしい噂うわさでもあったら教えてよ。調べるから」

　軽いノリでそう言い足し、一歩下がって絵のバランスを確かく認にん。あとは、白紙のままの背はい景けいをざっと塗ぬれば完成か。この調子なら、とりあえず勝負には間に合うかな？　そう安心していると、ハルカが立ち上がって背せを伸のばしながら手を挙あげた。

「そう言や、あるっスよ、怪しい噂。水泳部のセンパイから聞いた話なんスけどね」

「赤ん坊を押おしつけてくる幽ゆう霊れいでも出た？　それか、クイズを仕し掛かけてくる坊ぼう主ずとか？　あいつらだったら無む視しすりゃいいよ」

「はい？　いや、そんなシュールなのじゃないっスよ」

　ハルカはきょとんと呆ほうけたが、太い眉まゆを不ふ快かいそうにひそめると、抑おさえた声でつぶやいた。

「女子の盗とう撮さつ写真が、ガラの悪ーい連中の間でひっそり流通してるって話、聞いたことないっスか？　どこで撮とられたかわかんない写真ばっかりだって」

「え。何それ？　ほんとに？」

「やー、それはなんとも。オレも現物見たわけじゃないっスから。ただ、そういう噂うわさがあるって話なんスけど──白しら塚つか先輩、知ってました？」

「いや、全然。でも、ほんとだとしたら、ひどい話だな。モデルの姿すがたを写す前に許きよ可かをもらうのは、人として最さい低てい限げんのモラルだ」

　筆の先を洗いながら、僕は思わず憤いきどおった。見たい見たくないは別として、写実家の端はしくれとしてその振ふる舞まいは許ゆるせない。そんなことをしでかす連中は絶ぜつ対たいに──。

「って、待ったハルカ。それ、妖よう怪かいの仕し業わざじゃないだろ？」

　と、ふと冷静になった僕が突つっ込こもうとした、その時だ。

　室内プールの入り口が豪ごう快かいに開いたかと思うと、フルートを携たずさえたショートカットの女子生徒が、息を切らして現れた。その傍かたわらには、半はん透とう明めいの巨きよ大だいな犬が警けい戒かいしながら浮うかんでいる。

「あれ、滝たき沢ざわさんにライカ？　どうし」

「一いつ緒しよに来て、白塚！」

　切せつ羽ぱ詰つまった滝沢さんの声が、僕の問いかけを断たち切きった。気け圧おされて押おし黙だまった僕を見み据すえ、元クラスメートの犬いぬ神がみ使つかいは、荒あれた息とともに悔くやしげな声を絞しぼり出だす。

「倉そう庫こ棟とうにとんでもないのが出たんだよ、ぼくとライカじゃ歯が立たない！　あの場から抜ぬけ出だすのでさえ、伊達だてさんにどうにか隙すきを作ってもらって何とか──！　今は伊達さんが一人で頑がん張ばってるけど、実体がないから何をやっても効きかないんだ、だから」

「実体がない？　あ、もしかしてあのタイプか！　わかった、すぐ行く！」

　今度はこっちが相手の言葉に割り込む番だった。イタチさんがピンチだってわかった以上、じっとしていられるはずがない。右手に筆とパレットを摑つかみ、左で描かきかけのスケッチブックを抱かかえると、僕はプールサイドを蹴けって駆かけ出だした。

「それじゃハルカ、粂くめ神がみさん！　僕、ちょっと行ってくるから！」

「うおお、愛の戦士の出動っスね！　健けん闘とうを祈るっス！」

「妖怪なんているはずないとは思うんですけど……。き、気を付けてくださいね」




「なー良りよう子こ。今、三メートルくらいの犬がふわふわ浮いてなかったっスか？」

「え？　じゃあ、ハルにも見え──いいえ見てない！　私は何も見ていないからね！」

「もう信じちゃったほうが楽っスよ？　というわけで、必殺、悪あく魔まヶが風かぜ直じき伝でんの超パワー」

「手から出す風でスカートめくるの禁止！　それだって絶対に科学で説明できるんだから！」

　そんなやりとりが後ろで聞こえた気はしたが、とりあえず今はイタチさんだ。

　滝沢さんとライカを追って、僕はまっすぐ倉庫棟へと向かった。




　　　　＊＊＊




「ごめん、お待たせイタチさうっひゃあああいきなり出たああああっ！」

　薄うす暗ぐらい西日の差し込む倉そう庫こ棟とうの一番奥おく、かつては教室として使われていた空あき部べ屋や。全速力でその部屋へ飛び込むのと同時に、僕は思わず絶ぜつ叫きようした。

　目の前に佇たたずんでいるのは、茫ぼう洋ようとした輪りん郭かくで縁ふち取どられた半はん透とう明めいの巨きよ人じんだ。天てん井じように頭が届とどくほど背せが高く、爪つめと牙きばがものすごく、目玉が一つしかない点を除のぞけば、筋きん肉にく質しつな人間に近いと言えなくもないデザインである。つまりどう見ても人間ではない。実体がなくて透すけてるくせに、明めい確かくな形があると実感できるんだからどうにもこうにも気味悪かった。

「やっぱり鬼おにか……！」

　独ひとり言ごとが自然に漏もれた。むろん、滝たき沢ざわさんの話を聞いた時点で鬼だろうと予想はしてたし、覚かく悟ごもしていたけれど……しかし、この迫はく力りよくは想そう像ぞうを遥はるかに超えている。

　と、その時、鬼の足下に立っていた奇き妙みような誰だれかが──今気付いたんだけど、誰だこいつ──僕の方へと振ふり向むいた。うねうねとした文もん様ようが浮うき出でたレインコートを身に纏まとい、目ま深ぶかに被かぶったフードが顔を完全に隠かくしている。全く見覚えのない出いで立たちだけど、味方じゃないってことだけは直感できた。だって、あの立ち位置はどう見ても、鬼を従したがえてるようにしか見えないし！

「新あら手てか？　見たところ、ただの生徒のようだが……まあいい。喰くらっておけ、坊ぼう」

　フードの中から冷れい徹てつかつ女性的な声が漏れた。と、それを聞いた瞬しゆん間かん、「坊」と呼よばれた怪かい物ぶつがびくりと動いた。一ひと抱かかえほどもある腕うでをぬうっと持ち上げながら、感情のない単たん眼がんが僕を見下ろす。その無む造ぞう作さな動きは、ああ、こいつは機械的に人を食うだけの化け物なんだなと確かく信しんさせるに十分だった。やたら怒おこってた半年前の鬼とはえらい違ちがいで──。

「って分ぶん析せきしてる場合じゃないだろ僕！　くそ、そう簡かん単たんに食われてたまるか！」

「真しん一いち、避よけて！　──鎌かま鼬いたちっ！」

　凜りんとした声が耳に届とどくのと同時に、風の刃やいばがヒュオンと唸うなった。気合とともに放たれた半月状の真しん空くうが、眼がん前ぜんにまで迫せまっていた半透明の腕をざくりと切り落とす。

　やった、と喜ぶ暇ひまもなく、ふいに袖そでを強く引かれた。つんのめるように教室に足を踏ふみ入いれれば、僕を庇かばうようにセーラー服の小さな背せ中なかが躍おどり出でた。栗くり色いろの耳と尻尾しつぽを実体化させ、オレンジのフレアを纏ったその勇ゆう姿しに、僕が息を吞のんだのは言うまでもない。

「助かった、ありがとうイタチさん！　無事だよね？」

「うん！」

　肩かた越ごしに振り返ってうなずく凜り々りしい顔に、僕はほっと安あん堵どした。滝沢さんの言葉を聞いた時はどうなったのかと心配したが、見た限かぎりはちゃんといつものイタチさんだ。

「来てくれてありがと、真一……！　赫あか音ねとライカは？」

「プールを出たところで追い越してきた。どっちもかなり息が上がってたからさ、ちょっと呼こ吸きゆうをを整えたらすぐに行くって言ってたよ」

「わかった」

　短い返事で応おうじつつ、イタチさんの視し線せんは鬼おにを見つめたまま動かない。対する鬼とレインコートの怪かい人じんもまた、こちらの出方を計っているのか、あるいは単に余よ裕ゆうがあるのか、今のところ仕し掛かけてくる気配はなかった。鎌かま鼬いたちで切り落とされたはずの大きな腕うではしっかり再さい生せいしていたが、その再生能のう力りよくは知っている。こいつを倒たおす方法は、知る限かぎりではただ一つ。

「さあ見てろよ、この透とう明めい巨きよ人じん」

　そう言って鬼を見返しながら、僕は右手で筆を握にぎった。開いたままのスケッチブックを左に構かまえ、パレットは持てないので床ゆかに置く。線を引くのに良さそうな濃こい色──とりあえず紺こん色いろでいいかな──を筆の先に含ふくませると、僕は「そうだ」と小声で尋たずねた。

「今さら聞くけど、こいつってやっぱ鬼なんだよね？」

「イエース、オフコース。少なくとも、形を持ってるくせに実体化してないって特性は前に出た鬼と同じだからね、例のあの手で倒せるはずと見た。というわけで頑がん張ばれ絵え描かき！」

「わかりました、それさえ聞けば十分です──って、経ふみ島しま先輩？」

　イタチさんに尋ねたつもりが、答えたのは後ろからの流りゆう暢ちような声だった。スケッチブックの空白部分に筆を走らせながら振り返ってみれば、ジャージを羽は織おった小さな人が僕の後ろに隠かくれていた。いつの間にそんなところへ。

「いたんですか、先輩」

「悪いんか。イタチちゃん心配しすぎて私の存そん在ざい忘わすれてやがったな、この野郎」

　眼鏡越しの視線が、僕をじろりと睨ねめ付つける。すんません忘れてました、と頭を下げる僕を見事に無む視しすると、我が部の誇ほこる妖よう怪かい博士は「あいつはね」と口を開いた。

「確たしかに鬼だけど、量産型のザコじゃないわ。おそらく『一ひとつ目めの鬼おに』と見た。文ぶん献けん史し上じよう初めて人を食った鬼で、鬼イコール人食い巨人ってイメージの原点となった大物よ。正直、ほいほい湧わいていいような妖怪じゃない。ちなみに単たん眼がんの巨人ではギリシャのキクロプスあたりも有名だけど、ここからは原始社会における怪かい異いの共通性が──」

「待った、先輩！　簡単に湧くような妖怪じゃないって言っても、実じつ際さいに出てるんですから！　それに、あのうねうね模も様ようのレインコートは誰だれなんです？　人？　妖怪？」

　ほっとくと妖怪講こう座ざに発はつ展てんしそうな長なが口こう上じように、僕は慌あわてて口を挟はさんだ。と、講義を邪じや魔まされた妖怪博士は、「それについてはこっちが聞きたい」と肩かたをすくめて頭を振ふった。

「倉そう庫こ棟とうをうろうろしてたら、あれがいきなり出てきてさー。問答無用で鬼をけしかけてきやがったのよ。ね、イタチちゃん？」

「あ、うん……！　あたしも赫あか音ねも、話し合おうとしたんだけど……」

　呆あきれたような先輩の言葉を受け、鬼と対たい峙じしたままのイタチさんが唇くちびるを嚙かんだ。なるほど、つまりまだ何もわかってないってことか。そう納なつ得とくしつつ、僕はレインコートの怪かい人じんに視し線せんを向けた。と、それに気付いたのか、向こうもフードを被かぶった顔をこちらへ──ん？

　今、ボタンの隙すき間まから学生服が見えたような？

「ってことはこいつ、男なのか？　いや、でも声は女っぽかったし──」

「何を見ている、汚けがらわしい」

　ふいに、レインコート（とりあえずこう呼よびます）が冷れい徹てつな声を発した。顔をほとんど隠かくしているくせに、なぜか声はよく通っている。

「新あら手てが増ふえたので何をするかと期待したが、ただ絵筆を手に騒さわぐだけとはな。意味不明な上に不ふ愉ゆ快かいだ。実にくだらん」

「何とでも言って」

　僕を見み据すえて嘲あざける声に、凜りんとした言葉が切り返した。興きよう味み深ぶかげに首を傾かしげた怪人に向かって、イタチさんは二本の指を伸のばした右手を静かに構かまえ、スウッと静かに息を吸すった。

「真しん一いちが来てくれたら、あたしは勝てる」

「防ぼう戦せん一方だったお前が何を言う？　成長しきる前に見つかったのは不覚だったがな、顕けん在ざい化かしていない今の一ひとつ目めの鬼おには正まさしく無む敵てき。坊ぼうの腕うではお前たちを摑つかんで喰くらえると言うのに、そちらは坊に触ふれることすらできんのだからな。──さて、そろそろ待つのも飽あきたろう、坊。食欲以外の衝しよう動どうを持たぬお前がよく耐たえた」

　そう言うと、レインコートは人差し指をまっすぐ伸ばし、僕らに向かって突つきつけた。げ、なんだか嫌いやな予感がヒシヒシと！

「さあ、時間だ。髪かみ一本残さずに貪むさぼってやれ、坊よ」

　教科書を朗ろう読どくするような一本調子の声で、レインコートが命令を下す。それに呼こ応おうし、大人しく控ひかえていた一目鬼の単たん眼がんが鈍にぶく輝かがやき、太い腕が持ち上げられた。

「やばっ、来る！　私は例によって適てき当とうに隠かくれてくるのであとは任まかせた！　勝て！」

　勝手極まる台詞せりふを残し、経ふみ島しま先輩が猛もうスピードで後ずさっていく。薄はく情じよう者もの、と思わず叫さけんだ僕の前で、イタチさんが焦あせりに満ちた声で叫んだ。

「しっ、真一！　まだ？」

「ごめん、いつもと違ちがって筆だから穂ほ先さきが重くて、それで時間が……でも、あらかた描かけたから、……いや！　今、終わった！」

　ダイナミックな線で縁ふち取どられた鬼の顔面の真ん中に、かすれ始めた筆を擦こすりつけるように目玉を描き入れる。普ふ通つうの絵ならここでいったん距きよ離りを取ってバランスを確かく認にんするのだけど、人ひと食くい鬼がズンズンと迫せまっている状じよう況きようなんだからそれどころじゃない！

「この期ごに及およんで絵を描く……だと？　何のつもりだ」

　僕の行動に違い和わ感かんを覚えたのか（気持ちはわかります）、レインコートが訝いぶかるように問いかけてくる。知ったこっちゃないだろう。そう心の中で言い返しながら、僕は一ひと際きわ強く筆を握にぎり、スケッチブックの右上の余よ白はくに──いつもは右下に入れるんだけど、下半分にはなんかごちゃごちゃ描かいてあるので仕方ない──「Ｓ・Ｓしらつかしんいち」のサインを書き込んだ。

　──どんな絵だろうと、作者がサインを描き入れた時点で、それは完成したとみなされる。そして、明めい確かくな形を持たない妖よう怪かいは、見合った姿すがた形かたちを絵に描くことでその容よう姿しを固定し、実体化させることができる。つまり、僕がこの鬼おにの絵を描き上げた瞬しゆん間かんに──。

「こっちの攻こう撃げきが効きくようになるんだよ！」

　古びた床ゆかを軋きしませながら、一ひとつ目めの鬼おにが実体化した。よし、成功！　何だと、とレインコートが驚おどろく声を聞きながら、僕は筆を握にぎって叫さけんだ。

「よっしゃあっ！　お待たせイタチさん、よろしく！」

「任まかせて！」

　張はりのある声を弾はずませながら、妖怪少女が右手を横一文字に振ふり抜ぬいた。ヒュオンと響ひびく風かざ斬きり音おん。ぴんと伸のびた指先が描えがいた軌き跡せきは、半月状の風の刃やいばとなり、

「──やった！　さすがイタチさん！」

　僕らの眼がん前ぜんにまで迫せまっていた単たん眼がんの巨きよ人じんを、ものの見事に両りよう断だんした。

　ゴフリ、と奇き妙みような断だん末まつ魔まを漏もらしながら、鬼の上半身が床に転がる。下半身は、そのまま二歩ほど進んだが、あっという間に溶とけるように消えてしまった。

「ふー、なんとか一件落着かな。あとは、レインコートの──って、あいつは？」

「え？　あれ、今までそこにいたんだけど……」

　とりあえずの安あん堵どの気持ちを嚙かみ締しめながら、僕とイタチさんは薄うす暗ぐらい教室を見み渡わたした。ついさっきまでそこにいたはずの正体不明の怪かい人じんは、今やどこにも見当たらない。

「廊ろう下かのほうにもいないね。逃にげちゃったのかな？」

「だとしたら、おそろしく逃げ足の速い奴やつだなあ。つーか結局あいつは何だったんだ」

　そう筆をくるくる回しながらつぶやいた時だ。ふいに、ぎしり、と背はい後ごの床が軋んだ。

　その音に引かれるように何なに気げなく振り返れば、上半身だけになった一目鬼がすぐそこにまで迫っており……って、え？

　予想もしていなかった光景に、僕らは思わず顔を見合わせた。

「そんな……！　やっつけたと思ったのに！」

「畜ちく生しよう、どんだけしぶといんだよ！　てかイタチさん危あぶな──」

　と、反はん射しや的てきに僕がイタチさんの前に飛び出すのと同時に。

「ウ──オオオオオオオオオオンッ！」

　薄暗い廊下に犬の叫びが轟とどろいたかと思うと、目の前の鬼の体が弾はじけて消えた。またも予想外の展てん開かいに、ぽかんと呆あつ気けにとられる僕とイタチさん。その視し線せんの先、廊下の奥おくから息を切らして現れたのは、

「……ふう、こんなもんか。遅おそくなってごめん、伊達だてさん」

　セーラー服にショートカットの、僕らの頼たよれる仲間だった。相あい棒ぼうのライカと合体しているのだろう、頭の上では大きな耳がぴくぴく動き、スパッツに重ねたスカートの裾すそからは太い尻尾しつぽが覗のぞいている。

「助かったー！　それでこそ滝たき沢ざわさん！」

「赫あか音ね……！　ライカも、ありがとう」

　今度こそ心の底から安心しつつ、僕らは感かん謝しやの言葉を述のべた。それを受けた犬いぬ神がみ使つかいは、「どうってことないよ」と肩かたをすくめ、どこか照てれ臭くさそうに微笑ほほえんでみせた。小さな口元から覗いた尖とがった犬けん歯しと、そして右手のフルートが、窓まどから差し込む西日をきらりと照り返す。

「うわ。今の滝沢さん、めちゃくちゃ格かつ好こういい。じっくりこってり描かきたいけど、頼たのんだら断ことわられるんだろうなあ」

「おいこら口から思考が漏もれてるわよ白しろの字じ。いやしかし、滝やんの犬神モードの噂うわさは聞いてはいたけど、こいつは確たしかにすごいわね……。合体時間が短いとは言え、一いち撃げき必ひつ殺さつの決きめ技わざとして考えるならかなり使い勝手がいいような。素す晴ばらしい！」

　ふむふむと納なつ得とくしつつ、どこからともなく経ふみ島しま先輩が現れた。どこに隠かくれてたんですか、と尋たずねた僕をきっぱり無む視しし、先輩は滝沢さんへと笑いかけた。

「まあ、強すぎるのもヒロインとしてどうかと思うけど。守ってやんなきゃ的な要よう素そが弱いのよねー、滝やんは。せっかく可愛かわいいんだから、もっと弱みをアピールすりゃいいのに」

「ぼくはこういう人間ですから。ライカと同じこと言わないでください」

　経島先輩の言葉に、滝沢さんは呆あきれたような視し線せんを返す。そのやりとりを見て、イタチさんがくすっと小さく笑った。

「赫音、ライカにも言われてるんだ」

「らしいね。まあ、滝沢さんは今のままで十分魅み力りよく的てきだと思うけどさ」

　そう言いながら片かた手てを掲かかげ、イタチさんと軽いハイタッチを交わす。とりあえず一件落着か。思わず溜ため息いきを吐つきながら、僕は手にしていたスケッチブックへと何気なく目を落とし、

「よし、あとは明日までにハルカの絵を仕上げるだけ……って。あ」

　そのまま、ぴたりと静止した。




　　　　＊＊＊




「……白しら塚つか先輩。何ですか、これは」

　翌よく日じつの放課後の美術室。でかでかと「ニコ先生の弟で子しになりたい杯はい・決勝戦・本日十七時」と記しるされた黒板の前で、銀色の髪かみの少年が不ふ審しんそうに眉まゆをひそめた。ブルーの瞳ひとみが見み据すえる先には、ついさっき僕が提てい出しゆつした絵が磁じ石しやくで黒板に留とめられていた。

「この、プールに飛び込む女子生徒は確かに上手いと思います。その周りの風景もちゃんと描けてる。ですけど、先輩。正直、本気で意味がわからないんですが」

　そこで言葉を句切ってゆっくり頭を振ふり、フィルは僕の絵の上半分を指さした。

「──どうして背はい景けいに一つ目の大男なんか描かいたんです？」

「いや、いろいろあってね……」

「何ですか、いろいろって。そういう精せい神しん状じよう態たいだったんですか？」

「精神状態と言うか、見たまんまを描いただけと言うか、描かざるを得なかったと言うか、気がつけばそうなっていたと言うか……その……」

　しょぼんと頭を下げながら、僕は歯切れの悪い言葉を並ならべた。

　──昨日、気付いた時にはもう遅おそかったのだ。

　せめて、鬼おにを描くのに薄うすい色を使っていれば何とかなったかもしれないが、原色に近い紺こん色いろでしっかり描いてたもんだから、全くごまかしようがなかった。かと言ってゼロから描いてる時間もない。何とかならないかと思って色を塗ぬってみたら、ものすごくシュールな絵ができてしまったという次し第だい。フィルが顔をしかめる気持ちもよくわかる。

「自分でも変な絵だと思うもんなあ。何だこりゃ」

　何度目かの溜ため息いきとともに目を泳がせれば、「観客席」の札が置かれた机で申もうし訳わけなさそうに縮ちぢこまるイタチさんと目が合った。いや、イタチさんは悪くないから──と言おうとすれば、その隣となりに座すわっていた経ふみ島しま先輩が「はーい」と片かた手てを掲げた。

「確たしかに白しろの字じの絵はカオスだけどさ、フィル坊ぼうも人のこと言えないんじゃないの？　何しろ、あんたの風景画の完成度、せいぜい六十パーセントなんだから」

「う！　そ、それを言われると……！　その、なぜか時間が足りなくて……」

　先輩のざっくりした指し摘てきを受け、フィルは恥はずかしげに口ごもった。そこに、同じく観客席から「だから言わんこっちゃない」と呆あきれた声が飛んでくる。

「横で見物してた時にも言ったけどさ、フィル、線一本に悩なやみすぎ。日にちがないんだから、あのペースで間に合うわけがないっての。元もと旦だん那なはもっと激はげしかったわよ？」

　そう言って腕うでを組むと、鱗りんさんはやれやれと頭を振った。

　確かに二人の言う通り、校舎を俯ふ瞰かんで描いたフィルの絵は未完成だった。下した塗ぬりしか終わっていない部分も多いし、きっちり引かれた下書きの線が見えている。しかし鱗さん、その表現は誤ご解かいされると思うのでやめてください。激しかったって何がだ。

　で、そのまま気まずい沈ちん黙もくが一分間ほど続いた後のこと。「審しん査さ員いん席せき」に着いたまま、ずっと無言だったニコ先生が、「そうですねえ」と口を開いた。純じゆん白ぱくのブラウスの胸むな元もとで「審査員兼けん商品兼主しゆ催さい者しや！」と書かれたプレートを揺ゆらしながら──あれを書いたのは、間ま違ちがいなく先輩か鱗さんのどっちかだ──先生は穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「うーん。まず、シンイチの絵ですけどねえ？　筆ふで遣づかいは好きなんですけどお……でもこれ、バランスが悪いとかそういう次元じゃなくて、上と下が完全に別の絵ですよねえ？」

「……はい、仰おつしやるとおりです」

「はあい、正直でよろしい。で、フィルの絵は──ミサキの言うように、まだまだ途と中ちゆうですもんねえ？　これじゃ、好きとか嫌きらいとか、上手いとか頑がん張ばろうとか、何も言えませんよお」

「だからそれは……いや、うん。ごめん、姉さん」

　この上なくにこやかな視し線せんを向けられ、僕らはしょぼんと落ち込んだ。

　そうだよな、やっぱりあの絵はなかったよな。

　モデルを引き受けてくれたハルカに対する申もうし訳わけなさ、そして、せっかくの機会をフイにしてしまったという後こう悔かいが、今さらのように湧わき上あがる。「楽しみにしてたんですけどねえ」とつぶやく声が、胸むねにざくりと突つき刺ささった。

「これじゃあ、どちらかを選ぶことなんてできないですねえ。うーん、残念ですけど」

「あ、あの……！　待って、ニコ！」

　ふいに、イタチさんが先生の言葉を遮さえぎった。きょとんと首を傾かしげたニコ先生にまっすぐな視線を向けると、優やさしく真面目まじめな妖よう怪かい少女は意を決したように口を開いた。

「こんなこと、あたしが言うのはおかしいけど……もう一度、真しん一いちたちにチャンスをあげて、お願い！　三日ってやっぱり急だったし、真一の絵があんなのになったのにも理由があって」

「ええ、わかりました」

「それに、フィルだって真面目だから──って。……え。いいの？」

「いいですよお。全然おっけーです、はい」

　イタチさんの熱心な懇こん願がんとは対たい照しよう的てきな態たい度どで、けろりとうなずくニコ先生。予想外にあっさりした返事に、ぽかんと口を開けたイタチさんを見て、先生は指で丸を作った。

「プロですから、可愛かわいいファンのお願いは聞くんです。と言うか、元からそのつもりでしたしねえ。……シンイチもフィルも、それでいいですかあ？」

「「はいっ！」」

　日ひ溜だまりのような笑顔を向けられ、僕らは声を揃そろえて即そく答とうした。暗色に塗ぬり潰つぶされかけていた世界に、ぱあっと光が差していく。

「ありがとうございます先生！　僕、次はちゃんとしたのを描かきますから、だから」

「待った先輩！　姉さんの弟で子しになるのは俺ですからね！　今度こそ必ず」

　さっきまでの失意モードから一気に復活すると、僕らはキッと互たがいを見つめ合う。と、そこに割り込むように、経ふみ島しま先輩の元気な声が響ひびき渡わたった。

「合意と見てよろしいですねっ？　ならばこの勝負──再ふたたび私が預あずかりましょう！」

「「え」」

　唐とう突とつな発言に、二人の絵え描かき見習いは「ちょっと待った」と言いたげな顔を先輩へと向けた。だが先輩はそんなものを気にかけることなく、僕らの前に歩み出る。その堂どう々どうとした立たち居い振ふる舞まいに、ニコ先生が嬉うれしげに拍はく手しゆした。なんでそんなにノリがいいんだ。

「今回のあれこれを鑑かんがみ、次の勝負の日は──そうね、今月の末日とする！　なお、勝負の公平を期すため、両者には一定の条件を課すこととしたいが、よろしいか？」

「異い議ぎなーし！」

　きっぱりと叫さけんだのは言うまでもなく鱗りんさんである。姉妹か、あんたら。

「承しよう認にんサンクス！　とゆーわけでフィル坊ぼう！　君は今から美術部に入部したまえ！」

「えっ？　ま、待ってください先輩。どうしてそういう話に──」

「そりゃ新入部員が欲しいから……もとい！　同じ条件で戦うためよ、もちろん！」

　曇くもりのない笑顔で言い切ると、経ふみ島しま先輩はフィルの手をぐっと握にぎりしめた。その勢いきおいに押おされ、「はあ」とうなずいてしまうフィル。かくして美術部は新入部員をなんとか一名確かく保ほしたのであった、めでたしめでたし。
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「……って、経島先輩、もしかして全部計算してたんじゃあるまいな」

　たぶん勢い任まかせの偶ぐう然ぜんが重なった結果だろうけど、あながち有り得ないと言えないところが恐おそろしい。怯おびえながら首を捻ひねっていると、イタチさんが席を立ってやってきた。

「二人とも、頑がん張ばってね。応おう援えんしてるから」

「うん！　ありがとう、イタチさん！」

「あ、ありがとうございます。え、ええと……」

　拳こぶしを握って熱く答えた僕の隣となりで、間近で見つめられて照れたのか、新入部員が恥はずかしげに目を逸そらす。その仕草がおかしかったのだろう、長身のフィルの顔を見上げると、イタチさんはくすっと優やさしく微笑ほほえんだのだった。

「伊達だてクズリだよ。よろしくね、フィル」
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「ふーむ。白しら塚つかが部長ってのは去年のままだからわかるけどよ、副部長は伊達だてさんってのは意外だったな。そういう仕事はやんないタイプかと思ってたが」

　生徒の行き交う放課後の廊ろう下かにて、「クラブ・サークル体制報ほう告こく書しよ」と印いん字じされたコピー紙を手に、短い髪かみの男子生徒がつぶやいた。あ、やっぱり穂ほ村むらもそう思うか。僕は隣となりを歩くイタチさんと顔を見合わせると、不ふ可か解かいそうに首を捻ひねる友人へと顔を向けた。

「消去法でそうなったんだよ。ほら、経ふみ島しま先輩と奈な良ら山やまはきっぱり断ことわるし、かと言って、入ったばっかりのフィルってわけにもいかないし……。ねえ？」

「え？　あ……うん、そうだよね」

　うつむいていた顔を上げ、小さくうなずくイタチさん。今日はなんだか表情が重いが、何か悩なやみ事ごとでもあるんだろうか。そう心配した僕の後ろで、穂村が「なるほどな」と納なつ得とくした。

「伊達さんみたいな人の良いタイプは、人数の少ないクラブだと損そんってことか」

「損って言い方はないだろ。あ、その書類、見終わったら返せよ。生徒会に出すんだから」

　友人へと振ふり返かえりながら、僕は片かた手てで催さい促そくした。それを見た穂村は、わかってると言いたげに笑ったが、再ふたたび不可解そうに顔をしかめた。

「しかしよ、この『参さん謀ぼう・経島御み崎さき』ってのは何だ？　こんな役職、前からあったか」

「ないない。先輩が勝手に書いたんだよ。ほんとにもうあの人は」

「美術部は今年も大変だなあ。ほい、返すぞ」

　呆あきれかえって溜ため息いきを吐つく僕に、穂村は笑いながら報告書を手て渡わたしてきた。同どう情じようしてくれるのはありがたいけど、しかし自分は部外者みたいなその口ぶりはどうなんだ。「お前も一いち応おう部員だろ」と睨にらんでやると、しれっとした顔の穂村は首を左右に振った。

「わかってねえなあマイフレンド。俺には、幽ゆう霊れい部員という大事なポジションがあるんだよ。役職表に付け足してくれても構かまわんぜ」

「さいですか。相変わらずの開き直りっぷりだな、お前」

　バイトで鍛きたえた腕うでを組み、穂村はニカッと笑った。どうやらこの男、今年もろくに美術室に顔を出さないつもりらしい。わかっていたこととは言え、その清すが々すがしい態たい度どはどうなんだ。呆あきれた僕は隣となりのイタチさんに同意を求めようとしたのだが──意に反して、口から出たのは「どうしたの？」の一言だった。その言葉に、考え込んでいたイタチさんはハッと顔を上げ、きょとんと首を傾かしげた。

「え？　どうしたのって、何が？」

「いや、イタチさんが。今日は深しん刻こくそうな顔してるけど、何か心配事でもあるの？」

　廊下で立ち止まって尋たずねれば、穂村もうんうんとうなずく。そんな僕らの反はん応のうを見たお悩み中の妖よう怪かい少女は、周囲に人通りがないのを確かく認にんすると、抑おさえた声で口を開いた。

「あのね。ほんとかどうかわからないんだけど──」

「あれ、伊達先輩に白塚先輩？」

　ふいに、イタチさんの声に割り込むように、聞き覚えのある声が耳に届とどいた。こんな時に誰だれだよ、と振ふり向むけば、階かい段だんを上がってきた銀ぎん髪ぱつの少年の姿すがたが目に入った。

「誰かと思ったらフィルか。こんちは」

　小さく会え釈しやくすれば、美術部唯ゆい一いつの一年生は「どうも」と小さく頭を下げた。脇わきに折おり畳たたみ式しきのイーゼルを挟はさみ、肩かたからは使い込んだ油絵セットを下げているところを見る限かぎり、すでに美術室にカバンを置いてきたらしい。相変わらずせっかちな男だ。ライバルとは言え同じ部のメンバーなんだから、たまには美術室でゆっくり話せばいいのにな。奈な良ら山やまといいフィルといい、真面目まじめに美術やる部員はなんですぐにどこかへ行ってしまうのか。

「ほー、お前さんが噂うわさの新入部員か。実じつ在ざいするとは思わなかった」

「もう描かきに行くの？　毎日頑がん張ばってるね、フィル」

　失礼なことを言いながら感かん嘆たんする穂ほ村むらの隣となりで、イタチさんが感心するようにつぶやいた。と、そのまま立ち去ろうとしていた後輩は、色白な顔を薄うすく赤らめながら足を止めた。

「頑張ってるって……大したことないですよ、こんなの」

「そう？　あたしは凄すごいと思うよ。もう描く場所って決まったの？」

「いや、それがまだ……。校舎の周りは大体見たから、今日はちょっと高いところに上がってみようかと思いまして」

「そうなんだ。良い場所、見つかるといいね」

「あ、はい。あ、ありがとうございます、伊達だて先輩」

「だから、先輩じゃなくって、クズリかイタチでいいってば。美術だったら、フィルのほうがよっぽど先輩なんだから、ね？」

「いや、それはそうかもしれませんけど……」

　親しげに微笑ほほえむイタチさんを前に、フィルは気まずそうに視し線せんを逸そらしながら小声を返した。この後輩、普ふ段だんは割とぶっきらぼうなくせに、イタチさんが相手だと妙みようにおどおどするのである。まあ優やさしく可愛かわいい先輩相手に緊きん張ちようする気持ちはわかるけど──と、口に出せないもやもやを溜ため込こんでいると、ふいに僕の脇わき腹ばらを太い肘ひじがごつんと突ついた。思わず「げふ」と声を漏もらした僕を見て、穂村が楽しそうにニヤついた。

「なーにを難むずかしい顔してんだよ、部長。野郎のジェラシーは見苦しいだけだぞ」

「へ？　ジェラシー？　あのな穂村、別に僕はそんな」

「うるせえ。お前も俺の十分の一くらいは振られる痛いたみを味わいやがれ」

　きょとんとしたまま反論する僕に向かってそう言い放つと、穂村は「やあやあ後輩」とフィルに声をかけた。いきなり後輩呼よばわりされて面食らったのか、フィルは不ふ審しんそうに穂村に向き直ると、イタチさんに小声で尋たずねた。

「伊達先輩、この人は……？」

「誠せい二じのこと？　あたしたちの同級生。フィルからすると、美術部の先輩だね。……一いち応おう」

「え、そうなんですか？　美術部の先輩って、伊達だて先輩と白しら塚つか先輩、それに奈な良ら山やま先輩と経ふみ島しま先輩だけと思ってました」

　素すで驚おどろくフィルである。まあ穂ほ村むらは今年四月になってから一度も美術室に来てないので、フィルが知らないのも無理はない。そりゃびっくりするよな、と同どう情じようしていると、新一年生は慌あわててぺこりと頭を下げた。こういうところは礼れい儀ぎ正しい少年なのだ。

「初めまして、大おお上がみフィルバートです。風ふう景けいの油ゆ彩さい画がやってます」

「穂村誠せい二じ。幽ゆう霊れい部員でバイトやってます」

「へえ、変わったジャンルを──って、はい？　幽霊部員でバイト？」

　真面目まじめな後輩の顔を一転させ、フィルは呆あきれた視し線せんを目の前のガタイのいい男に向ける。と、穂村は悪びれることなく胸むねを張はり、力強くうなずいたのだった。

　……なんかごめんな、こんな先輩ばっかりで。




　で、呆れたフィルが「俺はそろそろ行きますから」と立ち去るのを見送った後、僕らは改めて生徒会室へ向かおうとしたのだが、

「っと。そうだ、イタチさん、さっきの話」

　深しん刻こくそうな話の途と中ちゆうだったことを思い出し、再ふたたび足を止めた。それを聞いて穂村も思い出したのか「そう言や、まだ何も聞いてなかったな」とか言いながら、傍かたわらの妖よう怪かい少女へと顔を向ける。と、僕と穂村に見つめられたイタチさんは、あたりをぐるっと見み渡わたした後──今度こそ人の気配はないようだ──声のトーンを落として話し始めた。

「これ、女の子の間で広がってる噂うわさなんだけどね。確たしかめたわけじゃないから、ほんとかどうかはわからないし、ほんとじゃないほうがいいんだけど──」

　ずいぶん重たげな前置きだが、それだけじゃ何の話かわからない。僕は穂村と顔を見合わせると、無言で先を促うながした。イタチさんは言いづらそうに口ごもっていたが、ややあって、再び口を開いた。

「……あのね。女の子の隠かくし撮どり写真が売られてるって噂、知ってる？」

「隠し撮り？」

「そんな話は聞いたこと──ん？　いや待った」

　反はん射しや的てきに否ひ定ていしようとして、僕は慌てて口を押おさえた。それ、最近どこかで──。

「あ、そうか。こないだハルカから聞いたんだ」

「そう言や、コスプレ写真が裏うらで流通してるとか何とか、そんな話を聞いたなあ。でもよ、あれってデマじゃねえの？」

「うん、僕もそう思ってた」

　腕うでを組んで首を捻ひねる穂村に、僕はこくりとうなずいた。しかしイタチさんは「だといいんだけどね」と力無くつぶやくと、はあ、と小さく溜ため息いきを吐ついた。その態たい度どを見る限かぎり、どうやら単なるデマじゃないらしい。思わず息を吞のんだ僕の隣となりで、穂ほ村むらが不ふ審しんそうに眉まゆをひそめた。

「コスプレ云うん々ぬんは噂うわさに尾おヒレが付いたにしても、盗とう撮さつ自体はほんとにあったってことかよ。……女子更こう衣い室しつでも覗のぞかれたってのか？」

「ううん、そういうのじゃなくてね。体育の授業中とか、部活中とか、あとは普ふ通つうに制服とか──。どれも、見ようと思えば見られる風景らしいんだよ」

　そこでいったん言葉を句切ると、イタチさんは息を潜ひそめて「でも」と言い足した。

「隠かくし撮どりされた子はみんな、そんな写真を撮とられた覚えがないんだって。そんな角度から撮れるわけない、撮られたら絶ぜつ対たいに気付くはずだって写真もあったらしくて……」

「ああ、パンチラか」

「はっきり言うなよ、お前」

　デリカシーのない友人を叱しかりつけた後、僕は何度目かの溜ため息いきを落とす妖よう怪かい少女へと向き直った。今の話を聞く限り、イタチさん自身が被ひ害がい者しやってわけじゃないようで一安心ではあるけれど、この人がこんなに不安がっている姿すがたは一秒たりとも見たくない。というわけで僕は「噂なんだよね」と声をかけてみれば、イタチさんは無言でふるふると首を横に振ふった。

「──美み生うがね。園芸部の友だちから、自分の写真も出回ってるって聞かされたって」

「え？　美生さんが？」

「マジでか！　……で、『みう』って誰だれだっけ」

「穂村はあんまり知らないか。多た々た羅ら木ぎ美生さんだよ、髪かみの長いおっとりした園芸部の」

　首を捻ひねる友人に向かって、僕は手短に解かい説せつした。実は兄の豊ゆたかともども化ばけ猫ねこの血を引いており、犬いぬ神がみ使つかいの滝たき沢ざわさん、イタチさんと並ならぶ二年Ｃ組妖怪三人娘の一人で、さらには「三人の中で一番いい体」の持ち主だったりするのだが（鱗りんさんが言いました）、そこは省しよう略りやく。

「あ、もちろん、写真を見たわけじゃなくてね。ただ、話を聞いただけらしいけど……。美生、すごく怖こわがってるんだよ。怖いって言うか、気味悪いって。それがね、可哀かわい相そうで」

　はあ、と重たい息を吐つき、友人思いの妖怪少女が肩かたを落とす。おとなしい美生さんのことだ、そんな噂には弱いんだろうな。思わず同どう情じようしていると、イタチさんが顔を上げた。

「ね。男の子って、やっぱり、そういうの見たいの？　売ってたら買っちゃったりするの？」

　おお、えらくストレートな問いかけだ。僕と穂村は顔を見合わせると、二人揃そろって首を横に振った。そうなの、ときょとんとしたイタチさんを前に、僕らはきっぱり口を開いた。

「その人の容よう姿しはその人の物だよ。どうかモデルになってくださいって頭を下げてお願いして見せてもらうならともかく、盗ぬすみ撮どりなんて許ゆるせない。相手を馬鹿にしすぎだよ」

「金ってのは真面目まじめに働いて稼かせいで、初めて身に付くもんだぞ。そんな卑ひ怯きような金かね儲もうけ、俺は絶対に認みとめられねえな。どこのバカだか知らねえが、金が欲しけりゃバイトしろバイト」

　力強く確かく信しんをこめ、深くうなずく二人の男。そんな僕らを前にして、イタチさんは「そういうこと聞いてるんじゃないんだけどね」と、どこか嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。




　その後、本業バイトに向かった穂ほ村むらと別れた僕は、なぜか上じよう機き嫌げんになったイタチさんとともに、今度こそ生徒会室へと向かった。やっぱイタチさんは明るい顔のほうが可愛かわいいよな、と確かく信しんしつつ、昨年来、すっかり馴な染じんでしまった戸を開ける。

「失礼しまーす。美術部ですけど、今年の体制報ほう告こく書しよ持って──って、あれ？」

　部へ屋やの中で何やら話し合っていた意外な顔ぶれに、僕は思わず立ち止まった。その声に、向かい合わせの応おう接せつ用ようソファーに腰こし掛かけていた二人の女性が、揃そろってこちらへ振ふり向むいた。

「あら、イタチとその腰こし巾ぎん着ちやく。書類でしたら副会長の机に置いておきなさい」

「にゃっ？　ああ、クズリさんに白しら塚つかさんですか。お邪じや魔ましています」

　金きん髪ぱつを結ゆい上あげたスーツの女生が蔑さげすむように言い放ち、その向かいの席ではジャージに三つ編みの女子生徒が穏おだやかに会え釈しやくした。生徒会顧こ問もんにして大だい妖よう怪かい「九きゆう尾びの狐きつね」の稲いな葉ば先生と、化ばけ猫ねこ混まじりのお嬢様──そして、ついさっき聞いたばかりの盗とう撮さつ事件の被ひ害がい者しや──多た々た羅ら木ぎ美み生うさんだ。どっちもよく知ってる人だけど、この顔合わせは珍めずらしいな。後ろ手で戸を締しめながら軽く驚おどろいていると、美生さんはそっと席を立ち、稲葉先生へと微笑ほほえみかけた。

「相談に乗ってくださって、ありがとうございました」

「礼を言われるようなことではありませんわよ。まあ、こんなことが長く続くはずはないのですから、あまり気に病まないように──と言っても、それが難むずかしいのでしょうけど」

　そう言って大おお仰ぎように肩かたをすくめると、稲葉先生は紅あかい瞳ひとみを美生さんへと向け、労ねぎらうように「悪が栄えた例ためしはありませんからね」と言い足した。何の話かわかんないけど、国を滅ほろぼす悪玉妖怪がそれを言い切るのはどうなんだろうか。自分の存そん在ざい意い義ぎを全ぜん否ひ定ていしてませんか。そんなことを考えている間にも、園芸部スタイルの美生さんは先生に一礼すると、僕らと入れ替わるようにドアに手をかけた。

「それではクズリさん、お先に失礼しますね」

「あ、うん。また明日ね、美生」

「はい。白塚さんも、また」

「え──その、ええと──そうだ！　お兄さんの具合は？」

　危あやうく「隠かくし撮どりされたんだって？」と聞きそうになったが、その質問はいくらなんでもアウトすぎる。僕は慌あわてて言葉を吞のみ込こむと、とっさに思いついた質問を口にした。

　美生さんの兄、多々羅木豊ゆたかは、始業式前日の付つく喪も神がみ一いつ斉せい蜂ほう起き事件で大おお怪け我がを負おい、入院していたはずだ。と、いきなり妙みようなテンションで兄の容よう態だいを尋たずねられた美生さんは、一いつ瞬しゆん首を傾かしげたが、すぐに「おかげさまで」と上品な笑みを浮うかべた。出会った頃ころはおどおどしてたけど、最近はよく笑うようになったよな、この人。いいことだ。可愛いし。

「兄なら、昨さく日じつ退たい院いんしました。昨夜ゆうべは、なまった体を元に戻もどすって、木この葉は天てん狗ぐの求ぐ道どう丸まるさんと一ひと晩ばん稽けい古こしてたんですよ。もう、すっかり元気です。ちょっと元気すぎるくらい」

「へえ、そうなんだ……！　良かったね」

　素す直なおに嬉うれしかったのだろう、イタチさんがぱあっと顔を輝かがやかせる。美み生うさんはその笑顔に「ありがとうございます」とうなずき返すと、ふと嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「赫あか音ねさんにも改めてお礼を言わないと、ですね。『ぼくが無理矢理入院させたんだから』って、毎日ライカちゃんと一いつ緒しよにお見み舞まいに来てくださってたんですから」

「へー。さすが滝たき沢ざわさん、そういうところは律りち儀ぎだなあ」

　自分の部活や妖よう怪かい対たい処しよだけでも忙いそがしいはずなのに、よくもまあそんなところまで手と気が回るもんである。あの真面目まじめな元クラスメートを、僕は改めて尊そん敬けいした。そりゃ二年連続で委員長に選ばれるはずだよな、としみじみ感服していると、美生さんは「それでは」と微笑み、そして上品に戸を締しめて立ち去った。

　さっきイタチさんの話を聞いた時は、美生さんがどれほど落ち込んでるのかと不安になったけど、今の姿すがたを見た限かぎり、そこまで心配する必要もなさそうだ。盗とう撮さつ事件が事実だとしたらそれはもちろん許ゆるせないけどな、と心の中でつぶやきながら、僕はずっと手にしたままだった書類に視し線せんを落とした。さて、あとはこれを出せばいいんだけど。

「稲いな葉ば先生、部活の体制報ほう告こく書しよってどこに出すんでした？」

「何度言えばわかるのですか。副会長の机の上です」

「あ、そうでしたっけ。すみません」

　ぺこりと頭を下げつつ、僕は副会長の新あら井いさんの席へ向かった。主のいない机には、ごちゃごちゃと書類やファイルや封ふう筒とうが山となって積まれている。凄すごいね、とイタチさんがつぶやいたが、それは僕も同感だった。

「いつも綺き麗れいに整理してるのにな。先生、新井さんって最近生徒会室に来てないんですか？」

「そう言えば、学校始まってから、会ってないよね」

　僕が稲葉先生に問いかければ、イタチさんも同意した。稲葉先生は、うなずきながら物もの憂うげな溜ため息いきを吐つき、空いた席へと視線を向けた。ふと「色っぽいな」と思ったけど、それを口にするとイタチさんが確かく実じつに怒おこるので黙だまっておく。

「私も困こまっているのです。おそらく掛かけ持もちしている新聞部が忙しいのでしょうけれど」

「ふっふっふ。果たしてそうかな！」

　唐とう突とつに、芝しば居いがかった明るい声が先生の言葉に割り込んだ。同時に響ひびくドアの音。

　そして、大して驚おどろかなかった一同が「またか」と言いたげな視線を向けた先では、

「先人曰いわく『人間は誰だれでも仮か面めんを持っている、その仮面の下に真実の顔がある』。平凡な出来事の裏うら側がわには、いつも意外な真相が待っているのだよ。ねえそうだろうグリズウォルド」

「誰がグリズウォルドだ。俺は生まれた時から江え戸ど橋ばし照しよう平へいだ」

　ジャージを羽は織おった眼鏡の人が、顎ひたいに手を当てて熟じゆつ考こうポーズを決めていたのだった。その隣となりでは、一緒に部へ屋やに入ってきた長身の男子生徒が呆あきれている。経ふみ島しま先輩と江戸橋生徒会長のカップルは、今年になっても相変わらずのようだ。僕は生徒会長にしみじみ同どう情じようしつつ、冷え切った視し線せんを経ふみ島しま先輩へと向けた。

「こんちは、先輩。なんで普ふ通つうに挨あい拶さつしながら登場できないんですか」

「私に死ねっての？　ま、そんなことより新あら井いよ新井。いったい何をやってんだか」

　ものすごい理り不ふ尽じんな反はん論ろんで僕を黙だまらせると、経島先輩は会長の机の上に腰こし掛かけながら顔をしかめた。と、自分の席に着いた江え戸ど橋ばしさんは、先輩の言葉に不安げな顔で無言でうなずく。その反はん応のうに、僕とイタチさんはきょとんと首を傾かしげた。

「もしかして、新井さんが危あぶないことに首を突つっ込こんでるかもって心配してるんですか？」

「輝ひかる、そんなことしないと思うけど。しっかりしてるし」

　僕の質問に、イタチさんがそれに続く。うんうん、僕もそう思う。ソファーの空いてるところに座すわりながらうなずけば、江戸橋さんは「だから不安なんだ」と溜ため息いきを吐ついた。えーと、どういうことですか？

「意味わかんないって顔ね。あのさ、しっかり者だからこそ怖こわいってこともあるわけよ」

　そう前置きすると、経島先輩はふと肩かたをすくめて首を振ふり、「これはあんたらが入学する前の話だから、知らないとは思うけど」と話し始めた。

「一部の運動部でね、上級生とＯＢの横おう暴ぼうが尋じん常じようじゃねえって問題が起きたわけ。いや、起きたっつーか、昔からあったけどみんなが黙もく認にんしてた状じよう況きように『いやいや、それはおかしいだろ！』って初めてツッコミを入れた奴やつがいたって話なんだけど」

「それなら聞きましたわよ。確たしか、バスケ部の一年生が告発したのが発ほつ端たんとか」

　思い出したように稲いな葉ば先生がうなずいた。江戸橋さんが生徒会長になるまではそういう体たい質しつのクラブが多かったってのは知ってるけど、そんなこともあったのか。しみじみ納なつ得とくしていると、ふいに江戸橋さんが「そのバスケ部員は俺なんですが」と自じ嘲ちようした。へー、会長ってバスケやってたのか。

「まあ、俺はあくまで証しよう言げん者しやの代表でしてね。あの状況を最初に問もん題だい視ししたのは俺じゃない」

「江戸橋の言う通り。そもそもの仕し掛かけ人にんは新聞部員の一年生の女子生徒だったわけ」

「立りつ派ぱな人もいたもんですね──って。それ、話の流れ的に、新井さんですか？」

　まさかと思って尋たずねてみれば、経島先輩は「正解」と親指を立ててニッと笑った。

「あの馬鹿、怖こわがる一年二年を説得して証言集めまくってさ。野郎でも怖がる体育会のＯＢ連を職員室に呼よびつけて、真まっ向こうからズバーンと告発しやがったのよ」

「へえ……！　輝、すごく格かつ好こういいね」

　本気で感心しているのだろう、イタチさんが嬉うれしそうにうなずいた。と、それを見た経島先輩は、ジャージを羽は織おった肩をすくめて頭を振った。

「格好いいのは確かだけどね、友人としちゃ肝きもが冷えまくりだったわよ。ねえ江戸橋？」

「ああ。中学以来の知り合いだがな、あんなに頑がん固こな奴だとは思わなかった」

　そう言って重たい溜ため息いきを吐つくと、二人の先輩は顔を上げてこちらを向いた。

「で、その後、ちょっとは状じよう況きよう改かい善ぜんされたんだけど、やっぱ根本的に体制変えなきゃねーって話になってさ。かくして、翌よく年としの生徒会選挙にこいつが新あら井いと組んで出ることになったと」

「そんな事じ情じようがあったんですか……。僕、江え戸ど橋ばし会長は『クラブを作りやすくする』って公約だけで勝ったと思ってましたよ。で、経ふみ島しま先輩がそういう声を取りまとめたって」

　僕は思わず感心したようにつぶやいた。江戸橋さんは「それもあるがな」と小さな彼女を見ながら苦笑すると、僕らへ再ふたたび向き直った。

「新井のことは、当時の二年生以上はほとんど全員知ってたからな。先輩やＯＢの手前、おおっぴらには応おう援えんできないが、無記名投とう票ひようなら……という声は、実じつ際さい、よく聞いた」

　一年前を思い出すように、しみじみうなずく生徒会長。なるほど、会長と副会長には、知らないところでも世話になってたんだなあ。僕が改めて今の生徒会に感かん謝しやしていると、黙だまって話を聞いていた稲いな葉ば先生が、眉まゆをひそめてぼそりと言った。

「その事情はわかりましたけど……。要するに、新井がまた物ぶつ騒そうな事じ案あんに首を突つっ込こんでいると、貴女あなたたちはそう言いたいのですか？」

「もしかしたらその可か能のう性せいはあるかもねーって話。ここんとこ、何やってんのって聞いても『ちょっとね』としか答えないからね。あれは怪あやしいような気がするような、しないような」

　そこで言葉を句切ると、経島先輩は大おお袈げ裟さに頭を抱かかえてみせた。そういう話を聞くと心配だよね、とイタチさんと視し線せんで語り合っていると、稲葉先生が呆あきれたように首を振ふった。

「本人が言いたがらないのであれば、後を尾つけてみればいいでしょう。何かあれば手を貸せばいい、何もなければそれでよし。そして尾び行こうと言えばイタチの腰こし巾ぎん着ちやく、貴方あなたの出番ですわね」

「ええ、それなら僕に任まかせて──って、ちょっと待った稲葉先生！　なんで僕！」

　心の底からきっぱり断だん言げんした大だい妖よう怪かいに、僕は慌あわてて反論した。と、生徒会顧こ問もんの美人教師は「犬いぬ神がみ使つかいから聞きましたわよ」と冷たい視線を僕へと向けた。

「先月、イタチをこっそり追つい跡せきするから犬神を憑つけろって言いい張はったそうではないですか」

「あの時は色々と理由がですね……。てか、ライカの力を借りたところで、僕はイタチさんしか追えませんよ。新井さんも好きですが、好きのベクトルが違ちがうから。ねえイタチさん？」

「そっ、それをあたしに聞かれても……。どうしてすぐに、そういう……！」

　何気なく尋たずねてみれば、イタチさんの深しん刻こくな顔が一転、真っ赤に染そまってうつむいてしまう。またやっちゃったか？　これはどうやら、今年の目もく標ひようを達成するのは無理っぽいな。頭を搔かいて反省していると、いきなり経島先輩が意を決したように生徒会長の机から飛とび降おりた。

「つまるところ、バレずに尾行できればいいのよね。おかしなことしてないと確かく認にんできりゃ、とりあえず安心できるわけだし。幸いにして、あの神社の娘にして副会長にして新聞部員は、勘かんは良くても彼ひ岸がんの気配には疎うといわけだから……。うむ、これはもしかして千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスかも？　かも？　かも！」

　独ひとり言ごとだか演えん説ぜつなんだかわからない長なが口こう上じようが続く。口を挟はさめず見守る僕らを無む視ししたまま、先輩はずかずかと廊ろう下かに面した扉とびらに近づくと、ニタリと笑って振ふり向むいた。

「さーて。みんな、これから暇ひまかしら？」

「あたしは別に構かまわないけど」

「はあ。フィルとの勝負まで日はありますし、僕も暇っちゃ暇ですが……。新あら井いさんも心配ですしね。でも、何するつもりなんですか？」

「それは見てのお楽しみー。いいもの持ってきてあげるから待ってなさい」

「いいもの？　よくわからんが、何か取りに行くなら俺も一いつ緒しよに」

「来るな江え戸ど橋ばし！　あんたは新井の分まで生徒会の仕事をしてろ！」

　そう言って彼氏の申し出をぴしゃりと断ことわると、経ふみ島しま先輩は豪ごう快かいに戸を開き、凄すさまじい勢いきおいで走り去ってしまった。あとに残されたのは、席を立とうとしたまま放置された江戸橋さんと、そしてソファーに着いた僕ら三人。気まずい空気が部へ屋やを満たしていく中、最初に声を発したのは稲いな葉ば先生だった。

「ざっくり振られましたわね」

「慣なれています。いつものことですからお気き遣づかいなく」

　気遣ってるのか馬鹿にしてるのか微び妙みような先生の呼よびかけに、生徒会長はこともなげに応おうじ、新井さんの机の上から書類の束たばを手に取った。やせ我が慢まんじゃなくてほんとに慣れてるあたりが、この人の偉えらいところであり凄すごいところであり、そして可哀かわい相そうなところである。

「会長、どうして経島先輩と付き合ってるんだろう……。いくらでもモテると思うのにな」

「美み生うとか鱗りんとか、ファンの子も多いしね」

「嗜し好こうが偏かたよりすぎなのです。そもそも私の色気に無む反はん応のうというのが許ゆるせませんわね」

　三者三様、それぞれの理由で溜ため息いきを吐つく僕ら。当の江戸橋さんは、それを聞いているのかいないのか、無言で会長席に腰こしを下ろすと、手にした書類を広げた。




　そして待つこと約十分。生徒会室に残った僕らは、ただ、だらだらと雑談していた。一人、江戸橋さんだけはクラブ関係の申しん請せい書しよや報ほう告こく書しよの処しよ理りに忙いそがしそうだったが、手伝おうとしたら「これは生徒会の仕事だ」と断られたので仕方ない。コーヒーカップ片かた手てに罪ざい悪あく感かんを覚えていると、稲葉先生が「そう言えば」とこちらを向いた。

「新入部員が入ったそうですが、本当ですか？　部員欲しさに幻げん覚かくを見たのでは？」

「失しつ敬けいな。フィルはしっかり実じつ在ざいしてますよ。外で絵を描かく派はだとかで、ほとんど美術室にいませんけどね。なんか奈な良ら山やまがもう一人増ふえたような感じです」

　そう言って肩かたをすくめると、僕はやるせなく苦笑した。集団で何かをやる部活じゃないとは言え、まだ一度も全員が揃そろってないのはやっぱりおかしいと思う。

「しかも奈良山の奴やつ、ここんとこ、美術室にすら寄らないからな……」

　ホームルームが終わると同時に「じゃあね」とどこかへ去っていく友人の顔を思い出し、僕は小さな溜ため息いきを吐ついた。いや、あの天てん狗ぐの個人行動癖へきは今に始まったものでもないけれど、去年は一いち応おう、授業の後には美術室に顔だけ出してはいたのになあ。どこで何をやってんだか。

　で、一方のフィルはと言えば、毎日、来たと思ったらイーゼル担かついで去ってくわけで。かくして美術室には僕とイタチさんと経ふみ島しま先輩が残るのだった。正直、去年と全く変わらない。

「まあ、ちゃんと絵を描かいてる以上、美術室にいろとは言えないけど……。フィルも、もうちょっと打うち解とけてくれてもいいのにな。いつもぶっきらぼうだしさ」

　思わずそうつぶやけば、隣となりの席のイタチさんが「そんなことないよ」と口を挟はさんだ。

「話しやすい、いい子だよ、フィル。熱心で真面目まじめだし」

「え？　あ……う、うん。そう──だね」

　なぜか、僕の返事はほんの一いつ瞬しゆん遅おくれた。それを見て「あらあら」と呆あきれたのは、向かいの席の稲いな葉ば先生だ。

「さっそく惚ほれましたか。貴女あなた、存ぞん外がいに移うつり気ぎですわね」

「何の話してるの、キツネ。あたしは別に」

「言いい訳わけがましい。高い評ひよう価かが恋れん慕ぼに変わるのは世の習いですわよ？　こうなると、可哀かわい相そうなのは貴方あなたですわね、イタチの腰こし巾ぎん着ちやく」

「はい？　何をいきなり」

　ふいに、先生の同どう情じように満ちた瞳ひとみが僕へと向いた。いきなり話を振ふられ、僕の口がぽかんと開く。と、その顔が面おも白しろかったのか、さっきから全く働く気配のない生徒会顧こ問もんは、口元を押おさえてくすりと笑った。そこにすかさずイタチさんが切り込む。

「あのねキツネ。だから、そういうのじゃないからね」

「はいはい」

　イタチさんの冷たい視し線せんを受け流し、上品に微笑ほほえんでみせる稲葉先生。すっかり見み慣なれたそのやりとりを前にしながら、僕は、心のどこかがざわつくのを感じていた。

　──イタチさんが「そういうのじゃない」と言う以上、それは本当なんだろうとは思う。

　だけど、親しげにフィルに話しかけるイタチさんや、赤い顔で応おうじるフィルを見ると、妙みように不ふ穏おんな気持ちになってしまうのも事実なのだ。実じつ際さい、イタチさんがフィルを気にかけているのは間ま違ちがいないし、いや、それは部活の先輩としては当然の行動なんだろうけど……。

「って何をみっともないことで悩なやんでるんだ。情なさけないぞ、僕」

「うん。みっともないのはわかってます。せやけど自分ではどうにもなりませんねん」

「確たしかにそうです。これは自分ではどうしようも──って。へっ？」

　今、僕の気持ちを関西弁で代弁したのはどこの誰だれだ？

　情けない黙もつ考こうを中ちゆう断だんして顔を上げれば、いつの間にか開いていたドアの前に、一人の青年がしょんぼり佇たたずんでいた。小こ柄がらながらがっしりした体に焦こげ茶ちやのジャケット、気さくでなおかつ気弱そうな顔。名前だけの美術部顧こ問もんで僕のクラス担たん任にん、そして化ばけ狸だぬきであるところの寺てら林ばやし先生は、書類片かた手てにしばらく押おし黙だまっていたが、やがて申もうし訳わけなさそうに口を開いた。

「すんまへん稲いな葉ば先生。言われてました、生徒データの入力なんやけど……打ち込みの方法、何なん遍べんやってもようわからへんのです。もう一いつ遍ぺんだけ、教えてもらえませんやろか……？」

「どこまで無む能のうなのですか貴方あなたは。わからなければマニュアルを読みなさい」

　怯おびえた様子で懇こん願がんする後輩を、稲葉先生は事もなげに切り捨てた。さすがは国を滅ほろぼす悪役妖よう怪かい、ものすごい無む慈じ悲ひっぷりである。思わず感心してしまった僕らの前で、寺林先生は泣きそうな顔で「マニュアルて、あんなもん日本語ちゃいます！」と悲ひ痛つうに叫さけんだ。

「俺、二百年近く茶ちや釜がまに化けてて、こないだ社会復ふつ帰きしたばっかの狸でっせ？　アプリケーションとかドラッグとか言われても何が何やら！　そら稲葉先生の役に立たせてもらおうとは思てます、情なさけをかけてもろた恩おんは忘わすれたことなんかあらしまへん。せやけど、できんもんはできんのです！　別べつ嬪ぴんで妖よう力りよくも桁けた違ちがいで頭も良くて器用な九きゆう尾びの狐きつねさんにはわからへんかもしれまへんけど、しょせん俺は田舎いなか育ちのアホで惨みじめな狸やさかい、なんぼやっても仕事が先に進みまへんねん！　情けないとは思てます、みっともないとはわかってます！　けども、どうか先生、後ご生しようやからアホな狸を助けると思て、その寛かん大だいで美しい視し線せんのひとかけでも構かましません、この俺に向けてくれはったなら、俺はもう泥どろでもなんでも啜すすりますさかい──」

「ああもう──！　わかりましたわよっ！」
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　見事なまでにプライドのないお願いに業ごうを煮にやしたのか、それとも心底呆あきれたのか、稲いな葉ば先生が溜ため息いきとともに立ち上がった。ぱっと顔を輝かがやかせた寺てら林ばやし先生の手から、先輩教師は書類の束たばを取り上げ、キッと睨にらんで言い放つ。

「いいですか。今度こそ、今度こそ本当に最後ですからね！」

「はい、すんません！　めっちゃ助かります！　さすがは伝説の妖よう狐こ、見た目もええけど情じようにも厚い！　あとはその難なん儀ぎな性せい格かくさえ何とかなれば、ほんま、文もん句くなしなんやけど」

「何か言いましたか」

「いえ！　この八はち右衛え門もん狸だぬき、九きゆう尾びの狐きつね様に全てを捧ささげておりますからに！　稲葉先生の仰おおせとあらば、たとえ火の中……は嫌いややな。というわけで、たとえ湯の中水の中」

「焼き殺されたくないのなら黙だまって付いてきなさい。鬱うつ陶とうしい」

　へこへこと揉もみ手てを続ける寺林先生を従したがえ、稲葉先生は颯さつ爽そうと歩き去った。あの二人の間に何があったか詳くわしくは知らないけど、あそこまで卑ひ屈くつになるからにはさぞ怖こわい目めにあったんだろうなあ。寺林先生に深く同どう情じようしつつ動物コンビを見送っていると、閉じたばかりのドアが開き、経ふみ島しま先輩がひょこっと顔を覗のぞかせた。

「ありゃ、キツネはお仕事？　まあいいか、こっちはこっちでやりますか」

　器用に爪つま先さきで戸を締しめると、経島先輩はいそいそと僕らのほうへ近づいてきた。その両手を塞ふさいでいるのは、仏ぶつ壇だんの前で見るような丸っこい陶とう器きと、麻あさ色いろの布ぬの袋ぶくろ。年ねん季きの入ったそれらを見て、イタチさんは鼻をぴくりと動かしながら首を傾かしげた。

「御み崎さき、それって香こう炉ろだよね？　そっちの袋ふくろは……匂においからすると、線せん香こう？」

「ご名答。だけどただのお線香じゃないのよ？　先日の付つく喪も神がみ大反乱の後、多た々た羅ら木ぎ家けの蔵くらからこっそりガメ──もとい、研究目的で借り出しておいた、由ゆい緒しよ正しい不思議アイテムなのであります。その名も高き『離り魂ごん香こう』とはこいつのことよ」

　楽しげににやつきながら、先輩は机の上に香炉を置くと、袋から黒くて細長いものを取り出した。細かい粉こながふわりと舞まい、妙みように甘ったるい香かおりが部へ屋やにふわっと広がった。

「美み生うさんちの蔵から出てきたんですか？　まあ確たしかに、あそこなら何があってもおかしくはないですけど──って。この線香、また化けるんじゃないでしょうね！」

「その気配はないから大だい丈じよう夫ぶ。今まで私が噓うそを吐ついたり読みを誤あやまったことが」

「数え切れないほどありました。つーかそもそも、その線香は何なんです？」

　そう言って睨んでやれば、二十センチほどの線香を香炉に立てていた先輩は「だから離魂香って言ったじゃん」と肩かたをすくめた。いやそう言われても何のことやら。

「魂たましいを離はなすお香こうと書いて、離魂香。要するに、生きた人間の体から魂を追い出して、一時的に生いき霊りようを作る道具よ。人に取とり憑ついた悪あく霊りようを追い出したりもできるらしいわね。死人の魂を呼よび戻もどす『反はん魂ごん香こう』ほどメジャーじゃないけど、あの系けい統とうと思ってくださーい」

　軽い口調での説明に、僕はイタチさんと顔を見合わせた。あの系統と言われてもどの系統だかさっぱりわかんないのだが、どうやらこの線せん香こう、幽ゆう体たい離り脱だつを引き起こすものらしい。

「えーと……それはつまり、生いき霊りようになって新あら井いさんの動向を探さぐれってことですか？」

「確たしかにそれなら、気付かれることはないだろうけどね。でも、大だい丈じよう夫ぶなのかな」

「だいたい、わざわざそんなものを使う必要があるのか？　知り合いに聞くとか、もうちょっと穏おん当とうな方法がいくらでもあるだろう」

　後ろからそう口を挟はさんできたのは江え戸ど橋ばしさんだ。ですよねー。香こう炉ろを覗のぞき込こんでいた僕は、振ふり返かえって同意した。だが、その極めて真っ当な質問に対し、いつの間にかライターを手にしていた経ふみ島しま先輩は「だって使ってみたいんだもん」ときっぱり言い切ると、

「というわけで。お二人さん、行ってらっしゃい」

　僕と江戸橋さんの鼻先に香炉を突つきつけ、無む造ぞう作さに線香に点火した。線香の先がぽっと燃え上がり、白い煙けむりがふわりと上る。同時に、濃のう密みつな甘い香かおりが鼻先に届とどき──。

「って、待った先輩！　いきなりはさすがに」

「まだ心の準じゆん備びが！　と言うか俺は」

　意表を突つかれた僕らは慌あわてて反論したが、間かん髪はつ入いれず、ふわりと体が浮うき上あがるような妙みような感覚が訪おとずれた。まるで空中に投げ出されたかのような違い和わ感かんに、思わず口を閉じてしまった次の瞬しゆん間かん、すっと体が軽くなったかと思うと、

「──乱らん暴ぼうすぎるのではないかと思ったんですが……もういいです」

「──行くつもりはなかったんだが……何でもない」

　僕と江戸橋さんの魂たましいは、見事に体から抜ぬけ出だしていた。

　二メートルほどの高さに浮かんだ僕らは、顔を見合わせ、肩かたを落とした。お互たがい、服ふく装そうは学生服のままだし、江戸橋さんの顔には眼鏡がしっかり残っているが、半はん透とう明めいになっているのが気味悪い。手足はちゃんと動くものの、なんだか空気が水のように重たく感じる。体はふわふわしているし、上下の感覚は不安定だし、慣なれるのに時間がかかりそうだ。

　やれやれと溜ため息いきを吐つきつつ視し線せんを下ろすと、困こまったような笑みでこちらを見上げるイタチさんと目が合った。その隣となりには「私にゃ見えないけどたぶん成功！」とガッツポーズを決める経島先輩、そして、床の上にぐったり倒たおれた僕らの姿すがたも。

「なるほど。魂が抜けた後の肉体はあんなふうになるわけか」

　独ひとり言ごとをつぶやけば、ふいに肉体の口がぱくぱく動き、全く同じセリフを口にした。僕の体をソファの上に引ひっ張ぱり上あげようとしていたイタチさんが、「ひゃっ！」と驚おどろく。いや、おどかすつもりはなかったんだけど。慌てて「ごめん！」と謝あやまると、僕の体は再ふたたび「ごめん！」と短く叫さけんだ。それを見て、顎あごに手を当て首を捻ひねったのは経島先輩だ。

「ふーむ？　魂が喋しやべった内容はそのまま体の口から漏もれてくるっぽいわね。一時的に切きり離はなしてるだけだから、チャンネルは繫つながったままってことかしら。……ならば」

　そう言って経島先輩は江戸橋さんの肉体の傍かたわらにかがみ込むと、倒れたままの彼氏の耳元に口を当て、何ごとかをささやいた。と、次の瞬しゆん間かん、僕の隣となりでふわふわしていた江え戸ど橋ばしさんの霊れい魂こんが、顔を真っ赤に染そめ上あげた。

「いっ、いきなり何を！　……いや、それは、勿もち論ろん、その、俺も、そう……だが……」

　照れまくった顔を天てん井じように向け、ぼそぼそつぶやく生徒会長（の生いき霊りよう）。同時に、床ゆかの上の肉体が、同じ言葉を繰くり返かえす。それを確かく認にんすると、経ふみ島しま先輩は「やっぱり」と微笑ほほえんだ。

「肉体の耳に届とどいた言葉は霊魂のほうにも聞こえるわけだ。校内探たん索さくの現げん状じようを確かく認にんするには、なかなか便利な機き能のうかもね」

　ふむ、そういう仕組みなのか。しかしそれはそれとして、江戸橋さんはいったい何を聞かれたんだろうか。僕の体をようやくソファに座すわらせ終おえたイタチさんと顔を見合わせていると、経島先輩は僕と江戸橋さんへと視し線せんを向けた。もっとも、普ふ通つうの人間である先輩には今の僕らは見えないようなので、微び妙みように方向はズレていたが。

「そんじゃーさ、適てき当とうにうろついて新あら井い探さがしてみてくれる？　何か見つけた場合は、口でしっかり状じよう況きよう説明すること。そうすりゃ、こっちのボディ経けい由ゆで私らにも聞こえるしね」

「了りよう解かいしました。じゃあ江戸橋さん、とりあえず二手に分かれましょうか。で、新井さん見つけたら合流ってことで」

「あ、ああ……。しかし白しら塚つか、お前、なんでそんなに慣なれるの早いんだ」

　空気を搔かくように手足を動かしながら、江戸橋さんが眉まゆをひそめる。ドアの取っ手を摑つかめずに苦戦していた僕は、「通とおり抜ぬけりゃいいのか」と気付くと、振ふり返かえって肩かたをすくめた。

「飛んだり縮ちぢんだり、いろいろやってますから。じゃあイタチさん、先輩、行ってきます」

「気を付けてね。真しん一いちたちの体は、こっちでしっかり見てるから」

「うむ、健けん闘とうを祈る。なお、くれぐれも女子更こう衣い室しつを覗のぞかないようにね」

　にたりと笑って言い足す先輩。「やりませんよ」と言う間もなく、江戸橋さんの体を担かつぎ起おこしていたイタチさんが、キッと真面目まじめな顔をこちらへ向けた。

「駄だ目めだからね。そんなことする真一は嫌きらいだよ」

「はい？　いや、やんないよ！」

　……と言うかですね、なんで僕のほうだけ見て言うんですか、イタチさん。
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「えーと、確たしかこのへんに──あ、いた。すみませーん！」

　グラウンド脇わきにずらりと並ならんだプレハブ群ぐん、人呼よんで「部室長屋」の上空に生徒会長（正しくは、その霊魂）を見つけ、僕は片かた手てを軽く振った。ふわふわと空気を搔いて近づけば、腕うでを組んだまま上下逆さかさまに浮うかんでいた江戸橋さんは、ぐるんと体の向きを戻もどした。

　生徒会室を出たところで二手に分かれてから小一時間。お互たがい、それなりに体の動かし方には慣なれたようだ。

「来たか、白しら塚つか」

「遅おそくなりました。イタチさん経けい由ゆで聞きましたけど、新あら井いさん見つけたんですか？」

「ああ。部室を回って、聞き込みを続けているみたいだな。今は、そこにいる」

　そこで言葉を切ると、江え戸ど橋ばしさんは眼がん下かのプレハブを指さした。立て付けの悪そうなドアの横には「バードウォッチングサークル『野鳥の会』」と印いん字じされたプレートがかかっている。

「二度手間な名前のクラブだなあ。サークル名に規き定ていってないんでしたっけ？」

「いや、特に設もうけていないな。何をしてるかだいたいわかればそれで十分だろう」

「さすが会長、寛かん大だいですね」

　気楽な会話を交わしつつ、僕らは地面の上まですーっと下か降こうした。今の僕らは霊れい体たいなので、いくら堂どう々どうと話し合おうが、どこに立ち入ろうが、まず見つかることはない。でも一いち応おう「失礼しますね」と一声かけ、アルミの戸にそーっと首を突つっ込こもうとした、その時だ。

「色々聞かせてくれてありがとう、参さん考こうになったわ」

　聞き覚えのある声とともに目の前の戸がガラガラと開き、見慣れた顔の女子生徒が現れた。意志の強さと明るさを感じさせる声に、面めん倒どう見みの良さそうな笑顔。まっすぐ通った背せ筋すじの上で、艶つやのある長い黒くろ髪かみがふわりと翻ひるがえった。

「しまった、新井さん？　江戸橋さん、いったん上へ！」

「ああ！　……いや、待て、白塚。隠かくれる意味があるのか？」

「あ。そう言われればそうですね」

　思わず反はん射しや的てきに空中に舞まい上あがってしまった僕らは、呆あきれた顔を見合わせると、改めて眼下を見下ろした。使い込んだメモ帳を手にした生徒会副会長は、双そう眼がん鏡きようを首から下げた女子生徒と親しげに言葉を交わしている。

「せっかく来てもらったのに、大した情じよう報ほうなくってごめんなさいなのですね」

「ううん。買える場所の噂うわさが聞けただけでも十分助かったわよ、黄きび鶲たき会長」

「いえいえ。これくらいは友人として当然のことなのですね」

　野鳥の会の会長なのだろう、ちんまり小こ柄がらな女子生徒は人懐なつっこい笑みを浮うかべていたが、ややあって「……これは、ムシのいいお願いだとは思うのですけどね」と口を開いた。声のトーンがいきなり重くなったのは、会長さんをよく知らない僕でもすぐわかった。

「あの盗とう撮さつ写真の件、うちにも怖こわがってる子がいるのですね。てか、大きな声では言えませんが、被ひ害がいにあってる子もいるのですね。一応先輩である身としては、何とかなんないかとは思うのですけど……でも、だからといってですね」

「大だい丈じよう夫ぶ、おおっぴらにはしないから。誰だれだって、そんな噂になるのは嫌いやだもんね」

　小柄な友人の不安げな言葉を受け、新井さんは頼たよれる笑みを浮かべてうなずいた。相変わらず気の回る人である。しみじみ感心していると、野鳥の会の会長さんは「さすがなのですね」と微笑ほほえんだ。

「その気配りが人気の秘ひ訣けつなのですね、なるほど。あと、これは友人としてのお願いなのですけどね、くれぐれも危あぶない真似まねはしないでほしいのですね？」

「大だい丈じよう夫ぶ。こっちだって馬鹿じゃないのよ、ちゃんと手は打ってあるんだから」

「おおう、それでこそ輝ひかるちゃんなのですね。ではでは、くるっくー！」

「はい、ありがとね。くるっくー」

　野鳥の会流の挨あい拶さつ（だと思う）を交わして友人と別れた後、新あら井いさんは一いつ瞬しゆんだけメモ帳へと目を落としたが、すぐに「よし！」と顔を上げた。メモを覗のぞき込こむ間もない早はや技わざに驚おどろく僕の上で、江え戸ど橋ばしさんが腕うでを組んでつぶやいた。

「メモの覗き見は諦あきらめろ、白しら塚つか。俺も何度か挑ちよう戦せんしたがな、無理だ」

「そうなんですか？　しかし『何度か』ってことは、新井さん、さっきからずっと──？」

「ああ、この調子だ。部室を回っては、盗とう撮さつ写真の噂うわさの聞き込みを続けている。新井の性格的に、放っておけない話なんだろうな。後輩あたりから相談されたか、自発的に動いているのかはわからんが……おかしなことにならんといいがな」

　不安げに溜ため息いきを吐つくと、江戸橋さんは眼鏡の位置を直しながら視し線せんを下ろす。その先には「県立宇宙開発事業団」の扉とびらを叩たたく、新井さんの姿すがたがあった。

「はいよ、どちらさん──って、げえっ、副会長っ？　こ、今年はまだ爆ばく発はつ事じ故こは起こしてねえぞ！　うちは安全重じゆう視しのキットロケット研究会に生まれ変わったんだ、もう危き険けん物ぶつは持ってねえし、去年の試作機は全部処しよ分ぶんした！　だから、だから活動停てい止しだけは」

「何をそんなに怯おびえてんのよ。だいたい今日は生徒会の用事じゃないの」

「あん？　なんだ、だったらそう言えよ。どうした、ムカつく男の家にニトロかＴＮＴでも仕し掛かけたいのか？　そういう話なら、一件五百円で引き受けるぜ」

「危険物は持ってないんじゃなかったのかしら。そうじゃなくてね、もし知ってることがあれば、教えてほしいんだけど──」

　人当たりの良い笑みを浮うかべながら、メモ帳を取り出す新井さん。火薬の香かおりを漂ただよわせた白はく衣いの男子生徒は、無ぶ精しようヒゲの目立つ顎あごを撫なでながら首を傾かしげた。
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「──つまり、アルマちゃんが撮とられた現場と思われる格かく技ぎ場じようには、カメラの痕こん跡せきどころか」

「ええ。そんなものを設置できるスペースすらありませんでした」

「ほんとに？　いや、アルマちゃんを疑うわけじゃないけど」

「女に二言はありません。部員総そう出でで探さがしましたから間ま違ちがいないです。なあ、みんな？」

　ぴったりしたトレーニングウェア姿の女子生徒が呼よびかければ、それぞれのメニューで筋きんトレに励はげんでいた逞たくましい男女数名が同意した。それを見た新あら井いさんは、深しん刻こくそうに眉まゆをひそめ、腕うでを組んで何やら考え始める。ちなみに副会長が聞き込みに訪おとずれた部室は、さっきの野鳥の会から数えてここで十二部へ屋や目。ほんと、熱心な人である。

「あるはずのないカメラ、だけど存そん在ざいする写真、か──。その話、新しん体たい操そう部ぶでも聞いたのよね……。信じられなかったけど、同じ情じよう報ほうが別ルートで出てくるってことは──うーん。新しいネタもほとんど出てこないし、そろそろ次の段だん階かいに行くべきかしら？」

　メモ帳を片かた手てでくるくる回しつつ、小声でつぶやく新井さん。それを聞いているのかいないのか、女子レスリング部改め総合格かく闘とう研究会（人数の少ない格闘技系サークルが、女子レス部を中心にして合がつ併ぺいしたそうです）の部長さんは、ダンベルの上げ下げを繰くり返かえしながら後こう悔かいするように首を振ふった。

「写真を持っていた男に、どこで買ったか吐はかせられれば良かったのですが……。脅おどしすぎて気き絶ぜつさせてしまうとは、私もまだまだ鍛きたえ足たりません。精しよう進じんせねば」

　ダンベルをガチンと打ち合わせ、歯を嚙かみ締しめる獅し子し岩いわアルマ部長。その口調から判はん断だんする限かぎり、獅子岩さんの盗とう撮さつ写真を持っていた男がとんでもない目にあったのは間ま違ちがいないらしい。

「まあ、同どう情じようする気はないけどな」

「当然だ」

　思わず漏もらした独ひとり言ごとに、江え戸ど橋ばしさんが呼こ応おうした。天てん井じよう近くに漂ただよいながら、半はん透とう明めい状じよう態たいの生徒会長は顔をしかめてつぶやいた。

「獅子岩くんのような強い女性だから良かったが──いや、良かったというと語ご弊へいがあるが、もっと気の弱い女子生徒だったら、どれだけ気に病んだことか。正直、考えただけで気分が悪くなる」

「ですよね……」

　獅子岩さんと語り合う新井さんを見下ろしながら、僕は重たい息を吐ついた。

　考えたくもないけど、もしも被ひ害がい者しやがイタチさんだったなら──という仮か定ていが自然と心に浮うかんでしまい、どんより重たい気分になる。江戸橋さんの場合、やっぱ最初に心配するのは経ふみ島しま先輩なんだろうか。ふとそう思ったので尋たずねてみれば、「まあな」と即そく答とうが帰ってきた。

「一人の生徒を特別に心配するのは、生徒会長としては問題なのかもしれないがな」

「そんなことは思いませんよ。しかし、先輩のこと、よっぽど大事に思ってるんですね」

「ああ、それは──待て白しら塚つか！　いきなり何を聞く！」

「え？　あれ、違ちがうんですか？」

「あ、いや……その……違う、というわけではないが……むう……」

　今度はえらく歯切れの悪い返事だが、何が言いたいのかはその真っ赤な顔を見れば一目でわかった。好きな人を好きって言うことくらい、別に照れなくてもいいのにな。そう首を傾かしげながら、僕は「先輩、確たしかに可愛かわいいですもんね」と笑いかけた。だが、それを受けた江戸橋さんは、溜ため息いきとともにゆっくり首を左右に振ふった。

「よく誤ご解かいされるんだが、俺は別に、経ふみ島しまの見た目だけに惹ひかれたわけではないんだ。頭が切れて、知ち識しきが豊ほう富ふで、常つねに根こん拠きよのわからない自信と余よ裕ゆうに満ちている。どれも俺にはない要よう素そだからな、俺は、あいつのそういうところが、小学校の頃ころから……す、す──」

「好きだと」

「はっきり言うな！　照れるだろうが！」

　相あい槌づちを打った瞬しゆん間かん、いきなり肩かたを摑つかまれた。ぐわんぐわんと揺ゆすられながら「すみません」と謝あやまる僕をまっすぐ見つめ、赤い顔の江え戸ど橋ばしさんは意を決したように口を開いた。

「それと！　これも誤解されたくはないのだが、俺は決して、経島の容よう姿しに魅み力りよくを覚えないわけでもないからな！　あいつはほんとは──いや、ほんとに可愛かわいいんだよ。確たしかに子供じみた風ふう貌ぼうだし、常にジャージなのは年とし頃ごろの女子としてどうかと思わなくもないが」

「常にジャージで悪うござんしたねっ！」

　唐とう突とつな怒ど声せいが、江戸橋さんの叫さけびを断たち切きった。いきなりの剣けん幕まくに押おし黙だまってしまった僕らの耳に、経島先輩の呆あきれかえった声が届とどいた。

「……もしもし、よろしいかしら、江戸橋さんちの照しよう平へいくん？　忘わすれてるかもしれないけど、あんたのセリフは、ボディ経けい由ゆで、ぜーんぶ、こっちに届いてるんですからね？　はい、というわけでリスナーのイタチちゃん、感想をどうぞ」

「えっ？　ええとね……その……。が、がんばれっ、照平」

　消え入りそうに照れた声でのエールが、優やさしく響ひびく。それを聞いた江戸橋さんは、よっぽど恥はずかしいのだろう、僕を突つき放はなすと、両手で顔を覆おおいながら天てん井じようの端はしへ逃にげてしまった。

「……ああ。『穴あながあったら入りたい』って、ああいうのを言うんですね、先輩」

「いや、こっちからは見えないけどね。しかし、江戸橋は白しろの字じのストッパー役と思ってたのに、ミイラ取りがミイラになってどうすんだか……。つーか新あら井いはどうしたのよ」

「新井さんなら、まだそこで獅し子し岩いわさんと話し──って。あれ？」

　眼がん下かを見下ろし、僕はぽかんと口を開けた。いつの間にか副会長の姿すがたはどこにもなく、ただ獅子岩さん以下の逞たくましい人々が黙もく々もくと筋きんトレに励はげんでいるばかり。どうやら新井さん、こっちが勝手に盛もり上あがっている間に、とっとと次の目的地へ向かってしまったらしい。

「しまった、見失った？　どうしましょう？」

　おろおろとうろたえながら、生徒会長に助けを求める僕。と、やや落ち着きを取とり戻もどした江戸橋さんは、逆さかさまに直立しながら腕うでを組み、ぶつぶつと考え始めた。

「聞き込みの情じよう報ほうからすると……いや、さすがにそれはないと思うがな」
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「何度も言ってるでしょうが、副会長よ。俺たちゃ盗とう撮さつ写真なんか売ってねえって」

　前をはだけた学生服の男はそう言って大おお仰ぎように肩かたをすくめると、わざとらしく笑ってみせた。

　ひょろりとした体と手足は節ふしくれだった木の枝を思わせた。尖とがった耳には棒ぼう状じようのピアスが何本も釣つり下さがり、彫ほりの深い土つち気け色いろの顔には人を小馬鹿にした笑みが浮うかぶ。正直、描かけと言われても描きたくない部類の人だな。

　と、そんな失礼なことを思いながら見下ろす先で、男は振ふり返かえって「だよなあ？」と呼よびかけた。その問いかけに、薄うす暗ぐらい部へ屋やの奥おく、古びたソファやテーブルの周りにたむろしていた十数人の男子生徒たちが、そうだそうだと嘲あざけるように声をあげた。

　旧校舎の隣となりに残る、今は使われていない部室棟とうの一室。床ゆかには無数の吸すい殻がらが散らばり、壊こわれた窓まどから差し込む西日以外に照明はなし。そんな、気の弱い学生なら「お邪じや魔ましました！」と叫さけんで逃にげ去さりそうな空間のただ中で、

「なら、こっちも何度も言うけどね」

　新あら井いさんは毅き然ぜんとした態たい度どを保たもったまま、同じ言葉を繰くり返かえした。

「ここで買ったって証しよう言げんがあるのよ。とっさの噓うそとは思えないくらいに幾いくつもね。小こ遣づかい稼かせぎのつもりかもしれないけどね、やり口としては最低よ。すぐやめなさい」

「は！　んなこと言われても知らねえよ。俺らはただ、行き場をなくして群むれてるだけの、哀あわれで可愛かわいい青少年だぜ？　お前と江え戸ど橋ばしが余よ計けいなことしなけりゃ、俺らだって今いま頃ごろは部活で青春してたってのに」

「何を人のせいにしてんのよ、九く頭ず原はら。あなたたちのクラブが解かい散さんしたのはそっちの勝手だし、部活続けたかったなら、自分で立ち上げれば良かったじゃない。私の知ってる男の子はね、入学早々、廃はい部ぶ寸すん前ぜんだった美術部を一人で復活させたわよ？　居い場ば所しよは自分で作るものでしょ」

　立て付けの悪いドアの前でまっすぐ立ちながら、きっぱり言い切る新井さん。長なが台詞ぜりふを邪じや魔まされたひょろ長は、不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめると、露ろ骨こつな舌した打うちを響ひびかせた。

「うわ、わかりやすくガラの悪い人ですね……。てか、この人たちは誰だれなんですか？」

　口ぶりからすると、新井さんや江戸橋さんに恨うらみがあるっぽいけど。そう思って尋たずねてみれば、ドアの上あたりで不安そうな顔で浮かんでいた生徒会長は呆あきれたように口を開いた。

「新井と話している九頭原も、そこらの連中も同じ。部の伝でん統とうをカサに着て、後輩相手に好き勝手をしていた連中だ。奥でパソコンいじってる長ちよう髪はつとか、見覚えのない顔もいるがな」

「それ以外の顔を全部覚えてるのが凄すごいですよ。しかし、なんでこんなに喧けん嘩か腰ごしなんです？」

「去年、俺や新井がクラブの設せつ立りつ規き定ていを緩ゆるくしたせいで、全校的に、嫌いやな部にいるよりは新しい部を立ち上げようというムードになったろう？　その流れの中で偉えらぶる基き盤ばんを失って、結局どこにも入れなかった連中なんだ、こいつらは。……女子の盗とう撮さつなんかに手を出しているとは知らなかったがな」

「なるほど、そういう方でしたか。ってことは、妖よう怪かい絡がらみの人じゃないんですよね？」

「だと思うがな。実じつ際さい、俺たちに気付いている奴やつは一人もいないようだし」

「ですよね。──でも、だったらなんでこんなバリアが……？」

　不安の混まじった溜ため息いきとともに、僕は汚よごれた部へ屋やを──いや、正せい確かくには、部屋をくるんだ見えない壁かべを──見み渡わたした。どういう仕組みかさっぱりわからないのだが、入ることはできたのになぜか外に出られないのだ。しかも、経ふみ島しま先輩たちに連れん絡らくしようと思っても、どうやら肉体との通信が切れてしまっているらしく、体のほうが反はん応のうする気配がない。まあ、外部に連絡する必要がない状じよう況きようなら、そこまで焦あせりはしないけど。

「どう見ても、誰だれか人を呼よんだほうがいいよなあ……」

　新あら井いさんの身を案あんじつつ、僕は再ふたたび視し線せんを下ろした。あからさまな敵てき意いが淀よどんだ空気に満ちていく中、セーラー服の女子生徒は依い然ぜんとしてひょろ長（九く頭ず原はらと言うらしい）と対たい峙じし続けている。

「──つーかよ、副会長。そこまで言うからには、俺らが隠かくしカメラかなんか仕し掛かけたって証しよう拠こでもあるんだろうな？」

「いいえ。カメラどころか、その痕こん跡せきさえ見つかってないわよ」

「なのに俺らを犯はん人にん呼ばわりか？　は！　こいつはとんだ濡ぬれ衣ぎぬだ」

　下げ卑びた声を漏もらしながら、九頭原の双そう眸ぼうが新井さんをじっとり見み据すえる。この状況で怯おびえない副会長は大したもんだとは思うが、わあ格かつ好こういいなあとうっとりしている場合じゃないのはいくら僕でもさすがにわかった。

「しかし新井さんも、こんな連中の溜たまり場ばに、なんで一人で来ちゃいますかね」

「ああ。新井の聞いて回っていた情じよう報ほうから、まさかとは思ったが……何を考えているんだ、あいつは！　度ど胸きようと無む謀ぼうは違ちがうことくらい知っているはずだろうに」

　切れたままの蛍けい光こう灯とうの周辺を漂ただよいながら、僕は江え戸ど橋ばしさんと不安げな顔を見合わせた。できることなら助けたいけど、霊れい魂こん状じよう態たいの僕らには何の力もなく、謎なぞのバリアのせいか、助けを呼ぶこともできゃしないわけで。お願いだからそれ以上こいつらを刺し激げきしないでくださいよ。そう懇こん願がんする僕らの眼がん下かで、新井さんは挑ちよう発はつするように九頭原をまっすぐ見返した。ああ！

「確たしかにカメラは発見されてないわよ。でも──そんなものを使わなくても、写真が撮とれるとしたら？」

「は？　この優ゆう等とう生せいさんは何を言ってんですか？　できっこねえだろうが、そんなの」

　大きく目を見開いた九頭原が、やってられないと言いたげにくつくつと笑った。しかし新井さんは怯ひるむことなく「私も去年まではそう思ってたわ」と先を続ける。

「だけど、ありえないような不思議な出来事って、意外と起こるものなのよ。この学校では、特にね。私は経ふみ島しまみたいに詳くわしくないから推すい測そくだけど……例えば、遠くに飛ばした自分の視し覚かくをカメラに連動させて写真を撮とる能のう力りよくとか、それか、そんな妖怪とか──」

「おい。誰だれに聞いた」

　唐とう突とつに、九く頭ず原はらの声と態たい度どが切り替わった。余よ裕ゆうに満ちた下げ世せ話わな笑みはどこかへ消え、小心者らしい焦しよう燥そう感かんが一気に顔を覆おおい尽つくす。その変へん容ようを目まの当あたりにした新あら井いさんは、一いつ瞬しゆん、ごくりと息を吞のんだが──すぐに「推測よ」と口を開いた。

「そうとでも考えないと筋すじが通らないし。でも、そこまで焦あせるってことは──ぐむッ！」

　言葉の途と中ちゆうで、いきなり新井さんが押おし黙だま──いや違ちがう！　見えない何かが、新井さんの口を押さえ、黙らせた。目を凝こらしても見えないけれど、新井さんの反はん応のうを見る限かぎり、あの人の口を何かが塞ふさいでいるのは間ま違ちがいない。単なる馬鹿な人間の仕し業わざだと思ってたけど──。

「この妙みような壁かべと言い──やはり妖よう怪かいが絡からんでいたということか！　くそ！」

　悔くやしげに拳こぶしを握にぎりつつ、江え戸ど橋ばしさんが歯は嚙がみした。無言でうなずく僕の視し線せんの先で、九頭原はポケットから小さなデジカメを取り出すと、にたりと笑った。

「は！　全く、勘かんが良すぎだぜ、副会長さんよ！　そう、確たしかにその通り、俺には七十五の『目』があるってわけだ。普ふ段だんは姿すがたが見えねえけどな、自由に遠えん隔かく操そう作さできる上、カメラに映えい像ぞうを送ることまでできる優すぐれ物もの。ほんと、どういう仕組みになってんだかなあ」

　そう言って九頭原が掲かかげたデジカメのモニターには、女子更こう衣い室しつや各教室の映像がテンポよく切り替わりながら表示されていた。なるほど、こんな力があるなら、隠かくしカメラなんかいらないはずだ。思わず納なつ得とくしてしまったのと同時に、九頭原は新井さんへずいっと近づくと、

「ちなみによ、副会長。こいつらにはな──こんな使い方もあるんだぜ？」

　耳から下がった長いピアスを、尖とがった爪つめでキンと弾はじいた。

　瞬しゆん間かん、新井さんの口を塞いでいた何か──九頭原の言葉を借りれば「目」──が、色と形を持って実体化した。同時に、九頭原の足下の影かげの中からも、同じものが大量に躍おどり出だす。

　色は黒土のような黒一色、直径五センチほどの細い体には、目どころか何の器官も備そなわっていない。「うねうね蠢うごめく木の枝えだ」としか言いようのない容よう姿しのその妖怪は、絡み合いながら新井さんへと襲おそいかかっていく。その異い様ような光景に、顔に巻まき付ついていた一体をなんとか引ひき剝はがしていた新井さんが「わっ！」と息を吞んだ。

「驚おどろいている場合か、新井！」

「そうですよ！　逃にげてください！」

　思わず叫さけんで止めに入ってみたものの、透とう明めいの霊れい体たいでは身代わりにすらなれやしない。歯は嚙がみするしかない僕らの前で、細長い妖怪どもは新井さんの腰こしと腕うでを一ひと纏まとめにして縛しばり上あげると、その体を中空へと釣つり上あげた。

「え──きゃあっ！」

　新井さんの口から短い悲鳴が漏もれる。それを聞き、部屋の中の男たちがどっと笑った。畜ちく生しよう、この光景を見て笑えるとか、こいつらどんだけ腐くさってるんだ！　助けろよ！

「って、そんな期待しても仕方ないか。こうなったら江え戸ど橋ばしさん、誰だれかに乗のり移うつって──！」

「何だと？　そんなことができるのか？」

「やってみないとわかりません！　でいっ──って、あ、無理かー！」

　適てき当とうな男に飛び込んでみたものの、あっさりその体をすり抜ぬけてしまった。くそ、と歯は嚙がみする僕を見つめ、江戸橋さんが頭を抱かかえる。その間にも、九く頭ず原はらは宙づりにされた新あら井いさんへと歩み寄ると、にたっと笑って顔を上げた。

「いい様ざまだな、副会長よ？　俺はどっちかっつーと無む防ぼう備びなポーズのほうが燃えるんだが……身動きできないお姉さんってのも、なかなかいいねえ。は、目覚めちまいそうだ」

「筋すじ金がね入りの変へん態たいね」

「うるせえよ。趣しゆ味みと嗜し好こうは個人の自由だろうが！」

「他人に迷めい惑わくをかけない限かぎりは、ね。身に覚えのない写真売り買いされて、気に病んでる子がどれだけいると思ってるの？　いい年なんだからさ、それくらいわかりなさいよ」

　激げつ昂こうする九頭原を前に、新井さんが溜ため息いきを吐つく。言ってることは正しいが、この人、なんでこんな冷静なんだろうか。と言うかですね、縛しばられて釣り下げられてる状じよう況きようで相手を怒おこらせてどうするんですか！　おろおろと慌あわてるしかない僕らを無む視しし、新井さんは九頭原をまっすぐ見下ろすと、確かく認にんするように問いかけた。
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「──でさ。要するに、盗とう撮さつ事件の犯はん人にんはあなただったのね？」

「は、何を今さら？　ああ、撮とったのも売ったのもこの俺だがよ、しかし今は自分のことを心配したほうが──」

「うん。それさえ聞ければ十分だ。証しよう拠このデータも抜ぬかせてもらったしね」

　ふいに、飄ひよう々ひようとした宣せん言げんが、九く頭ず原はらの声に割り込んだ。

　今まで会話に加わっていなかった第三者の発言に、暗い室内がどよっとざわめく。「今のは誰だれだ」「わかんねえ」と誰かと誰かが叫さけぶ中、部屋の奥おくの席せきに座すわっていた長ちよう髪はつの男がゆっくりと立ち上がったかと思うと、

「は？　何だ、お前──」

　次の瞬しゆん間かん、そいつは九頭原と新あら井いさんの間に立っていた。間かん髪はつ入いれず、学生服の袖そでから伸のびた腕うでを旋せん風ぷうが包み、猛もう禽きんの足を思わせる皮と爪つめとが手首を覆おおう。僕をはじめ、その場の誰もが絶ぜつ句くする中、男の尖とがった爪が一いつ閃せんし、新井さんを縛しばり上あげていた妖よう怪かいを引ひき裂さいた。

「ふわっ！」

　妙みように間の抜けた声ととともに、新井さんが落下する。だがその体は、汚よごれた床に落ちる前に、長髪のそいつに──ああ、なるほど、そういうことか！──難なんなく抱だきとめられていた。腕の中で照れた顔で縮ちぢこまる新井さんに、そいつは見み慣なれた笑顔を向けた。

「お疲つかれ様でした、副会長」

「あ、ありがとう……。だけどね、その、ちょっと……」

「ええ、予定より早く動いちゃってすみません。でも、ちゃんと言げん質ちは取ったし、写真のデータも全部消しましたから。──それに、俺、あんなの見てられませんでしたよ」

「え？」

　苦笑混まじりの一言に、新井さんはぽかんと小さく口を開けた。その顔を優やさしく見下ろしながら、そいつはくすりと微笑ほほえむと、抱きとめた相手の肩かたを「頑がん張ばりましたね」とそっと叩たたいた。

「副会長、我が慢まんしすぎです。怖こわかったでしょう？」

　その問いかけに、新井さんは一いつ瞬しゆん口ごもったが、視し線せんを逸そらすと「……うん」と小さくうなずいた。ですよね、と応おうじる穏おだやかな声。同時に、ひゅおんと軽い風が舞まい、無む造ぞう作さに広がっていた長い髪かみを細く束たばねていく。

　まっすぐ縛しばった後ろ髪を軽やかに踊おどらせながら、そいつ──いや、入学以来の友人は、九頭原たちをまっすぐ見み据すえた。ああ、と江え戸ど橋ばしさんが叫んだところを見ると、やっとこいつの正体に気付いたらしい。

　と、呆あつ気けにとられていた九頭原が、ハッと我に返って叫んだ。

「お前、いったいいつからいやがった！　そんな顔、俺らのツレの中で見たことねえぞ！」

「気配を消して印いん象しようを変えれば、意外と気付かれないんだよ。信しん頼らい関係の薄うすいグループなら、なおさらだ。あ、副会長、ちょっと下がっててもらえます？　すぐ終わりますから」

　そっと下ろした新あら井いさんを変へん化げしたままの右手で庇かばいつつ、そいつは飄ひよう々ひようと言葉を紡つむぐ。穏おだやかな言葉とは裏うら腹はらな迫はく力りよくに、九く頭ず原はらたちがびくっと怯おびえたのがわかった。

「はあ？　気配を消す？　いや、それ以前に──お前、一体誰だれなんだ！　何だ、その手！」

　ぶるぶると震ふるえながら九頭原が叫さけぶ。問われた男は「質問が多いね」と肩かたをすくめると、九頭原たちをまっすぐ見み据すえ、穏やかに告げた。

「奈な良ら山やま善よし人ひと。二年生で、美術部で、天てん狗ぐだよ」

　聞きき慣なれた声が、薄うす暗ぐらい部へ屋やに静かに響ひびく。「天狗だあ？」と呆あつ気けにとられる九頭原たちに、奈良山はにこやかにうなずくと、ふと、傍ぼう観かん中ちゆうの僕らを見上げて肩かたをすくめた。親しい友人と町中で出会ったかのようなその態たい度どに、江え戸ど橋ばしさんが目を丸くする。

「奈良山の奴やつ、俺おれ達が見えているのか？」

「妖よう怪かいですから見えるんでしょうね。つか、最初からいたなら言ってくれりゃいいのに」

「向こうにも段だん取どりがあったようだから、仕方ないだろう。おそらく新井が潜せん入にゆうを頼たのんだのだろうな。……しかし白しら塚つか、俺はよく知らないのだが、奈良山はこの人数相手に」

「あ、それなら大だい丈じよう夫ぶです。あいつ、めちゃくちゃ強いですから」

　不安げに眉まゆをひそめる江戸橋さんに、僕はあっさりうなずいた。奈良山は、見た目や態たい度どこそ穏おん和わな文化系高校生だが、ああ見えて実はかなりの凄すご腕うで妖怪だ。気配りもできる男なので、うっかり新井さんを傷きずつけることもないだろう。やれやれと安心するのと同時に、歯は嚙がみしていた九頭原が「何が天狗だ！」と叫さけびをあげた。

「は！　二年坊ぼう主ずがいきなり出てきて偉えらそうに！　お前ら、やっちま──」

「──松明たいまつ丸まる」

　理り不ふ尽じんな号令に割り込むように、奈良山が静かに宣せん告こくした。瞬しゆん間かん、その右手の平からどろんと生まれた炎ほのおの鳥が、男の一人が投げつけた空あき瓶びんを、一いつ瞬しゆんのうちに溶とかして消す。それを目まの当あたりにしたとたん、男たちの顔色がさっと変わった。

　そして、奈良山の手の上の火の鳥──松明丸──が不敵に笑ってこう言った瞬しゆん間かん、

「逃にげるんだったらとっとと逃げな。五秒くらいは待ってやるからよ」

　さっきまでニタニタ笑っていた連中は、それはもう凄すさまじい勢いきおいで開いたドアから逃げ出していった。あいつらもおそらく盗とう撮さつグループのメンバーなんだろうけど、なんかもう憎にくむことすら可哀かわい相そうになるくらいの逃げっぷりである。

　で、その後、がらんとした部屋に残ったのは──。

「さすが主格。一いち応おう、逃げないだけの度ど胸きようはあるか。いいだろう、来いよ」

「な、奈良山くん……？　なんか、いつもより怒おこってない？」

「少しだけ、ですけどね。作戦とは言え、腹立たしい光景を見せられましたから」

　松明丸を従したがえて爪つめを打ち鳴らす奈良山と、それに寄より添そう新井さん。そして、

「はッ！　天狗だか河かつ童ぱだか知らねえけどな、こっちの手持ちは七十五匹だぞ？　女庇いながら相手できると思ってんなら──よっぽどの馬鹿か間ま抜ぬけのどっちかだなあ、ええっ？」

　怒いかりに満ちた視し線せんで奈な良ら山やまたちを見み据すえる、九く頭ず原はらだった。

　その足下の影かげの中からは、さっき新あら井いさんを捕とらえた時とは桁けた違ちがいの数の妖よう怪かいが、うねうねぞわぞわと湧わき出だしている。深海のイソギンチャクを思わせる異い様ような光景に、新井さんはぶるっと震ふるえると、頼たよれる天てん狗ぐの背せ中なかにそっと隠かくれた。

「な、奈良山くん？　あれって、ああいう妖怪なの……？　それとも、九頭原が妖怪なの？」

「あの細長いのは、『牛ごん蒡ぼ種だね』ですね。術じゆつ者しやの資し質しつを持った人間に使役される妖怪──と言うか、形を伴ともなった術なんです。やあ、ずいぶん久しぶりに見たなあ」

「ごんぼだね？　ゴボウの妖怪ってこと？　確たしかにそんな感じだけど……うわあ……」

　うねうね系には弱いのだろう、心底不ふ快かいそうに顔をしかめる新井さん。奈良山はカチンと爪つめの先を打ち合わせると「ゴボウは関係ないですよ」と微笑ほほえんだ。

「元々は、密みつ教きよう系けいの使役神『護ご法ほう実ざね』なんです。それが民間の術者に伝わるうちに、本来の意味が忘わすれられて、名前も変わっちゃって、ついでに能のう力りよくも監かん視しと拘こう束そくだけに特化するようになったもの──だったかな？　詳くわしくは経ふみ島しま先輩に聞いてください」

「ふうん……。使役神ってことは、赫あか音ねちゃんの犬いぬ神がみさんみたいなもの？」

「ああ、体たい質しつに依い存ぞんするって点では近いですね。でもライカくんと違ちがって、使役される妖怪に意思はないはずですよ。あと、術者の人じん格かく的てきにも、滝たき沢ざわさんとはかなり違いますよね」

　やれやれと溜ため息いきを吐つくと、奈良山は「ある意味、わかりやすいタイプですが」と付け足した。その一言に、数十匹の牛蒡種とやらを従したがえた九頭原は「は！」と嘲あざけるような声をあげた。どうやらこの人、あらゆる感情を「は」で表現する癖くせがあるらしい。どうでもいいけど。

「わかりやすくて悪かったな！　せっかく目覚めさせてもらった術者の資質だ、趣しゆ味みと実じつ益えきを兼かねた使い方すんのは当然だろうが！　それとも何か、正義と平和のために使えってのか？　は！　いねえよ、そんな馬鹿！」

　滝沢さんが聞いたら激げき怒どするであろう台詞せりふを口にしながら、牛蒡種使いが大笑する。その笑いに呼こ応おうして、黒土色の棒ぼうの群むれは一気に床や天てん井じように広がり、

「人間じゃねえなら手て加か減げんしなくていいんだよなあ？　は、絞しめ殺ころしてやらあ！」

　物ぶつ騒そう極きわまる号令をきっかけに、一気に奈良山たちに襲おそいかかった。




「わーっ、服に入ってきた！　奈良山くん！　奈良山くん！」

「動かないでください、副会長！　──離はなれろ、外げ道どう！」

　気合とともに振ふり抜ぬかれた鋭するどい爪つめが、新井さんに飛びかかっていた牛蒡種を三匹まとめて引ひき裂さいた。あっさり両りよう断だんされた棒状の妖怪は、ふわりとかすれて消えていく。とりあえず難なんを逃のがれた新井さんは「ありがとう」と溜息を吐いたが、すぐに訝いぶかしげに顔を上げた。

「……ねえ。さっきからずいぶんやっつけたのに、全然数が減へらないみたいなんだけど」

「牛こん蒡ぼ種だねは七十五匹って数字と直結した妖よう怪かいですからね。一匹倒たおせば一匹増ふえ、二匹倒せば二匹増え、常つねにトータルの数は変わらないんです。ほんと、参まいりますよね」

　あまり参っていない顔でそう言うと、奈な良ら山やまは爪つめの先で首くび筋すじをかりかりと搔かき、ニタニタと笑う九く頭ず原はらを見み据すえた。その周囲には無数の牛蒡種がうごうごと蠢うごめき、術じゆつ者しやをしっかりガードしている。強くはないがキリのない難なん敵てきを前に、奈良山は何度目かの溜ため息いきを吐ついた。

「せめて松明たいまつ丸まるで燃やせればいいのに、火が点かないですからね……。本来は実体が希き薄はくな妖怪だから、仕方ないですけど」

「そうよね……。前みたいに、風でゴーッて吹き飛ばせないの？」

「吹き散らしても、すぐ戻もどってきますよ。と言うか、この手の相手と戦う時は、術者を直ちよく接せつ攻こう撃げきするのがセオリーなんですが──殺しちゃ駄だ目めなんですよね、副会長？」

「はい？　そりゃそうよ、当然でしょ！」

　ねだるように問いかけられ、新あら井いさんはぎょっと目を丸くして声を荒あらげた。それを見た奈良山は、「はい」ときっぱりうなずくと、やるせなく言い足した。

「気き絶ぜつさせる程てい度どの攻撃ができればいいんですけど、苦手なんですよね、手て加か減げんって。そもそも、副会長を放って術者を攻せめるわけにもいきませんし。……さて、参ったな」

「ごめんね、無理言って。でも、さすがに、それはちょっと、と思うし──それに、奈良山くんに、そういうこと、してほしくないし」

　なぜか頰ほおを薄うす赤あかく染そめながら、新井さんは言いづらそうにうつむいた。

　しかし、完全に殺意剝むき出だしで襲おそわれているにも関わらず、ああ言い切れるあたり、やっぱり新井さんは大人物である。奈良山登場以い降こう、完全に傍ぼう観かん者しやになりきった僕は、思わず「さすがだなあ」と唸うなっていた。隣となりでは江え戸ど橋ばしさんが「相変わらず頭が固い」とかつぶやいていたが、その顔はかなり嬉うれしそうだ。その気持ちはわかります、とうなずいていると、ふいに九頭原が勝かち誇ほこったように叫さけびをあげた。

「は！　天てん狗ぐって聞いた時はびびったが、大したことねえじゃねえか！　男を嬲なぶるのもあんまり面おも白しろくねえからな、そろそろケリを──ん？」

　九頭原の一方的勝利宣せん言げんを、彼の学生服から鳴なり響ひびいた電子音が断たち切きった。九頭原は「非通知？」と苛いら立だちながら携けい帯たい電話を取り出し、耳に当てる。

「もしもし？　どうせ、またお前だろ。何の用かは知らねえが、今は」

「お前の役はもう済すんだ。ご苦労だったな、牛蒡種使い」

　携帯の向こうから響いた女性的な声が、九頭原の言葉に割り込んだ。「は？」と顔をしかめた牛蒡種使いに対し、妙みようによく通る誰だれかの声は淡たん々たんと言葉を続ける。

「せっかく掘ほり起おこしてやった力を、くだらん使い方をしたものだ。まあ、何に使おうが知ったことではないが──あまりにツメが甘かったな。わざわざ神しん域いきの結けつ界かいまで張はって、お前を隠かくしてやったと言うのに、間ま抜ぬけなものだ。諦あきらめろ、報むくいはもうすぐそこに迫せまっている」

「は？　待てよ、何だいきなり！　報むくいって何だ？　だいたい、お前の探さがしてる依より代しろとやらが見つかるまでは、俺を見捨てられねえ筈はずだろうが！　だから俺は、お前の言うように、学校中の女をスキャンしてだな、データをわざわざ送ってやってたんじゃねえか！」

「そんなことはお前に言われずとも知っている。だが安心しろ。御おん主ぬしを降おろすための依代候こう補ほは、つい先せん刻こく見つかった。神しん職しよくの血ち筋すじとは都合が良い」

　困こん惑わくする九く頭ず原はらに対し、電話の向こうの声はあくまで冷静だ。それを聞いた江え戸ど橋ばしさんは、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめてつぶやいた。

「一本調子な口調だな……。まるで教科書の朗ろう読どくだ」

　うん、それは確たしかにその通り……って、え？　この声、どっかで聞いたことが──。

「あ。そうか！」

　瞬しゆん間かん的てきにひらめいた記き憶おくに、僕はハッと息を吞のんだ。間違いない。こいつ、一ひとつ目めの鬼おにを操あやつっていた、あのレインコートの怪かい人じんだ！　それに思い至いたるのと同時に、

「というわけで、お前は用よう済ずみだ。ご苦労だったな、愚ぐ弄ろうな牛ごん蒡ぼ種だね使づかい。無理矢理目覚めさせたその力は、あと数日で消え去るはずだ。身の振ふり方かたを考えておけ」

　怪人レインコートはそうとだけ言い残し、ブツンと無情に通信を切った。

「……は？」

　言葉が出ないのだろう、九頭原が携けい帯たいを見つめたまま絶ぜつ句くする。一方、攻こう撃げきの手が緩ゆるんだ隙すきに一息吐ついていた奈な良ら山やまと新あら井いさんは、きょとんと顔を見合わせた。

「えーと。どういうことだと思います、副会長？」

「うーん。……彼に指示を出していた誰だれかが、彼を切り捨てたってことかしら？」

「それっぽいですよねえ。あと、報いはすぐそこ言ってましたけど」

　何のことかな、と揃そろって首を傾かしげる二人。同時に、九頭原が携帯を床ゆかへと叩たたきつけた。

「用済み？　力が消える？　ふざけやがって！　は！　報いだか何だか知らねえがな──やれるもんなら、やってみろってんだ！」

「言われなくともそのつもりだあっ！」

　いきなり謎なぞの怒ど声せいが割り込んできた。おいおい今度はいったいどこの誰だ──と思う間もなく、古びたドアを突つき破やぶり、学ランの男がすっ飛ばされてきた。ぎょっと驚おどろく一同の前で、男は壁かべに激げき突とつし、空しく床へと崩くずれ落おちる。完全に泡あわを吹いたその顔は、どことなく見覚えがあるような、ないような……？

「あ！　こいつ、さっき逃にげた奴やつですよ！　ですよね江戸橋さん！」

「あ、ああ……。しかし、外で一体何が」

　と、江戸橋さんと僕とがドアへと振り向いた、その時だ。

　ぎしりと廊ろう下かを軋きしませながら、鍛きたえた体の二つの影かげが、ゆっくりと姿すがたを現した。

「よくも美み生うを──妹を辱はずかしめてくれたな、下郎！　這はいつくばっても許ゆるしはせんぞ！」

「美み生うの姉あね御ごを裸はだかにしたってのはテメエかコラああああああっ！」

　剣けん道どう着ぎの偉い丈じよう夫ぶが怒いかりに満ちた声を漏もらし、トランクス一丁のボクサーもどきが叫さけびをあげる。よく見ればその足下には、逃にげ去さったはずの連中の体がごろごろと転がっていた。「何だお前ら」と戸と惑まどう九く頭ず原はらを、二対の視し線せんがまっすぐ見み据すえる。

「剣道部主しゆ将しよう、多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかだ！　久々に学校に来てみれば、こんな外げ道どうが蔓延はびこっているとはな……！　同級生としてせめてもの情なさけだ、多々羅木の力と木ぼく刀とうは使わずにおいてやるが──あいにく、病み上がりの身でな！　手て加か減げんは期待しないでもらおうか！」

「同じく、総合格かく闘とう研究会見習い、白はく狼ろう山ざん求ぐ道どう丸まる！　いきなり寝ねられちゃ意味がねえからな、天てん狗ぐの怪かい力りきは封ふう印いんしといてやらあ！　安心しろ、姉御の手前、命は取らねえ！」

　バキバキと拳こぶしを鳴らし、ぶちぶちと牛ごん蒡ぼ種だねを引ひき裂さきながら、二人の鬼おにが九頭原へと歩み寄っていく。気の弱い人なら見ただけで死ぬんじゃないかと思えるくらいの怒ど気きである。

「聞いたぞ。妹を──美生をはじめとした無む辜この女子生徒たちを、その腐くさった能のう力りよくで襲おそい！　気を失わせたところを無理矢理に脱ぬがせるのみならず！」

「珍ちん妙みような格かつ好こうさせた写真を撮とってバラ撒まくたあ、非ひ道どうにも程ほどがあるぞコラ！　噂うわさで聞いた話じゃあ、イヌ耳を付けさせたとか！　コスプレだか何だか知らねえが、よりにもよって美生の姉御に犬の扮ふん装そうさせるたあ、いい度ど胸きようすぎるじゃねえかクソ野郎！　そこは猫ねこだろ猫！」

「……は？　気き絶ぜつさせてコスプレさせた……？　ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと待て！　俺はんなことやってねえ！　いくらなんでも噂に尾おヒレが付きすぎだ！　落ち着け、そもそも俺は日にち常じよう的てきな服ふく装そうの女の何なに気げない仕草にしかエロスを感じねえタチで──」

「黙だまれ九頭原！　火のないところに煙けむりは立たん！　言いい訳わけは地じ獄ごくで聞いてやる！」

　九頭原の（おそらくは真実なのだろうと思われる）弁べん解かいをざっくり切って捨て、妹の復ふく讐しゆうに燃える兄貴はゴキリと拳を唸うならせた。その隣となりでは、姉御と慕したう女性を汚けがされた（と思い込んでいる）聞く耳ゼロの木この葉は天狗が、両の拳を打ち付けている。

「まあ、求道丸が人の話を聞かないのはいつものことだけど……これだけ怒おこってる多々羅木は初めて見たなあ。敵てき対たいしてた時でさえ、もうちょっと冷静だったんだけど」

「さすが兄、といったところだな。相変わらず頭は固いようだが」

　思わず漏らした独ひとり言ごとに、江え戸ど橋ばしさんが感心しながら相あい槌づちを打った。ですね、とうなずき返しながら見つめた先では、ついさっきまで威い勢せいの良かった牛蒡種使いが、見る影かげもないほどに縮ちぢみ上あがって震ふるえていた。こうなると、さすがに哀あわれな気もするが……まあ、自じ業ごう自じ得とくだろうな。そう納なつ得とくしていると、いつの間にかすっかり蚊帳かやの外に置かれていた奈な良ら山やまは、ふいに肩かたをすくめて苦笑した。

「さて──と。あとは彼らに任まかせましょうか、副会長」

「え？　あ……う、うん。そう、そうね、うんうん」

　いきなりの展てん開かいに呆あつ気けにとられていたのだろう（無理もないとは思う）、奈良山の背せ中なかに隠かくれたまま、新あら井いさんはこくこくと首を縦たてに振ふった。それを見た奈な良ら山やまは──すぐに歩き出すのかと思いきや──困こまったような顔で振り向くと、穏おだやかな声でこう言った。

「……すみません、副会長。そろそろ、髪かみの毛から手を離はなしてもらえませんか？」

「はい？　髪の──あっ！」

　やんわりとした指し摘てきに、新井さんはきょとんと小首を傾かしげたが、すぐに顔を真っ赤に染そめると、奈良山の後ろ髪を摑つかんでいた手を離した。なるほど。どうやら新井さん、あれをずーっと握にぎっていたらしい。確たしかに持ちやすそうな髪なので、とっさに摑んでしまう気持ちはちょっとわかります。

「ご、ごめんなさい！　私ったら、いつの間に……！　確かに動きにくそうにしてるとは思ってたのよ、だけど……ごめんね、全然気付かなかった！」

「いいですよ。なんだか面おも白しろかったですし。それに」

　ぺこぺこ頭を下げる新井さんを前に、奈良山は肩かたをすくめてそう微笑ほほえむと、

「頼たよってもらえるのって、嬉うれしいですからね」

　穏やかな声でそう言い足したのだった。




　　　　＊＊＊




「にゃるほど。新井だけじゃなくて、多た々た羅ら木ぎたちも独どく自じに動いてたってわけか。しかも、ろくでもない方向に膨ふくれあがった噂うわさを真に受けて。やー、伝言ゲームって怖こわいわね」

「ですね……。で、いつの間にかバリアも消えてたし、新井さんと奈良山も帰っちゃったから、僕らも戻もどってきたってわけです」

「九く頭ず原はらも死ぬほど反省していたからな。もう盗とう撮さつに手を染そめることもないだろう」

「とりあえずは一件落着か。おっと、これはまた使えるかもね」

　事件解決後の生徒会室。僕と江え戸ど橋ばしさんの説明を聞き終え、経ふみ島しま先輩は離り魂ごん香こうの残りをジャージのポケットに突つっ込こみながらうなずいた。何に使うんですかと呆あきれていると、先輩の隣となりに腰こし掛かけていたイタチさんが、申もうし訳わけなさそうにつぶやいた。

「今回、何も手伝えなかったよね。……ごめんね、真しん一いち、照しよう平へい」

「え？　いや、いいよそんなの」

　しゅんと小さくなったイタチさんを気き遣づかうように、僕は慌あわてて口を開いた。隣の江戸橋さんに「ですよね」と同意を求めれば、すぐさま力強いうなずきが返ってくる。

「伊達だてくんには普ふ段だんから頑がん張ばってもらっているからな。謝あやまらねばならんのはこっちだ」

「だいたい離魂香は人にしか効きかないんだから仕方ない！　無む駄だな反省はするだけ損そんよ」

　悪びれることもなくイタチさんの肩かたを叩たたいたのは言うまでもなく経島先輩だ。あんたはちょっと反省しろよ、と内心でつぶやきつつ、僕は冷たい視し線せんを先輩へと向けた。

「離り魂ごん香こうなんか使わなくても、他に手はあったと思うんですよね」

「……それ以前に、俺達が新あら井いを心配する必要すらなかったわけだがな」

　どこか嬉うれしげに生徒会長が苦笑した。その一言に、僕はイタチさんや経ふみ島しま先輩と顔を見合わせ、そしてしみじみ納なつ得とくした。言われてみれば、それは確たしかにその通り。

「新井さんは奈な良ら山やまと組んでしっかり計画立ててたみたいですし」

「あたしたちが勝手に心配してただけ、ってこと……なのかな？」

「いえす。いやー、やっぱり副会長はしっかり者だねえ──ってのが今回のオチらしいわね。めでたしめでたし！　終わりよければそれで良し！」

　うんうんと満足そうにうなずく経島先輩。僕は能のう天てん気きにうなずきかけたが、イタチさんは依い然ぜん、重たい表情のままだった。どうしたの、と尋たずねてみれば、ちょっと心配性なところのある妖よう怪かい少女は、不安げに「うん」と小さくうなずいた。

「九く頭ず原はらって人にかかってきた電話の声、あの鬼おにを操あやつってたのと同じだったんだよね？　何のためにそんなことしてるんだろう、って思って……。それに、『よりしろ』とか『おんぬし』って言葉も気になるし。わからないけど──何か、怖こわいことが進んでるんじゃないかな」

　イタチさんはそう言って僕らを見み渡わたし、そして再ふたたび黙だまり込こんでしまった。心配ないよ、と声をかけたいのは言うまでもないが、そう断だん言げんできる根こん拠きよなど僕にあるわけもない。仕方なく「たぶん大だい丈じよう夫ぶじゃないかな、今までも何とかなってきたんだし」などと適てき当とうなことを言っていると、ふいに経島先輩が明るく笑った。

「イタチちゃんが気に病むのもわかるけどさ──ぶっちゃけ、まだ情じよう報ほうが少なすぎて何とも言えないのよね。この際さい、明日のことは明日慌あわてましょってことでいいんじゃないの？」

「え？　でも──」

「めっ。わかんないことを心配するより今を楽しんだほうがお得なんだから。ね、白しろの字じ」

「ですよね。とりあえずイタチさんが元気で可愛かわいいので今の僕は十分幸せだけど」

「も、もう、真しん一いち……！　──でも、そうだよね。ありがと」

　僕らの強引な励はげましを受け、イタチさんはようやく幽かすかに微笑ほほえんだ。ああ、やっぱりこの人は笑顔がいい。思わず見み惚とれていると、経島先輩は腕うでを組んで力強くうなずいた。

「そうそう！　わかんないことはわかんないんだから仕方ない！　案あん外がい、その謎なぞの怪かい人じんだって、思わせぶりなキーワードを口にして不安がらせるだけの人ひと騒さわがせな妖怪かもしんないし」

「それはないと思うがな……」

「うっさい江え戸ど橋ばし！　水を差すな！」

　恋人の意見をざっくり切り捨てると、経島先輩は「わからんと言えばあっちもわからん」と、副会長席へと視し線せんを向けた。書類の積もった机の向こうでは、ついさっき生徒会室に戻もどってきた新井さんが稲いな葉ば先生と何やら話し込んでいる最中だ。もっとも、新井さんの声が極きよく端たんに小さいので、漏もれ聞きこえてくるのは先生の相あい槌づちだけだったが。

「……つまり、事件は天てん狗ぐの協力で解かい決けつしたわけでしょう？　良かったではないですか。え？　それは確たしかにそうなんだけど？　どうしてこういうことは普ふ通つうに頼たのめるのに、その先となると何も言えなくなってしまうんだろうか？　手伝ってくれたお礼としてどこかに誘さそおうと思ってたのに──？　……ああ……そうですか。ほんとにもう、世話の焼ける……！」

　心底呆あきれた、と言いたげに稲いな葉ば先生が溜ため息いきを吐つき、それを受けた新あら井いさんは赤い顔でしょぼんとうつむいてしまう。はてさて、いったい何の話をしているのやら。僕はイタチさんと顔を見合わせると、きょとんと首を傾かしげたのだった。
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「よし。絵を見に行きましょう」

　発ほつ端たんは、一週間ぶりに美術室に現れたニコ先生のその一言だった。

　時じ刻こくは土曜のお昼前。週末ならではの静かな空気の中、のんびり部活中だった僕ら美術部員（不ふ在ざいの二名を除のぞく）は、みんな揃そろって困こん惑わくした。この人はいきなり何を言い出したんだ？

「急にどうしたんだよ、姉さん。……と言うかさ、ほいほい学校に入って来ちゃ駄だ目めだって、何度言ったらわかるんだ」

　最初に口を開いたのは、ごしごしとパレットを磨みがいていたフィルだった。使い込んだボロ布を手に、色白な新入部員は肩かたをすくめながら立ち上がり、姉と慕したう画家を見み据すえた。

　顔がどこか薄うす赤あかく見えるのは、優やさしく可愛かわいい伊達だてクズリ先輩にずっと手元を覗のぞき込こまれていたせいだろう。その気持ちはよくわかる。まあ、イタチさんがどうしてフィルの隣となりの席を選んだのかは、よくわからないけど──油絵の道具の手入れが物もの珍めずらしいのだと思う。そういうことにしておこう。と、自分で自分をむりやり説得している間にも、ニコ先生は悠ゆう々ゆうとフィルの前まで歩み出て、弟分のしかめ面つらをにっこりと見返していた。

「そんなこと気にするのはフィルだけですよ？　だいいち、今日はお休みなんですから」

「そういう問題じゃないんだってば。日本の学校はね、土日だろうと部外者は──」

「ほんと堅かたいですねえ。みんな普ふ通つうに挨あい拶さつしてくれるのに。ねえ、クズリ？」

「え？　あ、うん。そうだね」

　いきなり話を振ふられて面食らったのか、イタチさんは一いつ瞬しゆんきょとんと目を丸くしたが、すぐに「こんにちは、ニコ」と微笑ほほえんだ。その優しい笑みを目にした瞬しゆん間かん、ニコ先生のもともと嬉うれしげな顔が一ひと際きわ幸せそうにぱっとほころぶ。

「まあ可愛い！　クズリはほんとにいい子ですねえ、もう！」

「わ──わひゃっ？」

　長なが手て袋ぶくろに覆おおわれた細い手がイタチさんを抱だき寄よせ、その頭を抱かかえ込こんだ。またか。思わず呆あきれた僕らを無む視しし、先生は胸むな元もとでがっちりホールドした可愛いファンの頭を撫なで回まわし始める。照れて固まってしまったイタチさんに同どう情じようしつつ（そして、ちょっと羨うらやましく思いつつ）、僕は真っ白なスケッチブックからようやく顔を上げた。

「先生。絵を見に行くってどういうことです？」

「紙やキャンバスに色んな画材で描かかれたものを視し覚かくを通じて感知するために移い動どうしよう、ってことですねえ。もしかして、日本語だと何かの隠いん語ごだったりするんですかあ？」

「はい？　いや、そんなことはないですけど……。でも、どうして急に」

「リフレッシュです。気分転てん換かんです。心という名のお布ふ団とんを干ほすんです」

　僕の問いかけを断たち切きりながら、きっぱり答えるニコ先生。どうも話が見えないな、と僕はフィルと顔を見合わせ、首を傾かしげた。ニコ先生はそんな僕らをゆっくり見比べると、イタチさんをようやく解かい放ほうしながら、いつも通りの口調で「だって」と告げた。

「フィルもシンイチも、ずっとスランプじゃないですかあ」

「「え」」

　のんびりした声での指し摘てきに、僕とフィルは二人同時に息を吞のんだ。と、その顔が面おも白しろかったのか、ニコ先生はくすりと微笑ほほえみ、丸く小さな肩かたを優ゆう雅がにすくめた。

「二人とも、煮に詰つまりすぎて、自力で抜ぬけられなくなっちゃってますねえ。詰つまった時には気分転てん換かん、迷まよった時にはいい絵を見る。これが一番なんですよお？」

「それで美術館……？　画集じゃ駄だ目めなの、ニコ？」

「印刷だと、サイズもそうですけどねえ、絵の具のへこみや厚みが見えませんから。画家の思いとか絵の味わいって、意外と、そういうところに出るのです」

　首を傾かしげるイタチさんに対し、ニコ先生は人差し指をまっすぐ立てながら説明した。なるほど、と納なつ得とくしていると、先生の穏おだやかで押おしの強い視し線せんが再ふたたびこちらへ向き直る。

「さてさて、実は、私、日本に来た時には必ず立ち寄る美術館があるんですよねえ。フィルは知ってますわよね？　電車で一時間くらいなので、ちょっと遠いですけど、今から」

「待ってよ姉さん、勝手に話を進めすぎだよ！　俺はその、別にスランプなんかじゃ──」

「そうです、だからそんな──」

「さすが画家、慧けい眼がんかな慧眼かな。そしてみっともないぞ絵え描かきガイども！」

　一いつ瞬しゆんきょとんとした後、反論しようとした僕らだったが、唐とう突とつによく通る声が割り込んだ。その声に引かれて一同が振ふり返かえった先、一番後ろの窓まど際ぎわの席では、黙もく々もくとノーパソに向かっていたはずの経ふみ島しま先輩が、呆あきれたように首を左右に振っていた。

「何を言いい訳わけしようとしてんだか。ニコっちの言う通りでしょうが」

「言う通りって、先輩」

「黙だまれ黙れ黙りおろう！　この期ごに及およんで見苦しい！　お主、それでも武ぶ士しか！」

　眼鏡越しの強い視線が突つき刺ささり、僕は言葉を吞のんだ。「武士になった覚えはないです」と反論した僕を無む視しし、先輩はやれやれと言いたげに席を立った。

「白しろの字じはここんとこデッサン描かいては『やっぱ違ちがう』をエンドレスにループ中だし、フィル坊ぼうはフィル坊で筆も執とらずに道具の手入れにかまけすぎ。ニコっちの弟で子しになる権利を賭かけた勝負の日まで、残すところ二週間を切ってんのよ？　プレッシャー負けするのはわかるけどさ、部へ屋やが陰いん気きくさくて仕方ない」

　ジャージを羽は織おった小さな肩かたを仰ぎよう々ぎようしくすくめつつ、美術部の最上級生がゆっくりと歩み寄ってくる。見た目に似に合あわぬ威い圧あつ感かんと、聞きたくなかった確たしかな事実のコンボで僕らを黙らせると、先輩は傍かたわらの後輩へ「でしょう？」と同意を求めた。その問いかけに、イタチさんは気まずげな笑みを浮うかべたが、すぐに小さくうなずいた。

「それは確かにそうだよね」

「証しよう言げんありがとう、レイディ。──とまあ、そんな現げん状じようを鑑かんがみると、ニコっちの提てい案あんはなかなか素す敵てきな現げん状じよう打だ破はだと思いますですね。みんなで出かけるのも、たまにはいいし。百点！」

「わあ、ありがとうございますー！　……えへへ、満点って嬉うれしいですねえ」

「次も精しよう進じんするように。もっとも、私は江え戸ど橋ばしと野や暮ぼ用ようがあるんでパスだけど」

　すまんね、と経ふみ島しま先輩が頭を搔かけば、ニコ先生は「それは残念ですねえ」と肩かたを落とした。全く、どっちが年上なんだかなあ。そう呆あきれつつ、僕はフィルへと向むき直なおり、ふっと小さく息を吐ついた。

「……確たしかに、煮に詰つまってたもんな。さすがだよね、ニコ先生」

　鉛筆の尻しりで頭を搔きながら笑いかければ、長身のライバルは憮ぶ然ぜんとした顔を床ゆかへと向けた。返事はなくても、その表情を見る限かぎり、どうやら僕と同じことを思ったようだ。全く素す直なおじゃない奴やつだな、と苦笑していると、ふいに飄ひよう々ひようとした声と元気な声とが飛び込んできた。

「ただいま。やあ、これはこれは、みんなお揃そろいですね」

「どうもどうも、新しん体たい操そう部ぶ体たい験けん中ちゆうの蛇へびでーす。赫あか音ねも昼で上がりらしいからさー、飯食いに行こうぜ飯。キツネがおごってくれるって──って、ありゃ、ニコも来てたんだ？」

　油ゆ彩さいセットを手にした奈な良ら山やまと、体操服姿すがたの鱗りんさんとが入り口で立ち止まり、僕らをぐるっっと見み渡わたしている。僕が奈良山に「おかえり」と声をかける傍かたわらで、経島先輩はノートパソコンをぱたんと閉じると、鱗さんへと向き直った。

「美術部は今から遠足だから飯は無理かもね。何なら、みんなで行ってきたら？」
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「へえ。それじゃ、今から行くところって、ニコさんの先生の美術館なんですか」

「ちょっと違ちがいますねえ。あの人の絵は一枚だけです。日本だと、そんなに有名な画家じゃないですから、仕方ないですけど……リーバードって知ってます？」

「ヴォルナット・リーバードですか？　一昨年おととしに亡くなられた洋画家ですよね。落ち着いたタッチの街の絵なんか描かかれる方で、後進の育成にも熱心だったとか」

「わあ大だい正せい解かいです！　ヨシヒトは凄すごいですねえ、知ってるとは思いませんでしたあ」

　奈良山の穏おだやかな回答に、その向かいの席に座ったニコ先生は嬉うれしげに顔をほころばせた。どっちもにこやかな顔なので、こうして見ると家族みたいだな。いかにもローカル線っぽい四人掛がけのボックス席の窓まど際ぎわでがたんごとんと揺ゆすられながら、そんなことを考えていると、ニコ先生はふいにこちらへ顔を向けた。

「ちなみにシンイチは知ってましたかあ？」

「……すみません、僕はちょっとわかりません」

　授業で当てられた時のように、僕はしょぼんとそう答えた。頭を下げたまま、対面のフィルに「知ってた？」と尋たずねてみれば、いともあっさりとした声が返ってくる。

「そりゃまあ。俺、何度も聞かされましたから」

「なるほどね。フィルとニコ先生、前から知り合いだもんな」

　ということはこの席で知らないのは僕だけか。納なつ得とくしつつ恥はじ入いりつつ、僕は斜ななめ向かいの席のニコ先生へと向き直った。

「その──リーバードさん、でしたっけ？　どんな画家だったんですか？」

「わあ、難むずかしい質問ですねえ」

　僕の問いかけに、ニコ先生は可愛かわいらしく首を傾かしげたが、やがて何かを思い出すように顔を上げた。レモンイエローの柔やわらかい髪かみがふわりとたわみ、優やさしい香かおりが幽かすかに広がる。

「すごおく絵の好きなお爺じいちゃんでしてねえ。描かくのも好きだけど見るのも好きで、若い人が上手くなっていくのを見るのが何より好きで……。せっかく個展の話があっても、自分の絵なんかより、自分の好きな絵を飾かざりたいって言い出すんですよお」

「へー、面おも白しろい──いや、立派な人なんですね」

　そんな人が師し匠しようだったから、弟で子しを取るとか言い出したのかな。なんてことを考えながら、ニコ先生の笑顔に見み惚とれていると、通路を挟はさんだ席から明るい声が耳に届いた。

「──そう言えば鱗りん。美み生うに聞いたんだけど、新しん体たい操そう部ぶ入ったの？」

「まーね。妖よう怪かい探さがして校内うろついてたら、なんか熱心に説得されちゃってさ。手足も長いし体も柔らかい、こりゃ百年に一度の逸いつ材ざいだって」

「でも運動部って意外だったな。鱗さん、そういうのは面めん倒どうくさがるタイプかと思ってた」

「わんわん」

「蛇へびは無ぶ精しようなものですからね」

「失礼ながらも正せい解かいだ犬いぬ神がみコンビアンド九きゆう尾びの狐きつね！　でもさ、体を動かした後の飯って美味うまいっしょ？　あと、旦だん那なと家主に『せっかく入学したのに、いつまでも放課後にフラフラしているのはどうか。クラブくらい入れ』って言われてたわけで」

「旦那って、生徒会長の江え戸ど橋はしさんだよね。家主ってのは……多た々た羅ら木ぎ豊ゆたか？」

「またしても正解だ赫あか音ね！　あの堅かた物ぶつ、説教が一々長いのよねー。無む駄だに料理が上手いだけに逆さからえないのが腹立たしいっつーかさー」

「え。豊って料理するの？」

「そう思うっしょ？　『飯・風ふ呂ろ・寝ねる』しか言わなさそうな古ふる臭くさい顔して、思い出したようにめちゃくちゃ凝こった料理作りやがんのよ。しかも美味いし。まあ、それはいいんだけど、お説教がなあ……。顔の造ぞう作さくは悪くないのに、もったいないったらありゃしねえ」

　鱗さんが重たい溜ため息いきを吐つき、イタチさんと滝たき沢ざわさんが苦笑した。僕らの席から通路を挟んだ向かい側、女性陣四人のボックス席は、なかなか華はなやかで賑にぎやかだ。

　ちなみに、こちらの席の男三人とニコ先生、向こうの席のイタチさん達四人（と犬神一匹）の計八人が、今回の突とつ発ぱつ的てき遠足のメンバーだ。最初は美術部メンバーだけのつもりだったのだけど、午前中で部活が終わって何となく美術室に来た皆みなさんを、可愛かわいい女の子好きなニコ先生が大喜びで誘さそった結果がこの大おお所じよ帯たいなのでした。滝たき沢ざわさんや鱗りんさんはともかく、稲いな葉ば先生まで来るとは思わなかったが、

「馬鹿な狸たぬきの泣き言がうるさいので避ひ難なんしてきたのです。新あら井いに借りたミステリーが大変盛もり上あがっているところなので、くれぐれも声をかけないように。わかったなら速すみやかに五百ミリの缶かんビールを買ってきなさい。駆かけ足あしで」

　という理由で参さん加かされたのであった。何だかんだ言って付き合いのいい人である。まあ、我わが儘ままなのはいつものことだし、気心の知れたみんなで出かけるのが楽しくないはずはなく。と言うか、そもそもイタチさんが一いつ緒しよという時点で僕は十分に幸福だ。改めて幸せを嚙かみ締しめていると、肘ひじ掛かけにもたれかかっていた鱗さんが「いい男と言えば、フィルもなかなかなんだけど」と舌したなめずりした。急に何だよ、と応おうじたフィルをじっと見つめ、面食いの蛇へび女によう房ぼうは残念そうに首を振ふった。

「あんた、見た目は悪くないのに、口を開くとガキっぽいのが玉に瑕きずよね。あーもったいね」

「……ほ、ほっとけよ、鱗」

「そのリアクションがガキなんだっつーの。そこはさ、『失しつ敬けい、美しいお嬢さん。そんなことより踊おどらないかね、君の知らない世界を見せてあげるよ』くらいのことを言ってみな」

　同級生相手に滅め茶ちや苦く茶ちやを言う鱗さんである。経ふみ島しま先輩じゃあるまいし、そんな面おも白しろい切り返しはそうそうできるもんじゃなかろう。奈な良ら山やまと顔を見合わせながら同どう情じようしていると、ふと稲葉先生が「貴方あなた、一年の大おお上がみフィルバート──でしたかしら」と口を開いた。

「部の選せん択たくは個人の自由ですが……よりによってとんでもない部に入ったものですね」

「それは確たしかに。美術部は大変だよ。白しら塚つかとか経島先輩とか、変わった人も多いし」

「わんわん」

　手元のハードカバーに視し線せんを落としたまま稲葉先生がつぶやけば、滝沢さんとライカがしみじみ同意した。それを聞いて「へえ、そうなんですかあ」と感心したのはニコ先生だ。

「でも絵え描かきって、変わり者が多いですからねえ。私の知ってる人はみんなそうです」

「それは貴女あなたを見ればよくわかりますわよ」

　稲葉先生が本から顔を上げ、呆あきれたように鼻を鳴らした。横目を向けられたニコ先生は一いつ瞬しゆんきょとんと首を傾かしげたが、すぐに嬉うれしげに微笑ほほえんだ。

「……えへへ、いつもながら照れますねえ」

「全く誉ほめてませんから」

　冷たい視し線せんを向けたまま、稲葉先生がぼそりと言い放つ。旧知の友人のようなやりとりに、僕らは顔を見合わせた。

「あれ？　お二人って知り合いなんですか？」

　おずおず尋たずねる滝沢さん。と、その問いかけを受けたとたん、ニコ先生はそれはもう嬉しげに、そして稲いな葉ば先生は冷たい態たい度どを保たもったまま、同時にこくりとうなずいた。

「もうすっかり仲良しさんですよお。ねー？」

「誰だれがですか。『のびあがり』に出くわして固まっていたところを助けてやったら、貴女あなたが勝手に懐なついてきただけではないですか。今のところ害は無さそうなので、私の一いち存ぞんで学校への出入りを黙もく認にんしてあげているのですから、少しくらい感かん謝しやをですね」

「感謝してますよお？　だから、とっておきのワインをプレゼントしたじゃないですかあ。あれ、美味おいしかったでしょう？」

「それはもう」

　きっぱりうなずく稲葉先生である。モノに釣つられて部外者を放置する教師ってどうなんだと思わなくもないが、この大だい妖よう怪かいさんが勝手なのは今日に始まったことではないし、それに、ニコ先生を追い出そうとするよりはよっぽどいい。珍めずらしく稲葉先生に感謝しつつ、僕はにこにこと笑みを浮うかべる部外者さんへと向き直った。

「知ってる画家はみんな変わり者って言ってましたけど、だったら先生の先生も？」

「リーバードのことですかあ？　ええ、ちょっと変わってましたねえ。……それにしても、うーん。そういう意味では、フィルはまだまだですねえ」

「異い議ぎなーし。エキセントリックさとワイルド成分が足りないんだよなー」

　頰ほおに手を当てながらニコ先生が微笑ほほえめば、鱗りんさんがニタニタ笑って後に続いた。女性陣じんの視し線せんを受けて顔を赤くしたフィルは、目を逸そらしたままぶっきらぼうに切り返した。

「あのさ。俺は画家にはなりたいけど、変人になりたいわけじゃないから」

　そりゃそうだろうなあ。事あるごとにからかわれるフィルに思わず同どう情じようしていると、ふいに奈な良ら山やまが苦笑しながら口を開いた。

「それで、ニコさん？　その、ちょっと変わったリーバードさんは、どうやって弟で子しを見出したんですか？　白しら塚つかみたいに、どこかの展てん覧らん会かいで絵を見て惚ほれ込こんだとか？」

　おお、ナイス話題転てん換かん。天てん狗ぐのさりげない気配りに感心しつつ、僕はニコ先生の答を待った。と、質問を受けた先生は何が可笑おかしいのかぷっと吹き出し、その隣となりではフィルが溜ため息いきを吐ついた。予想外の反応に首を傾かしげていると、フィルが「姉さんが八つの頃ころのことだそうです」と口を開いた。説明してくれるのはいいけど、なんでそんなにげんなりしてるんだ。

「姉さんの屋や敷しきでパーティーがあって、高名な画家だったリーバードさんが招しよう待たいされたんだそうです。で、嫌いや々いや出席したリーバードさんがさっさと会場を抜ぬけ出だしてスケッチしてると、自分と同じく、ふくれっ面つらで画用紙を手にした女の子に出会ったんだとか。パーティーなんてつまんねえよなという話題で盛もり上あがった二人は、やがてどっちも絵が好きだとわかってさらに仲良く──」

「ちなみに、その子が私なんですねえ。あの頃はすごく可愛かわいかったんですよお？」

「いや、ニコ先生は今でも十分可愛いですよ？　上品で穏おだやかで、元気だけど押おしつけがましくなくて……春の日ひ溜だまりみたいな感じで、僕はすごく好きです」

「まあまあ、ありがとうございます！」

　長なが手て袋ぶくろに包んだ手を嬉うれしげに合わせ、ニコ先生は満面の笑みを浮うかべた。ほんと年上っぽくない人だよな、と感心していると、十代にしか見えないプロ画家は、ふと隣となりの弟分へと視し線せんを向けた。

「ほんと、シンイチは正直ないい子ですねえ。無ぶ愛あい想そうなフィルとは大おお違ちがいです」

「ほっといてよ姉さん。と言うか白しら塚つか先輩、俺の話聞いてます？」

　青い瞳ひとみに睨にらまれてしまった。続きをお願いします、と頭を下げれば、フィルは「だいたいなんで俺が説明を」と一言つぶやき、再ふたたび、くたびれた口調で話し始めた。ぶつぶつ言いながらもしっかり説明してくれるあたり、なかなか人の良い少年である。

「で、リーバードさんはそこで姉さんの絵の才さい能のうに気付いたんです。しっかり伸のばせばこの子は伸びると確かく信しんした彼は、すぐさま姉さんの両親と家族を説得して、絵の道へと進ませることを認みとめさせた──だっけ、姉さん？」

「はい、よくできました。私、リーバードには本当に感かん謝しやしているんですよねえ。絵の技ぎ術じゆつを教えてくれたのも嬉しかったですけど──何より、狭せまくて古い屋や敷しきでふてくされていた私の求めに応おうじて、広い世界を見せてくれたことは、本当に──もう──」

　思いが言葉にならないのだろう、涙なみだ声ごえを漏もらしつつ、ニコ先生は電車の天てん井じようをまっすぐ見上げて口ごもった。何も言えずに黙だまっていると、ふと奈な良ら山やまが「いい師し弟ていだったんですね」とつぶやいた。その声にどことなく羨うらやましげな響ひびきが感じられたのは、おそらく弟で子しに恵まれた師し匠しようを羨んでいたためだろう。話を聞かない暴ぼう力りよく馬鹿だもんな、お前の弟子。思わず友人に同どう情じようしていると、ニコ先生はけろりとした顔に戻もどって微笑ほほえんだ。

「いい師弟でしたし、いい旅でしたよお？　フィルも拾いましたしねえ」

「ああ、そこでフィルと知り合──って。拾った？」

　いい話かと思って聞いてたら、いきなり意外な展てん開かいである。素す直なおにしみじみさせてくださいよと呆あきれる僕を前に、ニコ先生は「はい、拾いましたよお」とうなずいた。

「あれは……ええと、フランスの、カンタルとローゼルの間くらいでしたっけ？　教会に捨てられてた孤こ児じだったんですよねえ。私があんまり可哀かわい相そうだってうるさいから、リーバードが拾って、日本のお知り合いに預あずけることにしたんです。そうよねえ、フィル？」

「だからさ姉さん。俺が覚えてるわけないだろ、赤ん坊だったんだから」

　親しげに見つめるニコ先生に対し、フィルはぶっきらぼうに切り返した。そりゃそうだなと納なつ得とくしつつ、僕は改めて目の前の後輩を見つめた。苦労してるってのとは違ちがうけど、ドラマチックな人生背せ負おってるんだな、こいつ。

「いろんな人生があるもんだなあ」

　そう思わずつぶやけば、奈良山がふとこちらを向いて苦笑した。

「白しら塚つかだって、けっこう個性的な経けい験けんしてると思うけどね」

「え？　……ああ、そういうことか。言われてみれば」

　当たり前のように妖よう怪かいと連れ立っている高校生ってのも、確たしかにあんまりいないよな。滝たき沢ざわさんや鱗りんさんと楽しげに語らうイタチさんを見ながらそんなことを思った後、僕は車しや窓そうへと目を向けた。電車はすでに郊こう外がいへと抜ぬけており、窓まどの外には開けた田畑が広がっている。

　ニコ先生の話によれば、美術館のある駅までは電車で一時間とのこと。今日は、まだまだのんびりできそうだ。
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「……で、駅に着いて、駅前のレストランで食事して、美術館まで歩いて、とりあえずみんなで見て回ろうかって話になったんだよな」

　焦あせる気持ちを抑おさえつつ、僕は必死に記き憶おくを辿たどった。うん、ここまでは間ま違ちがいない。

　円形の美術館の外観も覚えているし、回かい廊ろう状じようの展てん示じ通路に絵が並ならんでいる光景も記憶にある。

　十九世紀風舞ぶ踏とう会かいを描かいたばかでかい絵にイタチさんが見入り、「やっぱ女の子だねえ、こーゆーのに憧あこがれるんだ」と鱗さんが茶化したシーンも──正せい確かくには、赤い顔で反はん論ろんするイタチさんを──しっかりはっきり覚えてる。

　そう。つまり、ついさっきまで、僕が美術館にいたことは間違いないのだ。

　なのに。ああそれなのに。

「なんで僕は！　無人の荒こう野やで！　暴あばれ馬うまに追われているんだああああああああっ！」

　全速力で走りながら、あらん限かぎりの声で僕は叫さけんだ。

　もちろん答えてくれる人など誰だれもいなかったが、その代わり、すぐ後ろから重機のような荒い鼻息が「ブルウウウウウウッ！」と響ひびいた。興こう奮ふんさせてしまったかと思う間もなく、大地を蹴ける足音のリズムがぐんと早まり、背せ中なかに熱い息が届とどく。

「うわあああああああ！　近い！　近い！　近い！」

　走りながら振ふり返かえってみれば、鬣たてがみの艶つやも美しい漆しつ黒こくの野生馬の顔が、今やすぐそこで猛たけっていた。何をそんなに怒おこっているのか、もちろん全く心当たりはない。どこかで見たような気もするが、さすがに野生の馬に知り合いはいない。

　さらに言えば、馬を含ふくめた見み渡わたす限りの風景の色が──草や雲さえも──黒一色な理由もわからないし、どれだけ走っても景色が全然変わらないのも謎なぞだ。と言うか学生服とスニーカー以外に見覚えのあるものが一つもない。あと、さっきからずっと全速力で走っているのに全く疲つかれないのも（ありがたいけど）気に掛かかる。と、そんな不ふ可か解かいな状じよう況きようにおいて、ただ一つ、確かく信しんを持って断だん言げんできることは──。

「立ち止まった瞬しゆん間かんに踏ふみ殺ころされるってことだよな畜ちく生しよう！　なんでこんなことに！」

　誰だれに対してでもない泣き言を漏もらせば、ヒヒーンと激はげしく嘶いななく声が背せ中なかへとダイレクトに響ひびいた。同時に、蒸じよう気きのような鼻息が首くび筋すじへと吹きかけられ、僕は思わず悲鳴をあげた。

「熱うううっ！　っていつの間にかすぐそこまで来てる？　しかもどんどんテンション上がってるし！　このままだと……いや！　フィルとの勝負をお預あずけにしたままで──てかそんなことよりも！　イタチさんとはぐれたまま、イタチさんを描かかないまま──！」

　自分で自分を叱しつ咤たする。その開き直った決意とともに、

「こんなところで！　馬に踏ふまれて死んでたまるかあああああっ！」

　僕は真っ黒な土を思い切り蹴けった。

　視し界かいのどこにも隠かくれる場所はないけれど、こうなったらもうヤケだ。

「さあ来い、どこまでだって逃にげ続つづけて──え？」

　瞬しゆん間かん、何の前まえ触ぶれもなしに、周囲の景色が切り替わった。

「……え？　え？　え？　何これ？」

　つんのめって立ち止まりつつ、僕はぽかんと呆ほうけて固まった。

　白黒だった世界がいきなり極ごく彩さい色しきに彩いろどられ、優ゆう雅がな音楽と人々のざわめきが耳を突つく。足の裏うらに伝わる感かん触しよくは荒あれた土から石造りの床ゆかのそれへと変わっており、目に映るのは手を取り合ってくるくる踊おどる男女の姿すがた。どうやら、どこぞの宮きゆう殿でんの舞ぶ踏とう会かいといったところか、なるほど。

「って納なつ得とくしてどうすんだ、まだ何も解かい決けつしてないのに。……にしてもこの光景、最近、どこかで見たことがあるような？」

　眉まゆをひそめてきょろきょろしていると、重そうなドレスを纏まとった女性にぶつかった。反はん射しや的てきに「すみません」と謝あやまったものの、女性は振ふり向むくことなく歩き去ってしまった。

「あのー、ここはどこなのか、教えて欲しいんですが……。もしもーし？」

　背中に声をかけてみたものの、全く相手にしてもらえない。無礼者めとか、この平民がとか、そういうレベルではない無む視しされっぷりだ。

「何だかなあ。絵じゃないんだから、少しは反はん応のうしてくれても……。ん？　『絵』？」

　自然と口からこぼれた言葉を、僕は思わず繰くり返かえしていた。

　あ、そうか。

　この舞踏会と言い、あの馬と言い、妙みように見覚えがあると思ったら！

「──どっちも、さっき美術館で見た絵なんだ！　この舞踏会はイタチさんが見てた絵だし、さっきの馬は僕が一番気に入った絵だ！　ってことは、ここはやっぱり美術館の中──じゃなくて、美術館の絵の中の世界なんだ！　馬の世界が真っ黒だったのは──そうだ、思い出した！　あの絵は木もく炭たん画がだったからだ！　だから黒一色だったのか！」

　貴き族ぞくだか王族だかがわんさか舞まい踊おどるホールの壁かべ際ぎわで、僕は拳こぶしを握にぎって叫さけんだ。実じつ際さいにこんなことした日には見み張はりの兵士に斬きり殺ころされそうなもんだけど、幸い（と言うか何と言うか）誰も気にしてくれないので大だい丈じよう夫ぶ。というわけで思う存ぞん分ぶん大声をあげていると、目の前に広がる人ごみの中から、ふと小さな声が漏もれ聞こえた。

「今の声……！　もしかして……真しん一いち？」

「うん、そうだよ──って、イタチさんっ？」

　まさかとは思うが、あの人の声を聞きき間ま違ちがえるはずはない。ほとんど条件反はん射しや的てきに反はん応のうした僕は、声の方向をまっすぐ目がけて走り出した。

「ごめんなさい、ちょっと通してください！　イタチさん？　イタチさんだよね！」

　舞まい踊おどる男女を強引にかき分け、求める相手の名前を叫さけぶ。と、気弱そうだった声が一転、希望に満ちたものへと切り替わった。ホールの奥おくにいるのか、かなり幽かすかな声だったが、僕にはしっかり聞き取れた。

「……真一？　ほんとに？」

「ほんとだよ！　そこにいてイタチさん、すぐに行くから！　ええいそこをどけ、古めかしい軍服の偉えらそうな人！　そしてみんなスカートがでかすぎて邪じや魔ま！」

　反応がないのをいいことに好き勝手に叫びながら、僕はひたすら直進した。

　やがて、体育館ほどにも広かったホールの向こうの端はしが見えてきた頃ころ、僕はようやく視し界かいの端に、見み慣なれた栗くり色いろの髪かみを捉とらえた。人ごみから避ひ難なんしていたのだろう、豪ごう奢しやな壁かべに寄より添そいながら、不安げに佇たたずむあの少女は、紛まぎれもなく──。

「イタチさあああああん！　お待たせ！　真一だよ真一！」

　最後の障しよう害がいであった提ちよう灯ちんみたいなおばさんを押おし退のけ、僕は両手をぶんぶん振ふった。その声に、おろおろとあたりを見み渡わたしていたイタチさんは、弾はじかれたように顔を上げた。

「真一……！　ここだよ！」

　涙なみだぐみながら手を振り返すイタチさんの服ふく装そうは、なぜかセーラー服から純白のドレスへと変わっていたが、そんなことはどうでもいい。と言うかむしろオッケーだ！　栗色の髪を彩いろどる清せい楚そな髪かみ飾かざり、剝むき出だしになった丸い肩かた、大きく開いた胸むな元もとに揺ゆれる青い宝石、シンプルな上半身とは対照的にふわりと広がったスカートなどなどがもたらす相そう乗じよう効こう果か的てきな美しさに息を吞のみつつ、僕は目の前の少女へと駆かけ寄より、

「イタチさん──！」

「ありがと真一！　もう誰だれにも会えないかと思って……きゃっ！」

　その勢いきおいのまま、細身の体たい軀くを抱だき寄よせていた。さらさらとした上品な手て触ざわりの下、イタチさんの体が一いつ瞬しゆんびくっと強こわ張ばり、同時にかっと熱くなる。ああ！　最っ高の柔やわらかさと暖かさを学生服ごしに感じながら、僕は両手に一ひと際きわ力を籠こめた。

「イタチさん！　ああイタチさんイタチさん！　良かった、また会えてほんと良かった！」

「あ、うん、それはあたしも……！」

「え。ほんとに？　ありがとう──ありがとう！　大好きだよイタチさん！」

「わひゃっ？　……しっ、真一？　なんだか、『ぎゅー』が強いよ……？」

　真っ赤になったイタチさんが、腕うでの中できゅっと縮ちぢこまる。その反はん応のうがあまりに可愛かわいく愛いとおしく、僕はどうしても手を離はなすことができなかった。

「し、しかも、いつもより長い……！　うーん、どうしよう……かな……？」
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「じゃあ……真しん一いちも絵の中に？」

「うん。僕が気付いたのは、舞踏会こつちに来てからだけどね。向こうじゃ馬から逃にげるのが精せい一いつ杯ぱいで、落ち着いて考えるどころじゃなくて。かっこいいタッチだなあって感動してたところまでは覚えてるんだけど……イタチさんは？」

「あたしも一いつ緒しよだよ。良い絵だな、って思ったら、いつの間にかここにいて」

「へー。イタチさん、この舞ぶ踏とう会かいの絵、気に入ったんだ」

「え？　あ……う、うん。楽しそうだな、綺き麗れいだな、って……思って……」

「そっか、イタチさんってこういう絵が──あれ？　なんで照れてるの？」

　勢いきおい任まかせの抱ほう擁よう開始から十五分。延えん々えんと続く舞踏会を視し界かいの端はしに捉とらえながら、僕らはホールの端っこで現げん状じようを確かく認にんし合っていた。正直、まだまだ抱だき締しめ足りなかったけれど、冷静な声で「もうそろそろ、いいんじゃないかな……」と言われてしまっては仕方ない。ようやく僕から解かい放ほうされたイタチさんが、うーんと背せ伸のびをするのを見ながら──体にフィットしたドレスだとスレンダーな腰こし回まわりが際きわ立だつなあ──僕は確かく認にんするようにうなずいた。

「つまりさ。イタチさんも僕も、見入った絵に取り込まれたってことだよね」

「そうみたいだよね。じゃあ、他のみんなも、もしかして……？」

「あ！　そうか、それはあるかも！」

　不安げに眉まゆをひそめるイタチさんに、僕はハッと顔を上げた。全部の絵がガンガン人を引き込むとは思えないけど（そんな美術館はすぐ閉へい鎖さされると思う）、僕とイタチさんがこうなっている以上、美術部一行の一部が同じ目にあっている可か能のう性せいは高い……気がする。僕らは、どこに行ってもおかしな事件に巻まき込こまれる運命なんだろうか。思わず溜ため息いきを吐ついていると、ふとイタチさんが首を捻ひねった。

「でも、どうして、あたしだけ服ふく装そうが変わっちゃったのかな？」

　黒目がちの大きな瞳ひとみが白いドレスをまっすぐ見下ろし、細く凜り々りしい指先がふわりと広がったスカートを撫なでる。開放感のある胸むな元もとで揺ゆれるブルーのペンダントを眺ながめつつ、僕は「たぶんだけどさ」と肩かたをすくめた。

「絵に引ひっ張ぱり込こまれると、そこの世界に合った服に変えられるんじゃないかな。僕の場合、馬がアップで描かいてあるだけの絵だったから、服装の弄いじりようがなかったとか。……まあ、今のイタチさんはすごく綺き麗れいだから、理由は割とどうでもいいけど」

　そうあっさり断だん言げんするのと同時に、イタチさんの目がきょとんと丸くなり、そして頰ほおが赤く染そまった。何をそんなに驚おどろいてるんだろうか、と首を傾かしげる僕の前で、いつの間にかドレスアップされてしまった妖よう怪かい少女は伏ふし目めがちにぼそりと言った。

「……ほんとに？　あたし、地味だから……こういうの、似に合あわないんじゃないかな……？」

「いやいや、そりゃないって。確たしかに、初めてパーティーに参さん加かした町娘みたいな、着き慣なれてない感じはするけどさ。そんなところも──じゃなかった、そんなところが僕は好きだよ。ドレスもごてごてしてないし、アクセサリーもシンプルで綺麗」

　僕は素す直なおにそう説明すると、最後に「それに何よりイタチさんだしね」と付け足した。と、なんだか不安げだったイタチさんの顔に赤みが戻もどったかと思うと、幽かすかな声が耳に届とどいた。

「あ……ありがと、真しん一いち」

「はい？　それはその、どういたしまして」

　別にお礼を言われるようなことはしてないけどな。首を傾かしげる僕の前で、イタチさんはにこっと笑うと、ふいに僕の手を取った。手の平に伝わる暖かみに、ふいに顔が熱くなる。

「行こう、真一」

「え？　行くって、どこへ？」

「もちろん、外だよ」

　反はん射しや的てきに問い返した僕に向かって、イタチさんはきっぱりと言った。

「いつまでもここにいたって仕方ないしね。真一が馬の絵の世界からこっちに来られたなら、どこかに出口があるかもしれないし。探さがしてみようよ」




「──というわけで、ホールの中をうろつき回って出口を探さがしたところ」

「うん」

「確たしかに、あの世界からは出られたわけだけど……。ここ、どう見ても外じゃなくて」

「別の絵の中、だよね……」

　どんより重たい灰はい色いろの空の下、立たち枯がれた草が風に揺ゆれ、大小の石が転がる荒あれ地ちのど真ん中で、僕らは顔を見合わせた。ダイナミックな黒馬ワールド、華はなやかに賑にぎわう舞ぶ踏とう会かい会場に比べると、なんとも寒々しい世界である。これだったらまださっきの方がましだったかもな。そう溜ため息いきを吐ついていると、ドレスのままあたりを散さん策さくしていたイタチさんが、ふいに僕へ向き直った。その光景に、「焼け落ちた屋や敷しき跡あとで一人哀かなしみを嚙かみ締しめる気き丈じようなお嬢様」という設せつ定ていが頭に浮うかび、僕はそれを慌あわてて打ち消した。なんだその悲しいシチュエーションは。

「真しん一いち、美術館のパンフレット持ってたよね。ここってどんな絵なのかな」

「え？　確かにパンフは持ってるけどさ、イタチさんも受付で貰もらってなかったっけ」

「あたし、ポケットに入れてたからね……」

　そう言って困こまったような笑みを浮かべると、イタチさんは今の自分の服ふく装そうを示すように肩かたをすくめた。なるほど、制服ごとどっか行っちゃったわけですね。同どう情じようしつつ納なつ得とくしつつ、僕は学生服のポケットに手を伸のばした。「ご案内」と書かれた四つ折の紙を取り出して広げれば、回かい廊ろう状じようの通路に配置された絵が、それぞれ小さな写真と解かい説せつとともに紹しよう介かいされていた。

「そっか。黒馬と舞踏会の絵って並ならんでたんだ」

「だから世界が繫つながってたのかな？　じゃあ、ここはその隣となりの──」

「うん、この『故ふる郷さと』って絵だね。内戦で荒れ果てた故郷への追つい悼とうの思いを籠こめて描かかれた、リーバード晩ばん年ねんの代表作──って、リーバード？　ニコ先生の師し匠しようの？」

　イタチさんの指さした先の解説文を読み上げながら、僕は思わず声をあげた。

　さっきの話を聞いた時には、どんな元気な爺じいさんかと思ったけど──こんな静かで淋さびしい絵を描く人だったのか。思わず黙だまり込こんでしまった僕の隣で、「悲しい絵なんだね、ここ」とつぶやく声が静かに響ひびいた。同感だ。無言でうなずくと、僕は再ふたたびパンフに目を落とす。解説文には、まだ少しだけ続きがあるのだ。

「えーと、なになに。人ひと気けのない荒こう野やのただ中、一人佇たたずむ黒いコートの老人は、帰る場所を失った作者自身を現していると言われ──コートの老人？」

　いや、確かにパンフの写真にはそれっぽいものが小さく写っているけど……そんな人、この世界には全く見当たらないわけで。思わずイタチさんと顔を見合わせた、その時だ。

「その通り。おかげで私は、永遠に望ぼう郷きようの念に駆かられ続つづけることとなったわけだ」

　ふいに、バリトンの効きいた渋しぶい声が背はい後ごから響いた。

「え」

「誰だれ？」

　意表を突つかれた僕らが、慌あわてて振ふり返かえった視し線せんの先。そこには、灰はい色いろの空を背はい景けいに、

「信じられるかね？　この荒あれ地ちが、元は人の行き交う広場だったという事実を。毎年、秋になると、村人総出でカーニバルが開かれてね……。若かった頃ころの私も、飲めもしない酒に手を出し、精せい一いつ杯ぱい着き飾かざった娘たちと踊おどり明あかしたものさ。今では見る影かげもないがね」

　いつからそこにいたのだろう。喪も服ふくのような黒いコートを纏まとった男性が一人、椅い子すほどの石に腰こし掛かけていた。

　年ねん齢れいは六十歳くらいだろうか。灰色の長ちよう髪はつを真ん中で分け、短い口くち髭ひげは綺き麗れいに整えられている。尖とがった鼻び梁りようと色白の肌はだは、真っ黒な装しよう束ぞくと相まって、どこか吸きゆう血けつ鬼きを思わせた。もっとも、はにかんだような笑みの浮うかぶ顔からは、危き険けんは全く感じられない。上手く言えないけど「上品な伯はく爵しやく」って感じの人だな。そんなことを思いつつ、僕はおずおず口を開いた。

「えーと。何から聞いたらいいのかすら、よくわかんないんですけど……」

「だろうね。では、お互たがいの名前を知るところから始めるというのは、どうだろう」

　そう楽しそうに微笑ほほえむと、老人は腰掛け代わりの椅子から立ち上がると、長い手を僕らに向かって静かに伸のばした。なるほど、確かにまずはそれだよな。イタチさんと顔を見合わせ納なつ得とくすると、僕はその頑がん丈じようそうな手を握にぎり返かえし、ぺこっと小さく会え釈しやくした。

「どうも、白しら塚つか真しん一いちです。で、こっちが──」

「伊達だてクズリ、イタチでもいいよ。それで、あなたは……？」

「リーバードと言えばわかるかな。しがない絵え描かきさ」

　イタチさんと握あく手しゆを交わしつつ、老人はそう名乗ると、ふっと笑って付け足した。

「もっとも、正せい確かくには、彼の残ざん留りゆう思し念ねんなんだがね」

「──ざんりゅうしねん？」

　聞きき慣なれない言葉に、イタチさんはきょとんと首を傾かしげながら僕を見た。どういう意味だって問われてるのはわかるけど、僕だってそんな言葉は初耳だ。というわけで、情なさけなくも首を左右に振っていると、リーバード老人は「これは失しつ敬けい」と微笑んだ。

「わかりにくかったかね。つまり──そうだね。リーバードなる画家が、この『故ふる郷さと』なる絵を描かいた際さい、彼の思いがキャンバスに焼き付けられ、意い志しを持った存そん在ざいと思ってくれたまえ。君たちの国の言葉で言えば、『画が霊れい』というやつだよ」

「がれい？」

「左さ様よう。絵に宿った記き憶おくや人じん格かく、あるいは不思議な現げん象しようを引き起こす絵画の総そう称しようさ」

「はあ、なるほど……。しかし、よく日本の妖よう怪かいの名前なんか知ってましたね」

「伝説や伝でん承しようの類は好きだったのさ。しかし、妖怪や怪かい異いというのは地ち域いき性せいに縛しばられるとは知ってはいたが……まさか自分がそうなるとは思っていなかったよ。日本に絵を寄き贈ぞうした甲か斐いがあったというものだ。別の文ぶん化か圏けんなら、こんなふうに顕けん現げんすることもなかったろうからね」

　楽しそうに説明しながら、リーバードさん──いや、自じ称しよう「画が霊れい」さんは、大きく肩かたをすくめてみせた。コートの裾すそがマントのように翻ひるがえり、これまた黒い裏うら地じが覗のぞく。

「と、いうわけで、だ。私は、絵を描かき終おえた瞬しゆん間かんまでの記き憶おくは有しているが、その後の私──いや、彼の人生についての知ち識しきは持っていないのさ。その点において、私はリーバードではないとも言えるし、そうであるとも言えるのだよ。おわかりかな、お嬢さん、少年くん？」

「え？　えーと……」

　きょとんとしたままのイタチさんの隣となりで、僕は腕うでを組んで考えた。絵を描いた時の人じん格かくが、そのまま絵の中の世界に残ってるってことだよな。つまり、この人はですよ？

「要するに、昔のセーブデータみたいなもんですね」

「セーブ……？」

「でーた……？」

　わかりやすい例えのつもりが、二人同時に首を捻ひねられてしまった。当てが外れたか、と頭を搔かいていると、イタチさんが「それよりも」と黒い老人に目を向けた。問いかけられたリーバードさんは楽しそうに目を細め、どうぞと手て振ぶりで先を促うながす。

「あのね、リーバード──あ、こう呼よんでいいのかな」

「好きに呼んでくれたまえ。この私は、今は亡なき故ふる郷さとの広場への──そう、二度と開かれることのない、あの華はなやかなカーニバルへの──郷きよう愁しゆうの念の塊かたまりだ。パーティー用にドレスアップしたお嬢さんには、どうしたって甘くなるというものさ」

「パーティー用……？　ええと、この服はそういうわけじゃないんだけど……」

　どう説明しようかなと言いたげに、イタチさんが苦笑した。だがリーバードさんは、あっさりと「わかっているとも」とうなずき、ふいに僕らの後方の虚こ空くうへ、つまり、舞ぶ踏とう会かいの絵から抜ぬけてきた方角へ目を向け、言った。

「おそらく君は、オーギュストの『ダンスホール』に取り込まれたのだろう？　あの絵をはじめ、ほとんどの画霊は、私と違ちがって会話が通じないから──もっとも、私のような例のほうが特別なのだが──難なん儀ぎしただろうね。そして、そちらの少年くんと合流し、この『故郷』へ至いたった。違うかな？」

「え。うん、そうだけど……。それじゃ、ここって、やっぱり絵の中……なんだよね？」

「無む論ろん、その通り」

　おずおず尋たずねたドレスの少女に、黒衣の老人はきっぱりとうなずき返すと、ふと空を見上げて語り始めた。一いつ瞬しゆん、ちらりと僕を見たのは、お前も聞けってことなんだろう。

「気に入った絵を見ていると、ふっと引き込まれるような感覚に陥おちいることがあるだろう？　画霊はね、そんな人の魂たましいだけを、絵の中へと引ひっ張ぱってしまうのだよ。悪意からでもなく善意からでもなく、ただただ、自動的に。私のように意志を持った画霊の場合は、うっかり魂を引き込まないよう気を付けているのだが、自じ意い識しきがない画霊は融ゆう通ずうが利きかなくてね」

「それはまたなんというか……。嬉うれしいような、すごく迷めい惑わくなような」

「し、真しん一いち、失礼だよ！　でも、そんな話、ほとんど聞いたことないけど……？」

「引かれるほうの資し質しつや経けい験けんもあるようだね。彼ひ岸がんの気配に敏びん感かんだったり、あるいは慣なれていたりする魂たましいは、簡かん単たんに引き込まれてしまうわけだが──君たちはそうなのかね？」

「……ああ、はい。それはもうそうですね」

　興きよう味み深ぶかげにこちらを見下ろす老人に、僕は力無くうなずき返し──ふと嫌いやな予よ感かんが胸むねに浮うかんだ。そう、今のリーバードさんの話からするとですよ？

「それじゃやっぱり、滝たき沢ざわさんたちも、もしかして他の絵の中に……？」

　不安げな独ひとり言ごとが自然に漏もれた。イタチさんがあっさり引き込まれたところを見ると、同じく妖よう怪かいである奈な良ら山やまや稲いな葉ば先生も危あぶない気がする。鱗りんさんも可か能のう性せいはあるけど、あの人は絵に見入らないように思えるので、たぶん大だい丈じよう夫ぶだろう。と、そんな失礼なことを考えていると、イタチさんがほっと胸をなで下ろした。

「少なくとも、フィルは無事ってことだよね。良かった……」

「え？　ああ、そりゃそうか。ってことはニコ先生も無事なんだろうけど」

　嬉しげにうんうんとうなずくイタチさんを見ながら、僕は思わずきょとんとした。まあ、あの二人は（性格はともかく）一いつ般ぱん人じんなわけで、そんな人たちがこんな怪かい奇きな事件に巻まき込こまれないで済すむのは、確たしかにいいことなんだろうとは思う。思うけどさ。

「……イタチさん、なんかフィルのこと気にしてるよね。よく見てるしさ」

「えっ？　そ、そうかな？」

　今度は向こうがきょとんとする番だった。全く自覚していなかったのか、黒目がちの瞳ひとみが意外そうに見開かれる。その問いかけに、僕は、あっさりと──自分の声に、ほんの少しの不ふ機き嫌げんそうなニュアンスが混まじっていたのは自覚できた──首を縦たてに振ふった。と、イタチさんは剝むき出だしの腕うでをそっと組み、眉まゆを寄せて考え込んだ。

「御み崎さきと鱗にも言われたんだよ。ああいう、ぶっきらぼうな年下が『たいぷ』なのかって。あたしは、全然そんなこと思ってないんだけど……。なにか気になるんだよね」

　自分でもすっきりしないのか、「むー」と悩なやむ美術部二年女子。僕はと言えば、どう口を挟はさんでいいのかわからず、不安げな顔のまま立たち尽つくすことしかできなかった。正直、ライバルとは言え、同じ部活の後輩相手に、何を勝手に敵てき意いを燃やしているんだとは自分でも思う。イタチさんが誰だれにでも優やさしいのは前からだし、だからこそ好きなんだけど。しかし。

「……なんか不安になるんだよなあ。いや、フィルが悪い奴やつじゃないのはよーく」

「失しつ敬けい。今、ニコとフィルという名が出たが、それは私の弟で子しと、その拾い子のことかね」

「わかってるんだけど──って、はい？」

　リーバードさんの問いかけに、僕は黙もつ考こうを中ちゆう断だんして顔を上げた。その隣となりでイタチさんがこくりとうなずき、「ここに連れてきてくれたのは、ニコだから」と語りかければ、老人は嬉しげにうなずいた。顔の造りは全然違ちがうのに、その邪じや気きのない笑みは弟で子しそっくりだ。やっぱり似にてくるものなのかな、と感心しながら、僕はリーバードさんに現げん状じようを説明した。

　ニコ先生が僕を弟子にと言ってくれたこと、フィルが張はり合あってきたこと、この美術館にはスランプ打だ破はのために来たこと、などなど。と、それを聞いた老画家は、何やら静かに考え込んでいたが、やがて、肩かたの力を抜ぬいてふっと笑った。

「そうか、なるほど。ニコは相変わらずのようで安心したよ。何があっても何を見ても、世界を肯こう定ていし続けられるのは、彼女の強みだからね。悲ひ観かん主義者の私には、あの性せい格かくが羨うらやましかったものだが──」

　と、リーバードさんはそこでいったん言葉を句切り、物悲しそうに荒こう野やをぐるりと見み渡わたした。故こ郷きようを内戦で失ったりしたら、そりゃ悲観主義者にもなるだろうなあ。思わず同どう情じようしていると、老画家はふと不安そうに眉まゆをひそめ、僕とイタチさんへ向き直った。

「時に。フィルバートも、その──何と言うか──元気にやっているんだね？」

「え？　あ、うん。フィルは元気だよ？」

「それは良かった。やはり日本に連れてきたのは正せい解かいだったな」

　よくわからないことを言いながらリーバードさんが嬉うれしげにうなずく。あいつ、元気そうに見えたけど、持病でもあるんだろうか？　僕はイタチさんと顔を見合わせると、長身の画家を見上げて口を開いた。

「あの……気になるんなら、フィルたちも絵の中に呼よんだらどうです？　人を引き込まないよう気を付けてるんだったら、その逆ぎやくに呼ぶこともできるんじゃないですか？」

「ありがたい申し出だが、知人は呼ばないことにしているのだよ」

　お互たがい寂さびしくなってしまうからね。にこやかな顔でそう言い足すと、リーバードさんはふいに僕を見下ろし、なにやら楽しそうにうなずいた。

「さて。フィルバートの先輩ということは、君も絵え描かきなんだね、真しん一いち？」

「え？　いや、まあ、僕はその、趣しゆ味みで描かいてる単なる素人しろうとですけども……」

「謙けん遜そんすることはない。ニコが見込んだのなら、きっと魅み力りよく的てきな絵を描くのだろう。一度、見てみたいものだね」

　嬉しそうに老画家が微笑ほほえんだ。プロのありがたすぎるお言葉に、かっと胸むねが熱くなり、同時に変な汗あせが出る。何も言えずに口ごもっている僕に、イタチさんは「良かったね」と微笑みかけると、あたりを見み渡わたしながら問いかけた。

「ね、リーバード。ここから出るにはどうしたらいいの？」

「出る──？　この、絵の世界からかね？」

　イタチさんの質問に、黒コートの老人は目を丸くした。そうだよ、と即そく答とうするドレスの少女の隣となりで、僕は慌あわててうなずいた。そりゃそうだ、いつまでもここにはいられない。と、そんな僕らを眺ながめた老画家は、黒いコートの下の肩かたを小さくすくめ、やれやれと笑った。

「慣なれれば、ここもなかなかいいところなのだがね。飢うえることもなく疲つかれることもなく、汗をかくことすらない。戦乱も天てん災さいも、ここでは絶ぜつ対たいに起きないのだよ」

「それはそうでしょうけど……。でも、外の世界に未み練れんもあるし、やんなきゃいけないこともある」

「あたしも。いつまでもここにはいられないよ」

　もごもごと反はん論ろんする僕の言葉を受け、イタチさんはきっぱりと言い切ると、優やさしく苦笑しながら「ごめんね」と付け足した。と、それを見たリーバードさんは、ふいに押おし黙だまったかと思う、空を見上げてぶつぶつとつぶやき始めた。どうしたんですかと問う間もなく、色白の顔が再ふたたび僕らを見下ろし、ふっと笑う。

「無む限げんに見えるこの世界だが、その実、動ける範はん囲いはそんなに広くない。キャンバスに描かかれた風景の外へ出ることを考えながら、先に進んでみたまえ」

「え？　でも、さっきはそれで、舞ぶ踏とう会かいからこの絵の中に来ちゃったわけで──」

「ああ。だが、絵から絵へと世界を移うつっていくうちに、どこかで外へ通じる継つぎ目めを通ることもあるだろう。君たちの友人に出会うこともあるかもしれないしね。もっとも、私はこの絵から出られないので、これはあくまで推すい測そくだが」

　髭ひげに隠かくれた口元を楽しげにほころばせ、リーバードさんは手を伸のばして荒あれ地ちの果てを──いや、キャンバスの端はしを示してくれた。なるほど、やってみる価か値ちはありそうだ。そんじゃ行こうか、と声をかければ、イタチさんはこくりとうなずき、そして振ふり返かえって微笑ほほえんだ。

「教えてくれてありがと、リーバード」

「ドレス姿すがたのお嬢さんには逆さからえないと言ったろう？　良き旅路となるよう、祈っているよ」

　そう言って苦笑すると、黒い老画家は長い手をそっと掲かかげて見送ってくれた。お世話になりました、と一礼し、僕らは地平線へと歩き出した。

「──あ、そうだ。真しん一いち、次の絵って、どんなの？」

「ん？　ちょっと待ってよ。この『故ふる郷さと』の次だから……」

　イタチさんに促うながされた僕は、歩きながらパンフを開いて目を落とした。




「うわあああああああああああああああああああっ！」

「ひゃ、ひゃあっ……！」

　真っ白な雲の中を延えん々えんと落ち続けながら、僕らは叫さけびをあげていた。

　ちなみに「故郷」の次に展てん示じされていたのは、青空の下の雲海を淡あわいタッチで描えがいた油ゆ彩さい画がだった。飛行機にでも乗らないと見えないであろうアングルのすかっとした絵ではあるんだけど……ほいほい足を踏ふみ入いれるのはまずいんじゃなかろうか？

　そう思った時はすでに遅おそく、足下の荒れ地は白い雲へと変わっていたのでありました。

　手にしていたパンフは、吹ふき抜ぬけた風に煽あおられどこかへ飛んでいってしまった。あれがないと次の世界が確たしかめられないが、追いかけることなどできるはずもない。というか全くもってそれどころではない！　どこまで落ちるんだ、これ！

「くそー、この展てん開かいにもっと早く気付くべきだったー！　どうしようイタチさん！」

「ど……どうしようって言われても！　ひゃわっ、スカートが……！」

「うわ、足めちゃくちゃ綺き麗れい──！」

「え。ちょ、ちょっと真しん一いち？」

「へえー！　ちゃんと衣い装しように合わせたのに変わってるんだね」

「こらーっ！　どこ見てるの！　あ、あっち向いてなさいっ！」

　ばさばさと広がる白い布を必死に押おさえながら、赤い顔で慌あわてふためくイタチさん。ごめんと謝あやまり、僕は慌てて視し線せんを逸そらした。

「もう見ないよ、でもほんとに綺れ──げふっ！」

　ふいに、学生服の襟えりがガクンと釣つり上あげられ、落下していた体が静止した。何だ何だとうろたえつつ、そして締しめ上あげられた喉のどから奇き妙みような音を漏もらしつつ、慌てて顔を上げた先では、

「やあ白しら塚つか、なんだか久しぶりだね。伊達だてさんも無事かな？」

「うん……！　ありがと、善よし人ひと。助かったよ」

「いえいえ、どういたしまして」

　イタチさんを抱だきとめた鷲わし顔がおの怪かい人じんが、背せ中なかから伸のびた翼つばさを優ゆう雅がに羽ばたかせていた。

　──なるほどね。こいつはここに来ていたか。

　肉食の鳥を思わせる蹴け爪づめにぶらーんとぶら下げられながら、僕はしみじみ納なつ得とくした。

「確たしかに、奈な良ら山やまは好きそうだよな、この絵」

　視し界かいを埋めるのは、抜ぬけるような蒼あおと一面の白。頰ほおに当たる風の冷たさを心地よく感じながらつぶやけば、入部以来の友人は「俺、天てん狗ぐだからね」と笑って答えた。




　かくして奈良山と合流した僕らは、幾いくつかの絵を難なんなく通つう過か。

「楽だー！　飛べる奴やつが一人いるだけでこんなに移い動どうが楽になるとは！」

「さっきの森の絵なんか、歩いてたら一か月くらいかかってたもんね……」

「だよなあ。助かったよ奈良山。てか、こんなに長く飛べるとは知らなかった」

「俺みたいな大陸の天狗は、語源を辿たどれば流星だからさ。長ちよう距きよ離り移動のほうが得意なんだよ。じゃ、ちょっと飛ばすから──しっかり捕つかまっててよ、伊達さん、白塚」

「うん。……ええと、これでいいかな？」

「ああ、イタチさんがあんなにぎゅーっと！　くそー、羨うらやましいぞ奈良山！　……って、待てよ、僕は足にぶら下がってるだけなんだから」

「白塚、喋しやべると舌した嚙かむよ」

「しっかり捕まるも何も──ぶわあああっ！」

　……うん、まあ、「難なんなく」かどうかは微び妙みようだったけど、とにかく通過。

　そして、その後に辿たどり着ついた、色とりどりの野菜や果物が並ならぶ市場（を描かいた絵）の片かた隅すみにて、見み慣なれた顔の一人プラス一匹と再さい会かいしたのであった。

　あ、やっぱりこの人たちも来ていたか。




「赫あか音ね……！　それにライカも？」

「わん！」

「おー！　滝たき沢ざわさん格かつ好こういいなー。すごく似に合あってるよ、それ」

「あ、あのね白しら塚つか。出で会あい頭がしらに相手を誉ほめないと死ぬのか、君は？」

「いやそんなわけじゃないですが。しかし滝沢さん、なんでタキシード？　この市場の絵の世界とは、なんか雰ふん囲い気き違ちがうんだけど」

「ぼくは最初、オーケストラの絵に取り込まれたんだよ。そこでだいたい状じよう況きようの見当はついたから、ライカと一いつ緒しよに移い動どうして、とりあえずここまで来たってわけ」

「わんわん」

「はー、さすが行動力あるなあ。しかし……その……なんでまた男だん装そう？」

「うるさい白塚。それはぼくも聞きたい」

　素す直なおな気持ちで尋たずねれば、この上なく憮ぶ然ぜんとした顔で回答された。黒い蝶ちようネクタイも凜り々りしい犬いぬ神がみ使つかいは、イタチさんのドレスを横目で眺ながめつつ、はあ、と重たい溜ため息いきを吐ついた。

「この服ふく装そう、どうやって決めてるんだか知らないけどさ。そんなにぼくは男っぽいか」

　誰だれに対してでもない問いかけが、野菜市場に空しく響ひびく。そんなことないよ、と慌あわててフォローに回るイタチさんの友情に感心しつつ、僕は天てん狗ぐモードのままの奈な良ら山やまと顔を見合わせた。

　さてさて、次はどんな世界なのやら。




「お。その匂においは元もと旦だん那なとご一行？　よっほー、蛇へび女によう房ぼうでーす」

「よっほーじゃねえ！　なんで抽ちゆう象しよう画がなんかに入ってるんですか鱗りんさん！　わー、なんか自分の体がバラバラになって浮うかんでる？」

「アタシ、こーゆーわけわかんない絵、好きなのねー。慣なれると面おも白しろいよ？」

「慣れたくないです！　よくこんな空間に馴な染じめま──」

「ひゃわっ！　しっ、真しん一いち！　急に、そんなとこ触さわるなんて……！」

「あ、ごめんイタチさん！　でも好きで触ったわけではなくて！」

「うぷ。ぼく、なんだか酔よってきた。なんだこれ……？」

「わん？」

「三点透とう視しや遠近感をあえて無む視しして描いた絵か。早く抜ぬけたほうがいいかな」

「だ、だよね……！　でも、この絵の端はしって……どっちなのかな？」




「やれやれ、えらい目にあった……。ようやく次の──んっ？」

「わーっわーっわーっわーっわーっ！　見ちゃ駄だ目め真一！」

「ちょ、イタチさん？　なんで急に目を」

「なんでもっ！　キツネは早く服を着て！　なんで裸はだかで寝ねっ転ころがってるの！」

「なんですか、登場するなり人を痴ち女じよみたいに。裸ら婦ふ画がは立りつ派ぱな芸げい術じゆつですわよ。そうでしょう、是ぜ害がい坊ぼう？」

「え、俺ですか？　やあ、その……うーん、参まいったなあ」

「うはー！　さすが乳で育てる哺ほ乳にゆう類るい、爬は虫ちゆう類るいとは桁けたが違ちがう！　ねえ赫あか音ね」

「知らないよ。と言うか鱗さん、なんでさっきからチラチラぼくを見るんだ」

「ああ、ちょうどいい比ひ較かく対たい象しようかなと。御み崎さきがいなくて残念だったね」

「うるさい！」

「うう、わんわん！」

「……あのさ、ライカ。そういう気き遣づかいは要らないからね。逆ぎやくに痛いたいから」




「──とまあ、そんなこんなを経へて、全部の絵を回った結果ですね」

「結局、ここに戻もどって来ちゃったんだよね……」

　なんだか懐なつかしい荒あれ地ちにて、僕とイタチさんは二人揃そろって肩かたを落とした。その前に立つのは、黒いコートを纏まとった老画家だ。リーバードさんは、物もの珍めずらしそうに周囲を見み渡わたす美術部一行（いや部外者のほうが多いんですが）を眺ながめると、「ふむ」と小さくうなずいた。

「全ての絵の世界は、ループ状じように繫つながっていたというわけか」

「そうみたいなんですよね……。僕ら、このまま、出られないんでしょうか？」

　力無く溜ため息いきを吐つきながら、僕はぺたんと地面に座すわり込こんだ。あれだけの世界を回った割には体は全然疲つかれていないし、眠ねむ気けも食しよく欲よくもゼロだけど、精せい神しん的てきなダメージだけはどうしようもない。はあー、と再ふたたび重たい息を吐はき出だしていると、リーバードさんは僕の肩かたを叩たたいた。

「術すべがないなら仕方ないな、少年くん。だがね、先ほども言ったろう？　幸い、この世界もそう捨てたものではない。いっそのこと腹をくくって、友人達と──」

「成なる程ほど。それが本音ですか、画が霊れい」

　なだめるような優やさしい声に、ふいに冷たい指し摘てきが割り込んだ。はっと顔を上げたリーバードさんを、バスローブみたいなものを纏った稲いな葉ば先生が紅あかい視し線せんで射い竦すくめる。

「白々しい。元より、出口を教えるつもりなどなかったくせに。おおかた、一人しかいない世界に飽あきが来ていたところに、イタチ達が迷まよい込こんできたのを見て、悪戯いたずら心ごころが湧わいたのでしょう？　そして、どうせなら人数が多いほうが賑にぎやかだからと一計を目もく論ろんだ」

「おやおや、それは誤ご解かいというものだよ、娘さん。私はただ、親切心でだね？」

「お黙だまりなさい、見苦しい！」

　取りなすように口を開くリーバードさんだが、稲いな葉ば先生はそれを激はげしい声で叱しかりつけた。大だい妖よう怪かいならではの迫はく力りよくに、ついさっきまでフランクだった老画家は、びくりと震ふるえて押おし黙だまる。

　そして、僕らはと言えば、唐とう突とつな展てん開かいに付いていけず、ただ、事じ態たいをぽかんと見守ることしかできていなかった。ええと、つまり、リーバードさんは──？　座すわり込こんだまま悩なやむ僕の傍かたわらで、イタチさんが「待ってよ」と口を開いた。

「リーバードはニコの先生なんだよ？　フィルのことも心配してたし、そんな人が」

「相変わらずお人好しがすぎますわね。画家本人ならいざ知らず、しょせんこの老人は絵に宿った残ざん留りゆう思し念ねん。二度と開かれることのない村祭の会場で、戻もどらない過去を延えん々えんと切望するだけの、質たちの悪い自じ縛ばく霊れいなのですわよ。混こん同どうしてどうするのです」

　懇こん願がんするように見上げるイタチさんに振ふり向むくことなく、稲葉先生は冷れい徹てつな視し線せんをリーバードさんへと向け続ける。そのまま、息の詰つまるような沈ちん黙もくの時間が数秒が──体感的には数十分が──経けい過かした。

「要するに、あの爺じいさんがボスってこと？　渋しぶくてダンディなのにもったいないなー」

「うう……。わん、わんわん」

「え？　あのねライカ。フルートもないんだから合体はできないよ。とりあえず待て」

「そうだね。とりあえず、もう少し様子を見ようよ、時間制せい限げんもないんだからさ」

　そして、ひそひそ声でのやりとりが耳に届とどく中、黒いコートの老人は沈ちん黙もくしていたが──ふいに溜ため息いきを吐ついたかと思うと、ローブの妖よう狐こを見返した。

「──ご名答。いやはや、大した娘さんだ。どうやって気付いたのかね？」

　まるで悪戯いたずらに失敗した子供のように微笑ほほえみながら、リーバードさんは悪びれることなく自白した。そんな、と絶ぜつ句くする僕とイタチさんの前で、稲葉先生は呆あきれるように鼻を鳴らした。

「自分の世界に引きずり込んだ相手を、事じ故こに見せかけてなし崩くずしに定てい住じゆうさせる。妖狐のみならず、世界中の妖怪妖よう精せいも多用する、あまりに使い古された手口です。経ふみ島しまがいれば一秒で看かん破ぱし、二秒で類例を挙あげていたことでしょう」

「ふむ。これは手て厳きびしい」

　呆あきれた声で説明する稲葉先生の前で、リーバードさんは困こまった顔をして見せたが、すぐに「だがね、娘さん」と挑ちよう発はつ的てきな視し線せんを返した。

「ならば君は──この世界から出る方法を知っていると言うのかね？」

「あいにくそこまでの知ち識しきはありませんが、知らなければ聞けばいいこと」

「大した自信だ。この世界そのものである私に勝てるとでも？」

「無む論ろん。残留思念は殺したところで死にませんが、痛いたみは感じるはずでしょう？」

　クククと笑うリーバードさんに対し、稲葉先生の結ゆい上あげていた髪かみがばさりと踊おどった。金色の妖よう気きが立ち上り、紅あかい瞳ひとみが輝かがやきを増ましていく。さあどうしよう。止めるべきだとは思うんだけど、リーバードさんは完全に開き直ってるし、稲いな葉ば先生の言い分もわかる。だけど力ずくっってのはやっぱり──。

　と、困こん惑わくに煮に詰つまった僕が、イタチさんに意見を求めようとした、その時だ。

「待って！」

　凜りんと通った声が、荒あれた大地に響ひびき渡わたった。

　呆あつ気けにとられる一同の視し線せんの先に立つのは、優ゆう雅がなドレス姿すがたの栗くり色いろの髪かみの少女だった。ちょっと待ってよ、と繰くり返かえしながら、イタチさんは、稲葉先生とリーバードさんの間に割って入ると、二人を見比べながら口を開いた。

「待ってよ、二人とも。戦う必要なんてないはずだよ？　キツネは外に出たいんだよね、それはあたしだって同じだよ。だけど、リーバードはあたしたちをどうにかしようって言ってるわけじゃないんだから……」

「ならばどうしろと？　私、ここに根を張はるのは御ご免めんですわよ」

「だから、それを考えようって言ってるんだよ！　ちょっと食くい違ちがっただけで、すぐ攻こう撃げきするなんて、おかしいよ！」

　お前は馬鹿かと言いたげに眉まゆをひそめる稲葉先生に、イタチさんはまっすぐ反はん論ろんした。口を挟はさめず黙だまりこくったままの僕や滝たき沢ざわさんに見つめられながら、強く優やさしい妖よう怪かい少女は、ぽかんと目を見開いていた老画家へと振ふり返かえり、おずおずと口を開いた。

「あ、あのね、リーバード。たとえば、だけど──」




　　　　＊＊＊




「えーと……これで準じゆん備びは終わったのかな？　赫あか音ね、もう大だい丈じよう夫ぶ？」

　あたりをぐるりと見み渡わたした後、イタチさんは荒こう野やの一いつ角かくに陣じん取どった奇き妙みような一団へと呼よびかけた。その問いかけに、フルートを手にした男だん装そう少女は、トロンボーンを構かまえた鳥型の怪かい人じんと顔を見合わせ、うなずき合った。その背はい後ごでは、どこからどうやって持ってきたのかと思わずにいられないピアノの前で、ローブ姿の女性が「いつでもどうぞ」と呆あきれた声を発する。ふわふわ浮うかぶ犬いぬ神がみだけは例外的に楽しそうだ。その様子を確かく認にんし、シャッと高い声を発したのは、何も持たずにコキコキと体を捻ひねっていた鱗りんさんである。

「へー。他の絵からかっぱらってきた楽器もちゃんと使えるんだ。よーし、そんじゃぼちぼち始めてくれたまえ、バンドマンの皆みなさん！」

「なんで鱗さんが仕切るんだよ。それで伊達だてさん、曲は何がいい？」

「うーん、あたし音楽詳くわしくないから……。赫音たちに任まかせちゃ駄だ目めかな」

　ごめんね、と困こまったような笑みを浮かべるイタチさん。それを受けた滝沢さんは、「了りよう解かい」と笑い返すと、統とう一いつ感かんのない服ふく装そうのメンバーを呼び集めた。さすがクラス委員長、仕切るのには慣なれているようだ。

「というわけで、演えん奏そうすることになったんですが……」

「ええい、なぜ私たちがこんなことを。レクイエムかお経きようでも弾ひいてやりましょうか」

「わんわんわんわん」

「ライカの言うとおりです、先生。奈な良ら山やま、得意な曲ってある？」

「古いのならだいたいわかるよ。先生は？」

「九きゆう尾びの狐きつねは才さい色しよく兼けん備び。弾けない曲などありません」

「へえ。さすが大だい妖よう怪かいですね」

「当然ですわよ。しかし是ぜ害がい坊ぼう、貴方あなた、嘴くちばしでどうやってトロンボーンを吹く気です？」

「天てん狗ぐですから大だい丈じよう夫ぶ。管楽器って風で扱あつかう道具でしょう？　で、演奏する曲だけどさ……」

　それぞれの楽器に手をかけたまま、バンドマンの皆みなさんが声を交わす。その様子を頼たのもしそうに見つめていたイタチさんは、ふと隣となりに佇たたずむ老人へと向き直った。

「あのね、リーバード。あたし、ダンスなんかやったことないから、うまく踊おどれないだろうし、それに背せも低いから……。もし、がっかりさせたら、ごめんね」

　そう言うと、イタチさんはどこか申もうし訳わけなさそうな笑みを浮うかべた。黙だまり込こんだままの老画家を見つめたまま、ドレス姿すがたの妖怪少女は再ふたたび周囲を見み渡わたした。

「村の人がみんなで踊ったカーニバルに比べると、すごく寂さびしい人数だけど……そこは許ゆるしてくれると嬉うれしいな。それと──外に出る方法を教えるって約束してくれて、ありがと」

　ほっと嬉しそうに微笑ほほえむと、イタチさんはリーバードさんの手を自然と取った。長身の画家は何も答えないまま固まっていたが、やがて「君は──」と口を開いた。

「いや、君たちは──その──どうして、ここまでしてくれるのだね……？　私は、君たちをからかって陥おとしいれようとした妖怪なのだよ？　妖よう狐この娘さんのように怒いかりを覚えるのが当然だろう。なのに君は、わざわざ私の願いを叶かなえ──」

「戦わずに済すむなら、それが一番いいからね」

　問いつめるようなリーバードさんの言葉を、イタチさんのきっぱりとした声が遮さえぎった。絶ぜつ句くするコートの老人を見つめ、頭二つほど背の低いドレスの少女は再び明るく笑いかける。その力強く温かい横顔に、役立たず組の鱗りんさんと僕は二人揃そろって見入っていた。

「かーっ、相も変わらずクズリはいい子だねえ」

「ですよね！　ああ、僕も何か楽器が弾けたら手伝えたのに……」

「できないもんは仕方ない。もっとも、アタシは黙だまって観かん客きやくやってるつもりもないけどさ」

　ニッと笑ったかと思うと、鱗さんはひょいと長身を踊らせ、イタチさんたちの隣に着地した。そのまま二人の間に割り込んだ蛇へび女によう房ぼうは、リーバードさんの手をひょいっと握にぎって老画家の顔を見つめると、それはもう嬉しげににやついた。

「んー、近くで見るとやっぱ渋しぶくてダンディーね。こいつは見み逃のがす手はないわね、へっへっへ。というわけでクズリ！　爺じいさんと踊おどる役はこのアタシが引き受けた！」

「えっ？　あ、あの……鱗りん？」

　いきなりすぎる宣せん言げんに、イタチさんの目がきょとんと大きく見開かれた。その気持ちはよくわかる。だが鱗さんは全く悪びれることなく、リーバードさんの手を支点にぐるりと体を回転させながら、シャッと軽やかな声を響ひびかせた。

「だってアタシのほうが背せ丈たけの釣つり合あいも取れるしー。ねー、爺さん？」

「何？　それは──いや、しかしだね」

「嬉うれしいなら素す直なおにそう言いなさい。そんでクズリは……そうさね、せっかくのカーニバルの再さい現げんなのに、踊るのが一組だけってのも芸がないし。アレと適てき当とうに踊ってなよ」

　そう言って鱗さんが伸のばした指先は、まっすぐ僕へと向けられていて──って。

「「え」」

　僕とイタチさんの驚おどろく声は、見事に重なって荒こう野やに響いた。同時に、イタチさんの顔がなぜかカアッと赤くなったが、それはたぶん僕も同じ有あり様さまだった。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ鱗さん！」

「何よ元もと旦だん那な。もしや相手役に不満でも？」

「へ？　そんなことはなさすぎるくらいに全くもってありませんが。イタチさん好きですし」

「だったら黙だまってなさい。賑にぎやかし役なんだから適当に回ってりゃいいの」

「適当って言いますけどね！　僕、ダンスなんかしたことないんですよ？　だいたい、どんな曲かもわかんないのに」

「それはアタシも同じだっての。てか元旦那、クズリの引き込まれた絵の世界で、ダンサー山ほど見てきたでしょーが。絵え描かきだったら動きのパターン覚えてるでしょ」

「それはその、一いち応おうは──。待った！　で、ですけど！」

　うっかり納なつ得とくしそうになったものの、問題はそこだけではないのだ。赤い顔で反はん論ろんしつつ、僕はドレス姿すがたの少女へ横目を向けた。いきなり僕の相手役を押おしつけられたイタチさんは、黙り込んだまま延えん々えんと呼こ吸きゆうを整えている。どうしちゃったんだろうか？

「──ほら、イタチさんもこんな調子ですし……！」

　誰だれと目を合わせることも口を利きくこともないまま、すーはーすーはーと胸むねを上下させるイタチさん。唐とう突とつに挙きよ動どう不ふ審しんになってしまったその姿を眺ながめつつ、僕は鱗さんに訴うつたえた。

　だがしかし、極めて自分勝手な蛇へび女によう房ぼうは、僕の懇こん願がんをニッと笑って受け流すと、滝たき沢ざわさんたちへと呼よびかけやがったのであった。

「へーいバンドマン、もういいかーい？　そろそろ始めてくんないかしらー？」

「オッケー。それじゃみんな、打ち合わせ通りに」

　応おうじたのは奈な良ら山やまだった。間かん髪はつ入いれず「せーの」と声が響き、そして四つの楽器が揃そろってメロディーを紡つむぎ出だす。なだめるような穏おだやかな旋せん律りつが荒こう野やに静かに染しみ入いる中、鱗さんはリーバードさんの手を引いて、優ゆう雅がなステップを踏ふみ始はじめた。

　一方、みっともなくも固まっていた僕とイタチさんだったが──曲調が耳に流れ込むにつれ、どちらからともなく顔を見合わせた。

「この曲……！　これ、知ってるよね、真しん一いち」

「え？　あ──うん！　滝たき沢ざわさんが、ライカと一いつ緒しよに戦う時に吹いてる曲か！」
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　いつの間にか聞きき慣なれていた調べに、僕は強くうなずいた。同時に、目の前で強こわ張ばっていた細身の体たい軀くが、ふっと和やわらいだのがわかった。

　ドレス姿の妖よう怪かい少女の顔にはにかんだような笑みが浮うかび、細くて白くて可愛かわいい手が、僕に向かって差さし伸のべられる。その夢のような光景に、僕は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、

「白しら塚つか。女の子を待たせちゃ駄だ目めだよ」

　奈良山のその声に背せ中なかを押おされるように、自然に、イタチさんの手を取っていた。

　タイミングを計る必要は、全くなかった。何度も何度も聞いたリズムにあわせ、二人の体が自然と揃そろって動き出す。

　イタチさんを見つけた、あの舞ぶ踏とう会かい会場。そこで見たステップを思い出しながら、繫つないだ手を支点にして近づいたり離はなれたり、立ち止まったり回ったり。そんなことをしているうちに、いつしか緊きん張ちようは抜ぬけ落おちていた。

「おー、やるじゃん、クズリに元もと旦だん那な！　爺じいさん、こっちもペース上げてくわよ！」

「良かろう、お嬢さん。振ふり落おとされないようにしてくれたまえよ？」

「かー、言うねえ！　そういうタイプは嫌きらいじゃないぜ？」

　ノリのいい声がすぐそばで響ひびき、鱗りんさんが髪かみを躍おどらせながら優ゆう雅がに舞まった。さすが新しん体たい操そう部ぶにスカウトされる人材、大したもんである。おお、と見とれた後、再ふたたびイタチさんへと視し線せんを戻もどせば──恥はずかしげで嬉うれしげな最上級の笑顔の中に、ポツンと小さな涙なみだが浮うかんでいた。

「え、イタチさん？　ど、どうしたの？」

　ぐっと抱だき寄よせながら切せつ羽ぱ詰つまった声で慌あわてて尋たずねる。

　と、イタチさんは赤くなった目で僕を見み据すえて小さく微笑ほほえみ、

「……叶かなっちゃったな、って」

　僕にだけ聞こえるようなか細い声で、そう告げたのだった。
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「ふわ？」

　瞬しゆん時じに、体が覚かく醒せいした。

　眠ねむりに落ちかけていたところを叩たたき起おこされたような違い和わ感かんを覚えながら、僕はあたりを見み渡わたした。右は美術館の通路、左も美術館の通路──と、学生服の男。そしてまっすぐ前を見れば、ダイナミックなタッチで野生馬を描かいた木もく炭たん画がが、額がくに入って掲かかげられていた。

「そうか。やっと出られたんだ！」

　現げん状じようを把は握あくするのと同時に、自然と口が動いていた。と、突とつ拍ぴよう子しもないその声に、すぐ隣となりで絵を眺ながめていた男がびくっと反はん応のうした。

「な、なんですか、いきなり！」

「へ？　──ああ、フィルか」

「そうですけど。どうしたんです、ぼーっと絵を見てたと思ったら、急に叫さけんだりして」

　不ふ審しんそうな視し線せんが僕を見据える。まあ、気味悪がるのも無理はないけどな。僕はフィルに同どう情じようしながら謝あやまると、「ちなみにさ」と問いかけた。

「僕、この絵の前で、どれくらい呆ほうけてた？」

「はい？　いや……十秒もなかったと思いますけど」

　なんでそんなこと聞いてるんだと訝いぶかりつつも、フィルは律りち儀ぎに腕うで時計を見せてくれた。確たしかに、この絵を見始めた時から、ほとんど時間は経たっていない。どうやら、絵の中でどれだけ時間が経けい過かしようと、現実的には数秒しか過ぎていないって仕組みらしいな。そう納なつ得とくしながら、僕はがらんとした通路を歩き出した。

　──ちなみに、リーバードさんが教えてくれた脱だつ出しゆつ方法は、予想外に簡かん単たんなものだった。

　絵の全景、つまり額に収まる範はん囲いを見渡せる位置に体を置き、あとは「美術館で絵を見ている自分」を意い識しきするだけ。要するに、自分はこの世界にいるんじゃなくて絵を見てるだけなんだよ、と自覚しさえすれば良かったというわけ。

「ずーっと枠わくの外に出ることばっかり考えてたからなー。左右じゃなくて、手前に動けば良かったのか。盲もう点てんと言うか、言われてみれば納なつ得とくと言うか……」

「白しら塚つか先輩？　いつにも増まして独ひとり言ごとが多いんですけど、何かあったんですか？」

「へっ？　いやまあ、何かあったと言えばあったけど」

　まさかニコ先生の先生に会ってきたとも言えず、僕はごにょごにょと言葉を濁にごした。

　しかし僕は普ふ段だんからそんなに一人で喋しやべってましたか。気を付けないとな、と自じ戒かいしながら通路を歩いているうちに、見覚えのある光景が目に入り、自然と足が止まった。

「あ。この絵……」

「ああ、『故ふる郷さと』ですか。姉さんの師し匠しようの絵ですよね。物悲しすぎて、俺はちょっと苦手なんですけど──って、これ、姉さんには言わないでくださいね？」

「え？　ああ──うん」

　フィルの言葉に生返事で応おうじつつ、僕は、荒こう野やの片かた隅すみに佇たたずむ老人を見つめ続けていた。

　ついさっきの別れの場面が──そして、みんなが元の世界へと去った後、最後に残った僕を呼よび止とめた老画家の顔が、ふっと脳のう裏りに甦よみがえる。

『ニコとフィルバートをよろしく頼たのむよ、若者』

　自じ嘲ちようとともに送られたその言葉を思い出す。あの時は「はい」とうなずいてしまったけど、考えてみればよろしくしてもらうのはこっちだよな──などと考えているうちに、ふと、心がずいぶん軽くなっているのに気がつき、僕は思わず苦笑した。

　うん。当初の予定とはだいぶ違ちがってしまったけど、スランプからは脱だつ出しゆつできたらしい。

「さすがニコ先生。学校に帰ったら、さっそくモデルを決めてデッサンにかからないとな……。モデルは誰だれにお願いしようかな」

　鱗りんさんなんか面おも白しろいかもな。さっき見た奔ほん放ぽうなダンスを回想しながらにやついていると、ふと、真面目まじめな声が「白塚先輩」と僕を呼んだ。何だろうと振ふり向むけば、深しん刻こくそうに僕を見つめる双そう眸ぼうと目が合った。

「先輩は──なんでいつも、そんな楽しそうなんですか」

「へ？」

　いきなり何を聞くんだ、こいつは。眉まゆをひそめて首を傾かしげた僕を前に、フィルは「前から聞こうと思ってたんです」と息を吐はくと、青い瞳ひとみで再ふたたび僕を見下ろした。

「絵のことを考えてる時も、絵を描かいてる時も、いつも嬉うれしそうじゃないですか。スランプだーって言いながらも、嬉しそうにいろいろ描いてたし。それが俺にはよくわからなくて……。仮にも勝負なんですよ？　もっと悩なやんだり苦しんだりするのが普ふ通つうでしょう」

「はい？　いやいや、絵を描くのって楽しいもんだろ。そりゃまあ、自分の下手さに泣きそうになる時はあるけどさ、何度も描かいてるうちに気に入った線が引けるようになるから、トータルだと絶ぜつ対たいに楽しいし。フィルは違ちがうの？」

　てか、そうじゃないなら、絵なんか描かないはずでは？　浮うかんだ疑問を素す直なおに口にしてみれば、僕より背せの高い後輩は、しかめ面つらのまま首を左右に振ふった。

「俺、先輩ほど楽天的じゃないですから。何をどう描けば認みとめてもらえる絵になるか、それを突つき詰つめるのに精せい一いつ杯ぱいで、楽しむ余よ裕ゆうなんかありません」

「え、そうなの？　僕はそんなの考えたこともないけどな……。描きたいものを思いっきり描いて、あとは運を天に任まかせると言うか、気に入ってもらえればいいなと願うしかないと言うか。切せつ羽ぱ詰つまってもつまらないしさ」

「それはおかしいですよ！　どうして切羽詰まらないんですか！」

「あ、はいっ！　ごめんなさい不ふ真面まじ目めで！」

　唐とう突とつに語気を荒あらげられ、反はん射しや的てきに謝あやまってしまう僕である。なんと情なさけない部長だろうか。自分で自分に呆あきれつつ、僕は怯おびえるように小声を発した。

「でもさ……どうせ描くなら楽しんで描かないとさ、もったいないし、申もうし訳わけないよ。描いてる自分にも、あと、モデルになってくれた誰だれかにも」

　か細い声での独り言が漏もれた。と、それが耳に届とどいたのか、やれやれと首を振っていたフィルが再ふたたび僕へと視し線せんを向けた。わ、聞こえていたか。何でもないよ、と慌あわてて手を振って誤ご魔ま化かしていると、通路の奥おくから聞きき慣なれた声がどやどやと響ひびいてきた。

「皆みなさん、ほんとに絵が好きなんですねえ……！　ぽーっとなってましたよお？」

「この件は他た言ごん無用ですわよ！　イタチならともかくこの私が呆ほうけた顔をしていたなど」

「何それ。どういう意味、キツネ」

　ニコ先生が嬉うれしそうにみんなを先せん導どうし、稲いな葉ば先生とイタチさんが睨にらみ合あい、呆れ顔の滝たき沢ざわさんたちがそれに続く。見慣れたその顔ぶれに、僕は思わずほっと溜ため息いきを吐ついていた。
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　ごとんごとんと静かに揺ゆれる、帰りの電車のボックス席。

　絵の中の世界で溜たまった疲つかれがここで出たのか、みんなぐっすり眠ねむり込こんでおり、それは僕の右みぎ肩かたにもたれるイタチさんも例外ではない様子。すうすうと静かに響く寝ね息いきの近さに緊きん張ちようしながら、僕は神しん妙みような声で尋たずねた。

「──ニコ先生。今、何て……？」

「ですからあ。あの人が私にしてくれたことは二つだけ、って言ったんです。基き礎その技ぎ術じゆつを教えること、そして、とにかくいろんなものを見せること。これで伸のびない奴やつは仕方ないって」

「いえ、そこはわかりましたけど──聞きたいのは、その後です」

「後……？　ああ！」

　あのことか、と言いたげに、ニコ先生は両手を合わせてぱっと笑った。その笑顔はいつもどおりに無む邪じや気きで愛らしかったけど、今は見入ってる場合じゃないぞ、白しら塚つか真しん一いち。

「弟で子しになったら、私と一いつ緒しよに世界を見に行きましょうってところですかあ？」

「はい。──その……それってつまり、弟子は学校を辞やめろ、ってことですよね」

　そう確かく認にんする僕の声は、なぜか異い様ように小さかった。それを聞き、「何を今さら」と呆あきれた声を漏もらしたのは、ニコ先生の隣となりに座っていたフィルである。

「姉さんが定住しない画家なのは先輩も知ってたはずでしょう？」

「そうよねえ？」

　いともあっさりうなずき合う二人。言葉を返せない僕の前で、ニコ先生はふと車しや窓そうに目を向けると、しみじみとした声でつぶやいた。

「リーバードが亡なくなってから、ずっと一人旅でしたから……。でも、やっぱり、旅は誰だれかと一緒のほうが絶ぜつ対たいに楽しいですからねえ」

　沈しずむ夕日に照らされながら、嬉うれしげに言葉を紡つむぐ放ほう浪ろうの画家。その隣では、フィルが静かに熱意を燃やしている。

　そして僕はと言えば、肩かたにイタチさんの温もりを感じながら、何も言えずに黙だまりこくるだけだった。

「……がんばってね、真一……」

　静かな寝ね言ごとが耳に届とどく。

　フィルとの勝負の日は、あと二週間後に迫せまっていた。
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「……って、来月だよね？　そういうのって、やっぱりお祝いしたりするの？　赫あか音ねに聞いてみたけど、男の子の場合はよくわからないって言われちゃって」

　昨日や一昨日と同様に、晴れ上がった空の下。グラウンド脇わきの小道をてこてこと歩きつつ、イタチさんが言葉を紡つむいでいる。穏おだやかで優やさしいその声を、あろうことか、僕は聞き流しながら歩いていた。視し界かいの先に見えるのは、スポーツバッグを担かついだ小さな背せ中なか。意気揚よう々ようと僕とイタチさんを先せん導どうしていく経ふみ島しま先輩は、いつも通り元気でそして強引だった。

「あー。なんか羨うらやましいなあ。経島先輩は」

「真しん一いち。あたしの話、聞いてる？」

「悩なやみなんかないんだろう──はい？」

　独ひとり言ごとを漏もらすのと同時に、耳に届とどいていた声のトーンが切り替わる。はっと立ち止まって隣となりを向けば、心配そうに僕を見つめるイタチさんの顔があった。あちゃー、またか。

「ごめん。聞こえてたけど、聞いてなかった。……何の話だった？」

　自じ戒かいを込めた溜ため息いきを吐つき、僕はしょんぼり頭を下げた。その情なさけない姿すがたを前に、イタチさんは「真一の誕生日って五月だったよね、って話」と苦笑したが、すぐに再ふたたび眉まゆをひそめた。

「それにしても……。真一、ほんとにどうしたの？　美術館から帰ってから、おかしいよ。リーバードと別れた時は、あんなにすっきりしてたのに……」

「え？　でもさ、僕は元々ふわーってなりやすいからさ」

「相変わらず噓うそが下手ね白しろの字じ」

　慌あわてて弁べん解かいする僕だったが、冷れい徹てつな声がそこにざっくり割り込んできた。

「何を誤ご魔ま化かしてるんだか。美術館行き以来、吹っ切れたようにバリバリ描かいてるフィル坊ぼうと比べりゃ、今のあんたが一人でスランプやってるのはね、誰だれが見たって一いち目もく瞭りよう然ぜん。勝負は来週だってのにさ、部長が何やってんだって話よ」

　幼おさない声せい質しつに似に合あわない迫はく力りよくが僕をぐっと押おし黙だまらせる。二つに結ゆわえた長い髪かみを、やるせなさげにふわりと揺ゆらしながら、先輩はわざとらしく溜息を吐いた。

「つーか、さ。私もイタチちゃんも、あんたとは一年近い付き合いなんだから、そんな適てき当とうな噓で誤魔化されるわけがないでしょーが。ねえ、イタチちゃん？」

「うん。真一の噓って、すぐわかるしね」

「ねー？　もっとも、その点にかけては、イタチちゃんもどっこいどっこいなんだけど……。ほんと、似にたもの夫婦というかペットが飼かい主ぬしに似てくるというか」

「ふうふ……？　あっ、あのね御み崎さき！　そういう冗じよう談だんは──」

「まあまあ娘さん。そないに怒おこらんでもよろしがな」

　イタチさんが赤い顔で反はん論ろんすれば、経島先輩はヘラヘラ笑って受け流す。親しげなそのやりとりを前にしながら、僕は沈ちん黙もくを続けることしかできなかった。

　──ニコ先生の弟で子しになったら、学校を辞やめることになるんです。そして僕は、先生の弟子にはなりたいけれど、それと同じくらいに……いや、もしかしたらそれ以上に、この毎日を続けたいんです。と言うかイタチさんと離はなれたくないんです。さて、どうしたもんでしょうか？

　何度目かわからない自問を頭の中で繰くり返かえす。もちろん答は出やしない。

　そもそも自分がどうしたいんだかわかんないんだから、答なんか出しようがないのである。で、こんなふうに迷まよった時は、誰だれかに相談するのがいいんだろうけど──。

「さすがにこれは自分で決めるべきだよなあ」

　独ひとり言ごととともに溜ため息いきを吐つき、ニコ先生の声を思い出す。

『鯨くじらのジャンプを生で見たことありますかあ？　見み渡わたす限かぎりの大森林とか、ばきばき崩くずれる氷河とかは？　世界はほんとに凄すごいですよお、綺き麗れいなものが一いつ杯ぱいなんですから。一いつ緒しよに見て、一緒に描かけたら……もう、最高ですよねえ。頑がん張ばってください、シンイチ』

　そう語った先生の笑顔は、本当に嬉うれしそうで楽しそうだったし──そして、その誘さそいはどうしようもなく魅み力りよく的てきだった。今すぐ来いと言われたら「喜んで！」と叫さけんで土ど下げ座ざしかねない自分を、僕ははっきり自覚している。だがしかし。

「……というわけで、今回の案件ヤマはそんな危き険けんな香かおりもしないし、白しろの字じには気分転てん換かんがてら付き合ってもらえりゃいいかなってね。他には、夜の校舎で犬の声を聞いたの巻まきもあったんだけど、それはたぶん彼ひ岸がんに敏びん感かんな新入生が犬いぬ神がみを見ただけだと思われるので──って。この兵ひよう六ろく玉だま、言われた尻しりから放心してやがる。おいこら話を聞け！」

「学校を辞やめるってのはさすがになあ……は、はいっ？」

　経ふみ島しま先輩の呆あきれた声が耳を突ついた。終わる気配のない熟じゆつ考こうを無理矢理中ちゆう断だんし、僕は慌あわてて姿し勢せいを正した。まあ、一人でぐじぐじ悩なやんでても仕方ないよな。とりあえずは目先の妖よう怪かい対たい処しよに頑がん張ばろう、そのうち何か見えてくるかもしれないし。あからさまに現実逃とう避ひっぽい励はげましを自分で自分に送る僕を見つめ、イタチさんは不安げに小さく首を傾かしげていた。




　　　　＊＊＊




「県立宇宙開発事業団へようこそ、美術部の諸しよ君くん。部長兼けん設せつ計けい担たん当とう、三年のゴダードだ」

「おなじく三年、組み立て担当のオーベルトよ。副部長やってる」

「そして計算係と雑用係のフォン・ブラウンでございます。俺だけ二年」

「……はあ、初めまして。美術部の白しら塚つかです」

「ご存ぞん知じ経島御み崎さきです。よっほー、久しぶりね、ゴダード」

「あ、御崎は知り合いなんだ。あたし、伊達だてクズリ。イタチでもいいよ」

　部室長屋のプレハブの一つ、火薬の匂においの染しみついた「県立宇宙開発事業団」ことキットロケット研究会の部室にて。自じ己こ紹しよう介かいを交わしながら、僕は物もの珍めずらしげに部へ屋やの中を見み渡わたしていた。床ゆかの上には金きん属ぞく製せいの円えん筒とうやプラスチックの板がごろごろ転がり、機械の部品やコードが散らばっている。壁かべを占せん領りようした棚たなにはロケットや宇宙服の精せい巧こうな模も型けいが並ならび、使い込んだホワイトボードには謎なぞの数式がびっしり書き記されていた。まるで発明家の秘ひ密みつ基き地ちみたいな空間だなーと見入っていると、ふとイタチさんが怪け訝げんそうにつぶやいた。

「……なんだか、変わった名前の人が多いクラブなんだね」

「ん？　ああ、こりゃロケットネームだ」

　戸と惑まどう顔が面おも白しろかったのか、経ふみ島しま先輩と言葉を交わしていたゴダードさんが笑う。

　いやしかしそう言われても何のことやら。イタチさんと顔を見合わせていると、着古した白はく衣いと無ぶ精しようヒゲの似に合あう三年生は「部活で使う徒あだ名なだよ」と言い足した。

「宇宙開発に貢こう献けんした先人に敬けい意いを表し、部活中はその名前で呼よび合あうってわけだ。初代部長のツィオルコフスキー先輩が定さだめた、我が部の伝でん統とうなんだなあ、うんうん」

　うむうむとうなずくゴダード部長。それを聞き、汚よごれたツナギにサイドポニーの紅こう一点、オーベルト副部長と、「Ｖ２」と書かれたＴシャツ姿すがたのフォン・ブラウンは、あっさり首を縦たてに振ふった。なるほど、そういう伝統なら仕方ない。

「……って、去年できたばっかりのクラブに伝統も何もないと思うんですが」

「白しろの字じ、失礼なことを言うんじゃありません。何であれ、最初は誰だれかが作るものよ」

　なぜか経島先輩に怒おこられてしまったので、すみませんと頭を下げておく。と、興きよう味み深ぶかげに部室を見み渡わたしていたイタチさんが、首を傾かしげてつぶやいた。

「この部って、三人だけなの？　四人以上いないと駄だ目めなんじゃなかったっけ？」

「いや、まだ他にもいるぞ。なあオーベルト、アームストロングは今日はアレか？」

「うん、ジムの日よ」

「はい？　ジムってスポーツジムですか？　ここってロケット飛ばす部活ですよね？」

　スルーしようかと思ったが我が慢まんできずに尋たずねてしまった。と、その質問に、県立宇宙開発事業団ことキットロケット研究会（もうめんどくさいからロケ研でいいや）の皆みなさんは顔を見合わせると、嬉うれしげに口を開いた。

「確たしかに、表向きはキットロケット同好会だ。ちゃんと公式規格レギユレーシヨンは守ってるし、今年になってからは爆ばく発はつ事じ故こも起こしてない。だがな、それはあくまで一つの顔だ」

「天文部みたいなこともしてますし、ロケットの模型とか宇宙服のレプリカも作ります」

「要するに、宇宙が好きなら誰が来たっていいのよ。ちなみにアームストロングは宇宙飛行士志望でね、高こう齢れい化かの進む業ぎよう界かいに一石を投じてやるんだって日夜体を鍛きたえてるわけ」

「さいですか。……つーか宇宙飛行士って単語を放課後に聞くとは思いませんでした」

「へえ、そんな人もいるんだ」

　呆あきれていいんだか感心していいんだかわかんないまま困こん惑わくする僕の隣となりで、イタチさんが驚おどろきの声を漏もらす。その反はん応のうを満足げに眺め、ツナギの似合う副部長は腕うでを組んで言い足した。

「それにね、こないだ新入部員も入ったのよ？　クールで真面目まじめな女の子でね、ロケットネームはユーリ。まだ一年とは言え、手先が器用で頭も回る、我が部期待の新人なのよ」

　新人が入ったのがよほど嬉うれしいのだろう、ニヤニヤ笑いを嚙かみ殺ころしているのが丸見えだ。その気持ちは、同じ弱小サークルとして痛いたいほどわかったので、僕は素す直なおに「おめでとうございます」と微笑ほほえんだ。




「要するに、この春以来、打ち上げたロケットが空中で消えちゃうってこと？」

　ひとしきり説明を聞き終えた後、経ふみ島しま先輩は作業台に腰こし掛かけたまま問いかけた。その手元にあるのは、流線型の円えん筒とう──つまり、作りかけのロケットだ。大きさは三十センチほど。金きん属ぞく製せいの本体からプラスチックの羽根が四枚突つき出でており、お尻しりの部分から中を覗のぞけば、ぐるりと並ならんだ鉛筆ほどの太さの火か薬やく筒とう（これがエンジンらしい）や、ごちゃごちゃと接せつ続ぞくされた機械やコードが見える。単たん純じゆんな花火みたいなものかと思っていたが、けっこう精せい巧こうにできてるんだな。イタチさんと二人で感心していると、経島先輩に尋たずねられたフォン・ブラウンは「違ちがいます」と首を横に振ふった。

「ちゃんと落下してくるんですから、消えるわけじゃないのでございますよ、ええ。ただ、滞たい空くう時間がどう考えても長すぎるんです。三十分近くもの間、空中の一点で静止するんですから。これはもう気流に捕つかまったとか風に流されたとか、そういうレベルじゃございません」

「ふわふわしてるのは視し認にんできるんだが、その理由はさっぱりだ。春休み前までは、こんなことは起きなかったんだがな。で、どうしようもねえから、この手の事件については地味に実績豊富……と噂うわさの美術部に頼たのんだわけだ。なあ？」

「非科学路線に頼たよるのは、科学の徒としてちょっと癪しやくではあるけどさ」

　ゴダード部長の呼よびかけに、オーベルト副部長は腕うで組ぐみしながら苦笑した。なるほど。理系サークルとしては、怪かい事件イコール妖よう怪かいの仕し業わざとは認みとめづらいらしい。それを聞いた経島先輩は「大変ねえ」とにやつくと、作業台から飛とび降おりてホワイトボードの前へ進んだ。

「ふーむ。単純に計算式間ま違ちがってたってオチじゃないわよね？」

「そういう問題じゃないと思うんだけど。空中で静止しちゃうわけだし」

「なるへそ。でも念のために──と。ゴダード、ちょっと電卓貸してくれる？」

「いいけど、壊こわすんじゃねえぞ？　あ、こいつが前回の実験の時のデータな」

「サンキュー。機体質量はこれか。全力積トータルインパルスは──二コンマ三ね、おけおけ」

　悪筆で書き付けられた数式の並ならぶホワイトボードの前にて、三人のロケ研メンバーと経島先輩が、何やら難むずかしげな言葉を交わし始めた。ルートなんて記号を数学の授業以外で使ってる人は初めて見たなあ。そんな吞のん気きな感想を思おもい浮うかべながら議論の行方を静観していると、同じく傍ぼう観かん者しやに徹てつしていたイタチさんが「なんだか凄すごいな」とつぶやいた。

「あたし、よくわかんないけど……。意外としっかりしたクラブなんだね、ここ」

「何の話してるか、聞いててもさっぱりわかんないもんなあ。あと、普ふ通つうに加わってる経島先輩も凄すごい」

　妖よう怪かいマニアの美術部員とは思えない馴な染じみっぷりである。僕は改めて先輩の底知れなさに戦せん慄りつし、そして同時に安心していた。

　どうやら、今回の事件は、打ち上げたロケットがなかなか落ちてこないというものらしい。例によってどんな妖怪が絡からんでるのかは見当も付かないし、そもそも妖怪関連なのかどうかも怪あやしいけれど──少なくとも、ですよ？

「危き険けんな目にはあわなくて済すみそうだな。あー、助かった」

「だよね。誰だれかが襲おそわれた、とかじゃなくて良かった」

　しみじみと安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた僕を見て、嬉うれしげに微笑ほほえむ妖怪少女。しかし、その笑顔に見み惚とれる間もなく、イタチさんはふと眉まゆを寄せてつぶやいた。

「でも、ほんとに妖怪の仕し業わざだとして……空の上のことなんて、調べようがないよね」

「確たしかに。イタチさんも僕も先輩も飛べないし。できるのは奈な良ら山やまくらいだけど」

「善よし人ひとは、たぶん断ことわるよ」

　僕の言葉を先読みし、イタチさんが苦笑した。どうやら同じことを考えたらしい。そのことにちょっと喜びを感じつつ、僕は「だよなあ」とうなずいた。人の良さそうな顔の割に、気が向かない依い頼らいはばっさり断るからな。知り合いが絡んでいない場合は特に。

　飄ひよう々ひようとした友人の顔を思い出しつつ、僕は再ふたたびホワイトボード前へと目を向けた。三人のロケットマンと経ふみ島しま先輩の熱い議論は、未だに続行中だ。

「──要するに、ゴダード。高度二百メートルで何が起きてるかを知りたいのね？」

「ああ。だがカメラ積んでも視し界かいが狭せまくて大したデータは得られねえし」

「各種センサー乗っけると、あっという間に過積載オーバーロード」

「そもそもそんな機械なんか持ってないですしね。うち、貧びん乏ぼうでございますから」

「いずこも同じ秋の夕ゆう暮ぐれ──か。まず必要なのは、軽くて優ゆう秀しゆうな記き録ろく装そう置ちってわけね」

「そういうこったが……。経島、何か考えでも？」

「まーね。ちなみゴダード、ペイロードの上じよう限げんは？」

「使うエンジンにもよるけど、そうだな。だいたい、こんなとこか」

　白はく衣いの似に合あうゴダード部長が電卓で数すう値ちを示せば、経島先輩は「ふむふむふむふむそうかなるほど」と顎あごに手を当てて何やら考え始める。やっぱり今回は、イタチさんにも僕にも出番はなさそうだ。

　良かった良かったと安心していると、ふと控ひかえめなノックの音が響ひびいた。ロケ研のお客さんかな、と振ふり向むいた先で、おずおずとドアを開いて現れたのは、意外にも見み慣なれた顔だった。

「し……失礼しまーす……」

「え？　フィル？」

　イーゼル片かた手てに佇たたずむ男子生徒を前に、イタチさんが目を丸くした。驚おどろいたのは僕も同じ。ロケ研の皆みなさんと経ふみ島しま先輩はこちらに気付いた様子もない。と、美術部唯ゆい一いつの一年生は学生服のポケットから折おり畳たたんだ紙を取り出すと、僕に向かって差し出した。

「顧こ問もんの寺てら林ばやし先生から、部長宛あての書類を預あずかってきたんですけど……。渡わたすの忘わすれてて、締しめ切きりが明日だそうです。で、奈な良ら山やま先輩に聞いたら、今日はここに来てるって言ったから」

「それでわざわざ？　ありがとう」

　部室の外に立つフィルから書類を受け取り、僕は小さく頭を下げた。かくして用事を済すませたフィルは、さっそく絵を描かきに行く──かと思いきや、訝いぶかるように眉まゆを寄せて僕を見た。

「あの……白しら塚つか先輩？　俺が言うのもなんですけど、何やってるんですか？　俺との勝負の日まで、もうそんなにないんですよ？」

「へ？　いやまあ、それはわかってるけど……何をやってるのかと言われると……」

　気分転てん換かんを兼かねた妖よう怪かい対たい処しよのお仕事です、と言うわけにもいかず。もごもごと言葉を濁にごした後、僕は頭を搔かきながら苦笑した。

「モデル探さがしみたいなもんかな。ほら、好きなことやってる人って、楽しそうで、すごく絵になるし、そういう人を見るにはサークルとかクラブを回るのが一番だから」

「好きなこと……？」

「うん。フィルが絵を描いてるのだって、そうだろ？」

　そもそも放課後ってそういう時間だし。そう思って軽い気持ちで尋たずねてみれば、フィルはなぜか黙だまり込こんでしまった。あれ、なんでそこで悩なやむんだ？　思わず首を捻ひねっていると、フィルは静かに僕らに背せを向け「書類は渡しましたから」とだけ言い残して立ち去ってしまった。

「何だありゃ？」

「うーん、どうしたんだろうね」

　顔を見合わせ首を傾かしげる僕とイタチさん。と、その時、頭の上で犬の声が響ひびいた。今度は何だ？　不意を衝つかれ、思わずびくっと体が震ふるえる。と、イタチさんはきょとんと目を丸くして顔を上げ、「どうしたの？」とつぶやいた。僕も一歩遅おくれて見上げれば、忙せわしげに何かを訴うつたえる、半はん透とう明めいの赤い犬と目が合った。

「フィルが帰ったと思ったら、今度はライカ？　……何かあったのか？」

　おそらくこいつが見えていないであろうロケ研の皆さんの手前、犬いぬ神がみと堂どう々どうと会話するのはできれば避さけたい。というわけで心持ち小声で問いかければ、滝たき沢ざわさんちの忠ちゆう犬けんは「うー、わんわん」と短く吠ほえた。その声に、イタチさんはこくりとうなずき、さらにライカがわんわん吠える。犬神語がわかんないのでやるせなく傍ぼう観かんしていると、イタチさんは「わかった」と答え、不安げな顔を僕へと向けた。

「あのね、真しん一いち。ライカが、変な妖よう気きを嗅かぎつけたんだって。それが、この間、倉そう庫こ棟とうで感じたのと似にてるらしくて」

「倉庫棟……？　ってことは鬼おに？　いや、それか──まさか、あのレインコート？」

「そこまでははっきりわからないみたい。気になるけど、でも一人で見に行くのは怖こわいし、赫あか音ねは部活に行ってるしで、どうしようかって思ってたら──」

「ああ。近くでイタチさんの匂においがしたから呼よびに来た、と。なるほどね」

　納なつ得とく。しかし、見た目の割にずいぶん気の小さい犬である。それでも妖よう怪かいかと呆あきれた視し線せんを向けてやれば、ライカは「わふー」と唸うなってしょぼんと頭を下げてしまった。そんな犬いぬ神がみの実体のない体を、イタチさんは優やさしく撫なでると、議論中の経ふみ島しま先輩へと呼びかけた。

「御み崎さき。あたし、ちょっと行ってくるね」

「だからさオーベルト、積めないなら括くくり付つければ──って、イタチちゃん、呼んだ？　あら、そしていつの間にか滝たきやんのとこの犬神まで。どったの？」

「ライカが何か見つけたみたいなんだよ。だから」

「はい、行ってらっさい。今回はイタチちゃんの力を借りなくてもよさげだしね」

　イタチさんの言葉を聞き終えるまでもなく、あっさり許きよ可かする経島先輩。それを受け、イタチさんはふよふよと浮ふ遊ゆうしていたライカと顔を見合わせると、急ぎ足で部室から立ち去った。そして僕はと言えば、ここにいてもやることはなさそうだし、何よりイタチさんと一いつ緒しよのほうが楽しいし……というわけで、イタチさんの後を追おうとしたのだけれど。

「じゃあ先輩、僕もちょっと」

「駄だ目めー。白しろの字じは残んなさいね」

　口を開くのと同時に、光速で制止されてしまった。あれ？

　きょとんとした顔で振ふり向むいた僕の視線の先で、経島先輩は腕うでを組んで「いい鳩はと鉄でつ砲ぽうっツラね」と笑った。だから先輩、慣かん用よう句くを略りやくすのやめましょうよ。意味わかんなくなりますから。そう内心でつっこみつつ、僕は首を捻ひねりながら口を開いた。

「なんでですか？　絵に描かいてどうこうって話じゃなさそうだし、妖怪好きする体たい質しつが高度二百メートルまで届とどくとはとても思えませんし。となると、僕なんかにできることなんて」

「シャラップ！」

　経島先輩の鋭するどい語気が、僕の弱気な言葉を遮さえぎった。外見と反はん比ぴ例れいした中身の持ち主である少女は「イエス、東とう洲しゆう斎さいシャラップ」とよくわかんない言葉を繰くり返かえすと、押おし黙だまってしまった僕へと歩み寄ってきた。

「……あのね、白の字。いい機会だから言っとくけどさ」

「な、何でしょうか」

　眼鏡越しの大きな瞳ひとみが、三十センチの距きよ離りからまっすぐ僕を見上げる。幼おさない顔立ちに似合わない威い圧あつ感かんで僕をびくりと怯おびえさせると、先輩は「確たしかにあんたは」と口を開いた。

「視し野や狭きよう窄さくだし空気読まないし、思ったまんまに行動する脊せき髄ずい反はん射しや人間よ。顔は地味だし、運動神しん経けいも大したことなく、かと言って成績優ゆう秀しゆうってわけでもない。でしょ？」

「それはそうですが……。しかし、なんでいきなり欠点を羅ら列れつされにゃならんのです」

　なんか悪いことしましたか、僕。おどおどと情なさけなく尋たずねれば、先輩はふいにニッと親しげに笑い、「続きがあんのよ」と人差し指をまっすぐ僕へ突つきつけた。

「だけどね。あんた、自分が思ってるほど駄だ目め人間じゃないんだから、ほいほい『僕なんか』とか言うんじゃありません。たとえば、実体のない妖よう怪かいの形を直感で把は握あくして描かくだなんて常じよう人じんにはまず不ふ可か能のうだし、分わけ隔へだてなくお人好しな性せい格かくも──まあ、損そん得とくで言やあ明らかに損だけど──私はね、好きよ」

「へっ？」

　予想外すぎる話の方向に、ふと奇き妙みような声が自然と漏もれた。もともと、人から誉ほめられることには慣なれてないのに、しかもそれがこの人からだなんて。なんか変な物でも食べたのか。

　と、言葉が返せず固まった僕を前に、改めて見れば意外と可愛かわいい顔の先輩は眉まゆをひそめた。

「何を期待してんのよ。い、言っとくけどね、そういうんじゃないんだからねっ！」

「わかってますのでご安心ください。つーか何ですか、そのあからさまな演えん技ぎは」

「こういう需じゆ要ようもあるかなーと」

　悪びれることなくニヤつくニセ幼よう女じよ。いつも通りのノリで僕を呆あきれさせて元に戻もどすと、先輩は仕切り直すように腕うでを組み、ニイッと楽しそうに微笑ほほえんだ。

「それにさ。あんた、行動力にかけては定てい評ひようがあるっしょ？　何つっても、入学早々、美術部を一人で立て直した男なんだから。江え戸ど橋ばしと新あら井いが誉めてたわよ？　あの昼ひる行あん灯どんの天てん狗ぐ様も、白しろの字じにはけっこー感かん謝しやしてるって言ってたし」

「それは光栄──って。奈な良ら山やま？　あいつ、誰だれかに感謝することなんてあるんですか？」

「そこに食い付くんかい。まあ気持ちはわからんでもないが」

　経島先輩が呆れたように首を振ふり、二つに結ゆわえた長ちよう髪はつが揺ゆれた。その向こうでは、ロケ研の皆みなさんが忙いそがしげに作業中だったが、何をしているのかまでは見えなかった。上空の妖怪の話はもういいのかな、と首を傾かしげていると、小さな握にぎり拳こぶしが僕の胸むねをこつんと叩たたいた。

「要するにね。あんたは、少なくともイザって時には役に立つ男で、それは十分大したことなんだから、もう少し自分に自信を持っても罰ばちは当たんないわよって話」

　そう言って肩かたをすくめると、先輩は再ふたたび僕を見上げて「オッケー？」と微笑んでみせた。ふっと空気を和やわらげるような、自然で落ち着いたその笑みに、僕は一いつ瞬しゆん見入っていた。小学生じみた幼おさない顔と、やけに大人びた笑顔のコントラストは、改めて見るとなんだか妙みように魅み力りよく的てきだ。

「だから白の字、あんたには──って、どした？　私の顔に何か付いてる？」

「いえ。……ただ、江戸橋さんの気持ちがちょっとわかった気がするな、と」

「遅おそいわよ。あと三年早けりゃあんたにもチャンスはあったかもね」

　残念でしたと言いたげに背せ中なかを軽く叩かれ、僕は思わず笑い返した。我が田でん引いん水すいで勝手な人ではあるけれど──うん、やっぱ先輩は先輩なんだよな。と、しみじみ納なつ得とくした、その時だ。

「待たせた経ふみ島しま！　とりあえず改造終わったぞ！」

　黒光りする五十センチほどの円えん筒とうを手に、ゴダード部長が大きな声で呼よびかけてきた。瞬しゆん間かん、親しげに微笑ほほえんでいた経ふみ島しま先輩が「待ってました！」と叫さけんだかと思うと、その顔がおなじみの悪わる巧だくみモードへと切り替わる。

　え？　何？　待ってましたってどういうこと？　急きゆう展てん開かいに付いていけずきょとんと佇たたずむ僕の前で、それはもう嬉うれしげな顔の経島先輩は、持じ参さんしたスポーツバッグをいそいそ開いた。

「時間稼かせぎ兼けん説得タイムも恙つつがなく終わり、あとは楽しいミッションの時間──と。こんなこともあろうかと持ってきておいて良かった良かった。ゴダード、安全性は大だい丈じよう夫ぶよね？」

「まあな。こんな実じつ験けんしたことねえから、多分としか言えねえが」

「てか、まだ信じられないのでございますが。……その、本当に、そんなことが？」

「おおフォン・ブラウンよ、あんたは私を信じなさい。先人曰いわく、十分に発達した科学は魔ま法ほうや妖よう術じゆつと見分けがつかないものである、よ。オーベルト、ミニ宇宙服の用意は？」

「マイコレクションを耐たい熱ねつ耐たい寒かん仕し様ようにちょちょっと改造してみたわ」

「よろしい、準じゆん備びは万ばん端たんね！　さてさて今日の舞ぶ台たいは空の上。いったい何が出るかしらー」

「あ、あのー……。もしもーし、先輩？」

　先輩とロケ研の皆みなさんが交わす会話の意味はさっぱりわからないが、一年間の経けい験けんと本ほん能のうが、危き険けんな香かおりを感知した。思わず一歩後ずさった僕の前で、経島先輩が大ぶりなバッグの中から取り出したのは、古びた木もく片へん……じゃなくて、年ねん季きの入った下げ駄ただった。

「下駄？　何だかどっかで見たような──って。ああっ！」

　啞あ然ぜんとしつつ固まる僕。まさかとは思うけど──いや、あれはどう見ても、春休みに戦った相手だよな？　多た々た羅ら木ぎ家けの蔵くらから出てきた不思議アイテムの一つ、転ばせた相手の身長を小こ判ばんに換かえ、背せ丈たけを十分の一にまで縮ちぢめてしまう不思議な下駄だ。カイオウ様の一件の後、意い思しはなくなったから、多々羅木家の蔵に再ふたたび収しゆう納のうされたはずだけど……そんなことより、先輩は何のためにあんなものを？

　全くわけがわからない。わからないけど本能がとりあえず逃にげろと言っている！　ぞくぞくと背せ中なかを駆かけ回まわり始めた悪お寒かんに促うながされ、僕は反はん射しや的てきに部室のドアに手をかけた。

「すみません！　なんか嫌いやな予感がするし絵も描かかにゃならんので僕はこれにて」

「甘い！　イザって時には役に立つ男、君の出番だ！」

「失礼しま──うわっ！」

　間かん髪はつ入いれず、絶ぜつ妙みようなコントロールで投げつけられた下駄が僕の足首に命中した。足あし払ばらいを喰くらったかのように、体の重心が崩くずされる。無ぶ様ざまに横転する僕の目に映ったのは、ぐんぐんと十倍の大きさにまで巨きよ大だい化かしていく経島先輩の、この上なく楽しそうな笑顔だった。畜ちく生しよう！
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「さて諸しよ君くん。かくして第一次有人探たん査さ計画はものの見事に失敗したわけですが、失敗要よう因いんは一体どこにあったと思われますか？」

　ホワイトボード前に陣じん取どった経ふみ島しま先輩が、作業台をぐるりと見み渡わたし問いかけた。それを受けたロケ研の皆みなさんは、黙だまって顔を見合わせていたが、やがてゴダード部長が「バランスと推すい力りよくだな」と無ぶ精しようヒゲを撫なでた。

「彼を放り込む……もとい、彼が乗り込むスペースがないからって、本体に無理矢理括くくり付つけたからなあ。反対側に重りを付けただけじゃ、重心が安定しなかったってこったろう」

「エンジンも力不足だったわね。初速度こそ良かったけど、結局、目もく標ひよう高度に達する前に減げん速そくしちゃった。延えん時じ薬やくと放出薬が多すぎたのかしら？」

「そもそも推進力が足りてないのでございますですよ。市し販はん品ひんの改造じゃあれが限げん界かいですけど」

「だな。しかし乗組員を射しや出しゆつした直後に爆ばく発はつするとは思わなかった」

　神しん妙みような顔を突き合わせ、ロケ研メンバーが議ぎ論ろんを交わす。その口調こそ深しん刻こくそうではあるものの、一様にきらきらした目を見る限かぎり、ここにいる全員（僕を除のぞく）がこの状じよう況きようを心底楽しんでいやがるのは誰だれの目にも明らかだった。実にとんでもない連中である。呆あきれつつそして恐おそれつつ、僕はおずおずと口を挟はさもうとしたのだが──その瞬しゆん間かん、経島先輩が口を開いた。

「で、どうする？　これにて一件落着としちゃう？」

「馬鹿言え。ロケットの打ち上げは失敗してなんぼだぞ」

「十分とは言えませんがデータも取れておりますし」

「改造のコツもわかってきたんだから。次は落ちないのを作るわよ」

　間かん髪はつ入いれず即そく答とうする皆さん。それを見た先輩は「そうこなくっちゃ」と満足げに微笑ほほえむと、ようやく、作業台の上に横たわってぶすぶす焦こげていた僕を見下ろし、ばっさり言った。

「とゆーわけで白しろの字じ。もういっちょ飛んでみよう！」

「もう一回なんてできるかああああああああああっ！」

　反はん射しや的てきに大声が出た。十分の一サイズとは思えない大音量をロケ研の部室に響ひびかせながら、ところどころ焼け焦げた宇宙服を纏まとい、縮ちぢんだままの僕は作業台の上に跳はね起おきた。

「無理です！　絶ぜつ対たいに無理ですからね！　いいですか、さっき死にかけたんですよ僕！」

「大おお袈げ裟さねー、白の字。パラシュートはちゃんと開いたじゃないの。即そく席せき宇宙服の耐たい熱ねつ耐たい寒かん機き能のうは十分だったし、あとは目標高度にさえ到とう達たつできれば──」

「そういう問題じゃないです！　なんでいきなり小さくされて宇宙服着せられてミサイルに括り付けられて発はつ射しやされにゃならんのですか！　なんかしましたか僕！」

「ミサイルじゃなくてロケットよ」

「空中でいきなり爆ばく発はつするのはミサイルって言うんです！」

　昔むかし懐なつかしい金きん魚ぎよ鉢ばち風ふうのヘルメットを脱ぬぎながら、僕は必死に訴うつたえた。

　ちなみにこの十分の一サイズの即そく席せき宇宙服、オーベルトさんがお手製レプリカを改造したものだ。古ふる臭くさい見た目の割に動きやすく、上空の寒気や発はつ射しや時じの衝しよう撃げきにも耐たえる優すぐれ物ものではあるけれど、それがいったい何の慰なぐさめになると言うのだろうか。

「つーかロケ研の皆みなさん！　あんたら、なんでこの状じよう況きようあっさり受け入れてるんですか！」

　経ふみ島しま先輩の説得を諦あきらめた僕は、いそいそと二号機作成に取りかかっていた連中に向き直って声をあげた。と、ゴダード部長以下の三人はきょとんと顔を見合わせた。

「この状況って何のことだ？」

「僕ですよ僕！　人が縮ちぢんでるんですよ！　普ふ通つう、もっと驚おどろくとか怖こわがるとかあるでしょう！　なのに、何のためらいもなくロケットに縛しばって打ち上げるって！」

　理系サークルとしてとか言う前に、それはもう人としてどうなんだ。上空二百メートルで爆発に巻まき込こまれ、後ろ半分が真っ黒になった宇宙服のまま、僕は叫さけんだ。だがしかし、このイカれたエンジニアたちは、それはもう無む情じようにあっさり肩かたをすくめやがったのであった。

「ちょっとは面食らったが、まあ、宇宙は謎なぞに満ちてるからな」

「地球でもそりゃいろいろ不思議なことは起きて当然でございますね」

「てか、有人ロケットが打ち上げられるチャンスよ？　こんな機会が逃のがせますかっての」

　スパナ片かた手てにゴダードさんがニヤつき、残る二人が熱くうなずく。心底楽しそうなその笑顔に見み惚とれつつ、僕はすとんと絶ぜつ望ぼうした。さっきフィルに「好きなことやってる人って楽しそうで絵になる」とか言っちゃったが、こういう連中は例外だ。むろん経島先輩にも頼たよれないし、そして美術部の良心かつブレーキ役であるイタチさんはいない。

　……うん、これはもう仕方ないですね。

　と、思わず僕が悟さとりを開きそうになったその時だ。

　コンコンとドアがノックされたかと思うと、礼れい儀ぎ正しい声が耳に届いた。

「すみません、遅おそくなりました。クラス委員の会議があったもので……」

　その声に、でっかい定じよう規ぎ片かた手てに図面を引いていたゴダード部長が「おお、ユーリか」と顔を上げた。そう言えば、クールで真面目まじめな新人がいるとか言ってたっけ──って、待てよ？

　真面目な一年生なら、まだ毒どくされていない可か能のう性せいもある。と言うか、クラスの委員長を務つとめるような子なら、この状況を常じよう識しき的てきに判はん断だんしてくれるんじゃなかろうか？　そんな一いち縷るの望みに賭け、僕は入り口へと振ふり向むき、

「お願いです助けてください！　誰だれだか知らないけど貴女あなただけが頼りで──」

「遅おくれてしまってすみません。今日はずいぶん賑にぎやかで──」

　ドアを開けたばかりの新入部員と顔を見合わせ、固まった。

　短く揃そろえた赤毛のボブ、そして眼鏡越しの生き真面まじ目めそうな視し線せん。見覚えのあるその顔に驚きつつも、僕はなぜか安あん堵どしていた。そうか、君だったのか！　君なら──経ふみ島しま先輩と会ったその日に妖よう怪かい不ふ在ざい論ろん争そうを繰くり広ひろげた彼女なら、部活の先輩相手でも冷静に常じよう識しき論ろんを展てん開かいしてくれるはず！　ああ助かった！　……と、思ったのだが。

「粂くめ神がみさーん！　粂神良りよう子こさんだよね？　いいところに来てくれた！　助けて！」

「え──きゃあああああああああああああっ！　な──なななな、何、この小さいの！」

　作業台の端はしで手を振ふる僕を目にした瞬しゆん間かん、粂神さんは目をぎょっと見開き、凄すさまじい悲鳴をあげたのだった。

　……いや、そんなに怯おびえなくてもいいじゃないですか。




「だからさ粂神さん、話を聞いてよ！　もう他に頼たよれる人がいないんだから！」

「聞こえません何も聞こえません何も聞いていません。そもそもこんな現げん象しようは絶ぜつ対たいにあり得ません。十分の一サイズに縮しゆく小しようされるということは脳のう容よう量りようも縦たてかける横かける高さで千分の一に縮ちぢむわけで通つう常じようのヒトと同じ意い識しき活動を保たもつことなど不ふ可か能のうなはずであって──」

「もしもーし！　聞こえてますかー！　聞こえてるなら返事して！　せめて見て！」

「何か聞こえますがこんな非科学的な事実はあり得ません。そうよこれはきっと幻げん覚かく──」

「そうやってすぐ僕を否ひ定ていしないでよ！　僕はここにいるよ！　あなたの助けを待ってるよ！　だから見て！　そして認みとめて！　そんでもってあわよくば助けて！　ヘルプミー！」

　頑かたくなに視し線せんを逸そらし続ける一年生に向かって、僕は作業台の上から必死に手を振った。

　粂神さんが登場して十五分、会話は一いつ向こうに進しん展てんしていなかった。筋すじ金がね入りの現実主義者と知ってはいたが、まさか存そん在ざい自体を否定されるとは思わなかった。不毛な押おし問もん答どうのエンドレスっぷりに、何度か諦あきらめそうにもなったが──いや、ロケ研の皆みなさんがロケット作りに手間取っている今しかチャンスはないぞ。そう自分で自分に活を入れ、僕は熱ねつ弁べんを再さい開かいした。

「お願いだから話を聞いてよ、粂神さん！　混こん乱らんするのはわかるけど、僕、白しら塚つか真しん一いちだから！　転ばせた相手を縮める下げ駄たってのがあって、そのせいでこんなに小さくなっただけ」

「転ばせた相手を……？『宝たから下げ駄た』の名で伝わる昔話に出てくるガジェットですか？　米の害虫であるゾウムシの由ゆ来らい譚たんとして語られることも多い物語ですね」

「はい？　いや、そこまでよくは知らないんだけど。てか、意外に詳くわしいね」

「家庭環かん境きようが悪かったんです。好きで詳しくなったわけじゃ──はっ！　私、何を普ふ通つうに会話しているの……！　こんな非科学的な事じ象しようが現実なはずないじゃない」

「あの……もしもし？」

「そう、これは夢よ……！　ほんとのわたしはきっとあったかい布ふ団とんの中に──！」

「おおおおおおおーい！」

　僕の呼よびかけを全力で無む視しすると、粂神さんは何やらぶつぶつ独ひとり言ごとをつぶやき始めた。だめだ、完全に現実から目をそむけてしまわれた。ああ、と息を吞のんだ僕の耳に、作業台を囲んだロケ研メンバーズ（プラス経ふみ島しま先輩）が交わす言葉が届とどいた。

「──やはり規き格かくエンジンの改造では限げん界かいがございますね」

「できないの？　要するに打ち上げりゃいいんでしょ？」

「言うほど簡かん単たんじゃねえんだ。まあ、束たばねて使えば、パワーは何とかなるけどよ」

「爆ばく発はつの危き険けんもうなぎ上りに急きゆう上じよう昇しようするのよねー。成せい功こう率りつは良くて四割？」

　オーベルトさんはそう言って苦笑したが、こっちは全然笑えなかった。冗じよう談だんじゃないぞ、このままだとあいつらは成功率四十パーセントのミサイルで僕を打ち上げかねない！　ぞくりと肝きもを冷やしつつ、僕は自分の世界に入ってしまっている少女へと目を向け、叫さけんだ。

「粂くめ神がみさーん！　認みとめたくないのはわかるけど、これは夢じゃなくて現実だから！　そんなふうに自分で視し野やを狭せばめてないで、せめてしっかり前を見て！」

　そして貴き重ちような常じよう識しき人じんスキルを発動させて僕を助けてはくれまいか！　そう続けようとした時だ。ずっと目線を逸そらしていた眼鏡越しの瞳ひとみが、ハッとこちらに向けられた。

「自分で、視野を……狭めている？　私がですか？」

「あ──うん、そうかなーって」

　予想外なポイントでの食いつきに、間ま抜ぬけな声が漏もれた。それを聞いた粂神さんは、ようやく僕を視界に捉とらえると、力強くこくりとうなずき──そして、折り目正しく一礼した。

「そうか──そうですね。目を覚まさせてくれてありがとうございます、白しら塚つか先輩」

「はい？　何が？」

　つーかまだ結論を言ってないんだけど。呆あつ気けにとられてぽかんと佇たたずむ僕を、眼鏡越しの真面目まじめな瞳ひとみがしっかり見下ろした。引ひき締しまった凜り々りしい表情で僕を見み惚とれさせながら、粂神さんは落ち着いた声で口を開いた。

「目の前の事実を客観的に、冷静に見み据すえる。これは、科学を志こころざす者にとって、決して欠いてはいけない姿し勢せいです。それを失ってしまっていた私を──白塚先輩は、今、目覚めさせてくれました。ありがとうございます。おかげで私、やるべきことがわかったような気がします」

「え？　じゃ、じゃあ──」

　あのマッドなロケッターどもを説得してくれるのか！　感動のあまり声が出なくなった僕に向かって、粂神さんは再ふたたびうなずくと、いまだに議論を続けていた連中へと顔を向け、

「先輩！　ずっと聞いていましたが──どうして『あれ』を使わないんですか！」

　そうきっぱりと言い切った──って、待った。

　ちょっと待て。なんか期待してたセリフと方向性が違ちがうぞ。

　期待から一転、言い知れぬ不安が心にじわじわ沁しみてくる。そんな僕をよそに、粂神さんは拳こぶしを握にぎって熱く叫んだ。

「ゴダード部長、オーベルト副部長、それにフォン・ブラウン先輩！　もっと広い目を持ってください！　今やるべきことは、先日来、試し射しや場じようの上空で生じているロケット静止現げん象しようの解明、それに尽つきるはずです。なのに、公式戦でもないのに、規き格かく品ひんの改造に固こ執しつするなんて……！　先輩！　今のあなた方は退たい化かしている！」

　上級生に指を突つき付つけ、粂くめ神がみさんは断だん言げんした。入部したばかりの一年生とは思えない言いぶりだが、ゴダード部長たちは怒おこるそぶりを見せることなく、ただ虚きよを突かれたように黙だまり込こみ──そして、顔を見合わせた。

「確たしかにその通りだ。これは公式戦じゃねえんだよ」

「それに……どうして忘わすれてたのかしら、私たちには『あれ』があるじゃない！　初代部長が公式規格を一ひと桁けた間ま違ちがえてうっかり作ってしまったモンスターマシンが！」

「そうか──！　生徒会には廃はい棄きしたと報ほう告こくしてこっそり隠かくしておいた『あれ』を──ダイダロス号を使えば！」

　一いつ瞬しゆん前まえまでのスランプモードが噓うそのように、ゴダード部長たちの眼めが輝かがやいた。それを前にした粂神さんは、満足げにうなずきながら一歩前へと歩み出る。おいおい何だこの展てん開かいは！

「気づいてくれましたか、先輩。私はスペックしか見ていませんが、ダイダロスのパワーがあれば、小さくなった白しら塚つか先輩の一人や二人、打ち上げるのは容易たやすいはずです」

「え？　いや、あの──もしもーし、粂神さん？」

　事じ態たいを悪化させてしまったことを心の底から後こう悔かいしつつ、僕は抑おさえた声で呼よびかけた。と、現実を見つめる力を得て成長した少女は、僕をまっすぐ見据え、きっぱり首を横に振ふった。

「粂神ではありません」

「……へ？　だって、君は粂神良りよう子こさんで」

「いいえ。今の私はユーリ。──ユーリ・ガガーリンです」

　ものすごくいい顔での堂どう々どうとした宣言に、ロケ研の先輩たちがおおーとどよめく。あと、なぜか経ふみ島しま先輩が「大きくなって……！」と涙なみだぐんでいた。誰だれなんだ、あんたは。

「って冷静に突っ込んでる場合じゃないぞ白塚真しん一いち！」

　自分で自分を叱しかりつけ、僕は再ふたたび絶ぜつ望ぼうした。まともだと思っていた粂神さん改めユーリがろくでもない方向に覚かく醒せいしてしまった以上、もはや頼たよれる人はいない。てか、考えてみれば、この部を選んで入った時点で、普ふ通つうの人のはずがないじゃないか馬鹿！　しかし、こうなるともう頼れる人がいないのだが、さあどうしたもんか。そう頭を悩なやませつつ、宇宙服に覆おおわれた腕うでを組んだ、その時だ。

「……えーと。ただいま、っていうのも変かな？　ごめんね、お待たせ」

　優やさしく温かく美しく頼たのもしい声とともに、部室のドアが開き、

「結局、妖よう気きの出所はわからなくって……。でも、ライカはやっぱり気になるみたいでね。もうちょっと探さがしてみるって言ってたから」

　どこか申もうし訳わけなさそうな顔のイタチさんが顔を覗のぞかせたかと思うと、

「何かあったら呼んでねって言ってきたけど──って、え。真一？」

　その瞳ひとみをぎょっと大きく見開いた。

「え？　ど、どうしてまた小さくなっちゃったの？　それに、その格かつ好こう……」

「わあああああい！　イーターチーさあああああああああああんん！」

　優やさしげな顔を見ただけでぱあっと幸せな気分になるのはいつものことだけど、今日はその振ふり幅はばが尋じん常じようじゃなかった。ほとんど泣きそうな勢いきおいで──と言うか、実じつ際さいに泣きながら、僕は作業台の上を全力で走り、きょとんと立たち尽つくすイタチさんの胸むな元もとへダイブした。

「待ってた！　待ってたよイタチさん！　うわああああああああ！」

「ちょ、ちょっと真しん一いち！　泣いてちゃわかんないよ！　落ち着こう、ねっ？」

　おろおろとうろたえる声を頭上で聞きながら、僕はセーラー服のリボンにしがみついて号ごう泣きゆうした。溜たまっていた不安が堰せきを切ったように溢あふれ出だして止まらない。

「粂くめちゃん粂ちゃん、今の白しろの字じの跳ちよう躍やく力りよく、見た？　愛のパワーってやつかしら」

「経ふみ島しま先輩、それはあまりに非科学的です。質量低下の度合いに比べ、筋きん力りよくはそれほど下がらないということでしょうね。バッタやカエルがよく跳はねるようなものではないかと」

「ふむ、なるへそ」

　部室の一角からはそんな冷静な声が聞こえていたが、僕はイタチさんに泣きつくので忙いそがしかったので、正直言ってどうでもよかった。ああ、大きなイタチさんがこんなに頼たよれる人だとは！　いやまあ、僕が縮ちぢんでるだけなんですが。

「イタチさん、来てくれてありがとう！　大好きだ！　いや普ふ段だんから大好きだけど！」

「え？　それはその……う、嬉うれしい、けど……まず何があったのか教えてくれないと──ひゃわっ！　真一、そんなに顔、押おし付つけちゃ、リボンが涙なみだでびしょびしょに──！」
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「──という段だん取どりだから、目もく標ひよう高度に達したら適てき宜ぎ調査を行いつつ降こう下かしてくださいませ。オッケー？　てか聞こえてる？　もしもーし、ダイダロス号のお二人さん？」

　ワイヤー剝むき出だしのお手製ヘッドホンに、経島先輩の明るい声が届とどく。十分の一サイズでしかも即そく席せきなのに、意外とちゃんと聞こえるもんだな。ロケ研の技術力に感心している僕の前で、薄うす型がた宇宙服（バイオスーツと言うらしい）を纏まとったイタチさんは、首を小さく縦たてに振り、胸元のマイクへ話しかけた。

「ちゃんと聞こえてるよ、御み崎さき」

「お、その声はイタチちゃんね。そんじゃ、ゴダードたちが記き録ろく装そう置ち一式の準じゆん備びを終えたらカウントダウン入るからさ。コールするまでお待ちくださいねー？」

　そう告げると、経島先輩は通信を切った。ぶつん、という音が耳元で響ひびき、そして沈ちん黙もくが訪おとずれる。僕は宇宙服の手首の受信スイッチをオフにすると、改めて周囲を見み渡わたした。

　感かん覚かく的てきには狭せまい廊ろう下かほどの広さの、機械だらけの丸い部へ屋や。ロケ研渾こん身しんの大型ロケット「ダイダロス号・改」の上部に取り付けられたコクピットルームに、僕はイタチさんと並ならんで座すわっていた。と言うか、真上を向いて据すえ付つけられた椅い子すにしっかり固定されていた。

　機体の長さは一メートル半、直径は二十センチ強。さっき縛しばられて打ち上げられたのに比べると極きわめて大きくそして逞たくましい外見だ。黒く輝かがやくボディの内部はエンジンルームと乗組員室に──まあ、本来は観かん測そく機器とかパラシュートを積むはずの空間だそうですが──しっかり区切られているので、エンジンが爆ばく発はつしても巻まき込こまれる心配はない、らしい。

　大だい丈じよう夫ぶだよな、と自分に言い聞かせながら顔を上げれば、採さい光こう用ようのスリットから漏もれる光にオレンジ色が混まざり始めているのが見えた。どうやら日ひ暮ぐれも近いようだ。

「しかし、何だかおかしなことになってきたなあ……。別にイタチさんまで小さくなって、僕と一いつ緒しよに打ち上げられなくてもよかったのにさ」

「もう遅おそいよ」

　もごもごと口を開いた僕を遮さえぎるように、すぐ隣となりの少女がくすりと微笑ほほえんだ。

「大丈夫だよ、真しん一いち。ゴダードたちも、一人より二人のほうがバランスがいいから安全だって言ってたし、空の上で何が起きてるかも気になるしね」

　イタチさんはそう言って僕をまっすぐ見み据すえて微笑むと、ふいに視し線せんをするりと逸そらし、小さな声で「ただ……」と言い足した。

「このスーツは、ちょっと……う、ううん、けっこう恥はずかしいけどね」

「え、なんで？　そんなに綺き麗れいなのに」

　赤い顔でのその一言に、僕は思わず反はん論ろんしていた。小さくなったイタチさんの体を包んでいるのは、ＳＦアニメに出てきそうな、体にぴったりフィットするタイプの宇宙服だ。貧ひん相そうな体格の僕が着たところで面おも白しろ味みもないけど、スレンダーなイタチさんが着れば、引ひき締しまりつつも柔やわらかみを帯びた体形が、しっかりそのまま表れることになるわけで──ああ！

「可愛かわいいなあ……。ベルト外して飛びついて抱だきしめたいくらいだ」

「だ、駄だ目めだよ真一！　ちゃんとベルトしてなさいって言われてるんだから！」

「それはわかってるけどさ」

　腰こしと胸むねとをホールドして椅子に縛り付けるシートベルトを呪のろいつつ、僕は薄うす型がたスーツの妖よう怪かい少女へ手を伸のばした。狭い部屋とは言え、椅子は少し間を空けて固定されているので、触ふれ合あうことはできない。向こうも手を伸ばしてくれれば別だけど、イタチさんはむしろ恥ずかしがって体を隠かくそうとしてしまった。もっとも、僕と同じく固定されているのでそれは無理な話。

　というわけでイタチさんは、赤い顔のままもじもじと身をよじっていたが──やがて、苦笑交じりの溜ため息いきを一つ落とすと、「……あのね、真一」と静かな声を発した。

「あたしが一緒にロケット乗ろうって言った理由、もう一つあるんだ」

「ああ見てるだけじゃもう我が慢まんできないよ──って、はい？」

　声のトーンがいきなり切り替わったことに対たい応おうできず、僕はきょとんと眼めを見開いた。その顔がおかしかったのか、イタチさんは優やさしい笑みを漏もらすと、僕を見み据すえて口を開いた。

「ね、真しん一いち。最近、悩なやんでるよね？」

「え？　何を急に？　てか、それはさっきも聞かれたけど、そんなことは──」

「うん。『そんなことない』って言うんだよね、いっつも」

　まさかここでその話題が出るとは思ってなかった。ニコ先生の弟で子しになったら学校を辞やめることになるんだよ、と言うわけにもいかず、僕は慌あわててはぐらかそうとしたものの、眼がん前ぜんの妖よう怪かい少女の真しん摯しな視し線せんと口調がそれを許ゆるさない。気け圧おされて口ごもってしまった僕へと、イタチさんはどこか不安げな瞳ひとみを向けた。

「真一が何を抱かかえてるのか、あたしはわからないよ。それに、真一だって、言いたくないから言わないんだろうなってこともわかってる。だけどね、あたし、やっぱり気になる」

「でもそれは……余よ計けいな気を遣つかわせたくなくてさ、だから」

「あたしはね、気を遣わせてほしい」

　シンプルな一言が、僕の歯切れの悪い反論をぶった切った。

　その、あまりにまっすぐな語気に、僕は思わず押おし黙だまり、そして同時に──不ふ謹きん慎しんだと自覚してはいるけれど──今、僕の隣となりで座すわっているこの人を、心の底から美しく思った。十分の一サイズに縮んで宇宙服を着せられ、お手製ロケットの中で発はつ射しやを待っているという、そんな非現実的な状じよう況きようをすっかり忘わすれて魅み入いる僕を見つめたまま、イタチさんは先を続ける。
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「自分のことで誰だれかを心配させたくないって気持ちは、わかるよ。真しん一いち、優やさしいから」

　そこでいったん言葉を区切り、イタチさんはふっと肩かたの力を抜ぬいて微笑ほほえんだ。採さい光こう窓まどから差し込むオレンジ色の西日で笑顔を淡あわく彩いろどりながら、宇宙服姿すがたの妖怪少女は優しく言った。

「でもね真一。あたしくらい、心配させていいんだよ」

「イタチさん……」

　嬉うれしすぎるその一言に、僕の心が真っ白になった。脊せき髄ずい反はん射しやで目の前の少女の名前をつぶやけば、「うん、イタチだよ」とくすっと笑う声が返ってくる。

「ね、真一。自分で決めなきゃいけないことでも、誰かに話せば楽になるんだよ？　一年前に顕けん現げんしたばかりのあたしでも、それくらいは知ってる。真一、御み崎さき、輝ひかる、赫あか音ね、善よし人ひと、キツネ……はちょっと違ちがうけど……それに、美み生うや鱗りんに、アルマや誠せい二じも。みんなにいっぱい話を聞いてもらって、あたしはすごく嬉しかったし、心強かったから」

　みんなの顔を思い出しているのだろう、イタチさんはしみじみと微笑んでいたが、すぐに僕へと視線を戻もどし「だからね」と力強くきっぱり言った。

「たまには頼たよってよ。他の誰かに聞かれたくないなら、ここなら絶ぜつ対たい安心だから。ね？」

「そりゃ確たしかに──って、イタチさん、まさかそのためだけに、ロケットに？」

　思わず大きな声が出てしまった。問いかけられたイタチさんは、何も答えなかったが──やがて、困こまったような笑みを浮うかべると、薄うす赤あかい顔で首をこくりと縦たてに振ふった。その照れくさそうな優しい笑顔が、焦あせっていた僕の心を、ふわりと溶とかして温めていく。

　なるほど。確かに、言われた通りかもな。

　薄っぺらい割に丈じよう夫ぶな宇宙服の下で、肩かたを小さくすくめると、僕は「ごめん」と頭を下げた。その一言に、イタチさんの顔がぱあっと嬉しげにほころんだ。

「真一、話してくれる気になったの？」

「あ、いや……。今はまだ話せないけど──でも！　いずれ絶対話すから、だから」

「そっか。……うん、それなら、いいよ。真一、ちょっと元気になったしね」

「ごめん」

　と、小さく頭を下げた時だ。ふいに、受信ランプが点てん滅めつした。経ふみ島しま先輩たちからの通信が入ったらしい。全く、タイミングがいいのか悪いのか。

　僕はイタチさんと顔を見合せて苦笑すると、スイッチを受信モードに切り替えた。ワイヤーと針金でできた即せく席せきインカムに、ざざっ、とノイズが響ひびいたかと思うと、聞き覚えのある元気な声が耳に届とどく。

「おっ待ったっせー。こっちの準じゆん備びは終わったので、テンカウント入るわね。積もる話があるんなら、続きは上空もしくは着陸後によろしくどうぞ。オッケー？」

「はい、いつでも！」

「おお。白しろの字じ、声が元気になったわね。なんか吹っ切れた？」

「イタチさんのおかげです。それじゃイタチさん、さっきの続きは、また後で」

　マイクの向こうの経ふみ島しま先輩にきっぱり告げると、僕は真正面の少女へ向きなおって苦笑した。うん、とうなずく最高級の笑顔に心の底から見み惚とれつつ、僕は思い出したように付け足した。

「あとさ。心配してくれてありがとう。そこまで気にしてくれてると思ってなかったからさ、なんか──すごい嬉うれしかった。ありがとう」

「と、当然だよ、そんなの……。だって、あたし、真しん一いちの──」

「はーいそこまで！　カウントダウン入るわよっ！　十！　九！」

　経島先輩の元気な声がヘッドホンに響ひびき、僕らの会話を打ち切った。間かん髪はつ入いれず、ロケ研の皆みなさん全員によるテンカウントが耳に届とどき、同時に、ロケット全体がゆっくり鳴めい動どうし始める。

　……今さらだけど、これ、ちゃんと飛ぶんだろうな？　ふと不安になったので、右手を隣となりへ伸のばしてみれば、指先が小さな手に触ふれた。

「「あ」」

　同時に漏もれる驚おどろきの声。どうやらイタチさんも同じことを思って手を伸ばしていたらしい。どちらからともなく笑いつつ、僕らは指をしっかり絡からめ合あう。その瞬しゆん間かん、

「……二！　一！　それでは諸君、ハブ・ア・グッド・ブルースカイ！」

　景気のいい声と、大地を揺ゆるがす爆ばく音おんとが同時に響き、ダイダロス号が浮うき上あがった。
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「──目もく標ひよう高度、到とう達たつ。ここまで計算通りでございますが、異い状じようは？」

「特に何も」

　きびきびとしたフォン・ブラウンの問いかけに短く答え、僕は肩かたの力を緩ゆるめた。同時に、打ち上げからずっと緊きん張ちようしていたイタチさんが、体の強こわ張ばりを解ときながらほっと大きく息を吐つく。その大おお袈げ裟さな溜ため息いきに、僕はちょっと笑ってしまい、そして──そんな恐きよう怖ふ心しんをおしてまで僕に同行してくれたことに──同情しつつ感かん謝しやした。そこまで気き遣づかってもらったからには、ちゃんと話さないとな。そう決意を固めていると、再ふたたび地上からの声が響いた。

「そろそろ加速を止めますか？　遠えん隔かく操そう作さは可か能のうですが」

「待って、ユーリ。どっちみち、そろそろ燃料が切れるから。それに」

「ああ。いつものパターンなら、もう起こる頃ころだからな。謎なぞの空中静止現げん象しようが」

　粂くめ神がみさ……もとい、ユーリの質問に、オーベルト副部長とゴダード部長がきっぱり答える。期待に満ちたその口調はベテランっぽくて素す敵てきだったが、今のところ順調に上じよう昇しようは続いているわけで。あんまり上がりすぎても怖こわいし、ユーリに頼たのんで止めてもらったほうがいいんじゃなかろうか？　と、加速に慣なれてきた頭でそんなことを考えた時だ。

「──え？」

　何の前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに、ぐらりと機体が揺ゆれ──そして、止まった。息を吞のむ間もなく、加速に伴ともなって体にかかっていた圧あつ力りよくがフッと消え、僕らは思わずつんのめった。

　まるでエレベーターが止まったような、あるいはクッションに受け止められたかのような、やんわりとした制動が体に響ひびく。もっと急きゆう激げきな静止を覚かく悟ごしていたのに、このショックの少なさは予想外だった。いや、そっちのほうがいいんですけどね、イタチさんもいるわけだし。思わずほっと安心していると、地上からの騒そう々ぞうしい声が届とどいた。

「ダイダロス、静止しました！　要よう因いん、地上からは視し認にんできず」

「圧力、温度、湿しつ度どに電波に放ほう射しや線せん。その他諸もろ々もろの数すう値ちも含ふくめて至いたって正せい常じようですね」

「機体にも全く異い状じようなし。噴ふん射しやは続いてるのに上じよう昇しようしないって点を除のぞけばね。お、とか言ってる間に燃料が切れたけど……うん、落ちる気配はまるでなし」

「要するにいつものパターンってことか。畜ちく生しよう、何度見ても有り得ねえ……！」

　部員達の報ほう告こくに、ゴダード部長が歯を嚙かみ締しめた。その苦く渋じゆうの嘆なげきに続いて聞こえてきたのは、心底嬉うれしそうな含ふくみ笑わらいの声である。なんであんなに楽しそうなんだ、あの人は。

「ふっふっふ、ご苦労だったね県立宇宙開発事業団の諸しよ君くん！　だがしかし、ここから先は我ら美術部の領りよう分ぶんだ！　さあ、科学が非科学に敗北する様を指をくわえて見ているがいい！」

「くわえません。と言うか経ふみ島しま先輩、なんで急に悪役っぽくなるんですか」

「わー、粂くめちゃんのツッコミが冷たいなあ。それはさておきイタチちゃんアンドその他一名？　姿すがたの見えない何かと第一次接触フアーストコンタクトする心こころ構がまえはよろしくて？」

　明るい声がヘッドホンに響く。ほんとに全く、どこに行ってもいつになっても相変わらずな人だ。僕はイタチさんと顔を見合わせて苦笑すると、首元のマイクに向かってうなずいた。

「外に出りゃいいんですよね？　で、パラシュートで降おりながら状じよう況きよう確かく認にんしろと」

　シートベルトの金具を外して体を解かい放ほうし、宇宙服の背せ中なかにセットされたパラシュートをこんこんと叩たたいてみる。降りる途と中ちゆうで鳥に襲おそわれたりしませんように、と祈っていると、採さい光こう窓まどから外を覗のぞいていたイタチさんが首を傾かしげた。

「でも御み崎さき、外には何も見えないけど……。ほんとに、妖よう怪かいがいるのかな」

「おそらくね。科学的には存そん在ざいしないはずなのに、それでも何かいるってパターンは今までにもあったでしょ？　正月の温おん泉せんで出た『火ひ取とり魔ま』みたいな現げん象しようタイプとかさ。で、この手のモノは生で見るしか確かく認にんしようがないから」

「はいはい。てめえらの目で見てこいというわけですね」

「そゆこと。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずだから、腹括くくって出てみよう！　騙だまされたと思ってゴー！」

「わかりましたよ」

　高度二百メートルの上空に小さくなった後輩を放り出すにしては、あまりに軽すぎるそのエールに押おされ、僕とイタチさんは外部へ通じるハッチに手をかけた。せーの、と息を合わせてコックを捻ひねれば、ばちんと大きな音とともに外がい壁へきの一部が開いた。夕焼けに染そまった雲と、そしてマッチ箱ほどの大きさの校舎が目に映り、思わず足がぶるっと震ふるえる。

　同時に、冷えた外気がロケットの中に勢いきおいよく流れ込んできた。春とは思えないその冷気に髪かみを煽あおられ、イタチさんが小さな悲鳴をあげた。

「ひゃっ、冷たい……！」

「わっ！　イ、イタチさんっ？」

　ぎゅっと体を押おしつけられ、思わずドクンと心しん臓ぞうが跳はねた。上空の冷気にも耐たえる特製スーツとは言え、精せい神しん的てきに伝わってくる温ぬくもりと柔やわらかさを遮しや断だんすることなどできようもない。かあっと心が熱くなり──気付けば、僕はイタチさんをぐっと抱だき締しめてしまっていた。

　きゃっ、と小さく息を吞のむ声が、腕うでの中で可愛かわいく響ひびく。

「だ、駄だ目めだよ、真しん一いち……！　ほら、早く行かないと！」

　真っ赤に頰ほおを染めたまま、僕を急かすイタチさん。澄すみ切きった空気が流れ込む中、髪を押さえながら小声で僕を叱しかるその姿すがたは、オレンジ色に染まりつつある陽よう光こうと相まって、もうこの世のものとは思えないくらい──と言うか、もう僕は死んでてここは天国じゃないのかと一いつ瞬しゆん思ってしまったくらいに、美しく、そして愛いとおしかった。こんな状じよう況きようで手を離はなして飛とび降おりるなんて、そんな馬鹿なことができるはずがあろうか、いやない。

「ごめん、イタチさん。──でも」

　ここんとこずーっとスランプだったり悩なやんでたりしてた反動もあってか、僕は手を離すことができなかった。細身の体たい軀くから伝わる鼓こ動どうがどくんどくんと早まっていくのを感じながら、「あとちょっとだけ」と言い足せば、すぐ目の前の顔がかあっと赤く染まった。

「……も、もう……！　真一はいつもそう言って……」

「駄目？　だったらすぐに」

「えっ？　ええと──それなら、十秒……」

「そんなにいいの！　ありがとう！」

「ううん、さ、三秒……じゃなくて、その、五秒！　五秒だけ、ね……！」

　消え入りそうなか細い声が、耳元に優やさしく静かに響く。その嬉うれしすぎる宣せん告こくに、僕は全ぜん身しん全ぜん霊れいでありがとうを叫さけびながら、小さな肩かたと細い腰こしを抱き締める腕に力を籠こめていった。ああ柔らかい。腕の中の小さな体が、徐じよ々じよに熱くなっていくのが、五感全てに伝わってきて──。

「おいこら！　とっとと行かんかバカップル！　日が暮くれるわよ！」

「わーっ！」

　経ふみ島しま先輩の怒ど声せいが唐とう突とつに炸さく裂れつし、幸せな時間を打ち切った。ひゃーっ、と叫んだイタチさんの手が、反はん射しや的てきに僕を振ふり払はらう。危あやうくロケットから落ちそうになってよろめく僕の耳に、この上なく呆あきれかえった声が届とどいた。

「あのね、あんたたちが何をしようと勝手だとは思うわよ。だけどさ、せめて通信をオフにしてからやるくらいのデリカシーは持ってもいいんじゃないかしら」

「あ、すみませんでした。次からは気を付けます」

「え──うそ！　今、通信機、入ってたの……？」

「はい、しっかりと。てか、気付いてなかったんかい、イタチちゃん」

「だ、だって……最近、ぎゅーってされてなかったから、ついあわあわしちゃって……！」

「要するに、久々に白しろの字じが白の字だったのが嬉うれしくてそれどころじゃなかったと。染そまってきたわね」

　あんなにいい娘こだったのに、と経ふみ島しま先輩が溜ため息いきを吐つく。その後ろからは、ロケ研の皆みなさんがぼそぼそとささやく声が聞こえていた。

「……オーベルト副部長、食い入るように聞いてましたよね」

「だ、だってさあ、いきなりあんなの始まったら普ふ通つう聞くでしょ？　ねー、ゴダード」

「俺もすっかりデータ見るの忘わすれてたな。ん、どしたユーリ、赤い顔して？」

「……ナンデモアリマセン……」

　粂くめ神がみさんが居い心地ごこち悪そうにつぶやいた。うーむ、呆あきれられてしまったか。僕はかりかりと頭を搔かくと、仕切り直すように深しん呼こ吸きゆうした。冷たい空気が肺はいへと染しみ込こみ、心がすうっと冴ひえていく。よし、と小さくうなずくと、僕は振ふり返かえってイタチさんの手を取った。

「そろそろ行こうか、イタチさん。暗くなったら危あぶないし」

「あ、うん……。でも、改めて見ると、けっこう高いね、ここ」

「……あんまりはっきり言わないでよ、見ないようにしてたんだから」

「怖こわかったんだ？　ごめんね」

　そう言って笑うイタチさんの顔は、まだ照れが残っているのか、薄うす赤あかいようにも見えたが、なにしろ赤い西日がまっすぐ当たっているせいで顔色はよくわからない。僕は「そりゃ怖いよ」と肩かたをすくめると、ハッチの縁ふちに足をかけた。えーと、ロケットから距きよ離りを取って、このヒモを引ひっ張ぱりゃいいんだよな？　パラシュートを開く手順を思い出し、下を見ないようにしてもう一度だけ深呼吸。よしやるぞ、と自分で自分に言い聞かせ、僕は隣となりの少女へ向き直った。

「じゃあ、イタチさん。僕、先に行くから」

「ううん。一いつ緒しよに行こうよ」

　僕の言葉を穏おだやかに遮さえぎり、イタチさんが隣に並ならんでくれた。その飾かざり気けのない微笑ほほえみに、緊きん張ちようがすうっとほどけていく。

　──うん、そうだよな。一緒のほうがなんかいいよな。

　僕は「ありがとう」と笑い返すと、右手で摑つかんだ小さな手をきゅっと握にぎり、前に出た。

「それじゃ」

「うん」

「「せーの」」

　声を綺き麗れいに重ねながら、ハッチから足を一歩踏ふみ出だす。外はもちろん空の上。

　足場を無くした二人の体は、地球の重力に引かれて落下を始め──。

「「あれ？」」

　首を傾かしげてつぶやく声が、これまた見事に重なった。

　ほんの二秒ほど落下したあと、足の裏うらに何かが当たり、僕らの体はそこで止まった。

　まるで冬用の布ふ団とんの上を歩いているような柔やわらかさが、宇宙服と一体化した靴くつの底から伝わってくる。慌あわてて周囲を見み渡わたしてみたものの、目には何も映らない。おそるおそるしゃがみ込み、足下の空間を指で突つついてみると、指先が沈しずみ込こむ感かん触しよくがあった。

「何だこりゃ……？　透とう明めいなマット？　しかもふよふよ動いてる？」

「そんな感じだよね……。あ、ここから床ゆかが壁かべになってる」

「ほんとだ。待てよ、ってことは──」

「この透明な布団みたいなモノに、ロケットごと包まれちゃったみたいだね」

　気味悪いというよりは興きよう味み深ぶかそうに、イタチさんは目の前の空間をぱんぱんと叩たたいた。細い体たい軀くにフィットした薄うす型がた宇宙服で夕日を淡あわく照り返しながら立つその姿すがたが、美しかったのはむろん言うまでもない。というわけで、ゆっくり振しん動どうする透明な何かの上に座すわり込こみながらイタチさんに見み惚とれていると、ふと経ふみ島しま先輩の声がヘッドホンに届いた。

「ロケットをふにゃっと抱かかえ込こむ、見えないけど柔らかい何か──か、なるへそ。さて粂くめちゃん改めユーリちゃん、ここで例題です。この条件に当てはまる怪かい異いは何が考えられますか？」

「えっ？　そ、そうですね……」

　急に話を振ふられて面食らったのか、粂くめ神がみさんが戸と惑まどいの声を漏もらす。いや、いきなりそんなこと聞いてもわかるわけないだろう。僕はそう同どう情じようしたのだが、ややあって通信機の向こうから「これはあくまで推すい論ろんですが」と静かな声が聞こえてきた。わかるのか、おい。

「衾ふすまやオバリヨンではないでしょうか？　実じつ在ざいするとは思えませんが」

「お、いい線行ってる！」

　自信なさげな回答を聞き、経島先輩が喜んだ。さすが妖よう怪かいハンターの娘、信じる信じないは別としても知ち識しきだけはあるらしい。イタチさんと驚おどろいた顔を見合わせていると、美術部の妖怪博士が「でもさ」と優やさしく苦笑した。

「ちょっと惜おしいかな。衾はオブラートみたいな薄うす皮かわが貼はり付ついてくる怪異だし、オバリヨンみたいな追いがかり系なら事を起こす前に一声かけてくるはずでしょ？」

「そ、それはそうですが……。だったら先輩はいったい何だと」

「九割九分、布ふ団とん被かぶせでしょうね」

　粂神さんの声に割り込むように、経島先輩が断だん言げんした。なんだかのんびりした名前の妖怪だね、とつぶやいたのは、柔らかい壁──先輩によれば「布団被せ」を撫なでていたイタチさんだ。苦笑しながらうなずいていると、先輩による解かい説せつタイムが始まった。

「粂くめちゃんも知らなかった？　たいがいマイナーな妖よう怪かいだから、知らないのも無理はないけどね。見えない何かがスーッときてフワッと被かぶさるという、それだけのシンプルな怪かい異いよ。何かのはずみでひょっこり顕けん現げんしたものの、自分から動き回るタイプの怪異じゃないし、かと言って空中じゃ被さる相手もいないもんで、ずーっとふよふよしてたんでしょ。でも」

「──そうか。四月になって、俺たちがロケットを打ち上げ始めたから！」

「そゆこと、ゴダード。布ふ団とん被かぶせにすれば、相手は何でも構かまわないんでしょうね。ロケットが飛んでくるたびに、本ほん能のう的てきにふよーんと被さって、二、三十分もぐもぐしては解かい放ほうしてたってわけ。以上、経ふみ島しま御み崎さきの真相解説コーナーでした。次の事件でまた会おう！」

　カラッと笑う経島先輩。その後ろからは、ロケ研の皆みなさんが交わす言葉が聞こえていた。今回の依い頼らい人にん的てきにこのオチはどうなんだろうか。ちょっと不安になった僕だったが、

「まさかほんとに妖怪だとは思いませんでしたねー。どういたします、ゴダード部長？」

「え？　どうするっつっても、こんなもんどうしようも──ん、待てよ？　ちょっと冷静になってみりゃ、別にそこまで悩なやまなくても……いいのか？　なあ、オーベルト？」

「確たしかに。むしろ、今の高度に達したものを摑つかまえるって特性がわかった以上、意外に使えるかも。パワーのありすぎる試作機でも、そっと受け止めて離はなしてくれるんでしょ？　そう考えると──ねえ、ユーリ？」

「ええ。実験場には持ってこいの条件です」

「だなあ。それに、試し射しや場じようはここだけじゃねえし。いやー丸く収おさまって良かった」

　ロケ研の皆さんはなんだかあっさり納なつ得とくしてしまったのであった。おそろしく順じゆん応のう性せいの高い人たちである。まあ、深しん刻こくに悩まれるよりはいいけどな、と苦笑していると、イタチさんが首元の通信機へ話しかけた。

「ね、御崎。あたしたちはどうしたらいいのかな」

「待つしかないわねー。フォン・ブラウンの記録によると、布団被せはジャスト二十八分十七秒で飽あきて獲え物ものを解放するみたいだからさ、それまで待たい機き。時間の前には知らせるから、パラシュートで降こう下かして、地上に着いたら元の大きさに戻もどればいいでしょ。待ち時間が長いけどさ、白しろの字じがいりゃ退たい屈くつすることはなかろうしね」

　経島先輩のその一言に、イタチさんは僕へちらりと視し線せんを向けると、ややあって「うん」と嬉うれしげにうなずいた。そのきっぱりした返事に、先輩は何がおかしいのか小さく笑うと、

「ではでは、あとは若い二人で思う存ぞん分ぶんごゆっくりしちゃってくださいねっ！」

　語尾にハートマークが付きそうな可愛かわいい声を残して通信を切った。イタチさんは「もう……」とか何とか小声で怒おこってみせたが、その声はもう地上へは届とどかない。

「御崎、すぐああいうこと言う……」

「まあ、先輩だからさ」

　イタチさんの苦笑に応おうじつつ、僕はよろけながら立ち上がった。ふわふわした見えない床ゆかの上でバランスをとり、何なに気げなくイタチさんへと向き直った、その瞬しゆん間かん。

「──あ」

　目に飛び込んできた光景に、僕は思わず絶ぜつ句くしていた。

　視し界かいの真ん中に位置するのは、ぴったりした宇宙服を纏まとい、困こまったような笑みを浮うかべる栗くり色いろの髪かみの少女。夕ゆう闇やみ色いろの陽よう光こうをエナメルのスーツで照り返しながら、何もない虚こ空くうにしっかりと立ったイタチさんが、大きな瞳ひとみが僕をまっすぐ見つめている。

　その背はい景けいにどこまでも広がるのは、紫むらさきの混まじりかけたオレンジ色の雲と沈しずみかけた太陽、そして真っ赤に染そまった校舎とグラウンドだ。部活に励はげむ生徒もいれば、校門から連れ立って出ていく者もいる。上空二百メートル、澄すみ切きった春風の中で見たその美しすぎる景色に、僕はとことん打ちのめされ──同時に悟さとっていた。

　──あ、そうか。

　ああそうだ。そうだよな。

「そうだ──そうだよ！　なんでこんなことに今まで気付かなかったんだ……！」

「わっ！　急にどうしたの、真しん一いち？」

　びくっと震ふるえたイタチさんが、まじまじと僕を覗のぞき込こんでくる。悔くやしいほど魅み力りよく的てきなその顔に見み惚とれながら、僕は「話すと長いんだけど」と頭を搔かき、口を開いた。

「あのさ。打ち上げ前の話の続き、今してもいいかな」




「──そっか。そうなんだ。ニコが、真一を……」

　僕の話を聞き終え、イタチさんは座すわり込こんだまま静かな声でつぶやいた。うつむいてしまっているので、立ったままの僕からその表情は見えない。未だに解かい放ほうしてくれない布ふ団とん被かぶせにふよふよ揺ゆられながら、僕はその隣となりに腰こしを下ろし、肩かたをすくめて苦笑した。

「まだ決まったわけじゃないよ。フィルが選ばれる確かく率りつも十分にあるんだからさ」

「あ、そっか……！　だよね。フィルも、すごく頑がん張ばってるもんね」

　きょとんと驚おどろくイタチさん。どうやら、僕がニコ先生の弟で子しになることが決定事じ項こうになりかかっていたらしい。それは光栄だけど、ちょっとフィルに悪いよな。あいつ、確たしかに上手いし、ニコ先生に弟子入りしたいって気合なら完全に僕より上だし。と、真面目まじめな後輩の描かく真面目な絵を思い出していると、ふいにイタチさんが僕を見つめて問いかけた。

「それで……真一は、どうしたいの？」

「え？」

「だから、その──やっぱり、ニコと一いつ緒しよに行きたいの？」

「そりゃ、まあ」

　存ぞん外がいにけろりとした声が出た。そうなんだ、と静かにうなずくイタチさんを前に、僕はしみじみと首を縦たてに振ふり、そして黒ずみ始めている東の空へと目を向けた。

「世界はほんとに凄すごくて絵になるものが一いつ杯ぱいだ、って言葉は、ものすごく魅み力りよく的てきなんだよね。ニコ先生の絵の元になった風景とか景色とか、見られるもんなら見たいから。それに、プロの絵え描かきと一いつ緒しよに絵を描かけるってのだけでも、嬉うれしいしね」

「そっか……。そうだよね。真しん一いちにとって、絵は──」

「いや。だけどさ」

　沈しずみかけたイタチさんの声に、僕は慌あわてて割り込んだ。え、と顔を上げる妖よう怪かい少女の瞳ひとみをまっすぐ見み据すえ、大きな溜ため息いきを吐ついてみせる。

「この学校のこの美術部にいたいのも確かなんだ。好きな人も多いし、妖怪に追っかけられたりもするけど、まあトータルだと面おも白しろいし……それに何よりイタチさんがいる」

「真一……」

　うまく気持ちが言葉にならないのだろう、僕の名前だけを口にすると、イタチさんはそのまま黙だまり込こんでしまった。その真しん摯しな視し線せんを真まっ向こうから受けながら、僕は静かに一息を入れて腰こしを上げ、そして再ふたたび空を見上げた。そこにいるはずの布ふ団とん被かぶせは相変わらず全く見えず、澄すみ切きった夕空だけが目に映る。

「だから、ここんとこずーっと迷まよってたんだよ。フィルとの勝負に、どんな気持ちで臨のぞめばいいのかわからなくってさ。でも、答はさっき出た。僕は」

「待って！　言わないでいい！」

　ハッと立ち上がったイタチさんが、僕の言葉を慌てて遮さえぎる。え、そうなの？　きょとんとした顔を向けながら、僕は「でも」と口を挟はさんだ。

「心配してくれてたみたいだし、言っとこうかなと思ったんだけど……いいの？」

「いいの」

　オウム返しに、きっぱりうなずく妖怪少女。よくわからないけど、そう言われてしまった以上、無理矢理話を続ける理由もない。気け圧おされながらこくりと無言で首を縦たてに振ふれば、イタチさんはふいに僕の手をきゅっと握にぎり、

「頑がん張ばってね。あたし、どっちでも応おう援えんするから」

　いつものように優やさしい声で──でも、ほんの少しだけ、どこか思おもい詰つめたような声で──そうはっきりと言ってくれたのだった。




　　　　＊＊＊




　そして一週間があっという間に過ぎ（真面目まじめに絵を描き出すと日が経たつのはほんとに早いのだ）、勝負の日。相変わらずフリルが可愛かわいいニコ先生の前で、僕はフィルと並ならんで立っていた。うきうきわくわくと楽しそうな先生とは対たい照しよう的てきに、僕らは緊きん張ちようしっぱなしだ。丸めた絵を持つ手が強こわ張ばりそうになる中、これまた相変わらず元気な経ふみ島しま先輩が、僕らをぐるっと見み渡わたした。

「最終確かく認にんね？　お互たがいの作品を順番に公開し、ニコっちがグッと来た絵を描かいたほうが勝ちとなるわけです。ちなみに絵は本来表を外側にして丸めるんだけど、今回はネタがバレたらつまんないのであえて逆ぎやくにしてます！　よい子のみんなは真似まねしないでね？」

「「はーい！」」

　ニコ先生と、なぜか立会人席に収おさまっている鱗りんさんとが上じよう機き嫌げんで応おうじる。そのノリのいい返事に、経ふみ島しま先輩は「よろしい」と微笑ほほえむと、改めて僕らに向き直った。

「では！　さっきのじゃんけんに従したがいまして──まずは先せん攻こうの白しろの字じ！　作品オープン！」

「わあ、楽しみですねえ」

「待ってましたあ！」

　ニコ先生がぱちぱちと手を叩たたき、鱗さんが声を張はり上あげる。その隣となりでは、神しん妙みような顔のイタチさんがごくりと静かに息を吞のんでいた。その様子を視し界かいの端はしに捉とらえながら、僕は先生の前に進み出ると、

「よろしくお願いします」

　その一言とともに、丸めていた水すい彩さい紙しを大きく広げた。
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「ほー」

「へえ」

「ふむ？」

「……まあ」

　Ｆ３サイズの細目水すい彩さい紙しを広げれば、机の周囲から四者四様の声があがった。

　ちなみに今の声の主は、鱗りんさん、フィル、経ふみ島しま先輩、ニコ先生の四人。一いつ瞬しゆん遅おくれてイタチさんが「その絵……」とつぶやき、そして日が暮くれそうなほど長い二秒間が流れた後。最初に口を開いたのは、ジャージを羽は織おった先輩だった。

「倍ばい率りつ高めの風景画と来ましたか。これはまたなんつーか意外な」

　納なつ得とくがいかないのか、首を傾かしげる経島先輩。その子供じみた瞳ひとみが見下す先に広げられていたのは、夕ゆう闇やみに染そまりつつある校舎を鳥ちよう瞰かんで描えがいた、淡あわいタッチの一枚だった。

　まず目に付くのは、カッと焼き付くような朱色。その、沈しずみかけの西日の光が紙面全体を覆おおう中、古びた校舎がグラウンドに落とす長い影かげが、くっきりしたコントラストを生んでいた。一見すると、建物を描いただけの絵のようだが、部活に励はげんでいたり友人と連れ立って帰き路ろに就ついていたりと、生徒の姿すがたもあちこちに小さく描き込まれている。先週、布ふ団とん被かぶせに揺ゆられながら見た光景を描いた絵を前に──もっとも、それに気付いたのは、あの時一いつ緒しよにいたイタチさんだけだろうけど──先輩たちは、揃そろって不ふ審しんそうに眉まゆをひそめた。

「モデルに超接近アンド激げき写しやが生いき甲が斐いの白しろの字じが、こんな平和なの描くとはね。フィル坊ぼう、自分の攻こう撃げきターンを控ひかえたライバルとしての感想は？」

「何を描くかは自由ですけど──このタッチ、風景を描かき慣なれてないのが丸見えだ。形にはなってるけど、まるで習いたての素人しろうとですよ。白しら塚つか先輩、あの迫はく力りよくある線はどうしたんです」

「きっついねえ。でもまあ、アタシも迫力不足は感じるかな？　元もと旦だん那ならしくねえ」

　声を潜ひそめることもなく、三人はストレートな感想を交わす。イタチさんはそこには加わらず、ただ心配そうな目で僕と絵とを見比べており、肝かん心じんの審しん査さ役やくであるニコ先生は、何かを考え込んでいるのか、これまた口を利きこうとしない。

「むー。なんか出鼻をくじかれた気もするけど、そんじゃ続きと行きますか。後こう攻こうの──」

「残念ですねえ、シンイチ」

　経島先輩の言葉を遮さえぎるように、唐とう突とつに──それでいて穏おだやかに、ニコ先生がそう言った。

　意味の繫つながらない一言に、僕以外のみんなはきょとんと顔を見合わせる。だが、ニコ先生は補ほ足そくすることもなく僕をまっすぐ見つめると、ただ、淋さびしげに苦笑した。その優やさしい顔を見た瞬しゆん間かん、僕の肩かたから張はりつめていた緊きん張ちよう感かんがごっそりと抜ぬけた。

　──なるほど。どうやらこの先生、絵を見ただけで全てわかってしまったらしい。

　さすがだなと感心しつつ、僕は小さく頭を下げ、おずおずと抑おさえた声を発した。

「自分で言おうと思ってたんですが……わかりました？」

「わかりますよお、これでも私、プロなんですから。『私の弟で子しになる気がなくなっちゃったので、この勝負からは降おります。だってこの学校から出たくないから。ごめんなさーい』ってことでしょう？　違ちがいますかあ？」

　いつもと変わらない笑顔のまま、先生が僕の心を言い当てた。

　そうなのか、と経ふみ島しま先輩たちが驚おどろいた顔を見合わせる中、僕は「違いません」と首を左右に振ふり、そして再ふたたび頭を下げた。今度は、さっきよりも深く、しっかりと。

「すみません、先生。せっかく声をかけてもらったのに。あの……やっぱ、怒おこってます？」

「ちょっとだけ。でも、がっかりのほうが大きいですねえ」

　そう言うと、ニコ先生は溜ため息いきを一つ吐ついた。レモンイエローの長い髪かみが悲しげに揺ゆれる。

「私が誘さそったの、迷めい惑わくでしたかあ？」

「え、いえ全然！　すごく嬉うれしかったですよ！　世界は綺き麗れいなものや凄すごいもので溢あふれてるってのは、本当なんだと思うし、生で見られるなら今すぐにでも飛んでいきたいくらいです。プロに絵を教えてもらえるってのも、めちゃくちゃ魅み力りよく的てきでした」

「あら、そうなんですかあ？　それじゃ、私のことが嫌きらいとか──」

「ニコ先生に不満なんてあるはずないですよ。絵は上手いし優やさしいし、それに可愛かわいいし！」

「まあ！」

　素す直なおな気持ちで答えれば、沈しずみかけていたニコ先生の顔が、ぱっと明るくなった。

「……シリアスムードを気にもせずに口く説どくあたりがどうしようもねえ」

「あれはもう治なおんないねー」

　経島先輩と鱗りんさんが呆あきれ顔がおで何やらぼそぼそつぶやいていたが、そっちは正直どうでもいい。僕は前を向いたまま「でも」とはっきり先を続けた。

「この間、気付いたんですよね。ここにも綺麗なものや凄いものはまだまだあるって。この学校で描かいてないものはいっぱいあって、描きたい人も何人もいる。それに」

　いつしか、気後れはなくなっていた。包ほう容よう力りよくに溢れたニコ先生の視し線せんを真まっ向こうから受けながら、僕は明めい確かくな口調で自分の意い志しを伝え続けた。

「どうしても描きたい人が、ここにはいるんです。まあ、迷惑なのかなと思わなくもないですが、それでもやっぱり僕はその人が好きだから、それはもう大好きですから──だから、いつかその人を描く日まで、ずーっと見てたいんですよ。最初に、そう約束したんだし」

「真しん一いち……！」

　嬉しげに息を吞のむ声が耳に届とどいた。「え」と反はん射しや的てきに向き直りそうになったその瞬しゆん間かん、僕の頭を柔やわらかな腕うでが強引に抱かかえ込こんだ。

「よしよし。よーくわかりました、ええ」

　なぜか嬉しそうな声とともに、長なが手て袋ぶくろに覆おおわれた手が僕の頭を優しく撫なでる。その温かい感かん触しよくと、甘い蜜み柑かんを思わせる香かおりとにふわりと包まれ、顔がかっと熱くなった。

「ちょっ、せ、先生？　あの、これはその──異い様ように、恥はずかしいんですが……！」

「我が慢まんしてくださいねえ。女の子の泣き顔は、そう簡かん単たんに見ちゃいけないんですよお？」

「へ？　いや、いきなり何の話を──」

「えへへ、私はプロですからね。弟で子しにならない男の子より、ファンの味方をするのです」

　わけのわからないことを言いつつも、先生は僕を離はなそうとしない。仕方ないので素す直なおに撫なでられていると（割と気持ちよかったのは秘ひ密みつです）、ニコ先生は満足したのか「よし」とうなずき、顔を上げて呼よびかけた。いや見えないので動きは想そう像ぞうなんですが。

「──聞いてましたかあ、フィル？　シンイチは不戦敗を選んじゃいましたけど」

「だったら俺も勝負を下りるよ、姉さん」

　ばっさりしたフィルの言葉が、ニコ先生を遮さえぎった。怒いかりと悔くやしさがありありと伝わるその声に、僕の心がズキンと痛いたむ。そうだよな、この扱あつかいはないよな、そりゃ怒おこるよな。声に出せないまま内心で謝あやまっていると、フィルは押おし殺ころした声で語り始めた。

「俺はね、姉さん。姉さんが選んだ白しら塚つか先輩に自分の力で勝って、それで堂どう々どうと姉さんの弟子になりたかったんだ。白塚先輩が辞じ退たいしたら、この勝負には──もう、意味がない。だから、この話はもう、元からなかったことにしてよ」

「待った！　ごめんフィル、僕が勝手なのはわかってるよ、だけど、せっかく描かいたなら」

「まだ起きちゃ駄だ目めですー。ほら、早く涙なみだを拭ふいてくださいねえ？」

　慌あわてて顔を起こそうとしたものの、ニコ先生の意外な腕わん力りよくが僕の頭を離してくれない。いやしかし、これはどう考えても僕が悪いわけで、フィルに謝あやまっておかないと！　必死にじたばたもがいていると、ふと呆あきれたような声が聞こえた。

「意味がないってこたあないでしょうが、フィル。元もと旦だん那な──じゃなかった、そこの白塚がどんだけ馬鹿な優ゆう柔じゆう不ふ断だんでもさ、あんたが真しん剣けんに絵を描いたって事実とは別問題っしょ？　なのにさ、自分で自分の努力を無む駄だにするような言いぐさはどうかと思うね、うん」

　親しげに話しかけたのは、声から判はん断だんするとどうやら鱗りんさんのようだった。この人には珍めずらしい正せい論ろんだったが、それを聞いたフィルはぶっきらぼうに「大きなお世話だ」と短く答えた。

「だいたい、どうしていちいち俺に構かまうんだ。鱗と俺は単なるクラスメートだろ」

「わー冷たい。レンタル屋でちょいちょい出くわす仲でしょうがよ」

「仲って何だよ。俺がＣＤ借りに行った時、たまたまそっちも来てただけだろ？」

「それもまた縁えんなのさ。そして何より、背せの高い色男はアタシに心配される権けん利りがある」

　さすが鱗さん、ものすごい勝手な理由である。どう対たい応おうすべきか迷まよったのだろう、フィルは一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くしたが、「からかうな」と言い放つと、足早に美術室から立ち去ってしまった……らしい。かつかつと廊ろう下かを歩き去る音が響ひびく中、鱗さんはシャッと高い声で苦笑した。

「ありゃま。行っちまったか」

「まあ、一人で頭冷やすのもいいかもね」

　呆あきれたように経ふみ島しま先輩がつぶやいた。それは先輩の言う通りかもしれないけど、フィルにはちゃんと謝あやまらないとな。そう決心していると、

「そろそろいいかしら」

「──うわっ？」

　ふいに頭を抱かかえていた手がふっと緩ゆるんだ。床ゆかに転げそうになりながらも、何とかバランスを保たもって立ち上がれば、困こまり顔がおでうーんと首を傾かしげるニコ先生が目に映った。続いて、ヘラヘラ微笑ほほえむ鱗りんさん、呆れ顔の経島先輩、そして泣きはらしたように赤い瞳ひとみのイタチさん──って。

「え、なんで？　どうしたの、イタチさん？」

　ニコ先生にヘッドロックされてる最中に何かあったのだろうか。慌あわてて駆かけ寄より、その顔を覗のぞき込こむ。と、目尻に涙なみだを溜ためた妖よう怪かい少女は、ぐすっ、とすすり上げながら、精せい一いつ杯ぱい微笑んでくれた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから……何もないよ、真しん一いち」

「そうなの？　いや、でも、そんなに赤い目で──」

「えっ？　こ、これは、その──真一、頑がん張ばってたから」

「はい？　僕？」

「うん。ニコと──と思ってて、覚かく悟ごしてたのに──でも、そんなこと考えてると思わなくて、びっくりして、それで、すごく嬉うれしくて、嬉しかった自分に、もっとびっくりして……」

　呆ほうけた顔の僕を見つめ、イタチさんは全く意味の取れない文章を途と切ぎれ途切れにつぶやいた。どういう意味と問う間もなく、その瞳からぼろぼろっと涙が落ちる。わっ、と驚おどろく僕の前で、イタチさんは慌てて手にしていたハンカチで──よく見ればびしょびしょだ──慌てて目め尻じりをごしごしぬぐった。

「ご、ごめんね！　あれ、止まったと思ったのに、おかしいな……！」

　途切れ途切れの涙声を漏もらしつつ、イタチさんは弁べん解かいを続ける。どうしていいかわからずおろおろしていると、ニコ先生がグッと親指を立ててくれた。いや意味わかりませんから！

　目の前で泣かれている以上、慰なぐさめるとかなだめるとかするべきなのかもしれないけど、しかし何をどう慰めろと言うのだろうか！　為なす術すべもなくうろたえる僕を呆れた横目で眺ながめつつ、経島先輩は机の上に残されたフィルの絵へと手を伸のばした。

「むー、こういう辛しん気きくさいオチは嫌きらいなんだけどにゃー。まあフィル坊ぼうが怒おこるのはわからんでもないけど、せめて自分の作品くらい発表していけっつーの」

　頰ほおを膨ふくらせながら、先輩は丸めた画用紙を無む造ぞう作さに広げた。鱗りんさんとニコ先生がどれどれと興きよう味み深ぶかげに覗のぞき込こみ、僕も（イタチさんを気にしつつも）慌てて視し線せんを向ける。

　そこに描かれていたのは、昇しよう降こう口ぐちから仰あおぎ見みた校舎の様子だった。正せい確かくで精せい緻ちなタッチがいかにもフィルらしいな、と感心していると、ふいにニコ先生が意外そうな声を漏らした。

「へえ……。これを──あの子が？」

「え？　そんなびっくりするような絵なの？　フツーに上手いな、としか思わねーけど」

　困こん惑わく気味に鱗りんさんが眉まゆを寄せた。その問いかけに、ニコ先生は嬉うれしそうに微笑ほほえむと、絵を見つめたまま、穏おだやかに口を開いた。

「今までのフィルの絵って、もっと真面目まじめで、もっと冷たかったんですよねえ。工業製品とか新しん築ちくマンションの完成予想図みたいな、間ま違ちがいじゃないけどだからどうした、って感じの」

「割と辛しん辣らつな批ひ評ひようね」

　ぼそりとつぶやいたのは経ふみ島しま先輩だ。ニコ先生は「一いち応おうプロですからねえ」と苦笑したが、すぐにフィルの絵へと視し線せんを戻もどすと、再ふたたび嬉しげに微笑んだ。

「でも、この絵には──まだ、ほんの少しだけですけど──暖かみがあるんですよねえ。出来映えは、確たしかに、リンの言うとおり普ふ通つうです。でも、普通の絵が描かけるようになるなんて……あの子も変わってきたのかなあ。この部に入ったおかげでしょうか？」

「あと、アタシがクラスでさんざんからかってるせいかもね」

　楽しそうに蛇へび女によう房ぼうがにやついた。そんなことしてるんですか、と睨にらんでやれば、鱗さんは悪びれることなくシャッと笑った。

「すぐ赤くなるから面おも白しろくってさ。女の子の間ではテンパりぶりが可愛かわいいって評ひよう判ばんよ」

「なるほど、少年は少しずつ成長しているというわけか。それはめでたい！」

　唐とう突とつに経島先輩が言いきった。いきなり何を、と驚おどろく僕をきっぱり無む視しすると、ジャージ眼鏡の最上級生は、一同をぐるりと見み渡わたした。

「なんか湿しめっぽい幕まく切ぎれで不満だったけど、そういうことならなかなかいい話じゃないの。白しろの字じもイタチちゃんを泣かしたことだし──これはもう祝うしかないわね！」

「お、ナイスアイデア！　やっぱ、騒さわいで締しめないとね！　つーわけでニコもどう？」

「何だかよくわかんないですけど、楽しそうなのでいいですよお。どんとこいです」

「うお、さすがアーティスト！　ノリで話が通じるあたりが素す敵てき！」

　光速で意気投合した三人が、顔をつきあわせて何やら相談を始めた。急に何の話だろうか？　ようやく泣きやんでくれたイタチさんと顔を見合わせ、僕はきょとんと首を傾かしげた。
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「はいはーい！　皆みな様ご注目！」

「ただ今より！」

「白しら塚つか真しん一いち不戦敗記念祭！　アンド！　大おお上がみフィルバートちょこっと成長記念祭！」

「イン多た々た羅ら木ぎ家けの庭を！」

「開かい催さいしまああーっす！　はい拍はく手しゆ！」

　夕ゆう闇やみが迫せまりつつある広い庭園の一角で、ジャージの経島先輩と割かつ烹ぽう着ぎの鱗さんが元気に声を張はり上あげる。色とりどりの料理が並ならんだ縁えん台だいを囲んでいた僕らは、苦笑の浮うかぶ顔を見合わせ、ぱちぱちとおざなりに手を叩たたいた。盛もり上あがっていたのはニコ先生と半はん裸らの天てん狗ぐくらいだったが、司会の二人はそれなりに満足したようで、

「では諸しよ君くん、あとは適てき当とうに語らうなり飯を食うなり愛を確たしかめ合あうなりしてくれたまえ」

「なお本日の主しゆ賓ひんの一人フィルバートくんは欠席ですので悪しからず」

　適当なことを言い残し、舞ぶ台たい（鱗りんさんが持ってきたビールケース）から飛とび降おりた。相変わらずだね、と呆あきれたのは、ライカにせがまれて仕方なくやってきた滝たき沢ざわさんだ。確たしかに、と笑い返していると、ふいに押おし殺ころしたような声が背はい後ごで響ひびいた。

「この集まりの趣しゆ旨しは理り解かいしたがな。……なぜ、お前たちは俺の家に集まるのだ」

「いや、僕に聞かれても──って、げっ！」

　振ふり向むいた先にあったのは、前まえ掛かけ姿すがたの長身長ちよう髪はつの青年の姿だった。今回の会場の家主、多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかである。ゴリゴリと震ふるえるこめかみを見る限かぎり、怒いかりと呆あきれが臨りん界かい点てんに達していらっしゃるらしい。思わず怯おびえた僕の隣となりで、滝沢さんは申もうし訳わけなさそうにつぶやいた。

「なんか、ごめん。……この人たち、こういう人たちだから」

「い、いや、滝沢が謝あやまることではないが──しかし、他に行くところはあるだろう？」

　素す直なおに謝られて面食らったのか、言いづらそうに視し線せんを逸そらす多々羅木豊。と、その太い首に、細長い腕うでがやたら親しげに巻まきついた。

「固いこと言うなって！　学校から近いし広いし騒さわげるし、この屋や敷しきは丁ちよう度どいいのさ」

　ニヤニヤと微笑ほほえみながら多々羅木の肩かたをばしばし叩たたく鱗さんである。さすがと言うか何と言うか、居い候そうろうとは思えないほど態たい度どがでかい。家主は何やら反はん論ろんしようとしたが、

「このアジ、豊が釣つって捌さばいたんだよね？　おいしいよ、ありがと。ね、赫あか音ね？」

「あ──うん。それは確かに。……あと、毎回押おしかけちゃってほんとにごめん」

　イタチさんと滝沢さんの言葉を聞くと、口をつぐんで背せ中なかを向けた。怒って部へ屋やに戻もどるのかな、と心配する間もなく、武ぶ骨こつな背中の剣けん道どう部員はぼそりと静かな声を発し、歩き去った。

「──待っていろ、鮎あゆがもうすぐ焼ける。あまり火から目を離はなすわけにはいかんのだ」

　化ばけ猫ねこ混まじりの剣けん術じゆつ使つかい、多々羅木豊。これでなかなかマメな料理人らしい。




　で、とにもかくにも始まってしまえば、あとは例によっていつもの通り。




「こら旦だん那な。久々に会う妻つまの酒が飲めねえとは、それでも生徒会長か？」

「だから鱗くん、俺は未成年だと言っている！　そしてほとんど毎日会ってるだろう！」

「うわ何そのつれない態たい度ど。かくなる上は──よし決めた！　口くち移うつしでダイレクトに吞のませてやっから覚かく悟ごしろ！　牙きばの毒が混まじるけどまあいいわね、シャーッ」

「待った！　色んな意味で待った！　そこの二人！　見てないで何か言ってくれ！」

「髪かみを操あやつるだけじゃなく毒も使うたあ、さすが蛇へびの化身。こりゃ俺も苦戦しそうだ」

「格かく闘とうバカのあんたらしい感想ねー、求ぐ道どう丸まる。そして江え戸ど橋ばしは祝ファーストキス」

「違ちがう、違うんだ経ふみ島しま、俺は──ぐむ！」




「もしもし？　ええ、確たしかに貴方あなたも少しは使えるようになってきましたわよ。ですから──はい？　そう思うんなら褒ほう美びにデート？　……ほほう、なかなかいい度ど胸きようですこと。もう一度、野の良ら狸だぬきと伝説の妖よう狐この差を、じっくり体に教え込んでやる必要があるようですわね」

「あの……稲いな葉ば先生？」

「わん？」

「あら失礼。愚おろかな狸たぬきから電話が入っていたもので。それで犬いぬ神がみ使つかい、何の話でした？」

「最近の噂うわさですよ。夜の校舎で大きな犬を見たとか、犬の声を聞いたってやつ。ライカが見えてる新入生がいるのかなって思ってたんですが、どうやら、そうでもないみたいなんです」

「わんわん」




「白しら塚つかさんが選んだ答、お聞きしましたよ。良かったですねえ、クズリさん」

「え？　美み生う、あたしが良かったって、どういう……？」

「にゃっ？　だって、すごく心配されてたじゃないですか。だから、おめでとうございます」

「そ、そんなに心配してたつもり、ないけど……。真しん一いちが自分で決めることだし、それに」

「はい、おめでとうございます」

「あたしがどうこう言うことじゃないと思うから、そんな──ね？」

「おめでとうございます。ええ、もう何度でも言っちゃいますよ。クズリさん、おめで──」

「だっ、だから、あたしはね……あう……。……ありがと、美生」




「ですからね、副会長。ニコさんから個こ展てんのチケットを二枚貰もらったんで、一いつ緒しよにどうですかって。一人で二回行っても仕方ないですし」

「そっ、それは、その……でっ、でも！　どうして、わ、わた、私……なの？」

「副会長、この間の牛ごん蒡ぼ種だねの事件の後、お礼をしたいって言ってくれたでしょう？」

「あ、うん。……ごめんね、言うばっかりで、結局、何もできなくて」

「別にいいんですけどね。でも、せっかくですし、これに付き合ってもらうのがお礼ってことでどうかな、と思って。あ、もし嫌いやなら、白塚でも誘さそって行きますけど」

「う、ううん！　行きたい──です！　行きたい！　とても！　是ぜが非ひでも！」

「やあ、ありがとうございます。それじゃ、よろしくお願いしますね」

「こっ……こちらこそ……」




　とまあそんな具合に、照れたり困こまったり叫さけんだり、驚おどろいたり喜んだり笑ったり。

　よく見知った顔がわいわい語らう庭のその片かた隅すみ、ぽつんと静かな縁えん台だいで、ワイングラスを手にしたニコ先生は、隣となりに座すわった僕をちらりと眺ながめて苦笑した。

「聞いてますかあ、シンイチ？　ほんとにがっかりなんですよ、私」

「ほんとすみません。弟で子しになりたいなんて言っておきながら……」

「全くですよお。今回は、可愛かわいいファンに免めんじて許ゆるしてあげますけど……。でも、シンイチが本気で描かいた元気な絵、楽しみにしてたんですからねえ。あーあ、見たかったなあ」

　申もうし訳わけなさそうに謝しや罪ざいの言葉を繰くり返かえす僕を前に、ニコ先生はわざとらしく残念がってみせた。いつもの長なが手て袋ぶくろを外しているのは、食事のためだろうか。なんにせよ、この態たい度どを見るところ、そんなに機き嫌げんを損そこねたわけでもないらしい。ちょっと安心した僕は、串くしに刺ささった鮎あゆを片かた手てで弄もてあそびながら「ですけど先生」と言い返した。多た々た羅ら木ぎ謹きん製せいの鮎の塩焼きは、鱗りんさんが誉ほめるだけあって確たしかに美味うまい。

「考えてみれば、いきなり世界旅行ってのは僕にはそもそも無理だったかなって」

「お金だったら大だい丈じよう夫ぶですよお？　ああ、ご家族の反対とかですかあ？」

「それもそうですけど、言葉ですよ言葉。中学から習ってる英語でも怪あやしいですから、僕」

「大丈夫。絵って共通言語ですから、どこの国でも通じるんですよお？　音楽もそうですけどね、何しろこっちは紙とペンさえあれば描けちゃいます。だから絵って凄すごいんです」

「はあ、そんなもんですか」

「あ、絵え描かきのくせに絵のパワーを信じてないですねえ？　ほんとですよお？　ヒマラヤでもゴビでもサハラでも、私はそれで助かってるんですからね、ええ」

　赤ワインの入ったグラスとクラッカーを手に、ニコ先生はころころと笑った。その無む邪じや気きな笑顔はいつも通りに魅み力りよく的てきだったけど、しかし今の話は冗じよう談だんなのか実話なのか。というわけで反はん応のうに困っていると、ふいに先生は僕の手元へ顔を向け、

「隙すきあり。あむ」

　鮎の塩焼きを一口、囓かじった。大人とは思えない振ふる舞まいに呆あきれる僕をさっぱり無む視しし、貴き族ぞくみたいな格かつ好こうの新しん鋭えい画家はごくんと鮎を飲み込むと、満足そうにうなずいた。

「うーん、やっぱりワインには川魚が合いますねえ……。日本を出る前に、美味おいしいものが食べられて良かったです」

「ありゃ。ニコ、どっか行くの？」

　セーラー服の上に割かつ烹ぽう着ぎを着込んだ蛇へび女によう房ぼうが、いきなり口を挟はさんできた。ニコ先生は、酒さか瓶びん片かた手てにふらつく鱗さんへと向き直り、「はい」ときっぱりうなずいた。

「今度はギアナかアマゾンへ行こうかなって思ってるんですよ」

「そっかー。また来たら絶ぜつ対たい寄ってよね、歓迎すっからさ」

　ニッと人好きのする笑みを浮うかべると、鱗さんは「おーいキツネと求ぐ道どう丸まる、飲み直そうぜー」と歩き去ってしまった。相変わらず元気な人だな、と感心しながら細い後うしろ姿すがたに見とれていると、ニコ先生は嬉うれしそうにつぶやいた。

「ほんと、リンは素す敵てきなお節せつ介かいさんですねえ」

「そう言や、フィルにも色々言ってましたしね」

　フィルに説教をかます鱗りんさんの声が甦よみがえる。同時に、不ふ機き嫌げんそうに美術室を立ち去った後輩の声が脳のう内ないで再さい生せいされ、僕は重たい息を吐はいた。せめてフィルがここにいれば、ちゃんと謝あやまれるんだけど、あいにくあのぶっきらぼうな銀ぎん髪ぱつ少年の姿すがたは広い庭園のどこにもない。一いち応おう、鱗さんがメールしてたんだけど、結局返事はなかったんだとか。

「……まあ、あんな感じで別れた後に、宴えん会かいにほいほい出てくるのは難むずかしいよな」

　しかも、あの真面目まじめな性格なら特に。そんなことを考えつつ、僕は鮎あゆの身を一口がぶりと囓かじり取とると、ニコ先生へと話しかけた。

「先生。フィルのことなんですが──あいつを先生の弟で子しにしてあげてくださいって、僕が頼たのんじゃ駄だ目めですかね？　あんなに熱心で真面目だし、絵だって十分に上手いと──」

「それは駄目ですねえ」

　即そく座ざにきっぱりとした声が返ってくる。見事な断だん定ていに驚おどろいた僕を、ニコ先生はおかしそうに見み据すえると、「では質問です」と人差し指をまっすぐ立てた。

「シンイチは、画家とか絵え描かきってどんな人のことを言うと思います？」

「はい？　えーと、絵を描く人……ですか？」

　いやしかし、いきなり何の話を？　不ふ審しんに眉まゆをひそめる僕の前で、先生は「一いつ般ぱん的てきにはそれで正解です」と苦笑し、右手の人差し指を赤ワインにそっと漬つけた。

「これは私の個人的な考えなんですけど──」

　そう言いながら、先生は指を白いクラッカーの上で踊おどらせた。赤ワインの紫むらさきが鮮あざやかな軌き跡せきを残していき、ほどなくして一羽の小鳥が描き上げられる。すげえ、さすがはプロ。最さい低てい限げんの線だけで構こう成せいされたその絵で、僕を見入らせながら、童顔のプロはこう言い足した。

「──絵描きって、放っておかれても勝手に絵を描き始めちゃう人だと思うんですよね」

「あ、わかります」

　勝手に口が動いて返事をしていた。その定義が正しいかどうかはともかく、すごくよくわかる。目を見開いたまま、僕はこくこくと首を縦たてに振ふった。と、それを見たニコ先生は、絵を描いたばかりのクラッカーを僕の口へ無む造ぞう作さに差し込むと、困こまったように眉まゆを下げた。

「えへへ、シンイチはわかってくれると思ってました。そういう絵描きさんですもんね。ですけど……フィルは違ちがうんです」

　この人には珍めずらしい溜ため息いきが落ちる。クラッカーをなるべく静かに嚙かみ砕くだきつつ、僕は話の先を待った。なんとなく話の先は見えたけど、今は口を挟はさんじゃいけない気がする。

「フィルは──あの子は、勝ち負けとか、他人の評ひよう価かにこだわりすぎなんですよねえ。まるで、誰だれかに認みとめてもらうためにだけ、絵を描かいてるように見えちゃうんです。見てて辛つらかったんですよね。もっと楽しく描けばいいのに、って」

「それは、僕も思いますけど……。でも先生、今日のフィルの絵は」

「ええ。ちょっとだけですが、変わってました。でもですねえ、だからこそ──あの子は、連れて行けないんですよ。この学校にいれば、もっと変われそうなんですから」

「……なるほど」

　暖かみに満ちた口調に、僕は思わず聞き入っていた。さすが年上、さすがプロ。そう感心していると、ふいに学生服の内側で携けい帯たい電話がぶるるる、と震ふるえた。わっ、と驚おどろきつつ、先生に謝あやまりながら携帯を取り出す。

「こんな時に誰だれだよ──って、知らない人からメール？」

　首を捻ひねりながらメールを開く。と、簡かん潔けつな文章の末まつ尾びに示された差出人の名前を見て、ニコ先生が「噂うわさをすれば影かげですねえ」と嬉うれしそうな声をあげた。
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「来てくれましたね、白しら塚つか先輩」

「そりゃまあ、呼よばれたからには来るけどさ」

　落ち着いた声を投げかけられ、僕は小さく肩かたをすくめながらあたりを見み渡わたした。

　ほとんど視し界かいの効きかない暗くら闇やみの中、遠く離はなれた街がい灯とうと、窓まどから差し込む月明かりだけを頼たよりに、僕はフィルと三メートルほどの距きよ離りを取って対たい峙じしていた。一人で来てくれと記しるされたメールを見た時は、いったいどれだけ怒おこられるのかと震ふるえたが、声の調子からすると怒いかり狂くるってるわけでもなさそうだ。できれば表情で判はん断だんしたいのだけど、なにしろ暗くてよく見えないのである。

　加えて、ここは比ひ較かく的てきろくでもない思い出しかない場所でもあるわけで。具体的には鬼おにとか鬼とか鬼とか鬼とか。呼び出されるのは構かまわないけど……こいつ、なんでこんな場所を選ぶかなあ。僕は小さく溜ため息いきを吐つき、「あのさ」と改まって口を開いた。

「なんでまた学校の、しかも倉そう庫こ棟とうの空き教室なんかに？」

「先輩。俺はね」

　抑おさえたトーンながらも張はりのある声が、僕の言葉に割り込んだ。思わず黙だまった僕の前で、学生服のポケットに手を突つっ込こんだまま、フィルは確たしかな足取りで窓まど際ぎわへと近づいた。よくもまあ見えるもんである。

「小さい頃ころから、ニコ姉さんの絵が好きだったんです。あの、自由なのびのびした画風が大好きで、奔ほん放ぽうなタッチに憧あこがれて、それで絵を描き始めた。ですけどね、どう頑がん張ばっても──いや、頑張れば頑張るほど、真面目まじめでつまらない絵ができあがる。わかりますか、この気持ち」

「はい？　いやまあ、わかることはわかるけど──でもさ、描かきたい絵が最初から描けりゃ苦労しないって。何十枚も描いてれば、そのうち自分好みの線が見えてくるし、それが楽しいんじゃないかと僕は──って。あの……もしもーし？　聞いてる？」

「だから俺は、姉さんが先輩の絵を美術展で見て大喜びした時、どうしようもなく羨うらやましかったんですよ。そして、ひどく嫉しつ妬とした」

　あ、どうやら聞いてないらしい。仕方なく僕は口を閉じ、聞き役に徹てつすることにした。

　なんか筋すじ違ちがいなことで怒おこられてる気もするが、描きたいものが描けないって悩なやみは、心の底からよくわかる。無言で続きを促うながせば、フィルは窓まど枠わくにもたれかかって先を続けた。ツンツンと跳はねた短い銀ぎん髪ぱつが、幽かすかな月明かりによく映えている。

「姉さんの弟で子しを賭かけて先輩と勝負することになった時は、嬉うれしかったんですよ。これはチャンスだって思ったから。だけど先輩は、結局、勝負することなく逃にげた。これじゃ俺は、体のいい当て馬だ。道化役にも程ほどがあります。大笑いだ」

「──待てよ、それはさすがに言い過ぎだろ、フィル！　鱗りんさんも言ってたけど、自分の努力を自分で無にしてどうするんだよ！　それにな──ニコ先生は、お前が残した絵を見て、変わってきてるって言ってたんだぞ！　絵は変わるんだよ！　ちょっとずつでも！」

　自じ嘲ちよう的てきな言い回しに我が慢まんができず、僕は口を挟はさんでいた。勝手な言い分なのは承しよう知ちの上だが、これ以上は黙だまっていられない。だがフィルはそれに反はん応のうすることもなく、ふいに肩かたをすくめて顔を上げた。

「知ってますか、先輩？　鬼おにって原始的で単たん純じゆんな妖よう怪かいですからね、一度滅ほろぼされてもその残ざん滓しは割合長く残るんです。だから──一ひとつ目めの鬼おにが倒たおされたこの場所には、坊ぼうの名残なごりが未だに色いろ濃こく残っているというわけだ」

「は？　いきなり何を？」

　唐とう突とつに切り替わった話題に、思考が一いつ瞬しゆん麻ま痺ひして止まる。その間にも、フィルは落ち着いた声のまま言葉を紡つむいでおり──いや違ちがう。

　この口調は──そして声も、フィルじゃない！

　ハッと気付いたその瞬しゆん間かん、背せ中なかにぞくりと悪お寒かんが走った。まさか、いやそんな──。

「鬼の残滓は茫ぼう洋ようにして粗そ暴ぼうなる怪かい異い概がい念ねんそのもの。媒ばい介かいさえあれば、坊の残滓は別の様相を取って顕けん現げんし、眠ねむっている怪異があれば覚かく醒せいさせる。原初の鬼は強いのだよ、小こ僧ぞう」

「……ちょっと待て。噓うそだろ、おい」

　思わず一歩後ずさりながら、僕は力無くつぶやいた。同時に、フィルだったものは返事の代わりに学生服の前をはだけ、白いワイシャツを──いや、奇き妙みような文様の浮うき出でたシャツを、露あらわにした。それを見た瞬しゆん間かん、僕はハッと息を吞のんだ。あの時とは出で立ちは違うけど、その特とく徴ちよう的てきな模も様ようは間ま違ちがえようがない。ってことは、あいつの正体は──。

　意外な真実に打ちのめされつつ、僕は目の前の相手の名を──一目鬼を育てて操あやつり、女子生徒盗とう撮さつ事件の黒くろ幕まくだったと思しい相手の名前を──呼よんでいた。

「レインコート……！　まさか、フィルだったなんて──！」

「名前がそのまんますぎるわ阿あ呆ほ！」

　すぱあん、と小こ気き味みよい音を立て、後頭部がはたかれた。いきなりのツッコミにバランスを崩くずし、思わずつんのめった僕に、呆あきれるような声が投げかけられた。

「つーかレインコート着てないのにその呼び名はどうなのよ」

「でも、最初にそう呼んじゃったから──って、経ふみ島しま先輩？　いたんですか？」

「うん。実はさっきから」

　ぎょっと見つめた視し線せんの先で、ジャージを羽は織おった眼鏡の少女はあっさりとうなずき、親指でちょいちょいと廊ろう下かの奥おくを指し示した。何だろうと思ってそちらを向けば、

「……え？　イタチさんにニコ先生に滝たき沢ざわさん？　それに江え戸ど橋ばしさんまで？」

　見み慣なれた顔ぶれが居い心地ごこち悪そうに並ならんでいた。なんでまたお揃そろいで、と尋たずねる間もなく、イタチさんが弁べん解かいするように口を開いた。

「あ、あのね！　ニコが、一人で呼び出すなんてフィルらしくないって言って」

「はい。クズリに案内してもらってやってきたわけなんですよお」

「倉そう庫こ棟とうには嫌いやな妖よう気きが残ってるってライカが言ったからね、ぼくはそれが気になった」

「わんわん」

「で、経島も行くと言い出したからな。女性だけで行かせるのもどうかと思って」

「なるほど。事じ情じようはわかりました」

　あっさり納なつ得とくすると、僕はじりじりと後ずさって一同に加わった。理由はどうあれ、この面子めんつ──特にイタチさんと滝沢さん──が来てくれたのはたいへん心強い。慌あわててイタチさんの後ろに隠かくれれば、滝沢さんはそれを冷たい視線で眺ながめつつ、経島先輩へ問いかけた。

「……先輩、こいつは何なんです？　フィルバート君が二重人じん格かくで、隠れてるほうの人格が鬼おにを育てたりしてたってことですか？」

「だったらイタチちゃんか犬いぬ神がみが普ふ段だんから妖気を感知してるはず。おそらく今しゃべってるのは、実体のない憑ひよう依い妖よう怪かいよ。布を媒ばい体たいに人に取とり憑ついて操あやつる力を持ってるタイプと見た」

「媒体……？　あの、うねうねした模様のことですか？」

「滝やん、たぶん正せい解かい。普段はどっかに隠れてて、用のある時だけフィル坊に憑依してたんじゃないかと推すい測そくするけど──そこんとこ、どうかしら？」

　顎あごに手を当てて思し案あんしつつ、経島先輩は豹ひよう変へんしたフィルを睨にらみつけた。と、レインコートは（いや今は学生服なんですが、もうこの名前でいきます）、笑うように肩かたを揺ゆらした。

「なかなか勘かんが良いな、娘」

「そりゃどうも。だったらついでに、あんたの目的教えてくんない？」

「なぜ答える必要がある？」

　フィルの体を操あやつるレインコートが、嘲あざけるように言い放つ。そりゃそうだよな、と思わず納なつ得とくしていると、鬼おにを育てていた怪かい人じんはふいに大きく両手を広げると、

「牛ごん蒡ぼ種だね使つかいの働きで、依より代しろ候こう補ほはすでに見つけた。となればあとは、強力な妖よう怪かいを顕けん現げんさせ、遍あまねく認にん識しきさせ、そして博ひろく恐きよう怖ふさせれば──事は済すむのだ！」

　ぱあん、とその手を打ち付けた。

　瞬しゆん間かん、暴ぼう力りよく的てきで危き険けんな気配の塊かたまりがドロンと現れ、レインコートを包み込んだ。肌はだに直ちよく接せつビリビリと伝わる危険度に、思わず肝きもが震ふるえて縮ちぢむ。

「ウウッ……！」

　ふいにライカが低く唸うなった。犬いぬ神がみの言葉はわからないけど、言いたいことはよくわかった。

「これが、一ひとつ目めの鬼おにの残ざん滓しってやつか……！」

「らしいわね。……で？　これがどうしたの？」

　僕の独ひとり言ごとを受け流し、経ふみ島しま先輩が眉まゆをひそめた。ニコ先生を庇かばう江え戸ど橋ばしさんの不安げな視し線せんを受けながら、美術部の誇ほこる妖怪博士は鬼の残滓をじろりと見つめて言い放った。

「依代がどうとかって話はさっぱりだけど、この靄もやが役に立たないことくらいはわかるわよ。確たしかに迫はく力りよくはあるけどね、こんだけ存そん在ざいが薄うすいと、私らに干かん渉しようするのは無理でしょうが」

「もっともだ。だが、言ったろう。一目鬼の残滓は眠ねむる怪かい異いを覚かく醒せいさせると──！」

　フィルの体に似に合あわない冷たい女性の声が、先輩の質問に切り返す。どういう意味だと問い返す間もなく、フィルに宿ったレインコートは目の前に手を伸のばし──いや、眼がん前ぜんの空間に、腕うでを突つっ込こんだ。二の腕から先が、ずぶりという音とともに、歪ゆがんで消える。

「礼を言うぞ、白しら塚つか真しん一いち。お前への嫉しつ妬と心しんがなければ、この血は目覚めなかったのだから」

「はい？」

　いきなり名前を呼ばれ、間ま抜ぬけな声が出てしまった。だがレインコートはそんな僕をきっぱり無む視しし、手を差し込んだ先の異い空くう間かんから古びた革かわ紐ひものようなものを引きずり出した。

「まさか、咎とが人びとの革帯ベルト……！　あの時、リーバードが埋うめたはずなのに！」

　そう叫さけんで息を吞のんだのは、意外にもニコ先生だった。同時に、レインコートに取とり憑つかれたフィルは、勝かち誇ほこったようにニタリと笑った。

「全く、この体は拾い物だったよ。一目鬼が育ちきる前に倒たおされた時は腸はらわたが煮にえかえったが──棄すてる神あれば拾う神ありとは、よく言ったものだ。一月前、手て駒ごまとして適てき当とうに選んだだけの男が、まさかこんな逸いつ材ざいだったとはな！　覚醒させるのにも、そして変身を促うながすこの革帯を探さがすのにも、存ぞん外がいに時間がかかったが──こいつには、それだけの価か値ちはある」

　そして、手にした革紐をベルトのように腰こしに巻まき付つけ、

「さあ刮かつ目もくして見るが良い！　──蒙もう昧まいにして愚ぐ鈍どんにして獰どう猛もうなる獣ベートの覚醒を！」

　鬼き気き迫せまるその宣せん言げんが倉そう庫こ棟とうに響ひびいた瞬しゆん間かん。フィルの体に変化が起きた。

　漂ただよっていた一目鬼の残滓がフィルへと流れ込んだかと思うと、その体がざわりと揺ゆれる。

　あ、と叫さけぶ間もなく、銀色の髪かみが──いや、銀の妖よう気きが全身をざわりと包みこみ、その体を覆おおい尽つくした。フィルを包んだ妖気はあっという間に実体化し、その体格を数倍に膨ふくれあがらせる。腕うでを床ゆかについて四よつん這ばいになったかと思うと、異い様ように長い尾おがずるりと踊おどり、鼻先がぐうんと長く伸のびる。その口元には太い牙きばがガチガチと生はえ揃そろい、手足の先にはこれまた太い鉤かぎ爪づめがギラリと並ならんだ。おい。待て。何だこりゃ！

　質量保ほ存ぞんの法ほう則そくを完全に無む視ししたその大変身に、僕らは揃って度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　その呆ほうけた顔を前に、さっきまで真面目まじめな後輩だった怪かい人じん──と言うか、おそろしく大きな銀色の狼おおかみは、太い爪つめで床ゆか板いたに穴あなを刻きざみながら、

「ウ………………オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！」

　体をびりびり震ふるわせる大だい音おん声じようで咆ほう吼こうしたのだった。

「何これ？　フィル坊ぼうって人狼ワーウルフだったわけ？」

「……わーうるふ？」

　さっと下がった経ふみ島しま先輩に、イタチさんが問いかけた。だがその質問に答えたのは、

「わかりやすく言えば、狼おおかみ男おとこってことですねえ。人と狼、二つの姿すがたを持った妖よう怪かいです」

　なんと、意外にもニコ先生だった。いつもと同じ調子でのあっけらかんとした説明に、僕は思わずイタチさんと顔を見合わせ──そして先生へと振り向いた。

　おかしいだろ。だって、十年越しの付き合いの少年が狼に変身したってのにですよ？

「なんでそんなに平然と……！　もしかして先生、このこと、知ってたんですか？」

　まさかと思いつつそう尋たずねれば、ニコ先生は何も言わなかったが、ただこくりと首を縦たてに振ふった。そんな、と驚おどろく僕の耳に、ライカが低く唸うなる声が届とどく。

「ウウ……ッ！」

「ああ、わかってる！」

　相あい棒ぼうの犬いぬ神がみに短くうなずき返しつつ、滝たき沢ざわさんはフルートを構かまえた。凜り々りしい眼まな差ざしを人狼の巨きよ軀くへと向けながら、犬神使いは小さく舌した打うちを漏もらした。

「ライカが校内で嗅かぎつけた妖気、夜の校舎で大きな犬を見たって噂うわさ──。何かありそうな予感はしてたけど、こんな真相とはね」

「そっか……！　だからあたし、フィルのこと、初めて見た時から気になってたんだ」

　ハッと目を見開き、イタチさんがつぶやいた。

「フィル、普ふ通つうの人間の男の子のはずなのに、薄うすい妖気みたいな匂においがしてて──変だな、おかしいなって思ってたんだよ。でも、まさかほんとに妖怪だったなんて……」

「納なつ得とくしたか？　ならばこの世に未み練れんもなかろう。本場の人狼の力を試す相手としては、化ばけ鼬いたちと犬神風ふ情ぜいでは物足りんが──里さとに暴あばれ込こむ前の肩かた慣ならしとしては頃ころ合あいだ。死ね」

　二メートル近い巨きよ体たいとなったフィルの口からレインコートの声が漏れ、そして獣けものじみた唸うなりが轟とどろいた。来るわよ、と叫さけんだ経島先輩がものすごい速さで後こう退たいする。

　同時に、イタチさんは短く息を吸すい、臨りん戦せん体たい勢せいを整えた。オレンジのフレアが夜の闇やみに鮮あざやかに踊おどり、栗くり色いろの耳と尻尾しつぽが一いつ瞬しゆんのうちに顕けん在ざい化かする。その美しさに僕が息を吞のめば、ニコ先生は「わあ綺き麗れい」と嬉うれしげに手を打ち合わせた。さすが人狼ワーウルフの存そん在ざいを初めから知っていた人、耳と尻尾ぐらいじゃそんなに驚おどろかないらしい。

「あたしたちは死なないし、フィルにそんなことさせたりもしない！　そうだよね、赫あか音ね！」

「言われなくても！　ライカ、準じゆん備びはできてるね。なら──江え戸ど橋ばしさん、体借ります！」

「なに？　すまん、話を聞いてなかったんだが──」

　唐とう突とつに名前を呼よばれ、ニコ先生を庇かばっていた江戸橋さんはきょとんと目を見開いた。瞬しゆん間かん、滝たき沢ざわさんのフルートが奏かなでる厳げん粛しゆくな旋せん律りつに乗って、ライカがするりと生徒会長に重なり、赤毛の狼おおかみ男おとこへとその姿すがたを変える。わっ、と驚くニコ先生の前で、ライカと合体した江戸橋さんは爪つめと牙きばとを光らせ、古びた床ゆかを踏ふみしめた。

「百ひやつ鬼き夜や行ぎようを清めて散らす！　久々登場！　犬神男ドギーガイ！　……と名乗ってはみたものの、こりゃ正直分が悪いかな。同じイヌ系とは言え、なんかいろいろ桁けたが違ちがうし」

　決きめ台詞ぜりふを吹き替えつつ、気弱な言葉をぼそりと漏もらしたのは経ふみ島しま先輩だ。まあ気持ちはわからなくもない。手足の太さも体格も迫はく力りよくも、今のフィルは犬神男ドギーガイの二倍以上。くうん、と不安げな声を漏もらすライカだったが、滝沢さんはその鼻先をそっと撫なで、力強くこう言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、ライカ。どんな凄すごそうな相手でも、場数ならぼくらのほうが上だ」

「だから勝てるとでも言いたいか、驕おごるな小こ僧ぞう！　襲おそえ──人狼！」

　レインコートの叫びとともに、人狼が咆ほう吼こうし、床ゆかを蹴けった。大根みたいな牙きばが（我ながら迫力のないたとえだとは思います）月の光を照り返し、滝沢さんとライカに迫せまる。だがその瞬間、銀の狼の鼻先でオレンジ色の炎ほのおが爆ばく発はつした。光と熱で目と鼻をやられたのか、もんどり打って苦しげに唸うなる狼を見つめながら、イタチさんが凜りんと叫さけんだ。

「負けないよ！　こっちは一人じゃないんだから！　それに赫音は『小僧』じゃない！」

「ありがとう伊達だてさん！　今のうちに構かまえろライカ、全力で吠ほえれば、気き絶ぜつさせるくらいはできるはずだ！」

　滝沢さんの構えたフルートから、パワーアップのテーマ（と僕が勝手に呼んでいる曲）が流れ出す。それに鼓こ舞ぶされ、ライカは意を決したように息を吸うと、

「──ウオオオオオオオオオオオオオオオオン！」

　全力で清めの声を打ち放った。

　たいがいの妖よう怪かいに満まん遍べんなく効きくその一いち撃げきは、体たい勢せいを立て直していた狼の体に炸さく裂れつし、その巨きよ体たいを暗い廊ろう下かの奥おくへと弾はじき飛とばした。二人の少女とプラス一匹の見事な連れん携けいに、傍ぼう観かんサイドの僕たちはぽかんと見み惚とれるばかりだ。

「うわあ……イタチさんめちゃくちゃ格かつ好こういい……。それに滝沢さんも──！　くそ、なんでこの人達は、こんなにも強くて凜り々りしくて美しくて頼たのもしくて可愛かわいくて──！　馬鹿！　スケッチブックを持ってこなかった僕の馬鹿！」

「おいこら。なんでいきなり泣いてんの白しろの字じ」

「シンイチの気持ちはわかりますよお。クズリもアカネも、すごく素す敵てきですもんねえ。でも私はプロなので、ちゃあんと小さなスケッチブックを持っているのです。じゃーん」

「あ、いいなあ……！」

　なんとも緊きん張ちよう感かんのない会話を交わす僕たちである。それを聞いたイタチさんは、困こまったような笑みを浮うかべてこちらを見たが、その時、廊ろう下かの奥おくを見つめていたライカが鋭するどく吠ほえた。相あい棒ぼうの声に、滝たき沢ざわさんは悔くやしげにうなずき、イタチさんへと振ふり向むいた。

「まだだ、伊達だてさん。あいつ、起きてくる！」

「うそ、ほんとに……？」

　ハッと顔を見合わせる滝沢さんとイタチさん。二人の少女は一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを交わすと、

「今度こそ決めてやる！　来い、ライカ！」

「真しん一いち！　御み崎さきとニコは任まかせたよ！」

　凜り々りしい声でそう言い残し、廊下の奥へと走っていった。

　……いやしかし「任せたよ」と言われても、だからこの僕に何ができるというのだろうか。もはや定番になった寂さびしさを感じていると、顎あごに手を当てた経ふみ島しま先輩が興きよう味み深ぶかげに唸うなった。

「まあ、この学校だけでもこんなに出てる以上、ヨーロッパ系の怪かい異いが実じつ在ざいしても今さら驚おどろきゃしないけど……。しかし、十三世紀がピークの妖よう怪かいがこの現代にいたとはね。フィル坊ってどこ出身だったっけ？」

「え？　えーと、確たしか孤こ児じなんですよ。フランスのどこかで拾われたって」

　ですよね、と目で尋たずねれば、ニコ先生はこともなげにこくりとうなずき、どこか物悲しそうに微笑ほほえみながら「拾ったっていうのは噓うそなんですけどね」と言い足した。

「たまたま通りかかった街で、森でひょっこり見つかった人狼ワーウルフの子が、危き険けんだからって殺されそうになってたんですよお。あんまり可哀かわい相そうだったから、私とリーバードが必死にお願いして助けてあげたんですよねえ」

「じゃあニコ、最初からあいつが人狼だって知ってて助けたわけ？」

「はあい。あ、名前もその時付けたんですよ。たまたまリーバードが持ってた筆ふでと、髪かみの毛がよーく似にてたから、丸平筆フイルバートって」

「……なるほど」

　最初に聞いた時から変わった名前だと思っていたが、事じ情じようを聞いて納なつ得とく。しかし、ものすごく安あん易いなネーミングである。ちょっとフィルに同どう情じようしていると、ニコ先生はふと懐なつかしそうに目を細めた。

「あれはどこでしたっけねえ。えーと、確か、ロレーヌとカンタルの境きよう界かいの──」

「なぬ？」

　聞いたこともないその地名に、経ふみ島しま先輩が食い付いた。いきなり何を興こう奮ふんしているんだ、この人は。驚おどろく僕を無む視しし、熟じゆつ考こうモードに入った先輩はぶつぶつと独ひとり言ごとを漏もらし始はじめた。

「ロレーヌとカンタルってことは、昔むかしの地名じゃジェヴォーダンよね……？　じゃああいつは、まさか──『ジェヴォーダンの獣けもの』の末まつ裔えい？　確たしかにそれなら年代は近いから──いや、でもそんな」

「あの……もしもし？　何ですか、その──ジェヴォーダンの何とか、っての」

　エンドレス気味に思考を漏らす先輩に、僕は小さく手を挙あげて尋たずねた。と、先輩は眉まゆをぴくりと動かすと「割と有名なんだけどね」と肩かたをすくめた。

「ジェヴォーダンの獣、あるいは単に『獣ベート』。千七百六十四年から三年間にわたって、フランスの片かた田舎いなかで百人以上の犠ぎ牲せい者しやを出した伝説の魔ま獣じゆうよ。そっか、あれって人狼ワーウルフだったんだ……！　あの文書、単なる獣の被ひ害がい報ほう告こくにしちゃおかしな描びよう写しやが多いって有名だったけど、人狼の仕し業わざだとすれば筋すじが通るわ、なるほどねー」

　何がそんなに嬉うれしいのか、拳こぶしを握にぎって力説する妖よう怪かい博士。相変わらずだな、と呆れていると、ふとニコ先生が「ミサキはリーバードみたいに詳くわしいですねえ」としみじみ言った。そのつぶやきに、経島先輩が再びぴくんと眉を動かした。

「リーバードってニコっちの師し匠しようよね。その人も妖怪馬鹿だったの？」

「はあい。フィルを日本の知り合いに預あずけるのも、リーバードが言い出したんですよお。妖怪って、その地の習しゆう俗ぞくや文化と関連して出てくるものだから、人狼伝説のない国ならフィルの血が目覚める確かく率りつも低いだろうって」

「いんや。あるわよ、人狼伝でん承しよう」

　唐とう突とつに経島先輩がざっくり割り込んだ。師匠の言葉をあっさり否ひ定ていされたニコ先生がきょとんと驚くのを見ながら、妖怪博士は「目の付け所は良かったけどね」と苦笑した。

「人と狼おおかみの姿すがたを持つ妖怪は、日本でもかなり古くから語られてんのよね。風ふ土ど記きには、朝ちよう廷ていの軍隊に追いつめられた地方豪ごう族ぞくが巨きよ大だいな狼に変身して戦った話が載のってるし、あとは、老ろう婆ばと狼の姿を使い分ける妖怪『鍛冶かじ屋やの婆ばばあ』なんかもバリエーションに含ふくめていいかも」

「そうなんですかあ……？」

「そうなんですよ。そもそも狼って神しん格かく化かされたり妖よう怪かい視しされたりしやすい存そん在ざいだからね。あんまり恐おそろしい存在だから直ちよく接せつ名前を呼よんじゃいけないって言われてた地ち域いきもあってさ、どうしても呼ばなきゃいけない時は畏い怖ふの念ねんを籠こめて『山やま犬いぬ様さま』って呼んだという──」

「真しん一いちっ！　赫あか音ね、受け止めて！」

　切せつ羽ぱ詰つまった叫さけび声ごえが、先輩の講こう釈しやくを断たち切きった。それに引かれ、反はん射しや的てきに声の方向に振ふり向むいた瞬しゆん間かん、

「え──う、うわあっ！」

　猛もうスピードで吹っ飛んできた小こ柄がらな体たい軀くが僕に激げき突とつした。とっさに構かまえていた両手と胸むねでその体を受け止めたものの、衝しよう撃げきに耐たえきることができずに、僕は無ぶ様ざまに床ゆかに転げた。両手を使っているので受け身も取れず、腰こし骨ぼねが嫌いやな音を立てて廊ろう下かの板にぶつかった。

「ぐうっ！」

　一いつ瞬しゆん遅おくれ、濁にごった悲鳴が自然と漏もれる。と、僕の胸むねの上にぺたんと座すわり込こんでいた少女がハッと僕を見下ろした。いつしか昇のぼっていた月の明かりを背せ負おいながら、ショートカットの少女は真面目まじめな双そう眸ぼうを僕へと向け、慌あわてて「ごめん！」と謝あやまった。

「白しら塚つか！　大だい丈じよう夫ぶだった？」

「え？　あ、うん、ぜんぜん！　滝たき沢ざわさん軽いしね。それにちっちゃくて柔やわらかいし」

「後半はセクハラだよ」

　小さな声でつぶやきながら、滝沢さんは呆あきれた顔を赤く染そめた。また怒おこられてしまったか。僕は横たわったまま「すみません」と頭を搔かいて反省し、ぼそりと抑おさえた声を発した。

「……あとさ、スカート直さないと、スパッツがずっと見えっぱなしで」

「え？　──いっ、いちいち言わなくていいよ、もう！」

　フルートを持ってないほうの手でわたわたとスカートの裾すそを押おさえると、滝沢さんは僕の胸から慌てて飛とび降おりた。いや、だから焦あせって動くと──とは思っても言っちゃだめなんですね、はい。そう自じ戒かいしながら体を起こせば、ちょうどイタチさんとライカこと犬神男ドギーガイが駆かけ寄よってくるところだった。どうやらみんな無事らしいと知って僕はほっと安心したが、イタチさんたちの顔色を見る限かぎり、状じよう況きようはあまり良くないようだ。実じつ際さい、「どんな案あん配ばい？」と経ふみ島しま先輩が尋たずねれば、戦う少女たちは顔を見合わせ、同時に溜ため息いきを吐ついた。

「あの狼おおかみ、オーソドックスに強いんです。飛び道具がないのが唯ゆい一いつの救すくいですけど、パワーもスピードも、こっちとは段だん違ちがい。おまけに、ライカの声も牽けん制せいにしかならない」

「わん……」

「まあ、日本の妖よう怪かいじゃないからね。背せ負おってる文化も違ちがうわけだし、お清めボイスがあんまり効きかないのは仕方ないかも。聖せい別べつされた銀の銃じゆう弾だんでもありゃ良かったのにね」

　犬いぬ神がみコンビのつぶやきに、経島先輩が自じ嘲ちよう的てきに答えた。そんなもんがどこにあるんですかと呆あきれていると、イタチさんが深しん刻こくそうに口を開いた。

「それに、あれ、フィルだからね。鎌かま鼬いたちとか使うわけにもいかないし……」

　その重たい一言に、僕らは困こまった顔を見合わせた。それは確たしかにその通り──なのだけど、だったら街に暴あばれ込こむ気まんまんのあの巨きよ大だい狼を放っておいていいかって言われりゃ、そんなことは絶ぜつ対たいにないわけで。さあどうしたもんかと悩なやんでいると、みんな同様に黙だまり込こんでいたニコ先生が、ふと首を傾かしげて言った。

「でも、正直、信じられませんねえ。あのフィルが、そんな乱らん暴ぼうなことするなんて……」

「当然だ。今、この体を動かしているのは、そのフィルとやらではないからな」

　いきなり怜れい悧りな声が飛んできた。出やがったな、と反はん射しや的てきに身み構がまえる中、廊ろう下かの奥おくから現れたのは、銀色の毛け並なみを揺ゆらす巨きよ大だいな狼おおかみ。慣なれることのできないその迫はく力りよくで僕らを震ふるえさせながら、フィルの体に取とり憑ついたままのレインコートは、満足そうな声を発した。

「先ほどまでは私がコントロールしていたこの体だが、ようやく一ひとつ目めの鬼おにの残ざん滓しが擬ぎ似じ的てきな魂たましいとして定着した。今の人狼ワーウルフは、人食いの本ほん能のうのままに暴あばれる怪かい物ぶつだ」

「そんな……！　それじゃ、フィルの魂は──」

「今は心の奥底で眠ねむっているさ。仏ほとけ心ごころは期待するだけ無む駄だと知れ」

　でっかい肩かた幅はばで廊下を塞ふさぎつつ、勝かち誇ほこったように巨きよ体たいを揺ゆらす銀の狼。ふと経ふみ島しま先輩が「なるほどね、だったら──」とつぶやくのと同時に、狼の鼻先から、筆をのたくらせたような奇き妙みような文もん様ようがうねうねと抜ぬけ出だし始めた。

「さて、ここまで明めい確かくに覚かく醒せいしたなら、先せん導どうするまでもないだろう。さあ、あとはただ、血の向くままに暴れ──実じつ在ざいする怪かい異いの脅きよう威いを広く遍あまねく知らしめてやるがいい」

　唸うなる人狼へと満足げな言葉をかけながら、文様の筆ひつ跡せきは複雑に絡からみ合あい──やがて、長い尾おの山鳥を思わせるような形へと収しゆう束そくした。なるほど、この鳥もどきがレインコートの本体か。そう内心でつぶやいた時、ふいに経島先輩が静かな声を放った。

「物を媒ばい体たいにして人に取とり憑つく、妙みような模も様ように姿すがたを変える、異い能のうの血を覚醒させる、おまけに妖よう怪かいを衆しゆう人じん環かん視しで暴れさせたがる。そのやり口、どこかで聞き覚えがあると思ったらさ」

　ジャージを羽は織おった肩かたを小さくすくめ、先輩は小さな溜ため息いきを吐ついた。一同の注目が集まる中、たまに頼たよれる最上級生は険けわしい視し線せんを鳥へと向け、落ち着いた口調で言い切った。

「──多た々た羅ら木ぎを扇せん動どうしてた荒あれ鴉がらすのベリーとそっくりね。身内？　それとも同志か同族？」

「え？」

「あ……ほんとだ」

「確たしかに！」

　先輩の推すい理りに、僕はイタチさんや滝たき沢ざわさんと顔を見合わせた。ただ一人事じ情じようのわかっていないニコ先生がきょとんと首を傾かしげていたが、今は説明している余よ裕ゆうはない。と、黒い影かげのような山鳥は何も言わずに人狼の鼻先へと舞まい上あがり、ふとおかしそうにギッと笑った。

「──『荒鴉』？　なるほど、八や咫たはそう名乗っていたか。妖怪になりすますとは、奴やつらしい念ねんの入りようだな」

「妖怪になりすます……？　いやレインコート、お前も妖怪だろ」

「誰だれがレインコートだ！」

　反はん射しや的てきに口を挟はさめば、きつい言葉が飛んできた。そんなに怒おこらなくても、と萎い縮しゆくしてしまった僕を前に、黒い山鳥は大きな翼つばさを広げ、「下げ賤せんな怪異と一いつ緒しよにするな」と吐はき捨すてた。

「妖怪ではなく、我らは先さき触ぶれ。翼を持ちて先を導みちびき、道を広げて開くモノだ」

　全く意味のわからない言葉とともに、山鳥の姿が夜の闇やみへと滲にじみ始はじめた。逃にげるみたいですねえ、とニコ先生がつぶやき、それには僕らも同感だったが、でかい狼に睨にらまれてる以上何ができるわけでもなく。悔くやしげにライカが唸うなる声が響ひびく中、鳥はどんどん薄うすくなっていき、

「ちょっと待ったキジもどき！　あんたが妖よう怪かいじゃなくて先さき触ぶれってカテゴリーなのはわかったけどさ、個体名もあるのよね？　……まさかと思うけど、それって『鳴なき女め』？」

「──勘かんの良さだけは誉ほめてやる」

　経ふみ島しま先輩の問いかけに短く回答すると、すうっとその姿すがたを消してしまった。

　そして後に残されたのは、品定めするように低く唸る巨きよ大だいな狼と、弱った顔を見合わせる僕ら。どうしよう、とイタチさんが視し線せんで尋たずねてきたが、それはこっちが聞きたいくらいだ。こんな時、稲いな葉ば先生や奈な良ら山やまあたりがいてくれると心強いんだけど、あの大妖怪様たちはいっつも肝かん心じんな時にいないからなあ。腕うでっ節ぷし自じ慢まんの多た々た羅ら木ぎとか求ぐ道どう丸まる、念力と金かな縛しばりを使える美み生うさんでもいいんだけど──。

「助すけっ人とを呼よびに行ってる時間はないよな……」

「うん。この狼おおかみ、放っておくと、すぐにでも街に暴あばれ込こむだろうし」

　悔くやしげに応おうじてくれたのは滝たき沢ざわさんだ。だよなあ。しかし他に手もないし、こうなったら開き直って逃にげるしかないんじゃなかろうか？　と、そんな弱々しいアイデアがくっきり浮うかんだ、その時だ。僕の後ろに隠かくれた経島先輩が、ぼそりと声を発した。

「あのさ、武ぶ闘とう派はのお二人さん？　あの山やま犬いぬ様さまの動き、一いつ瞬しゆんだけでも止められる？」

「え？　ちょっとくらいなら、あたしの金縛りが効きくだろうけど……」

「ライカの清めの声なら、一瞬くらいは封ふうじられます。あと一発が限げん界かいですけど。でも先輩」

「よろしい！」

　訝いぶかるような滝沢さんの言葉を断たち切きり、先輩はジャージのポケットをごそごそと漁あさった。いったい何を企たくらんでるんです？　そう聞こうとすれば、逆ぎやくに元気な声が飛んできた。

「呆ほうけてないで！　白しろの字じはニコっちからスケブを借りてスタンバイ！」

「あ、はいっ？　……いや、でも何を描かけば」

「見てりゃわかる！　──そんじゃイタチちゃん、滝やん！　作戦開始！」

　ニコ先生からスケッチブックを借り受けながら、僕は呆けた声で尋ねたのだが、先輩はそれを無む視しして威い勢せい良く叫さけんだ。その一声をきっかけに、

「あ、うん……！」

「よくわかんないけど──ライカ！　吠ほえろ！」

「ウ──オオオオオオオオオオオオオオオオオンッ」

　イタチさんの瞳ひとみが銀に輝かがやき、ライカが清めの声を炸さく裂れつさせた。もう反はん撃げきはないと思って油ゆ断だんしていたのか、不意打ちを喰くらった狼の体が、びくんと震ふるえて固定される。凄すごいですねえ、とニコ先生が吞のん気きな声を漏もらすのと同時に──まあ、本人としては緊きん迫ぱくしてるつもりなのかもしれませんが──経ふみ島しま先輩は狼へと駆かけ寄よると、ポケットに突つっ込こんでいた左手を抜ぬいた。子供じみた小さな指先が摑つかんでいるのは、線せん香こうのような細い棒ぼう。どこかで見たな、とふと思ったその瞬しゆん間かん、先輩はそれを狼おおかみの鼻先に突つきつけ、叫さけんだ。

「持ってて良かった離り魂ごん香こう！　イタチちゃん、火を！　他のみんなは息を止めて！」

「そっか……！　わかったよ御み崎さき！」

　イタチさんの指がパチンと鳴った。瞬しゆん間かん、先輩の持つ古びた線せん香こうの欠片かけらに火が点り、ふわりと白い煙けむりが立ち上る。嗅かいだ者から魂たましいを強引に抜ぬく「離魂香」の煙を、先輩はフッと狼へ吹き付けた。奇き妙みような匂においに鼻を突かれ、狼の苦しげな声があがる。

　やったのか？　ごくりと息を吞のむ僕らの前で、銀色の巨きよ体たいがぶるりと震ふるえたかと思うと──その体から、半はん透とう明めいの靄もやが抜ぬけ出だした。同時に、長い体毛に覆おおわれていた肉にく食しよく獣じゆうは、学生服を纏まとった銀ぎん髪ぱつの少年の姿すがたへと戻もどり、ばたりとその場に倒たおれてしまった。

「……フィル！」

「待った先生！　あのモヤモヤはまだ危き険けんです！」

　フィルへと駆かけ寄よろうとするニコ先生を、僕は慌あわてて遮さえぎった。フィルの体から抜けた一ひとつ目めの鬼おにの残ざん滓しは、人狼ワーウルフの血と反はん応のうしたせいか、異い様ようなまでに危険な気配を漂ただよわせている。思わずごくりと息を吞めば、経ふみ島しま先輩が満足げに口を開いた。

「心配しなくても、眠ねむらされてたフィル坊ぼうの魂はちゃんと体に残ってるはず。あとはこの鬼だか何だかわかんないこれを倒せばミッションクリア。てなわけで白しろの字じ！」

「はい！　わかりました！」

　なるほど、そういう作戦か！　ようやく先輩の意図を理り解かいした僕は、胸むねポケットの木もく軸じくシャーペンを引き抜き、目の前の靄を見み据すえた。このパターンなら慣なれている。絵に描かいて形を与えて実体化させれば、イタチさんの鎌かま鼬いたちで倒せるはずだ！

「そうとわかれば……って……あれ？」

　ペンとスケッチブックを構かまえたまま、僕はぽかんと固まった。同時に、強引に幽ゆう体たい離り脱だつさせられて戸と惑まどっていた鬼の残滓は、ようやく状じよう況きようを理解したのか、僕のほうへと視し線せんを向けた。一つなのか二つなのかわからない瞳ひとみが僕を見み据すえ、前足のような腕うでのようなものが、大きくぐうんと振ふりかぶら──。

「しっ、真しん一いち？　何してるの！」

「へ？　──うわっ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声のイタチさんが、僕の体を抱かかえて飛んだ。同時に、一いつ瞬しゆん前まで立っていた床ゆかが、いともあっさりえぐられる。その冗じよう談だんみたいな破は壊かい力りよくに、改めて肝きもがぞっと冷えた。

「危あぶなかった……！　ありがとうイタチさん、助かった！」

「それはいいけど──でも、どうしたの真一？　いつもみたいに絵に描いて、それで実体化させれば、あとはあたしが──」

　僕をそっと庇かばいながら、頼たよれる妖よう怪かい少女が肩かた越ごしに振ふり向むいた。しっかりフィルの体を回かい収しゆうしていた滝たき沢ざわさんとライカがそれに同意し、経島先輩が「イタチちゃんの言う通り」とうなずく。いやしかし、そう言われてもですね……？　みんなの顔をぐるりと見み渡わたすと、僕はおそるおそる口を開いた。

「……すみません、無理です」

「はあ？」

　みんなを代表するように、経ふみ島しま先輩が顔をしかめた。ですからね、と説明しようとすれば、ふいに滝たき沢ざわさんが「来るよ！」と叫さけんだ。同時に、茫ぼう洋ようとした粗そ暴ぼうな靄もやが、僕とイタチさんへと躍おどりかかってくる。

「真しん一いち、避よけて！」

「はいっ！」

　イタチさんに突つき飛とばされて無ぶ様ざまに転げ、どうにかこうにか攻こう撃げきを回かい避ひ。落としそうになったペンを慌あわてて摑つかみ、目の前の靄を見み据すえると、僕は切せつ羽ぱ詰つまった声で叫さけんだ。

「こいつ、形がないんです！　今までの鬼おになら、見えなくてもしっかりしたイメージが伝わってきたから、それを描かけば良かったんですが──こいつにはそれがない！」

「何それ。鬼と人狼ワーウルフが混まざった即そく席せき妖怪だからってこと？」

「わかりません！　わかりませんけど、とにかく形がないんですよ！　こうやって見てても、二本足なのか四本足なのか、毛があるのかないのか、一つ目なのか二つ目なのか──イメージが全然、全く、一定しないんですよ！　こんな奴やつに形を与えるなんて、どう考えても」

「要するにあれを描けばいいんですよねえ」

「無理──って、はい？　ニコ先生……？」

　唐とう突とつに割り込んできた穏おだやかな声に、僕は思わず固まった。いや、僕だけじゃない。イタチさんや犬いぬ神がみコンビ、経島先輩までもがぽかんと呆ほうける中、童顔の新しん鋭えい画家は小こ振ぶりなノートをどこからともなく取り出して構かまえ、可愛かわいらしく首を傾かしげた。

「あれ？　違ちがいましたか？　お話を聞いてると、そういうことかなって思ったんですけど」

「い、いや、違いません……。違いませんけど、でも先生」

「はあい、何ですか？」

　おっとりした声で応おうじつつ、先生はこれまたどこからともなく鉛筆を取り出すと、慣なれた手つきでノートの上に走らせ始めた。その姿すがたに危き険けんを感じたのか、鬼は爪つめだか牙きばだかわからないものを先生に向かって振り下ろした。危あぶない、と叫んだイタチさんが鎌かま鼬いたちを放ち、ぼんやりとした凶きよう器きを切り落とす。

「大だい丈じよう夫ぶ、ニコ？」

「ええ！　ありがとうございます、クズリ。持つべきものはファンですねえ」

　イタチさんに庇われながら、ニコ先生はそれはもう嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。もちろんその間も鉛筆は動き続けている。「わお」と経島先輩が唸うなり、それには僕も同感だったが、しかし。

「ですから先生！　相手は形がないんですよ！　そんなものを描くだなんて」

「できます」

　反はん論ろんの余よ地ちのないほどきっぱりした断だん言げんが、僕の叫さけびを打ち消した。思わず押おし黙だまった僕をちらりと眺ながめると、ニコ先生はふと自じ慢まんげに微笑ほほえんだ。

「私、これでもプロの絵え描かきなんですよお？」

「はい？　いや、それは知ってますけど、今はそれどころじゃ！」

　この人はいったい何を言い出すんだ。慌あわてて反論すれば、童顔の画家は鉛筆を踊おどらせ続けながら、僕へと語りかけるように口を開いた。

「シンイチならわかってると思ったんですけどねえ。絵って、写真じゃないんですよお？　綺き麗れいだなあ、可愛かわいいなあ、怖こわいなあ、凄すごいなあ──。そんな風に自分の心に響ひびいたイメージを、自分なりに補ほ強きようして、自分好みにアレンジして、それで初めて絵は絵になるんです。違ちがいますかあ？」

「それは──いいえ、違いません」

「はあい、よくできました。ですから、イメージを感じる心と、それを絵にする技ぎ術じゆつがあれば──モデルに形があろうがなかろうが、全然、関係ないんですよねえ。えへへ」

「なるほど……！　さすが先生！」

「ちょっと真一！　納なつ得とくしてないでニコを下がらせて！」

「クズリは優しいですねえ。でも、大丈夫。もう、終わりましたから」

「え」

　あっさりした宣せん言げんに、僕らは啞あ然ぜんとするしかなかった。

　ほら、と先生が構えたノートには、筋きん骨こつ逞たくましい怪かい物ぶつが、ダイナミックなタッチで描えがかれていた。熊くまを思わせるずんぐりした四足体形に大きな口。虚うつろな二つの目の上には、ぎょろりと輝かがやく第三の目。狼おおかみと一ひとつ目めの鬼おにを足して二で割ればこうなるな、と誰だれもが納得できるデザインだ。最さい低てい限げんの線だけで描かれたシンプルな絵なのに大だい迫はく力りよくに満ちており、それはもう僕が描くよりよっぽど強くて怖いデザインだなと実感できたのは言うまでもなく──。

「って、待った！　感動してる場合じゃないぞ！」

「そ、そうだよね……！　絵が完成したってことは」

「その通りの姿すがたでこいつが──ほら出たああああああああああっ！」

　イタチさんと顔を見合わせる僕の前で、巨きよ大だいな妖よう怪かいが一いつ瞬しゆんのうちに実体化した。

　でかい体にでかい口、額ひたいでギョロつく第三の目。ニコ先生が描き上げたばかりの姿に射い竦すくめられ、肝きもと背せ中なかがぞくりと冷える。こんなもんに勝てるわけがないという思いが沸ふつ々ふつと湧わき上あがる中、名無しの即そく席せき妖怪は濁にごった声で叫びをあげた。古びた校舎をビリビリ震ふるわせながら、巨きよ体たいのそいつは壁かべに向かって爪つめを構かまえる。

「外に出る気か！　ライカ、抑おさえるよ！」

「う、うう……わん？」

「え？　正直こんなのに勝てる気がしない？　あのね、なんでそんなに弱気に！」

　すっかり気け圧おされてしまった犬神男ドギーガイを、犬いぬ神がみ使つかいが叱しかりつけた。ライカはまだ何か言いたげだったが、滝たき沢ざわさんは静かにフルートを構えると「大だい丈じよう夫ぶ」と優やさしく言い足した。

「倒たおさなくてもいいんだよ。ぼくらは時間を稼かせぎさえすれば、あとは──！」

　そうとだけ言い残し、滝沢さんはフルートに息を吹き込んだ。流れ出す旋せん律りつにボルテージを押し上げられ、ライカはやけくそ気味に一声唸うなって妖怪の巨体に組み付いた。それと同時に、イタチさんは両手を大きく広げると、短く僕の名前を呼よんだ。

「真しん一いち！　今のうちに！」

「え？　ああ──鎌かま鼬いたちか！　了りよう解かい！」

　おたおたと一いつ瞬しゆん遅おくれて応おうじつつ、僕はスケッチブックを構え直した。見つめる先、イタチさんの両手の間では、すでに冷たく鋭するどい風が凝ぎよう縮しゆくされ始めている。鋭えい利りな刃はのイメージを感じつつ、僕はペンをぐっと握にぎった。あとは刀の形を捉とらえて、それを絵にするだけ。深しん呼こ吸きゆうしながら風の刃やいばを凝ぎよう視ししていると、ふと、イタチさんが僕へと視し線せんを向け、言った。

「頑がん張ばってね、真一。ニコが見てるよ」

「はい？」

　今度はいきなり何の話だ。思わずきょとんと見返せば、頼たよれる妖怪少女はくすりと小さく微笑ほほえむと、まっすぐな視線で僕を見み据すえた。

「ニコ、真一の本気の絵、見たがってたから。だから見せてあげて──ううん、一いつ緒しよに、見せてあげようよ！　真一は──真一の絵には──こんなことができるんだって……！」

「あ──う、うん！　わかった！　ありがとうイタチさん！」

　真しん摯しな瞳ひとみにどきりと胸むねを躍おどらせつつ、僕は強くうなずいた。ちらっと後ろを振ふり向むいてみれば、完全に避ひ難なんした経ふみ島しま先輩の隣となりでわくわくと拳こぶしを握にぎるニコ先生の姿すがたが目に映る。その嬉うれしげな表情に、かっと心が燃え上がった。

　──見ててください、ニコ先生！

　そう心の中で叫さけびながら、僕はペンを紙の上へと踊おどらせた。

「行くよイタチさん！　多た々た羅ら木ぎの時に使ったスペシャルバージョンだ！」

「うん──って、ええっ？　ちょ、ちょっと待って！　『あれ』なの？」

　イタチさんが、いきなりぎょっと目を見開いた。その頰ほおをかーっと赤く染そめながら、強く可愛かわいい妖怪少女はもごもごと言いづらそうに慌あわてて言い足す。

「あの、あのね真一、あれはちょっと、人前では恥はずかしいんじゃないかな、って……」

「大だい丈じよう夫ぶ！　僕は全然これっぽっちも恥ずかしくない！　だってイタチさんが好きだから！」

「真一はそうかもしれないけどっ！　いつもの刀じゃ、駄だ目めなの？」

「だってあっちのほうが強いし、それにニコ先生も、イメージを補ほ強きようしてアレンジするのが絵の醍だい醐ご味みだって言ってたし！　とか言ってる間に──よーし、完成っ！」

「え？　待って、だってほら御み崎さきも赫あか音ねもニコも見てるんだし──」

　ひゃー、と叫さけぶイタチさん。同時に、その手の間で凝縮されていた風が、一ひと振ふりの大たい剣けんの形を取って実体化する。二メートル近い肉厚の刃には、遠目から見てもわかるほどの大きさで、文字がくっきりはっきり彫ほり込こまれていた。と言うかカーッと熱く光っていた。

「おおう！　これが噂うわさの名刀『愛』か」

「まあ──！」

　注ちゆう視ししていた経ふみ島しま先輩とニコ先生がどよめいた。二人の視線の見つめる先、イタチさんが手にした大剣の刀身に光っているのは、「大好きだイタチさ」の九文字だ。

「あー、今回も字がはみ出たか。ごめんイタチさん、次は気を付けるから」

「そっ、そこはどうでもいいよ……！」
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　よほど恥ずかしいのか、イタチさんは真っ赤な顔で大剣を構かまえると、聞き取れないほど小さな声で「……でも、ありがと」とつぶやいた。え？　何を感かん謝しやされたんだ、僕は。

「はい？　急に何を？」

「この剣、真しん一いちの思いが、そのまま伝わってくるんだよね……だから、その」

「どうでもいいけどそろそろ代わって！　さすがにライカが限げん界かいだー！」

「わんわんわんわん！」

　滝たき沢ざわさんとライカの叫さけびが、照れまくった小声を打ち消した。と、そこでようやく状じよう況きようを思い出したのか、イタチさんは「ごめん！」と慌あわてて叫さけぶと、

「あとは任まかせて、赫あか音ね！　これなら、一いち撃げきで──！」

　ライカを振ふり払はらっていた妖よう怪かいを見み据すえ、大剣を振り上げながら床ゆかを蹴けった。

「遂ついにイタチちゃんが開き直ったー！　さあ出るか、二人の絆きずなが生んだ愛の必ひつ殺さつ技わざ！」

「わあ、すごく素す敵てきですねえ。どきどきどきどき、ぱちぱちぱちぱち」

「御み崎さきうるさい！　ニコも拍はく手しゆしないでいいからねっ！」




　　　　＊＊＊




「──ご迷めい惑わくをおかけしました」

　一件落着後の倉そう庫こ棟とう前まえ。ぽつんと立つ街灯の下で、フィルは深々と頭を下げた。その礼れい儀ぎ正しい一礼に、僕らは戸と惑まどった顔を見合わせた。

「あのさ、別に学校まで辞やめなくても……。ねえ、イタチさん？」

「そ、そうだよ！　フィル、自分が人狼ワーウルフだって知らなかったんだよね？　それを無理矢理変身させて暴あばれさせたのは、あの『鳴なき女め』とかいう鳥なんだから」

「うん、君が気に病むことじゃない。本ほん能のう的てきに人狼の血を十五年間も抑おさえてただけでも凄すごいんだって、経ふみ島しま先輩も言ってたし、ぼくもそう思うよ。それに」

「わん、わんわん」

「──ああ。人狼の力は鬼おにと一いつ緒しよに抜ぬけて、伊達だてさんに切られたんだろ？　だからさ」

「いいえ」

　滝たき沢ざわさんの言葉を聞き終えることなく、フィルはきっぱり首を左右に振った。

「人狼の血は俺の体たい質しつですから。治なおったり抜けたりするようなものじゃないことくらい、わかります。いつまた変身してしまうかわからない以上、皆みなさんと──いえ、誰だれとも、一緒にいないほうがいいんです」

「心配しすぎだよ、フィル！　それにね、妖よう怪かいって、けっこうたくさんいるんだから」

　諭さとすように話しかけたのはイタチさんだ。だがフィルは「それはさっきも聞きました」と、穏おだやかな、それでいて強い口調で言葉を返した。

「ですけど、これはもう決めたことですから。もともと姉さんの弟で子しになれたら学校を辞めるつもりでしたし。……しかし、常じよう識しき人じんの伊達先輩と奈な良ら山やま先輩が妖怪で、白しら塚つか先輩と経島先輩が普ふ通つうの人間ってのは驚おどろきました。逆ぎやくなら納なつ得とくできたんですが」

「だよね……」

「ほっとけよ」

　さらっと失礼なことを言う男である。そしてなぜそんなに共感しているのですか滝沢さん。

「で、でも、あのね……！　せめて、ニコに相談してからとか」

　そう言ってイタチさんは、少し離はなれた場所で、経ふみ島しま先輩と言葉を交わすニコ先生へと目を向けた。ぺたんと座すわり込こんだ先輩の膝ひざの上では、犬神男ドギーガイとして酷こく使しされた江え戸ど橋ばしさんが筋きん肉にく痛つうに耐たえながら熟じゆく睡すいしており、ニコ先生はそんな二人を優やさしく眺ながめていた。フィルは、その姿すがたを一いつ瞬しゆんだけちらりと見つめたが、すぐに僕らへ向き直った。人狼の血を引く銀ぎん髪ぱつの少年は、

「もう、決めたことですから」

　そうとだけ繰くり返かえすと、もう一度深く頭を下げ──そして、背せ中なかを向けて歩き出す。

「くうん……」

　ふと、小さな声でライカが吠ほえた。

　犬いぬ神がみの言葉は僕にはわからないけれど、何が言いたいかはよくわかった。

　寂さびしさ、悲しさ、そして何より、フィルを引き止められない不ふ甲が斐いなさ。そんな感情をないまぜにしたまま、僕は──いや、僕らは、ただ彼を見送ったのだった。
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「さすが本ほん職しよく、クズリも赫あか音ねも滅め茶ちや苦く茶ちやかっこよく描かけてるじゃん。くそ、アタシも倉そう庫こ棟とうに行ってりゃなあ……！　副会長をダシにわいわい盛もり上あがってる場合じゃなかったか！」

　フィルとの別れから週末を挟はさんだ、月曜の放課後の美術室。ニコ先生が「日本を発つ前に」と届とどけてくれた額がく入いりの絵を手に、鱗りんさんは羨うらやましげな声をあげた。

　ラフなタッチで描かれているのは、耳と尻尾しつぽを踊おどらせる少女と、フルートを構かまえたショートカットの女子生徒。臨りん戦せん体たい勢せいのイタチさんと滝たき沢ざわさんをダイナミックに描いたその絵を前に、妙みように薄うす着ぎの鱗さんは「いいなーいいなー」と繰くり返かえした。

「次に来た時に描いてもらえばいいじゃないですか。しかし、なんでレオタード」

「あ、これ？　部活の日、勘かん違ちがいしててさあ。着替えて体育館行ったら、新しん体たい操そう部ぶは誰だれもいなかったもんで。てか、そう固いこと言うなって！　嬉うれしいくせにさ！」

「それはそうですね。鱗さん、スタイルも姿し勢せいも良いから見てて気持ちいいですし」

「うむ、正直でよろしい！」

　そう言って嬉しげに笑った鱗さんは、軽やかに机から飛とび降おりると「正直者にはサービスだ」と、僕の背せ中なかにぺたんと抱だきついた。薄うすい布一枚隔へだてた体温に思わずドキンと胸むねが跳はね、そしてなぜかイタチさんの顔が赤くなった。

「ちょ、ちょっと、鱗！」

「おーおー赤くなった赤くなった。や、クズリは今日も可愛かわいいねえ、元もと旦だん那な」

「ですよねー！　ニコ先生の描いたイタチさんもいいけど、やっぱ本人には敵かなわないなあ」

「そ、そう……？　じゃなくて！　なんで共感してるの真しん一いち！」

　鱗さんに抱きつかれながらうなずく僕を見つめ、イタチさんが真っ赤な顔で叫さけぶ。そんな賑にぎやかな集団を呆あきれた顔で眺ながめると、窓まど際ぎわの席の経ふみ島しま先輩はパソコンから手を離はなし、うーんと大きく背せ筋すじを伸ばした。人狼ワーウルフ事件の記録は終わったんですか、と尋たずねれば、先輩は「とりあえず」とニヤつくと、右手で頭をがりがりと搔いた。

「あとは、人狼ご本人の感想がありゃベストなんだけど──こればっかりはなー。あいつがいりゃ、夢だった『今日は俺とお前でダブル犬神男ドギーガイだからな！』ができたってのに」

　先輩には珍めずらしいしんみりしたその口調に、僕は思わずイタチさんと顔を見合わせた。僕が無言でうなずけば、イタチさんも淋さびしげな声で「そうだよね」とつぶやいた。

「フィルは、もう学校にも、この街にも、いないんだから──」

「いるよ？　今日、おんなじクラスで授業受けたし」

　唐とう突とつに、鱗さんがあっけらかんとした声を発した。はい？　いきなり何を言い出すんだ？　意表を突きすぎるその一言に、僕らはぎょっと目を見開いた。

「鱗？　それ……ほんと？」

「あ、うん。何をそんなに食い付いてんのか知らないけどさ。昨日、ＤＶＤ借りに行ったレンタル屋でも会ったっけか。なんか会員カードの更こう新しん料りよう払はらってたね」

　けろりとした顔の蛇へび女によう房ぼうが再ふたたび衝しよう撃げきの事実を告げる。経ふみ島しま先輩が「狼おおかみと更こう新しん料りよう……！」とかつぶやいていたが、そんなことはどうでもいい。あいつ、どこへともなく去ったんじゃなかったのか。呆あきれてんだか驚おどろいてんだか喜んでんだかわからない顔をイタチさんと見合わせていると、ふいに、そーっと美術室の戸が開いた。

「し……失礼します……」

　この上なく恥はずかしそうな声とともに、おずおずと赤い顔を覗のぞかせたのは、噂うわさの少年その人だった。「穴あながあったら入りたい」を体現しながら現れた学生服の人狼ワーウルフを前に、イタチさんが光速で反はん応のうした。

「フィルっ？　どうしたの？　もう来ないと思ってたよ」

「い、いや、それがですね……。あの後、姉さんに電話で学校辞やめる、絵も諦あきらめるって言ったら、そんなふうに逃にげるような子は知りませんって、こっぴどく叱しかられてですね……」

　目線をチラチラ逸そらしつつ、ぼそぼそと語る人狼の少年。なんかもう、きっぱり去ったあいつとは別人じゃなかろうかと思えるくらいの動どう揺ようっぷりである。

「また狼に変身するかもしれないって言ったんですが、『自分の体なんだから、自分で制せい御ぎよできるようになりなさい。万一暴ぼう走そうしても、美術部の人たちなら何とかしてくれるはず』って言われちゃって……それで、その……や、やっぱり残ることにしたんですが……」

「美術部うちも信用されたもんだ。ま、そっちのほうがありがたいけどね。で、さっそくだけどさ、あの鳴なき女めって名乗った鳥はどこでどうやってあんたに取とり憑ついたわけ？」

　歓迎の言葉もそこそこに、経島先輩は興きよう味み深ぶかげに目の前の少年の顔を覗のぞき込こむ。その反応が意外だったのだろう、フィルはきょとんと顔を上げ、青い瞳ひとみを丸くした。

「いや、それは覚えてないんですけど……。と言うか、嫌いやがらないんですか？　俺は、操あやつられたとは言え、先輩たちに──」

「シャラーップ。今さらそんなこと気にしやしないって。そうよね部長、イタチちゃん？」

「ええ、それはもう。貴き重ちような絵え描かきが戻ってくれて嬉しいし」

「うん……！　お帰りなさい、フィル」

　先輩の言葉を受けて僕とイタチさんがうなずけば、フィルは面食らったように目を丸くした。それを見て、腕うでを組んだ鱗りんさんがからかうようにシャッと笑った。

「美術室ここはいつでも部外者大歓迎だからね。……しかし、去ったかと思わせてあっさり帰ってくるってのは、余よ韻いんがなさすぎてどうかと思わなくもない」

「へえ。今のフィルと全く同じパターンで再さい登とう場じようした人がそれを言いますか鱗さん」

「まあまあ、真しん一いち。でもフィル、ほんとにニコには弱いんだね」

　鱗さんを睨にらむ僕をなだめると、イタチさんはフィルへと嬉うれしげな微笑ほほえみを向けた。と、もともと赤かったフィルの顔がさらに一ひと際きわ朱しゆ色いろに染そまり、同時に鱗さんがニイッと笑った。

「そりゃあ少年としちゃ、惚ほれた女に強くは出られないわよねえ。うんうん、純じゆん情じよう純情」

「り、鱗りんっ！　何を！」

　いきなりフィルが叫さけびをあげた。これ以上照れたら死ぬんじゃないかというレベルに赤い顔を前に、僕とイタチさんはきょとんと呆ほうけた。惚ほれた女って、それはつまり──？

「そうだったの？　フィル、お前、ニコ先生のことが──」

「え？　でもニコって、フィルのお姉さんみたいなものだよね？　それに、年ねん齢れいも──」

「──失礼しましたあっ！」

　イタチさんの質問を遮さえぎるように、フィルは唐とう突とつに大声をあげると、戸を開け放って走り去ってしまった。さすが人狼ワーウルフ、ものすごい瞬しゆん発ぱつ力りよくである。

「あのアホ、部活に来たんじゃなかったんかい」

「つーことは、確かく実じつに戻もどって来るわけか。さーて、どういじってやろうかね」

　呆あきれかえった経ふみ島しま先輩がしみじみつぶやき、鱗さんがそれはもう意地悪く微笑ほほえむ。

　──どうやら、また賑にぎやかな仲間が増ふえたらしいな。

　僕はイタチさんと顔を見合わせると、肩かたをすくめて苦笑したのだった。







　あとがき




　この作品はフィクションです。妖よう怪かいの描びよう写しやは実じつ在ざいする記き録ろくや伝説の内容から逸いつ脱だつしないよう注意していますが、語られていない部分についてはそれはもう自由に創作していますので、紛まがうことなくフィクションです。でも、さすがにそれはないだろうと思われそうなネタ（たとえば、本巻五話の「日本にも○○がいた！」とか）は意外とそうでもなかったりします。




　こんにちは。「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」の対談連載のおかげで妙なキャラが定着してきた気がする峰みね守もりです。おかげさまで「ほうかご百物語」も六巻目。今回の主役は真しん一いちです。

　……いや、最初から主人公だろと言われればそれはそうなんですが、今までの巻かんはイタチさんが物語の中心にいて「さあどうする真一！」って展てん開かいが多かったわけで。で、今回はその立場を変えてみたという趣しゆ向こうのお話なのです、べんべん（琵び琶わの音）。

　ある日突とつ然ぜん、人生を揺ゆるがしかねないサプライズなイベントが降ふりかかってきた時、白しら塚つか真一という平へい凡ぼんな……と言うのはさすがに無理ですね、少々変わった高校生の少年は、果たして何を思い、どんな道を選ぶのか？　また、いつの間にか彼の身近な人になってしまっていた心こころ優やさしき妖怪少女は、何を願い、どう動くのでありましょうか！　そう、これは若人達の希望と逡しゆん巡じゆん、そして決けつ断だんの物語なのです、べんべんべんべん！（ヒートアップする琵琶）

　──と、書くとえらいシリアスな話っぽいですが、ご安心ください。なにしろ作者（僕です）は真面目まじめな話が極めて苦手なので、まず重たい展てん開かいにはなりません。おなじみの面々は相変わらず元気ですし（出番の少ない人にはごめんなさい）、にぎやかな新キャラやマイナーな新顔妖怪もわんさか（？）登場しますので、肩かたの力を抜ぬいて楽しんでいただければと思います。

　そうそう。ずーっとメインストーリーの影かげでこそこそ物語を進めていた副会長とあの天てん狗ぐにも、今回はちょっとスポットを当ててみましたので、二人のファンの方はお楽しみに。




　以下、謝しや辞じです。

　担当編集様。今回も原げん稿こう遅おくれてすみませんでした。急な引っ越しさえなければ間に合ったんですが。あと、補ほ話わで使ったあのネタ、見み逃のがしてくださってありがとうございます。もうしません。イラストの京極様。毎回毎回、新キャラのデザインをさせてしまってすみません。お仕事増ふえてお忙いそがしいようですが、今後とも「ほうかご百物語」をよろしくお願いいたします。

　そして、この本を買って、ここを読んでくださっている、読者の貴方あなた。毎回毎回、同じ言葉の繰くり返かえしで申もうし訳わけないのですが、本当にありがとうございます。ここまで続けられたのも、これから続けられそうなのも、全て皆みな様のおかげです。感かん謝しや感かん激げき、雨あめ霰あられ。

　では、ご縁えんがあればまたいずれ。お相手は、峰守ひろかずでした。べんべんべん。
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峰みね守もりひろかず

近畿北陸電撃文庫作家同盟（いま考えました）滋賀支部所属。ネクタイが苦手でサンダルが好き。かっこいい別れの挨拶と言えば「待て、しかして希望せよ」。もう挨拶じゃないってのは自覚してます。
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京きょう極ごくしん

滋賀県在住のフリーのイラストレーター。

原画やカラーイラストをメインに各方面で活動中。

獣耳やツリ目、ツインテール属性が主な弱点。
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